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この 報 告書 は,日 本 自転 車 振 興 会 か ら競 輪 収 益 の一 部 で あ

る機 械 工 業振 興 資金 の 補助 を受 け て 昭和50年 度 に実 施 した

「日本 語 情報 処 理 シス テ ムの研 究開 発 」の成 果 を とりま とめ

た も の で あ りま す。
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情 報 化社 会 の 進展 に伴 っ て経 営 者 が 常 に安 定 した企 業 経 営 を維持 して い くた

め には,経 営 の た め の 関連 情 報 を十 分 に活 用 して適 格 な意 思 決 定 を行 な う必 要

が あ る。 この た め 内 外 の企 業 ・研 究 機 関 に おい ては いわ ゆ る経 営 情 報 シス テ ム

に 関す る研 究 開 発 が活発 に行 なわれてい る○ 当財 団 にお い て も コ ン ピュ ー タを利

用 した合 理 的 な経 営 情 報 シス テ ムを確 立 す る とい う観点 か ら,あ らゆ る レベ ル

の 管理 者 に理 解 しや す い情 報 を 提 供 す るための情 報 処 理 シス テムについて 調 査 研

究 を実 施 して きた 。 そ の 一環 と して,48年 度 以 来,我 が 国 では コ ン ピュー タか

らの 出力情 報 が ア ル ファベ ン トや カタ カ ナで表 示 され るた め 読 み に く く,意 味

に あい まい さが あ る な ど理 解 度 に難 点 が ある とされ て きた 文 書 情 報 を と りあげ,

カ タ カナ入 力 漢 字 か な湿 り文 出 力方 式 の情 報 処 理 システ ムを開 発 し,事 例研 究

を通 して実 用 性 の検討 等 を 行 な って きた。

本年 度 は これ を更 に進 め,コ ン ピュー タを用 い た 日本語 情 報(和 文 情 報)の

取 り扱 い,特 に 情報 の蓄 積 ・検 索 等 に つ いて検 討 す る と共 に カタ カナ入 力漢 字

か な湿 り文 出 力 方 式 を応 用 した 日本 語情 報 検 索 シス テ ムの モ デ ル を開発 し,科

学 技 術文 献 の検 索 に適 用 して2年 計 画 で事 例 研 究 を行 なお う とす る もの で あ る。

本 報 告 書 は 昭和50年 度 に実 施 した 日本語 情 報 の検 索技 術 等 に 関 す る検 討 と

カ タ カナ入 力漢 字 か な湿 り文 出 力 方式 を応 用 した 日本 語 情 報 検 索 シス テ ムの 設

計 を 中心 に と りま とめ た もの で あ る。

こ こに,今 年 度 の研 究 開 発 に ご尽 力 な らびに ご支 援 を賜 った 高 橋 達 郎,植 村

俊 亮,後 藤 榛 男,上 田 陸奥 夫 の各 氏 お よび 関係 各位 に心 か ら感 謝 の意 を表 しま

す と共 に この報 告 書 が 各方 面 に活 用 され,我 が 国情 報 処 理 産 業 の 発 展 の一 助 と

して寄.与 で きれ ば 幸 い で す。

昭 和51年3月 、

財団法人 日本情報処理開発協会

会長 植 村 甲 午 郎
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1.1研 究 の 目的

当 財 団 で は,昭 和46年 度 の 事 業 「デ ー タ ・マ ネ ジ メン ト・システムの研 究 」

の 成 果 と して と りま とめた 報 告 書 「記 事 情 報 検 索 の た めの デー タ ・マ ネ ジ メ ン

ト 」にお い て,カ ナ漢 字 変 換 の 事 例 研 究 を と りあげ て以 来,日 本 語 情報 処 理 技

術 に 関 す る調 査 研 究 を推 進 して きた。 従 来 わが 国 で は コ ン ピュ ー タか らの 出 力

情 報 が 英 字,数 字 あ るいは カタ カナで 記 述 され てい た た めに,情 報 を利 用 す る

者 に とっ ては 読 み に く く,意 味 に もあ い ま い さが あ る とされ て きた。 そ の た め

経 営 情 報 な どの 意 思決 定 には 正 確 な情 報 伝 達 が しに くいば か りか,場 合 に よ っ

ては 重 大 な ミス につ なが る誤 解 を与 え な い と も限 ら ない。

そ こで 当財 団 で は,コ ン ピュ ー タか らの 出 力情 報 を漢 字 か な湿 り文 で提 供 す

る た めの 調 査 研 究 に着手 し,カ タ カナ入 力 方式 に よる 日本語 情報 処理 シス テ ム

の研 究 開 発 を行 なっ て きた。 これ ま で に 各 メ ー カや研究 機 関 で研 究 開発 され て

い る各 種 漢 字 情 報 入 力方式 に つ い て調 査検 討 したが,字 種 が 多 く,文 字 パ ター

ン も複 雑 で,類 似 した 文字 の 多 い漢 字 を 入 力 す るた めの合 理 的 な入 力機 器 は い

ま だ に開 発 さ れ て い ない とい え る状 態 で あ る。 市場 に もっ と も多 く実 働 してい

る漢 字 け ん盤 の 入 力方 式 も,規 模 が 大 き く,操 作 も複 雑 で とて も一 般 の 人 に適

用 す る こ とは 困難 で あ る。 しか も操 作 を行 な うオペ レー タの訓 練 に も長 期 間 を

必 要 とす る な ど不 十分 な面 が 多 く,そ の 後 も各機 関 にお い て試 行 錯 誤 を繰 り返

し研 究 が進 め られ て い る 。 この よ うに わが 国 にお け る 日本 語 とくに漢 字 情 報 を

コ ン ピュー タで 処 理 す るには,日 本語 文 の合 理 的 な入 力方式 を確 立 す る こ とが

もっ と も重 要 な課 題 で ある こ とを認 識 す る に至 った 。 こ う した技 術 動 向 を背 景

と して,カ タ カナ入 力方 式 に関 す る実 験 研 究 を行 な ったが,当 財団 で考 案 した

方 式 は,日 本 語 情 報 を カタ カナ け ん盤 を使 って入 力 操 作 を行 ない,カ タ カナ ・

コー ドで情 報 の 蓄 積 な どの処 理 を して,出 力 を カ タ カナ漢 字 コー ド変 換 処理 に

一1



よって 漢 字 か な湿 り文 で提 供 す る もの で あ る。 この カ ナ漢 字 変換 シス テ ムの 特

徴 と して は,カ タ カ ナか ら漢 字 に変 換 す る ア ル ゴ リズ ムを簡 略 化 す るた め に,

変 換 テ ー ブ ル(カ ナ漢字 変 換 辞書)の 構 成 を専 門 分野 別 に持 つ こ と,お よび漢

字単 語 の 区切 り,い わゆ る分 ち書 き単 位 を原 則 と して2字 に した こ とで あ る 。

ま た カ タ カナ入 力方 式 で問題 とな る 同音 異 義語 の判 別 は,カ タ カナ ・デ ー タ作

成 時 に識 別情 報 を作成 者 が 付加 す る方 法 を とって,内 部 で の変換 処理 を容 易 に

して い る。 しか しな が ら.登 録 単 語 の不 足 な どで 不変 換 がい くらか生 じる こ と

は 止 む を得 ず,そ の 対 処 方 法 と して漢 字 に変 換 で き なか った用 語 を 太 字(ア ン

チ ック体)の か な文 字 で 出力 す る とい う工 夫 を して い る。 こ うす る こ とで,た

とえ 変 換 率 が 低 くと も太 字 の パ タ ー ンを認 識 す る こ とで理解 度 は十 分 効果 を あ

げ て い る。

い っぼ う,日 本 語 情 報 の処理 に対 す る気 運 も増 々高 ま りつ つ あ る現 状 で ある

が,こ れ まで に見 受 け られ る 日本 語 情報(漢 字情 報)の 適 用 分野 とい え ば,た

だ 単 に漢 字 デ ー タを 作成 して編 集 を加 え た程 度 の特 殊 な 目的 で しか利 用 さ れ て

い な い 。 そ の 中 で最 も多 く使 わ れ て い るの は,氏 名,住 所 な どの い わ ゆ る 固有

名 詞 を扱 う業 務 で あ り,こ れ は ほ とん どが 顧 客 サ ー ビスを 目的 と した もの で あ

る。 ま た 出版 ・新 聞 業 界等 にお け る電算 植 字 とい う使 われ 方 もあるが,い ず れ に

して も情報 処 理 とい う観 点 か らは,あ ま り際 立 つ効 果 は現 われ て い な い よ うに

思 われ る。 日本 語 情 報 の処 理 は,こ う した一 部 の分 野 には 適 用 で きる が,そ れ

以 外 の分 野 や業 務 に は 適 用 で き ない とい う性 質 の もので は な く,コ ン ピュー タ

に よ る情 報 処 理 の 出 力結 果 と して漢 字 か な湿 り文 が要 求 され る もの や,ロ ー マ

字 や カ タ カナ に比 べ て漢 字 か な湿 り文 が よ り効 果 的 で あ る とい う分 野 や業 務 に

対 して はす べ て適 用 す る こ とが 出来 よ う。 い ろい ろ な視 点 か ら見 て利 用 価 値 が

大 き い と想 像 され る分 野 と して,

① 文 献検 索 な どの よ うに 大量 の デ ー タを迅 速 に読 ん だ り,照 合 した り,検

索 した りす る必 要 の あ る もの

② 顧 客 サ ー ビスの 向 上 につ なが る もの

③ 読 み 誤 りを な く し,正 確 性 を重 視 す る もの
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④ ロー マ字 や カ タ カナで は ま ぎ らわ しい もの

⑤ 氏 名 ・住 所 な ど固 有 名詞 に漢 字 表 記 が望 ま れ る もの

⑥ 同 一 デ ー タを効 率 よ く何 度 も使 用 され る もの

⑦ 現 在EDP化 され て い なが ら も,出 力結 果 を漢字 か な湿 りに す るた め に

手 書 きに よる再加 工 を してい る もの

⑧ 漢 字 で なけれ ば な らな い た め に人 手 に よっ て処 理 してい る もの

な ど,そ の処 理 の 内容 が 省 力化,正 確 性,迅 速 性,サ ー ビス向上 に つ なが る業

務 に つ い て効 果 的 な適 用 が 可能 で あ る。 その代 表 的 な適 用 分野 と して あけ られ

る もの が 日本語 文 の情 報検 索 で あ ろ う。

今 日の よ うに 企業 を取 りま く環 境 が つ ぎつ ぎに 変化 した り,技 術 革 新 の進 歩

が は け しい時 代 に,企 業 が 外 部 か ら取 り残 され る こと な く環 境 の 変 化 に順応 し,

時 代 と と もに歩 ん で い くた め には,企 業 を と りま く内 外 の情 報 を い か に効率 的

に コ ン トロー ル してい くかが 重 要 な 問題 で あ り,そ の ため企 業 活 動 と しての 情

報 管理 を ど うす る か とい う事 が重 要 視 され るの は勿 論 の こ とで あ る。 そ の手 段

と して,コ ン ピ ュー タを利 用 した情 報 検索 が考 え られ,内 外 の情 報 を収 集 ・整

理 して 貯 え てお き,必 要 に応 じて 問 合 せ に対 す る情 報 を探 索 し,適 格 な情 報 を

提 供 す る とこ ろに情 報 検 索 シス テ ム と して の意 義 が ある もの と思 わ れ る。 しか

し,こ れ ま で コ ン ピュ ー タを利 用 した 情報 検 索 とい え ぱ,検 索 結 果 を英 数 字 あ

る い は カ タ カナで コン ピュー タか ら出 力 し,提 供 す るの が 一般 的 で あ り,漢 字

か な湿 りの 日本語 文 で 提供 され る の は索 引 情報 を得 てか らの原 文 参 照 ある い は

コ ピーに す ぎ なか っ た。 これ で は,せ っ か く大量 の デ ー タ ベ ー スの 中 か ら利 用

者 の 要 望 す る情 報 が提 供 され た と して も,英 数 字 や カタ カナば か りで 印字 され

た もの で は利 用者 の理 解 度 は 半減 し,し か も価 値 あ る情 報 を得 た とい う満 足 度

に関 して も十 分 な効 果 は あけ られ な いで あ ろ う。 そ の た め,こ こに漢 字 か な湿

りの 日本 語 情 報 を適 用 す る こ とに よ って,

① 利 用者 が 読み や す い 。

② 文 脈 が は っ き りす る。
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③ 学 術 名 や 技 術 用語 な どま ぎ らわ しい もの が 明 確 に な る。

④ 読 み誤 りを な く し,正 確 度 を向上 で き る。

な どの メ リ ソ トが 得 られ る こ とに な る。

以 上 の よ うな こ とか ら,当 事 業 では これ まで あま り研 究 開発 が な され てい な

か った 日本語 情 報 検 索 の動 向 を調 査 して,そ の 技術 的問 題 点 を究 明 す る と と も

に,漢 字 か な湿 りの 文献 情 報 を扱 った検 索 シス テ ムの モデ ルを開発 して,そ の

効 果 や 実 用 性 等 に対 す る評 価 を実 験 結果 か ら得 よ う とす る もの で あ る 。

な お,当 事 業 は2ケ 年 計 画 で実 施 し,本 年 度 は 技術 的 問題 点 に 関 す る調 査 検

討 と,モ デ ル ・シス テ ムの基 本 設 計 を行 な っ てい る。
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1.2報 告 書 ゐ概 要

当 財 団 で は,昭 和43年 度 以 来 経 営 情 報 システ ムに関 す る調 査研 究 を推 進 し

て きた が,昭 和46年 度 の 「デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シス テ ムの研 究 」 に お い

て カナ漢 字 変 換 の事 例 研究 を開 始 して以 来,46-SOO6「 記 事 情報 検 索 の た め

の デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト」,47-SOO1「 階 層構 造 の情報 処理 シス テ ム 」,47

-ROO1「 日本 語 情 報 処理 の技 術 動 向調 査報 告書 」,48-SOO4「 文書 情 報 処

理 に 関 す る調 査研 究 」,49-SOO6「 文 書 情 報 処理 に関 す る研 究 開発 」,と い

った 日本 語 情 報 処 理 に 関 す る 一連 の報 告 書 を と りま とめ て い る。

今 年度 の報 告 書 は5つ の章 か ら な ってお り,各 車 でそ れ ぞ れ つ ぎの よ うな内

容 に つい て 記述 してい る。

第1章 「総論 」では,研 究 の 目的 を記 述 して,カ ナ漢 字 変換 シス テ ム を応 用

した 日本語 情 報 処理 シス テ ムに 関 す る研 究 事 業 の 背 景 を明 らか に して い る 。

第2章 「 日本 語情 報 検 索 の 技術 動 向 」で は,日 本語 情 報 処 理 シス テ ムの 事 例

と して情 報検 索 を設 計 す るの に必 要 な情 報 処 理 技 術 を考 察 す る とと もに,日 本

語 情 報 を扱 った検 索 シス テ ムの 開 発 動 向 に つ い て い くつか の事 例 を紹 介 して い

る。

第3章 「 日本 語 情報 の編 集 と出 力 」で は,日 本 語 情報 を処 理 した 結果 を 出 力

装 置 に ア ウ トプ ッ トす る際 に必 要 な編 集機 能 お よび処理 方法 な どにつ い て概 説

して い る。

第4章 「事 例 研 究一 日本 語 情 報 文 献 検 索 シス テ ムの設計 一 」では,漢 字 か な

湿 りの文 献 情 報 を検 索 サ ー ビスす る シス テ ムの基 本 設計 に つ い て全 容 を解 説 し

て い る。

第5章 「今 後 の課題 」で は,日 本 語 情 報 処 理 全般 につ いて の展 望 と,事 例 に

と り あげ た文 献 検 索 シス テ ムの 実用 性 な どに関 す る考 察 につ い て述 べ て い る 。
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2.日 本語情報検索の技術動向

情 報検 索(こ こでは 主 と して文 献 情報 検 索)は い よい よ実用 期 に入 り,特 に

各種 情報 機 関 か ら情 報 磁 気 テ ー プの提 供 が開始 さ れ るに 及 ん で,急 速 に普 及段

階 に入 りつ つ あ る。 ま た こ こ2,3年 文 部 省か ら巨 大学 術情 報 シス テ ムの構 想 が

発 表 され て以来,大 学 内 お よび 大学 間 にお け る,情 報 検 索 シス テ ムの 実 用化 研

究 も活 発 化 しつ つ あ る。

過 去十 数 年 に わ た る情 報 検 索 の 理論 的 お よび実 用 化研 究 の結 果,情 報検 索技

術 にお い て も,「 で き る こ と 」と 「で きない こ と 」が は っ き り して きた。 と く

に で きない こ との代 表 は,意 味 論,構 文論 な どの 自然 言語 処 理 の 分野 で,実 用

シ ス テ ムに お い て,こ れ らの処 理 を組 入 れ てい る ものは 皆 無 に 等 しい 。 した が

って現 在 の情 報 検 索 シス テ ムは,「 で き る こ と 」を いか に実 用 上 便 利 な よ うに,

また 費用 効果 の 面 か ら採 算 が 合 う よ うに組 むか に か か っ て い る。

とこ ろが ここ に 「で きる こ と 」に もかかわ らず,実 用 化 が 非 常 に遅 れ て い る も

の に 日本語 の問 題 が あ る。 わ が 国 の コン ピュー タ ・システ ムが ほ とん ど非 言語

情 報 処 理 で あっ た た め に,日 本 語 に対 す る関 心 が薄 く,そ の 方 面 の 技術 開 発 が

遅 れ て いた こ とが,最 大 の原 因 と考 え られ るが,情 報 検 索 の よ うに言語 情 報 を

中心 とす る処理 シス テ ムの実 用化 とな る と,い や で も 日本 語 の 問 題 と対決 しな

け れ ば な らな くな る。

もっ と も今 日,日 本 語 の 問 題 が 取 上げ られ る よ うに なっ た とい うこ とは,こ

れ まで情 報 検 索 に つい て 多 くの 議 論 が行 なわれ ては きた が,実 用 システ ムは ほ

とん ど無か った とい うこと もで きよ うo検 索技術 はア メリカを 中心 と して発 達 し・

わが 国 にお い て もほ とん どそ れ らの うけ 売 り と して発 展 して きた 。 した が っ て

可 能 性 のみ に興 味 が集 中 し,い よい よ実 用化 の 時期 とな っ て,思 わ ぬ 伏兵 が現

わ れ た とい うわ けで あ る。

今 日で もな お,ア メ リカのCAS(ChemicalAbstractsService)の 発行 す

るCAC(CA(ChemicalAbstracts)Condensates)情 報 テ ー プで検 索 を行 な っ
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て い る とか,カ タ カナで 行 な って い る とかの発 表 が行 なわ れ てい るが,学 内 と

か 研究 所 内 とか の局所 的 な場 合 は ともか く,汎 用 シス テ ム と しては疑 問 といわ

ね ば な らな い。 特 に企 業 内 の 汎 用 シス テ ム となる と,検 索 シス テ ムそ の もの を

脅 か すほ どの大 きな問 題 とい うこ とが で きる。

しか し一方 漢 字 か な ま じ りの 日本 語 に 対 し,英 語 また は カタ カ ナに もそ れ な

りの利 点 が あ り,そ れ ぞ れ の 利 点 を生 か して シ ス テ ムを組 む こ と こそ,実 用 シ

ス テ ム とい え るの では なか ろ うか 。 以 下 これ らの 点 に留 意 しつ つ論 を進 め る こ

とにす る。

●

亨
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2.1英 数 カ ナ ・モ ー ドと漢 字 モ ー ド

この'両 モ ー ドを 比 較 す る に 当 っ て は,2つ の 面 か ら論 じ な け れ ば な ら な い 。

1つ は シ ス テ ム の 便 利 性,す な わ ち コ ン ピ ュ ー タ 出 力 と 人 間 との 間 の イ ン タ フ

ェ ース の 良 否,も う1つ は コ ン ピ ュ ー タ処 理 の 効 率 面 で あ る 。 ま ず 前 者 の 問 題

を 文 献 検 索 の 面 か ら考 察 して み よ う。

2.1.1SDIとRS
ノ

情 報検 索 シス テ ムはそ の 運 営 面 か らみ て2つ の方 式,す なわ ちSDI(Se-

lectiveDisseminationofInformation:選 択 的 情報 提供)とRS(Retro-

spectiveSearch:遡 及 検 索)が あ る ことは よ く知 られ てい る と ころ で あ る 。

これ を機 能 的 に みて み る と.SDIは 前 もって登 録 され てい る情 報 要 求(こ

れ を質 問 プ ロ ファ イル とい う)に 従 っ て,定 期 的 に検 索 を行 なっ て 回答 す る

もの で,質 問 の情 報 内容 は そ れ ほ ど深 くな く,む しろ網 羅 的 に関 連 文 献 を 回

答 し,最 終 的 な選 択 は 利 用 者 の 通 覧(ブ ラウ ジ ン グ)に よる判 断 に まかせ て

い る。 これ は 網 羅 的 な 提 供 に よ って,利 用者 に新 た なる着 想 の 機 会 を与 え

る こ とが,必 要 で あ る との 判 断 に基 づ く もの で あ る。

この場 合 通 覧 の た め の道 具 立 て と して,一 般 に は文献 の抄 録 を提 供 す る と

い う方 式 を とる。 した が って通 覧 を よ り容 易 にす るた め に は,読 み易 さが 最

も重 要 な要 素 とな って くる。 英文 の場 合 で い え ば,プ リン トを美 麗 にす る と

か,大 小 文 字 を用 い る とか,イ タ リ ソク体 や ゴ ジ ック体 を 加 え る とか の方 法

が 要 求 され,日 本 語 の場 合 で は 当然 の こ となが ら,漢 字 か な ま じ り文 が 要 求

され る こ とに な る。 あ る企 業 の 例 で い うと,カ タ カナに よる文献 の標 題 の み

でSDIを 行 なっ た と ころ,ほ とん ど利 用 され なか っ た とい う例 さえ あ る。

この よ うに読 む た め の情 報 と して は,漢 字 か なま じり文 が 必 須条 件 で あ る と

み て よいで あ ろ う。

RSに お い ては事 情 は異 な る。RSで は あ る情 報 要 求 が 発生 した 時点 に お

い て,そ の 要 求 に全 く一 致 した情 報 の検 索 が 要 求 され る。 した が っ て質 問 の
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情 報 内容 は深 く,厳 しい再 現 率 と適 合 率 が要 求 され る。(こ れ を満 たす には

高 精 度 の 索 引 作業 が 必 要 とな る)

この よ うな検 索 に お い て は求 ま る文 献 の数 も少 な く,ま たそ の 内容 も信 頼

性 の 高 い もの で あ る。 した が っ て 回答 と して は原 文 献 を提供 すれ ば よい。 原

文 献 を記 述 して い る言 語 が た とえば ロ シア語 で あ った と して も,そ れ は情 報

検 索 シス テ ムの範 囲外 とい う こ とで 許 容 され る。

なおRSに お い て は 上述 の よ うに高 精 度 の シス テ ムが 要 求 され,し か もそ

れ が 索 引作 業 の精 度 に依 存 して い るわ け で あ るが,こ の 精度 を保 持 す る、こ と

が 極 め て 困難 で あ るた め,検 索 側 で何 らか の カバ ー を し よ うとい う気運 に 向

い つ つ ある 。 この1つ の具 体 的 な現 わ れ が オ ン ラ イ ン検 索 で あ るが,こ れ に

つ い て は2.4で 詳 し く論 ず る こ と とす る。

以 上 を要 約 す る と情 報 検 索 に お け る漢 字 モ ー ドの 問題 は,シ ス テ ムの運 営

に 大 き く依 存 して い る こ とが わ か る。 なお キー ワー ドの漢 字 モー ドの 問題 は,

キー ワー ドの シ ソー ラス に よる統 制 と大 きな かか わ りあ いが ある テー マで あ

るの で,2.3に お・い て論 ず る。

2.1.2情 報 検 索 と索 引 誌

最 近 で は情 報 検 索 とい う と,す ぐコ ン ピュ ー タ ・シス テ ム と結 びつ け て論

じ られ が ちで あ るが,従 来 か らの索 引 誌 との 関連 も十 分 に考 察 してお く必 要

が あ る。 一言 で い え ば情 報 検 索 シス テ ムでは,デ ー タベ ー スが コン ピュー タ

の磁 気 ファ イ ルに セ ン トされ て い るの に対 し,索 引誌 で は デ ー タ ベー スが 人

間 可 読 の形 で,印 刷 され て 大量 に利 用 者 に配 布 され て い る わけ で ある。

情 報検 索 が磁 気 テ ー プベ ー ス の シー ケ ン シャ ル ・フ ァ イルで 実行 され て い

た 時 代 に は,こ の 両 者 の親 近 感 は ほ とん ど無 か った が,最 近 の よ うにRAM

(RandomAccessMemory)を 用い た イ ンデ ック ス ・フ ァ イルに よる検 索 が

定 常 化 され て くる と,結 局 同 じ結果 に落 着 い た とい うこ とに な っ て きた。 つ

ま り両 者 と も ファ イル構 成 の面 か らみ て,ほ とん ど差 異 が な くな って きた 。

した が って こ こで 再 度 両者 の利 害得 失 を比 較 してみ るの も意 義 が あ る こ とで
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あ ろ う。 両 者 の 比較 を表2-1に 示 す 。

この よ うに索 引 誌 方式 の利 点 もい ろい ろあ るわ けで あ るが,索 引 誌 は 直接

人間 が 利 用 す る もの で あ るか ら,そ の 便 利 性 か らみ て漢 字 モ ー ドで あ る こ と

,が 必須 条 件 とな る。

表2-1情 報 検 索 と索 引誌 との比 較

情 報 検 索 索 ノ引 詰

フ ァ イ ル の 配 置 集 中 型 分 散 型

コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン カ ス タ ム型 マ ス コ ミ型

フ ァ イ ル 構 成
シ ー ケ ン シ ャ ル型

ラ ン ダ ム型
ラ ン ダ ム 型

プ ア イ ル更 新 容 易 困 難

検 索 コ ン ピ ュ ー タ 利 用 者

対 話 性 オ ン ラ イ ン で可 あ'り

通 覧 性 困 難 容 易

利用者の満足度
度

バ ッ チ:や や 小

オ ン フ イ ン ・大
中

ア ク セ ス ・ポ イ ン ト 多 少

即 時 性 オ ン ラ イ ン で あ り あ り

簡 便 性 小 大

SDI(選 択的情報提供) 実用的,た だし量的負担大 抄録誌 で対処

RS(遡 及検 索) 投 資の負担大 そ儲 ス ●ポイソト

ー方 .索 引誌 の編 集 は 一 般 の 文書 とは異 な り,膨 大 な量 の 情報 の配 列,同

一情報 の 副 出 な ど困難 な問 題 が 多 い 。 と ころが これ らの 問題 は コン ピュー タ

処 理 の側 か らみ る と得 意 な面 が 多 く,漢 字 モー ドに よる索 引 誌 の 編集 は コ ン

ピ ュー タ処 理 の メ リッ トが大 きい 。 事 実 わが 国 の コ ン ピ ュー タ を利 用 した漢

字 処理 は,索 引 誌 の編 集 処理 か ら始 ま って い るの で あ る。

以上 を総 合 す る と,情 報 検 索 と索 引 誌 とは,検 索 とい う行 為 を実 行 す るた

め の手 段 の表 と裏 との 関 係 に あ り,一 心 同体 をな す もの で あ る。 つ ま り情報

検 索 シス テ ムは索 引 誌 編集 機 能 を具 備 す る こ とに よっ て,そ の 能 力 を倍 にす

一11一



る こ とが で きる ので あ り,こ の面 か らの漢字 モ ー ド処 理 の 考 察 を 怠 っ て は な

らない。

2.1.3電 算植 字 シ ステ ム との 関連

印刷 技 術 は 活字 に よる 凸版 印刷 か ら,写 植 に よる オ フセ ッ ト印刷 に移 り,

最 近 では キ ー パ ンチ→ コ ン ピュー タ編 集→ 電 算 植 字 → オ フセ ッ ト印刷 の 時 代

に 入 りつ つ あ る。 これ は鉛 公 害 や植 字 の熟 練工 の 不足 に起 因 し,コ ン ピュ ー

タ処 理 の メ リソ トの 認 識 が高 ま る と と もに,促 進 され て きた 。

文 献情 報 の分 野 にお い て も,情 報 量 の増 大 や 印 刷 コス トの上 昇 に伴 って,

一次情 報(文 献)の 出版 の段 階 か らの コ ン ピュー タ処 理 へ の 関心 が 高 ま って

い る。特 に ア メ リカに お い ては,米 国 化学 会 や 米 国 物 理 学会 な どの 大学 会 が,

・真 剣 に この 問 題 に取 組 み つ つ あ り,一 部 は実 施 に移 され てい る。 もち ろん こ

の場 合 単 に一 次 情 報 の 出版 の み で は な く,最 初 か らそ の対 象 と して二 次情 報

ひい て は情 報 検 索 を も包 含 して計 画 が立 て られ て い る。

わ が 国 に お い ては 漢 字 処 理 の コス トの面 か ら,未 だ 一 次 ・二 次情 報 を一 丸

と した シス テ ムの開 発 に まで は 至 っ てい ない が,一 部 の 情報 機 関 に お い ては,

二 次情 報 の 電 算植 字 システ ムが稼 動 してお り.そ の 産 物 と して 漢 字 モー ドの

情 報 テー プの 入 手 が可 能 とな っ て きた 。 今後 文 献 情 報 お よび特 許 情 報 の分 野

にお い て,こ の傾 向は ます ま す 強 まる もの と思 われ る。,

これ に よ り漢 字 情 報 の入 力 の 困 難 さが 解 消 され,漢 字 モー ドに よる情報 検

索 の 気運 は急 速 に高 ま る もの と考 え られ る。 この 場 合1つ の 大 きな 問題 は,

漢 字 を含 め た 日本語 の標 準 化 の問 題 で あ り,字 種 ・コー ド ・入 出 力機 器 の 標

準 化 が急 がれ てい る。

2.1.4情 報 検 索 シス テ ムに お け る字 種

文献 情 報 検 索 シス テ ムにお け る デ ー タ要 素 は 非 常 に 多 岐 に わ た り,20項

目以 上 に も及 ん で い る。 これ らの 中 には英 数 カナ・モ ー ドで取 扱 え る もの も多

い ので,日 本 科 学 技術 情 報 セン ター(JICST)の 抄 録 を例 に とっ て,そ れ ぞ

れ の要 素 を字 種 モ ー ド別 に考 察 して み よ う。
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抄 録 年 月 日(数)

抄 録 者 コー ド(数)

原 稿 番 号(数)

科 学 技 術 部 門 コー ド(英 数)

資料 番 号(英 数)

資 料 名 国 内雑 誌(漢,テ ー ブ ル付 加)

外 国雑 誌(英,テ ー ブ ル付 加)

発 行 年(数)

発 行 国 名(英,ISO準 拠,テ ー ブ ル付 加)

巻,号(英 数)

記 事 番 号(英 数,コ ン ピ ュー タ付 加 、

記 事 区分(英 数)

使 用 言語(英,ISO準 拠)

写 ・図 ・表 ・参 の数(数)

ペ ー ジ(英 数)

著 者 名 外 国 人(英)

日本 人(漢)

日本 人 ふ りが な(カ)

著 者 所 属 機 関 外国(英)

日本(漢)

日本ふ りが な(カ)

文 献 標 題 外 国(英)

日本(漢)

和 訳(漢)

日本 語 標題 ふ りが な(カ)

抄 録 文(漢)

分 類 コー ド(英 数)
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UDC標 数(数,テ ー ブ ル付 加)

キー ワー ド(漢)

キー ワー ドふ りが な(カ,テ ー ブ ル付 加)

以 上 が フ ァ イル中 の デ ー タ要 素 で あ る が,こ れ か ら も明 らか な よ うに,本

質 的 に漢 字 モ ー ドで 処理 しな けれ ば な らな い の は,国 内雑 誌 名,日 本 人著 者

名,日 本 の著 者 所 属機 関,日 本 語 標 題,抄 録 文 の みで あ り,さ らに この 中 で

前3者 は カ ナま た は コー ドで実 用 上 処理 可 能 で あ り,結 局 の と ころ漢 字 モー

ドが 必須 な デ ー タ要 素 は,日 本 文 で 表 記 され る文 献 標 題 と抄 録 文 の み とい う

こ とに な る。

なおJICSTで は情 報;提供磁 気 テ ー プ と して,漢 字 モ ー ドとEBCDICモ ー

ドの2種 類 の もの を発 行 して い るが,漢 字 モ ー ド ・テ ー プでは 上記 の デ ー タ

要 素 す べ て を含 み,EBCDICモ ー ド ・テ ー プで は(漢)と 記 した もの以 外 の

す べ て の デ ー タ要 素 を含 ん で い る。

2.1.5両 モ ー ドの 取扱 い

英 数 カ ナ ・モ ー ドと漢 字 モー ドの 取 扱 い に おい ては,漢 字 モ ー ドで は 字 種

が3千 種 に も及 ぶ た め,英 数 カ ナ ・モ ー ドの 要素 す べ て を漢 字 モ ー ドで処 理

可能 で あ るわ け で あ る。 しか し実 際 の 処理 運 営 上 では,処 理 の効 率 面 か らい

ろ い ろ な工 夫 が必 要 と なっ て くる。 この 問題 は処 理 を 入力処 理,コ ン ピュ ー

タに よる 内部 処 理,出 力処理 に 分 け て考 察 す る必要 が あ る。

ま ず入 力 で あ るが,上 の例 の よ うに デ ー タが レ コー ドご とに独 立 してお り,

ま た 各 レ コー ド内 で の文 字 の モ ー ドが定 ま っ てい る場合 に は,そ れ ぞ れ に適

した 入 力 方 式 を取 るべ きで あち う。 両 モー ドの入 力方 式 の最 も大 きな相 異 点

は 検孔 方 式 に ある。 英数 カナ ・モ ー ドでは ダブルパ ンチ に よる検 孔 が容 易 で あ

るの に反 して,漢 字 モ ー ドで は,ゲ ラに よる校 正 方式 に よるた め 一般 に そ れ

が 困難 で あ り,入 力作 業 が極 端 に複 雑 とな る。

この よ うな理 由か ら漢 字 モ ー ドの レ コー ドも,英 数 カナ ・モ ー ドに よっ て

入 力 し よ う との 考 え が生 れ て くる。 これ に は2つ の方 法 が あ り,1つ は コ一
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ドに よっ て入 力 し,テ ー ブ ルに よる変 換 で漢 字 モー ドに置 換 え る もの で,繰

返 し現 われ る 固定 的 な デー タに適 し,他 は カナ文 字 文(ま た は ロ ーマ字 文)

に よっ て入 力 し漢 字 モ ー ドに変 換 す る,い わゆ る カナ漢 字 変換 方 式 で ある。

カナ漢字 変 換 方 式 は,単 語 単 位 の変 換 の場 合 は 前 の コー ド変 換 方 式 とそ れ

ほ ど異 な る と ころは ない が,文 単 位 の場合 には語 の分 割 や 分 か ち書 きな どの

問題 が あ り,精 度 を高 め るの は 非 常 に 困難 で あ る。 この方 式 の実 用 性 は,漢

字 モー ドに よる直 接 入 力 との コス トの比較 や操 作 性 に よっ て論 ずべ き問題 で

もあ る。 また,カ ナ 漢 字 変 換 方 式 は,コ ン ピュー タ処 理 の 入 力 と して ばか

りで は な く,高 精 度 を要 求 され ない それ 自身 で完 結 す る場 合,た とえ ば,モ

ノ タイ プの 入 力 テ ー プの 作成 や 電 文 の翻 字 な どの 場 合 に は,即 実 用 性 が 期待

で きよ う。

さ らに将 来 の 問題 と しては,高 精 度 な テ ー ブ ル と変換 ア ル ゴ リズ ムが 完 成

した 場 合 に は,複 雑.な数 値 計 算 と同様 に,TSS(TimeSharingSystem)に

よる リモ ー ト処理 の 大 きな応 用 面 と して と らえ る こ とは で き よ う。

次 に コ ン ピ ュー タに よる 内部 処 理 の面 で あ るが,両 モ ー ドが レ コー ドに よ

っ て区 分 され ていれ ば,両 者 が 混 在 して も不都 合 は生 じ ない。 混 在 方式 に よ

れ ば メモ リは 節 約 で き,ま た プ ログ ラ ム上有 利 な点 も多 い 。 一般 に デ ー タ処

理 は英 数 カナ文 字 の レ コー ドに偏 在 し,漢 字 の レ コー ドには 少 ない の で この

利 点 は助 長 され る。 た だ し編 集 植 字 処 理 の場 合 には,編 集 上の 多 くの ファ ン

ク シ ョンが存 在 し,ま た 英数 カ ナ文 字 とい っ て も,い ろ い ろ な書 体 や 大 小 文

字,特 殊 文字 な どが 混 在 して くる の で,す べ て漢 字 モー ドの コー ド系 に変換

して処理 が行 な われ る。

漢 字 モ ー ドに よる コ ン ピ ュー タ処理 に おい て,そ の 方式 が 確 立 して い ない

の は漢 字 情 報 の ソー テ ィ ングで あ る。 これ は と り もなお さず 漢 字 の配 列 に 関

す る正書 法 が 確 立 さ れ て い ない ことで あ る。 英数 カナの場 合 に は,そ の配 列

原 理 は明 確で は な い が,配 列 順 は 固 定 してお り,慣 用 か つ容 認 され て い る の

で,コ ン ピ ュー タ処 理 側 でそ の取 扱 い につい て考 慮 しなけ れ ば な ら ない こ と
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は,ほ とん どない とい って よい 。 しか し漢 字 の配 列 順 は コ ン ピュー タ処理 の

シス テ ム設 計 上 での ,1つ の 大 きな問題 とな って い る 。

漢字 の 配 列 順 と して は,次 の よ うな方式 が 考 え られ る。

(1)読 み の 五 十音 順 配 列:一 般 に国 語 辞典 に採 用 され て い る方式 で,慣 用配

列 とい わ れ るが,出 版 社 に よ り配 列 規則 に小 差 が あ る。 入 力 時 に ふ りが な

を入 れ なけ れ ば な らい。 国 語 辞 典 で は漢 語,か な語,カ ナ語 を混 在 させ て

い るが,分 離 も可 。

(2)電 話 番 号 簿 配列:文 字 単 位 の五 十 音順 配列 。 特 に人 名 の 配 列 に有 利 。 入

力時 に 字 単位 に 区切 っ たふ りが なの 入 力 が必 要 。

(3)漢 字 順 配 列:総 画 数 順,部 首別 画 数 順,音 訓 順 な どが あ る。 前2者 は漢

字 が 読 め な くて もひ け るが,当 用 漢 字 な どでは 後 者 が 有 利 とい わ れ て い る。

漢 字 コー ドを上 記 のいずれか の順 で定 め てお け ば,コ ー ドに よる ソー テ ィ ン

グで配 列 可 能。現 在 進 め られている「情報 交換 の た めの 漢字 符 号 」JIS原

案 の作 成 では,第1水 準 漢 字(常 用 的 漢字)は 代 表 音訓 順,第2水 準 漢字 で

は部 首 別 画数 順 に よ る配 列 で,コ ー ド化 の 作業 が進 め られ て い る。

以上 が 代 表 的 な配 列 方 法 で ある が,そ れ ぞ れ ソー ト ・キー が異 な るた め,

い ずれ の方 式 で も配 列 可 能 とす るた め に は,す べ て の キ ー を用 意 してお か ね

ば な らな い。 なお 細 部 にわ た れ ば,濁 点,半 濁 点 の処 理,か な つ か い,外 来

語 の表 記 法 な ど多 くの 難 問 を か か え てい る。

最後 に 出 力処 理 で あ るが,こ の 部 分 は全 く出力 装置 に 依 存 す る。 しか し英

数 カナ ・モ ー ドの 情 報 の 出力 の み の場 合 は,ラ インプ リンタを使 用す るのが 効

率 的 で あ る。 将 来 は 多 字 種 を扱 え る汎 用 プ リン タの 出現 が 期待 され るの で,

出 力処理 の 負担 は大 幅 に軽 減 され るで あ ろ う。 また 漢字 コー ドの標 準 化 も効

率 化 の 大 き な要素 で あ る。

Zl.6両 モ ー ドのデ ー タの比 較

英 数 カナ ・モ ー ドと漢 字 モ ー ドにお け る2,3の デ ー タを比 較 してお こ う。

(1)語 の 長 さ(文 字 数)
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キー ワー ドを例 に とる と,大 体 キ ー ワー ドは 「情報 検 索 」の よ うに,漢

字4字 か らな るの が平 均 的 で あ る。 一 方漢 字 の 音訓 を カ ナで 表 記 す る と次

の よ うな 分布 とな っ てい る。

カナ文字 数 漢 字 の 割 合

17%

268

322

43

51%以 下

これ か ら漢 字1字 当 りの平 均 音 訓 カナ文 字 数 を求 め る と,約2.2文 字 と

な る。 キー ワー ド平 均 で は ～二の4倍 で8.8字(約9字)と な り,「 情報 検

索 」は ぴ っ た り一 致 して い る 。

ま た キー ワー ドを ロー マ字 で表 記 す る と,平 均 的 に この1.5倍 とな り,

13文 字 を要 す る。 「情報 検 索 」の場 合,ヘ ボ ン式 で11字,訓 令 式 で12

字 で あ る。

一般 の 漢 字 か なま じ り文 で 比較 す る と次 の よ うに な る。

漢 字 か なま じ り文1.0

カナ文 字文1.81.0

ロー マ字 文2.71.5

以 上は 文 字 数 での 比較 で あ るが,バ イ ト数 で 比較 す る とカ ナ文 字 は1バ

イ トに対 し漢字 は2バ イ トを要 す る ので,キ ー ワー ドの場 合 は どち らに し

て も大 体 同 じ とみ て よい で あろ う。 また ロー マ字 の場 合 はい ず れ と比 較 し

て も5割 増 とい うこ とに なる。

(2)同 形 語

漢字 には 同音 ・同訓 の もの が 多 い こ とは よ く知 られ てい る 。 した が って

キ ー ワー ドの よ うに特 に語 単 位 の 処 理 の場 合 に は,十 分 注 意 しな けれ ば な

ら ない 。当 用 漢 字 の 中 で 同音 の 多 い もの を 次 に示 す。
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音

コ ウ

シ ョ ウ

シ

カ ン

ト ウ

キ

セ イ

ソ ウ

ケ ン

カ

漢 字 数

60

59

46

44

36

35

30

30

29

28

この よ うに 同 音の 多 い漢 字 を 組合 せ るの で あ るか ら,当 然 の こ となが ら

同 音 の 漢語 が 多数 出現 す る。 漢 字 モ ー ドで あれ ば異形 異 語 で あ るが,カ ナ

・モ ー ドと なる と同 形異 語 とな り ,何 らか の 区別 を しなけれ ば な らな くな

る。 この 区 別 の仕 方 につ い て は2.3で 述 べ る が,語 数 約3万 語 の シ ソー ラ

スに お い て,カ ナの 同 形語 が500語 存 在 してい る例 が あ る。

(3)文 中 に お け る字 種 の割 合

漢字 か な ま じ り文 とい うと,漢 字 とひ らが な か ら構 成 され て い る よ うに

思 え る が,実 用文 とな る と これ 以 外 の 字種 が 多数 含 ま れ て い る。 そ の極 端

な例 と して,文 献検 索 の対 象 とな る科学 技術 文 献 を分 析 した デ ー タを 次 に

示 す 。

字種

漢字

ひ らがな

カ タカナ

英字

記号

数字

%

37.5

29.4

12,4

7.6

8.0

5.1
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この デ ー タか ら も明 らか に な る よ うに,特 定 の分 野 の 文 を対 象 とす る と.

漢 字 ・ひ らが な ・そ の他 の 割 合が,そ れ ぞれ 約 乃 ず つ を 占め て い る。 これ

は漢 字 が 少 な い こ とに よる入 力処 理 の容 易 さ と,特 殊 な字 種 の 多 さに よ る

処理 の複 雑 さ とを示 してい る。

さ らに これ は 日本 語 の 中へ の英 語(原 つ づ り)の 侵 入 と,カ タ カナ表 記

の 外 国 語 の 侵 入を 意 味 して お り,日 本語 の 包 容 力 の 大 き さを示 す と と もに,

日本 語 の 造 語 力の 衰 退 を示 す もの で ある。,

(4)入 力速 度

各 種 タ イ プ ライ タの入 力速 度 の比 較 を 次 に示 す 。

英 文 タ イ プ250字/分

カ ナ タ イ プ200

和 文 タ イ プ40

漢 字 テ レタ イ プ60

漢 字 入 力 機(ペ ンタッチ)40

この よ うに入 力 速 度 は,タ イ プ ラ イタの 種 類 に よっ て大 きな差 が あ り,

これ が い ろ い ろ な入 力方 式 の ア イデ ィアの源 とな っ て い る。

一 方 前 述 した よ うに ,同 一情 報 を表 記 す る の に,字 種 に よって文 字 数 が

異 な る か ら,こ れ らの値 を考 慮 に 入れ て補 正 した,情 報 入 力速 度 を 次 に示

す。 これ は漢 字4字 か らな る キ ー ワー ドを1分 間 に何 語 入 力で き るか を示

して い る。

英 文 タ イ プ(ロ ー マ字)19語/分

カ ナ タ イ プ22

和 文 タ イ プ10

漢 字 テ レ タ イ プ15

漢 字 入 力機(ペ ンタッチ)10

この よ うに機 種 に よっ て2倍 以 上 の差 が 出 て い るが,こ れ が 情報 の入 力

速 度 で あ る と単 純 に考 え ては な らな い。 入 力 処 理 は入 力 の エ ラーを修 正 す
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る段階 ま で含 む もの で あ るか ら,そ の 効率 を考 慮 しな けれ ば な らず,ま た

英 文 ・カ ナ タイ プの場 合 は,漢 字 か なま じ り文 か ら翻 字 しつ つ 入 力す る場

合 には,相 当割 引 い て 考 え ね ば な らない。 と もあれ 漢 字 モ ー ド処理 を対 象

と した入 力 ンス テ ムは,非 常 に複 雑 な要素 を含 ん で い るの で あ る。
心

,

●
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2.2日 本 語 情 報 検 索 の デ ー タ ベ ー ス

2.2.1デ ータ ベ ース の設 計

デ ー タベ ー ス設 計 上 の 留 意 点 を あげ る。

(1)総 合 フ ァ イ ルへの 指 向

情 報 検 索 とい う と従来 と もす る と文献 の サ ー チ に重 点 が置 か れ て い るが,

検 索 シス テ ムは あ くまで 情 報 流通 シス テ ムの 一環 で あ る との 立場 に立 って,

フ ァ イ ル設 計 を進 め ねば な らない。 このた め に は デ ー タベ ー スの原 点 に戻

っ て,汎 用性 つ ま り処 理 と独 立 した立 場 か ら,情 報 の倉 庫 と しての観 点 か

らの 設計 が 肝 要 で あ る。

情 報 検 索 の フ ェー ズ と して は2.1で も既 に触 れ た よ うに,SDIとRS,

検 索 と索 引 誌,バ ッチ処理 とオ ン ライ ン処理,デ ー タ要 素 の 異 な る 多種 フ

ァイ ル の処 理 な どが あ り,こ れ らを総 合 的 に考 慮 す る こ とは たい へ ん な こ

とで あ る○ した が って設 計 に当 って は,ど の フ ェーズ を対 象 とす るか を ま

ず明 確 に す る こ とが 出発 点 とな ろ う○

(2)サ ブ フ ァ イルの 分離

情 報 検 索 用 の デ ー タベ ー ス の 内容 は,文 献 情 報 の デ ー タ要 素 か らな るわ

けで あ る が,実 際 に これ を蓄 積 ・運 用 して い く上 で,こ れ を バ ック ア ップ

してい くサ ブ ファ イ ルが 必要 で あ る。 そ の最 た る もの は,文 献 情 報 の 書 誌

事 項 を管 理 す る資 料 管 理 フ ァ イ ル と,キ ー ワー ドを 管理 す る用 語 管理 ファ

イ ルで あ る 。

これ らの ファ イルは,そ れ ぞれ 大 量 の 情報 を収 容 す る とと もに,情 報検

索 とは別 個 に ひん ぱん な メ ンテ ナ ンス を必要 とす る。特 に この メ ン テ ナ ン

スの面 か ら ファ イ ルを分 離 し,イ ン タフェ ース を介 して検 索用 デ ー タベ ー

ス と接 続 す るのが 有利 で あ る。

(3)RAMへ の指 向

RSま た は オ ン ライ ン検 索 を実 行 す るた め に は,RAMと して現 状 で は
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磁 気 デ ィス クが 不可 欠 の 要 件 とな っ てい る。RSの 場 合 はほ ぼ10年 間 く

らい の情 報 が 必要 とされ,そ の大 量 な情報 を処 理 す るに は,磁 気 デ ィ スク

ベ ー スで な けれ ば,そ の 運 営 は不 可能 で あ る。

デ ィス ク を用 い る場 合,情 報 へ の ア ク セ スに は イ ンバ ー テ ソ ド ・フ ァ イ

ル を用 い るが,ア ク セス ・キ ーの 決 定 が大 問題 とな る。 一般 的 には キ ー と

して,キ ー ワー ド,分 類 コー ド,著 者 名 な どが あけ られ るが,こ の 他 に も

著 者 所属 機 関,資 料 名(ま た は 資料 番 号)な ど も重 要 で あ る との論 も強 い 。

特 にオンライン検索 において,利 用者 自身に よるコン ピュータとの対話が強調さ

れ る と,キ ーの拘 束 に よる利 用 価値 の 減 少 は大 きい 。

日本 語 情報 検 索 の場 合 に は,さ らに考 慮 しな けれ ば な らな い 問 題 が あ る。

デ ー タベ ー スを 作 る ま での 過 程 は,漢 字 モ ー ドに よる 日本語 の 処 理 が 必 要

で あ るが,検 索 過 程 に お い て は,ア ク セス ・キ ー と して2,3の デ ー タ要 素

の み が対 象 とな るた め,英 数 カナ ・モー ドで処 理 して も'大差 が な い と考 え

られ るか らで あ る。 特 に キ ー ワー ド,著 者 名 にふ りが なが あ る場 合 に は,

そ の カナ を利用 し同形 語 の 処 理 を付 加 す れ ば,ほ ぼ 同 じ結果 が得 られ る と

期 待 され る。 この 問題 に関 して は オ ン ラ イ ン検 索 の項 で,さ らに詳 し く触

れ る こ とにす る。

文献 検 索 シス テ ムの例 を 図2-1に 示 す 。

●

ア

'
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資 料 受 付

管 理

ア ム

所 蔵 目 録

漢字

資 料 名

アー・フ'ル

芋

集

ム

編

テ

事

ス

記

シ

文 献 索 引

文

抄 録 原 稿

漢字

紙 テ ー プ

問 け τ 伊

作 成 シス テ ム

文 献 ファイル

漢字

検索磁気テープ

漢 字 琴舞

キ・一ワー

ド 辞 書

アーブノレ

漢 字

オ ンラ イ ン

文 献検 索 シス テ ム

チ

文献検索 システム

検 索 回 答 書

漢字

端 末

漢字

理

ム

管

テ

端 末

原

稿

外部磁気テープ

カナ ・英字

■

●

図2-1文 献検 索 シス テ ムの例
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2.2.2わ か ち書 き,漢 字 字種

わ か ち書 きは 日本 語 の 正 書 法 が 確立 して い ない た め,そ の 規 則が 非 常 に複

雑 で あ る。 わか ち書 きに 関 して は カ ナモ ジ カ イの 規 則 が あ るが,複 雑 で相 当

の 訓 練 を要 す る 。 一 方 言 語 とい う もの は どの 言 語 に お い て も,非 常 に緩 い 規

則 で 情報 の 伝 達 が 可 能 な よ うに で きて い る もの で あ るか ら,情 報検 索 の デ ー

タ要 素 とい う観 点 か らは,わ か ち書 き規 則 はで き る限 り簡 潔 な もの と し,不

必 要 な努 力 は極 力省 く よ うに す べ きで あろ う。

デー タ要 素 の うち文 献 標 題 に 限 っ て いえ ぱ 次 の よ うな簡単 な規 則 に よれ ば

実 用 的 で あ る。

「自立語(名 詞,形 容 詞,動 詞)は 他 の 語 と分 け て書 く」

い くつ かの 補 足 的 な規 則 と して は,語 尾 は 自立 語 と分 け ない,助 動 詞 は動 詞

と分 け な い,特 に 名 詞 にお いて 長 い ものは 適 宜 分 け て 書 く,と す る 。

(例)燃 焼 器 の モ デ ル化1性 能vatsよ ぼ す 周 囲 の状 況 の 効 果

ネ ン シ ョ ウキ ノ 主 デ ル カ1セ イ ノ ウ ニオ ヨボ ス シ ュ

ウイ ノ ジ ョ ウキ ョ ウ ノ コ ウ カ

上 の 例 は 文献 の 標 題 と して平 均 的 な もの を示 した わけ で あ るが,こ れ を見

る と漢字 の カナ表 記 を 含 め て,非 常 に 簡単 な規 則 で行 な われ て い る こ とが わ

か る。 この こ とか ら当 然 の こと なが ら,自 動 カ ナふ り,つ ま り漢 字 一 カナ変

換 の 問 題 が 出て くる。 漢 字 一 カナ変 換 で最 も面 倒 な手 順 は,漢 字 の 音 訓 が 複

数 で あ るた め のそ の 選 択 の手 順 で あ る。 これ を 一般 論 と して取 上 げ,汎 用 の

変換 ア ル ゴ リズ ムを 開 発 す る とな る と大 変 な こ とで あ る が,文 献 検 索に 限 れ

ば比 較 的単 純 な手順 が 考 え られ る。

そ の 原 則 は 「訓 読 み の 漢字 はか なで 書 く」 とい うもの で あ る。 つ ま り原 稿

の作 成 に 当っ て これ を守 るか,ま たは 翻 訳 に 当っ て これ を 守 れ ば,自 動 変換

は 容易 で あ る。 自動 変 換 とかか わ りな く,こ の 原 則 を主 張 す る人 々は以 外 と

多い。 これ は 日本 古 来 の 語 に は漢 字 を使 用 しな い とい う主 張 で あ り,現 代風

に し(えば,文 中にComputerと 書 い て コ ン ピュ ー タ と読 む ことは さ しつ か
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え ない が,ケ イサ ン キ とは読 ま せ な い とい うこ とで ある。

前 掲 の 例 で い えば,「 及ぼ す」 と書 か な ピ で 「お よぼ す」 と書 い て あ るの

で,標 題 中に 訓 読 み の漢 字 は 一字 もな く,簡 単 な わか ち書 き規 則 と あい ま っ

て,フ リガナは 至 っ て シ ン プル な形 となっ て い る。 しか し実 際 問題 と して は,

主 題 を なす 専 門 用語 に 訓読 みの 語 が あっ た り して,理 想 的 に は い か ないが,

自動 変換 にお い て は,人 間 側 に も ある程 度 協 力 して も ら うとい う発 想 が必 要

な例 で あ る。

次 に漢 字 の 字種 で あ るが,こ れ も 日本 語 の 正 書法 との 関 連 の 問 題 で ある。

日本語 で は 「この語 は漢 字 で書 か ねば な らない」 とい う指 定 は1つ もない。

漢 字 で書 か ない と読 み に くい,威 厳 が な い,恥 か しい,意 味 が 正 確 に 伝 わ ら

な い で あ ろ う,な ど とい う理 由で 漢字 を使 用 して い る に過 ぎ ない 。 この よ う

な 状 況 か ら,コ ン ピュ ー タを利 用 した漢 字 処 理 シス テ ムを設 計 す る に 当っ て

は,漢 字 の取 扱 い につ い て何 らか の 明 確 な主 張 を打 出す必 要 が あ る。 漢 字 の

字種 もそ の1つ の 要 素 で あ る。

あ るが ままの 日本 文 を処 理 す る シス テ ムは非 常 に 高価 で あ る。 コ ス ト面 か

らみ れ ば 漢 字 の字 種 を 押 え るの が 最 も効 果が 大 き い。 幸 い な こ とに 当 用漢 字

が 定 まっ て い る の で,こ れ を基 本 と して 主 張 を打 出すの が よい。1例 を 次に

示 す 。

(1)字 種 の 基 本 は 当 用漢 字 とす る。 ただ しそ の 中で不 要 と思 わ れ る もの は 削

除 す る。

(2)人 名の 姓 に 多 用 され る漢 字 は 補足 す る。 これ は著 者 索 引 を 想 定 す るた め

で あ る。

(3)人 名 の 名に 多 用 され る漢 字 は 上位 の もの を 少 数補 足 す る。

(4)地 名 は県 名,市 名 に 出現 す る 漢 字 を全 部補 足 す るが 他 は 無 視 す る。

(5)そ の 他 シス テ ム特 有 の漢 字 は 補 足 す る。

この よ うに思 い 切 った 方針 を 打 出す と,字 種 は大 体1,800字 程度 とな り,

コス ト面 か らの 効 果 が 大 きい 。
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な お 字種 と と もに 索 引 誌 な どの 冊 子 体 を 想 定 す る と,字 体 や文 字の サ イ ズ

も重 要 な 要 素 と なる が,こ れ は プア ンク シ ョ ンに よっ て 解決 で きる問 題 で あ

る。 た だ しこれ に 余 りこ る と,出 力面 で の コス トが 大 き くなる の で注 意 を要

す る。
●

2.2.5漢 字 コ ー ド

現 在漢 字 コー ドの 標 準 化 が 進 め られ て い る が,現 状 で は標 準 漢 字 コー ドは

な い。 しい て いえ ば新 聞 関係 でCO-59コ ー ドが あ るが,デ ー タ伝 送面 に 重

点 が あっ て漢 字 処理 用 と して は不 向で あ る。 漢 字 コー ド設 定 に 当っ て は2つ

の 側面 が あ り,1つ は 情 報 交換 を前 提 と した 標準 化 で あ り,1つ は コ ン ピュ

ー タ処理 の 効 率面 で あ る。

漢 字 処理 の 面 か らは,基 本 的 に 次の 条 件 を満 す こ とが 望 ま しい。

(1)字 種(漢 字,か な,カ ナ,英 字,数 字 な ど)に よる 大分 類 が必 要 で あ る。

これ は また 字 種 ブ ロ ックの 配 列順 を も与 え る。'

(2)JIS,ISO,EBCDICな ど既 存 の コー ド体 系 に 与 え られ て い る字 種

に つ い て は,そ れ らの コー ドとの整 合 性 の あ る こ とが 望 ま しい 。

(3)漢 字 に つ い て は あ る利 用面 を想 定 した 配 列 順 に,コ ー ドが 与 え られ てい

る こ とが 望 ま しい 。

(1)の ブ ロ ック順 で あ るが,こ れ に は1つ め 原 則が あ る。 索 引の よ うに見 出

語 に よっ て ア ク セスす る場 合 に は,ブ ロッ クの 大 きさの 小 さい もの を 前 に配

列 す るの が よい。 これ に より小 数 文字 へ の ア ク セスが 容 易 とな り,ま た 見落

す 危 険が 少 な くな る。 ある用 語 リス トの 例 を あげ る と

数 字 見 出 し1/6ペ ー ジ

英 字 見 出 し8

日本 字 見 出 し270

となっ て い る。 さ らに この 論 で い く と,日 本 字 の 中で もカ タ カナは 前 へ 出 し

た ほ うが よ く,ひ らが なは漢 字 と混 在 で よい。

ノ

w
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(2)は 英 数 カ ナ ・モ ー ドとの 使 い 分 け を行 な うこ とを想 定 す る と当然 の こ と

で あろ う。

(3)は従 来 全 く無 視 さ れ て い た もの で あ るが,こ れ は配 列順 に つ い ての 正 書

法 が なか っ た た め で ある。 しか し漢 字 処 理 が 進 み 各種 の 処理 や リス トが 必 要

と なっ て くる と無視 は で きな い。 単 純 に コー ドで ソー トして利 用 で き る こ と

は,今 後 情 報 検 索 や語 彙 の分 析 ・調 査 な どで不 可 欠の 条 件 とな る で あろ う。

以 上 は コ ン ピュー タ処 理 の面 か らみた 場 合 で あるが,一 方 入 力装 置 の面 か

らは なか なか 理 想 的 に い か な い 多 くの 問 題 が あ る。 今 日の 入 力装 置 は,一 般

に ハー ドウエ アか らの 制 約 に よっ て,文 字盤 上 の位 置 と コー ドが 固定 して い

る。 したが っ て盤 面 上 の 文字 配 列 を人 間 工 学 的 に理 想 的 に設 計 す る と,前 述

の コー ドの 条 件 を満 た す こ とが で き ない 。 これ を解 決 す る に は コー ド変 換 す

る しか な い。 よっ て この 両面 の 要 求 を満 足 させ る には,始 め か ら ラ ンダ ムな

コー ド変換 を 前提 と して シス テ ム設 計 を 行 な い,悔 を 残 さ な い こ とが 賢 明 で

あ るo

これ らの 問題 を入 力装 置 側 で解 決 す る方法 は,文 字 盤 上 の 位 置 と コー ドと

の 固 定 を解 放 し,文 字 と コー ドを固 定 す る方式 にす れ ば よい。 この 方針 に よ

り設 計 ・試 作 した入 力装 置 も発 表 され て い るが,信 頼性 の面 か らなか なか 実

用 に は至 らな い現 状 で あ る。

次 に コー ドで 注意 しな け れ ば な らない こ とは字 体 の 取扱 い で あ る。 た とえ

ば 漢 字の ゴ シ ッ ク体 が 必 要 で あ る と して,明 朝 体 と ゴシ ック体 に全 く別 の コ

ー ドを与 え たbす る と ,い ろい ろの 面 で 不 都合 が 生 じる。1つ は配 列 で あ り,

1つ は 照 合 で あ る。 情 報 検 索 で は 多 くの場 面 で語 の照 合 が 必 要 とな り,そ の

最 た る もの は キー ワー ドの 照 合 に よる探 索 で あ る。字 体 の 違 い に よる ア ンマ

ッチ とい うナ ン セ ンス を 防 ぐた め に も,字 体 の指 定は プア ン ク シ ョ ンコー ド

か ビ ッ トに よるべ き で あ ろ う。
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2.2.4漢 語 処 理

ここで は 漢 語 を扱 う上 で,』 くつ か の 考 慮 す べ き論 点 につ い て述 べ る こ と

に す る。

日本 文 の 語 彙 は,和 語,漢 語,外 来 語,混 種 語 お よび数 字,記 号か らな る。

国 研(国 立 国 語 研 究 所)が 行 なっ た 新 聞 の 語 彙 調 査 の 結 果 か らの デ ー タの 一

例 を示 す と,次 の よ うに なっ て い る。

和 語17,096語

漢 語17,078

外 来 語4,564

混 種 語1,851

こ の うち和 語 は 形 容 詞,動 詞 が 多 く,名 詞 の み に限 っ てみ る と次 の よ うに な

っ て い るo

和 語4,749語

漢 語15,884

外 来 語4,396

混 種 語1,462

これか ら もわか る よ うに,文 中の 名 詞 は 和 語 以 外 の 語 彙 が 圧倒 的 に 多数 を 占

め て い る こ とが わか る。 さ らに 新 聞 で な く文 献 検 索 の 対 象 と なる よ うな専 門

的 文献 と なる と,こ の 傾 向は ます ま す 著 しい。

文献 検 索 に お い て は,文 献 標 題 や 抄 録 の よ うに 句 ま たは 文 の もの もあ るが,
も

コ ン ピュ ー タ処 理 の 対 象に 限 っ て み る と,キ ー ワー ドを 中心 とす る語 が ほ と

ん どで あ るの で,さ らに限 定 して キー ワー ドの み につ いて み て み よ う。 あ る

理 工学 用 の 日本 語 シ ソー ラスに お い て は,語 種 は次 の よ うに なっ て い る。

和 語 あ らさ,鋳 物,マ ダ ケ

漢 語 石 炭鉱 業,集 積 回 路 要 素,け い酸

外 来 語 ポ リイ ソ ブチ レ ン,BHC

混 種 語 和 ・漢 誤 り制 御
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外 ・漢 シス テ ム工学,MHD発 電

和 ・外 色 ガ ラス

この よ うに語 種 に つ い て は 多種 に わ た っ て い るが,異 り語 数 の 面 か らみ る と

和 語 は 極 めて 少 ない。 この ことか ら・い ろい ろ と処 理 につ い て 考 慮 すべ き問題

が 生 ず る。

まず ひ らが なの 問 題 で あ る が,和 語 が 少 な い と い うこ とか ら,キ ー ワー ド

中 に ひ らが な を混 在 させ な い とい う可 能 性 が で て くる。 上 の 例 で は ひ らが な

は2つ の 理 由か ら現 わ れ て い る。1つ は訓 読 みの た めの 送 りが な と して 現 わ

れ(誤 り),1つ は この シ ソー ラス を含 む文 献検 索 シス テ ムで,使 用 で き な

い漢 字 が あ るた め に現 わ れ て い る(け い酸)。 したが っ て ひ らが な を排 除 す

る に は,前 者 で は無 理 して 送 りが な を や め るか,漢 語 に 置換 え るか,後 者 で

は そ の漢 字 を使 用可 能 に す るか,他 の語 た とえ ばSi(珪 酸 の 原 子 記号)に

置 換 え る かす れ ば可 能 で あ る。 幸 い な こ とに 日本語 では 外 来 語 を カ タ カナ表

記 ま た は原 語 表 記 で 導入 可 能 で あ るの で,ひ らが なの排 除 は 工 夫 次 第 で 比較

的 に 容 易 で ある。

なお 上 例の 和 語 の 中に マダ ケ(真 竹)が あ るが,こ れ は 動植 物 名 は カナ書

きに す る とい う原 則 に 基 づ い て お り,こ れ に よ りひ らが な キー ワー ドは 大 幅

に 減 少 して い る。 この よ うに キー ワー ドつ ま り専 門用語 か ら ひ らが なを排 除

す る こ とに よ り,文 献 標題 ま た は抄 録 文 か らの 自動索 引 や,日 本 文KWIC

　

索 引 の作 成 な どが,極 めて 容 易 とな るの で ある。

次 に和 語 で あ るが,キ ー ワー ドか ら和 語 を排 除 し漢語 で 置 換 え る こ とに よ

り,い ろ い ろ と有利 とな る面 が 多い。 一般 に和語 は訓 読 み され るが,同 一 の

漢 字 が 音読 み と訓 読 み を され る こ とに よ り,同 じ カテ ゴ リーの 語 が シ ソー ラ

ス上 で 離れ 離 れ に な り,ま た この ことが 漢 字 の 代 表 音 に よる配 列(一 般 に漢
イ

字 コー ドに よる配 列)を 困難 な もの に して い る。 その 一 例 を 次 に示 す。

チ ュ ウ イ

鋳 造 鋳 は だ
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鋳造欠陥

鋳造性

鋳造設備

鋳造組織

鋳造用具

鋳鉄

鋳ば り

鋳物
'
鋳物仕上

鋳物砂

鋳物砂処理

鋳 わ く

この場合に は右側の語 を鋳 造品,鋳 造用 な どの語を用いて置換えが可能 で
ロ

あ る。 一 方 和 語 の 排 除 つ ま り一語 一 音へ の 専 門用 語 の整 理 は,今 後 の カナー

漢 字 変 換 ま た は漢 字 の 入 力に 大 きな 福 音 を もた らす もの で ある 。

次 に上 の 例 で示 した シ ソー ラスは 約3万 語 か らな る もの で あ るが,そ こに

収 録 され て い る語 は大 部 分 複 合 語 で あ る。 複 合 語 は漢語+漢 語 が 多 く,つ い

で 外 来語+漢 語 が 多 い。 この 複 合語 が 検 索 に 当 っ て い ろい ろ問 題 と なる ので

あ る。漢 語 の 複合 につ い ては 国 研 か ら多 くの 研 究が 発表 され て い るが,そ の

中か らい くつか の 問題 を検 討 す る こ とに す る。

漢語 は 漢字2字 か らな る もの が 基 本 型 で あ り,こ れ が 結合 して 複合語 とな

るが,さ らに 接 頭字,接 尾 字 が 結 合 して 多 様 な 複合 語 を形 成 す る。 一 例 を 次

に示 す 。

安定

不安定

不安定性

安定条件

不安定性解析

安定燃焼装置

基本型

接頭+基 本
■

接頭+基 本+接 尾

基本+基 本

接頭+基 本+接 尾+基 本

基本+基 本+基 本

外 来語+漢 語 の 場 合 も全 く同様 な構 造 を示 す。 さて 上 の 例 に示 した語 が キー

ワー ドで あ る と して,こ れ の マ ッチ ングに よ り検 索 を行 な う と仮 定 す る と,

キ ー ワー ドの 完全 一 致 の みで は 不十 分 で あ る こ とが わか ろ う。 た とえ ば,

「適 応制 御 系の 安 定 性」 につ い ての 文 献 を 探 す 場合,安 定性 の み で な く不 安
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定性 で 探 索 す る必 要 が あ る し,ま た燃焼 装 置 の 文 献 を探 索 す る場 合 に は,安

定燃 焼 装 置 の 文 献 も'必要 で あ るQ

－ 般 に この よ うな 場 合 に は ,キ ー ワー ドと質 問 ワー ドの 任意 一 致 を 可能 に

す る ア ル ゴ リズ ムを 用 意 して行 な うわ け で あ るが,日 本 語 の場 合 に は語 が 分

か ち書 き さ.れて い な い た め,必 要 以上 に む だ な マ ッチ ン グを行 なわ な け れ ば

な らな い。 ま た シ ソー ラスにお い て も安 定 か ら上 例 の す べ ての キー ワー ドを

見 出せ る と非 常 に 便利 で ある。

英語 の 場 合 に は単 語単 位 で分 ち書 きされ て い るの で,上 の 要求 を満 す た め

に単 語 の順 を 逆 に して 索 引 を作 るか,KWIC索 引 の 手 法 で 索 引を 用 意 してい

る もの が ある 。 前 者 を 特に循 環 索 引(PermutedIndex)と いっ て い る 。

①InformationRetrieval

Retrieval,Information

②ProgrammingLanguage

StructuredProgramming

日本 語 の 場 合 に も これ と同 じ手法 を用 い れ ば よい わ け で あ るが,そ の た め に

は 前 もっ て 人為 的 に 分 ち書 きを して お くと有利 で あ る。 特 に シ ソー ラス で語

の統 制 を 行 な う場 合 に は,次 の よ うに語 を 区 切 っ て 入 力 して お くの が よい。

不 ・安 定 ・性 ・解析

日本語 の場 合 キー ワー ドのKWIC索 引が 有利 な例 を 次 に挙 げ てk・ く。

関数

応答関数

解 析関数

三角関数

指数関数

対数関数

代数関数.

相互相 関関数

直交 関数展 開

関数近似

索引

引用索引

著者索引

KWIC索 引

索引語

索引作業

抄録索引誌

自動索引法

件 名索引語

件名索 引 カー ド
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複合 語 に 関 しては まだ 多 くの 論 点 が あ るが,23に お い て さ らに 述 べ る こ と

に す る。

最 後 に漢語 の マ ッチ ン グにつ 』 て 少 し触 れ て お く。 英語 また は カ ナの キー

ワー ドの 場 合 に は,語 を 構成 す る 文字 の字種 も少 な く,ま た文 字 そ の もの も

特 定 の 意味 を持 た な い た め,語 単 位 の マ ッチ ングが 常識 で あ る。 さ らに シ リ

ア ル ・サ ー チに お い て,質 問 ワー ドが 論理 積 の 関 係 に ある場 合 に は,サ ー チ

の 効 率化 のた めに,出 現 度 数 の 少 な い キー ワー ドを 優先 させ て サ ー チす るの

が よいo

しか し漢 語 の場 合 に は,漢 字 の 字種 が 多 くキー ワー ドに お け る そ の 使 用度

数 に も'大きな差 が ある の で,文 字 単 位 の 使 用度 数 に 従 っ て,字 単 位 の マ ッチ

ン グをす るのが 効 率 的 と思 われ る。 しか しこれ に 関 して は未 だ 研 究 の 発 表 も

な く,ま た使 用 す る コ ン ピュ ー タの 機 種 に もよる こと で あ るの で,決 定 的 な

こ とは いえ ないが,将 来 の 研 究 課 題 で あ ろ う。 さ らに これ は転 置 フ ァ イルの

プア イル構 成 に お い て も,考 慮 しな けれ ば な らな い 課 題 で も ある。

●

丸

◎

も
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2.3日 本 語 情 報 の キ ー ワ ー ド/シ ソー ラス の管 理

2.5.1情 報 検 索 と シソ ーラ ス

こ こで は 特 に 日本 語 情 報 と は限 らず,シ ソー ラスの 機 能 の 概 要 を説 明 す る。

まず シ ソー ラスの 定 義 と して ユ ネ ス コ(UNESCO:国 際 連合 教 育 ・科 学 ・

文 化 機 関)の もの を 挙げ て お こ うo

「シ ソー ラス とは 意 味的 に 関連 ある 語 を,統 制 を と りなが ら,し か も フレ

キ シ ブルに 集 めた 用語 集 で あ って,あ る特 定の 知 識 領 域 を,包 括 的 に カバ

ーす る もの で あ るo」

上 の 機 能 を実 現 す るた め に と られ て い る シ ソー ラス の構 成 は,次 の 各 要 素

を 含ん で い る。

(1)用 語 の 限定

キー ワー ドと して 許 され る語 を限 定 す る。 用語 を デ ィス ク リプ タ と非 デ

ィ ス ク リプ タに 分け,USE,UF参 照 で指 定 す るo(USE:Use～ を用

し(よ。UF:UsedFor～ の代bに 用 い よ。 と もに 同義語 の 関 係)

(2)用 語 の 定 義

用語 の シ ソー ラス 内 での 意 味 を 限 定 す る。 ス コー プ ノー トと して 表示 す

るo

(3)用 語 間 の 関 係

用語 間 の意 味 的 な 包摂 関 係 お よび 用語 間の 実 用 上 の 関連 関係 を,BT,

NT,RT参 照 に よっ て指 定 す る。(BT:BroaderTerm上 位 語,

NT:NarrowerTerm下 位語,RT:ReiatedTerm関 連 語)

(4)用 語 の 分 類

用語 の使 用 の 限 定 お よび 意 味 の 明 確化 の た め に,用 語 を 分類 しグ ル ー プ

の 名称 を 主題 カ テ ゴ リー と して表 示 す る。

以 上 が 現 在 実 用 に 供 され て い る シ ソー ラスの 一般 的 構 成 で あ るが,こ の 構

成 の も とに 使 用 の 便 を は かっ て,次 の よ うな 各種 の リス トが提 供 され る。
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(1)主 シ ソー ラス

上 述 の 各 要 素 を す べ て表 示 した 基 本 リズ ト。

② 主 題 カテ ゴ リー別 索 引

特定 分野 の 用 語 の 探 索 に便利o

(3)タ ー ムチ ャ ー ト

主題 カテ ゴ リー別 に 用語 お よびそ の 関係 を グ ラ フ的 に表 示 した 図 式 索引 。

(4)循 環 索 引

2.2、4で 述 べ た 循 環 索 引 を 応 用 した用 語 の 索 引。

(5)階 層索 引

最 上位 の 語(ト ッ プ ・ター ムまた は ル ーート語)か らの 階 層 表 示 の み を表

示 した 索 引。

シ ソー ラスを最 も多用 す るの は,文 献 の 内容 を 分 析 し索 引 作 業 を行 な う イ

ンデ クサ で ある の で,利 用 の 便 お よび 索 引 作業 の 均 質性 を保 つ た めに,上 記

の よ うな各種 リス トが 用意 され る。 また 用語 の語 数 が 多 くな る と,当 然 の こ

と なが ら,そ の 編集 作 業 は コ ン ピュー タ処 理の1つ の 応 用分 野 と なっ て くる。

さ らに将 来 的 に は,シ ソー ラスの オ ン ライ ン表 示 が 重 要 な テー マ となる で あ

ろ う。

以 上 は シ ソー ラス の 各種 機 能 で あ るが,次 に シ ソー ラス の具 備 すべ き要件

を 考 察 しよ う。 この 問題 は シ ソー ラスの 実 用化 が 進 み,そ の 使 用 経 験 が 蓄 積

され るに 従 って,ク ロー ズ ・ア ッ プされ て きた もので ある。

(1)便 利 性

シ ソー ラス は イ ンデ クサに とっ て は 日常 頻 繁 に使 用 す る もの で あ る か ら,

あ らゆ る意 味 に お い て 便利 で な けれ ば な ら ない。 索 引語 と して 最 も適 切 な

用 語 を見 出せ る か 否 か は,イ ンデ クサの 専 門知 識 の深 さに 負 う と こ ろ も大

きい が,シ ソー ラスの 便利 さ も大 きな 要 素 で あ る。

(2)網 羅性

シ ソー ラス は与 え られ た 検 索 シス テ ムに 対 して,内 容 的 に網 羅 性 が なけ
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れ ば な らな い。 これ は シ ソー ラス作 成 段 階 にお い ての 用 語 の 選 定 手順 に 誤

りが あ る と,応 々に して生 ず る 問題 で ある が,一 方分 類 コー ドに お け る

「一般,そ の 他」 に該 当す る機能 を持 たせ る こと に よっ て もあ る程度 防 ぐ

こ とは で きる。

(3)整 合性

これ は2つ 以上 の シ ソー ラスの 存 在の もとでの 問 題 で あ るが,当 然 の こ

とな が らそ の標 準 化 に は十 分 注 意 しな けれ ば な らな い。 特 に各 専 門 領域 ご

とに シ ソー ラ スを 作 成 す る場 合 な どで は,最 重 点 項 目で あ る。

(4)保 守性

メ ン テ ナ ンスの 容 易性 で あ る。 シ ソー ラスの 定 義 に もあ る よ うに,分 類

体 系 と異 な りそ の 柔 軟 性 が シ ソー ラス の 身上 で あ るか ら,メ ン テナ ンスの

困 難 さに よっ て,そ の 特徴 が 失 な われ る よ うな こ とが あ っ ては な らな い。

この 問 題 の 解 決 に は,編 集 作 業 を コ ン ビ=一 夕処 理 で 行 な うの が1つ の 解

決 法 で あ るが,追 加,削 除,訂 正 な どの編集 作業 の み で な く,リ ス ト化 の

電算 植 字 ま で も含 め て,シ ス テ ム設 計 を行 なっ て お くべ きで あ る。 さ らに

オ ン ラ イン ・メ ン テ ナ ンス に進 めば理 想的 で あ る。

'

●

4

2.3.2日 本 語 キ ーワ ー ド

シ ソー ラスを 構成 す る 意 味 的要 素 で あ る用 語,と りわ け 日本 語 に よる 用語

の 問題 を ま とめ て考 察 す る こ とにす る 。 シ ソー ラス 作成 の 第一 歩 は 用語 の 選

定 か ら始 ま る。 一般 に 用語 選 定基準 を設 け て作業 に 入 るが,そ の場 合 用語 の

網 羅性 と特 定性 に つ い て,し っか り した基 準 を 設 け て お か な い と,満 足 す る

シ ソー ラスは 作 り得 な い。 こ こで はそ の うち用語 の 特 定性 に つ い て さ らに 考

察 を進 め よ う。

日本語 の キー ワー ドは漢 語 を主 と し,そ れ に 外 来語 お よび 混種 語 を もっ て

構 成 さ れ る こ とは,前 に述 べ た とお りで ある。 漢 語 は 漢 字2字 を もって 基 本

と し,そ れ に 接 頭 ・接 尾字 が 付 加 され,さ らに 漢語 が 結 合 して 複 合語 が 構 成
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さ れ,キ ー ワー ドは この 複 合語 を主 体 と して選 定 さ れ て い る。

語 は 複合 され る こ と に よっ て,そ の 表 わす 概 念 の 範 囲 は狭 くな る。 一例 を

次 に 示 す。

最 適化

運 転 最 適 化

原 子 炉 運 転 最 適 化

FBR型 原 子 炉 運 転 最 適化

この よ うに語 を 複合 す る こ とに よ り,い く らで も特 定 な用 語 を作 り 出せ,そ

れ に伴 っ て用 語 の 数 は 増 大 す る。 したが っ て語 の 特 定性 を定 め る に は,語 の

複 合度 を活 用 す るの が1つ の 方 法で あ る。

基 本漢 語 を キ ー ワー ドとす る と,そ の 表 わす 概 念 が あ ま りに も広 す ぎて,

検 索 に お け る適 合 率 を著 し く低下 さ せ る。 これ は ア メ リカにお い て 十 数 年 も

前 に,ユ ニ ター ム(UnitTerm,最 小 単 位 の語)で 失 敗 した の と 同 じ こと

で あ る。 これが2語 の 複合 語 とな る と概 念 の 範 囲 が 非 常 に狭 くな り,適 合 率

の 問題 も解 消 され る 。 しか し3語 以 上の 複合 語 と なる と,語 の 中 で の 主た る

概 念 が語 の 中間 に 埋 没 して,検 索 上 い ろ い ろ と別 の 問 題 を 派生 す る 。

以 上の よ うな理 由 に よbシ ソー ラスに おけ る キー ワー ドは,漢 語2語 の 複

合語 を基 準 とす るの が 最 も効 率 が よい とさ れ て い る。3語 以 上 の 概 念 は2つ

以 上 に 分 割 して 索 引 化 す るが,そ の 場 合 で も キー ワー ドは2語 の 複 合 語 を用

いて 表 わ す。

た とえ ば

コ ン ピュー タ ・シ ス テ ム信 頼性 一 コ ン ピュー タ ・システ ム

シ ス テ ム信 頼 性

と な る よ うに キー ワー ドを設 定 して お く。

なk・nt頭 ・接 尾 字 は そ れ 自身1つ の 語 とみ な さ ず,語 の 一部 分 と して処 理

す る。 つ ま り上 例 の コ ン ピ ュータ.信 頼 性 は1語 とみ なす○
ト

以上 の 基準 に よ り用 語 の選 定を 行 なえ ば,一 応 目的 を達 す る こ とは で きる
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が,個 々の具 体 面 に お い ては 』 ろい ろの 問題 が ある。 そ の1つ の 例 を示 そ う。

キ ー ワー ドに よっ て 文 献の 主 題 を索 引化 す る に あたっ て,主 題 の ニュ ア ンス

を 適 切 に 表 現 しよ う とす る と,い くらで も多 くの キー ワー ドが 必 要 とな って

くる。一 例 と して燃 焼 とい う プ ロセス を取 上げ,こ れ が 技 術 と して 具 現化 さ

れ る場 合 の 用語 を列 挙 して み るo
」

燃焼 シス テム

燃焼方 式

燃焼構造

燃焼制 御

燃焼機 械

燃焼 装置

燃焼設 備

燃焼 条件

燃焼 コス ト

燃焼 状態

燃焼 温度

燃焼 ガス

燃焼 過程

燃焼効率

燃焼速度

燃焼特性

高温燃焼

安定燃焼

定温燃焼

異常燃焼

液 中燃焼

拡散燃焼

完全燃焼

空間燃焼
◆

固定層燃焼

重油燃焼

蒸発燃焼

振動燃焼

層化燃焼

超音速燃焼

不安定燃焼

微粉炭燃焼

◎

4

これ をみ てみ る と,燃 焼 と い う漢 語 は い わ ゆ る用言 性(サ 変 動 詞の 語 幹)

の語 で あ り,こ れ と 同類 の 漢 語 の 場 合 に も,同 様 の キー ワー ドが そ れ ぞ れ 必

要 とな る もの と考 え られ る。 また 上 例 の 左 列 で後 置 され て い る基 本 漢語(こ

れ を後 語 基 と 名付 け る)は,特 定 の主 題 カテ ゴ リー に 属せ ず,各 カテ ゴ リー

に横 断 的 に使 用 され うる語 で あ る。

この よ うに考 え て くる と,上 例 左 列 の特 に後 語 基 に つ い て は,別 途 の考 慮

が 必 要 と思 われ る。 た とえ ば,後 語 基 と して 自由に 付 加 可 能語 の リス トを 用
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意 して お き,必 要 に 応 じて イ ンデ ク サの 判 断 に よ り付 加 させ る方 式 を とれば,

シ ソー ラスの語 数 は 少 な くて す み,ま た キ ー ワー ドが な くて 索 引化 に 苦 心 す

る こ と も軽 減 す る もの と考 え られ る。 つ ま り特 定 な 用語 に つ い て は統 制 を緩

'め る とい う方 式 で あ る
。 この場 合 で も キー ワー ドの 中心概 念の 用語 は 前諾 基

と して 前 方 に あ るの で,検 索 上 それ ほ どの 困 難 もな しに 処 理 可能 と思 わ れ る。

ま た オ ン ラ イ ン会 話 型 の 検 索 と なる と,あ る 程度 の キー ワー ドの 通 覧 が 可 能

とな るか ら,付 加 に よ り特 定性 を 高 め て お くこ とは,か え っ て プ ラス とも考

え られ る。

以 上 日本 語 キ ー ワー ドにつ い て 問 題 点 の 一 端 を述 べ た が,ま だ ま だ 日本語

その もの に つ い て の 研 究 が 不十 分 で あ り,か えっ て 情 報 検 索 の面 か ら,日 本

語 研 究 へ 問 題 提 起 を しなけ れ ば な らな い 時 代 で ある と思 われ る。

む

2.3.5日 本 語 シ ソ ー ラ スの コ ン ピュ ータ に よ る用語 管 理

(1)デ ー タ要 素

表2-2に 用 語 管 理 に お け る デー タ要 素 の 例 を一 覧 表 と して示 す 。 こ

れ らの 要 素の うち若 干 の もの に 説 明 を 加 え て お く。

シ ソー ラス 区分:2種 以 上 の シ ソー ラスを 管 理 す る場 合 の 識別 コー ド

語 番 号:見 出 し語 に 与え た 識 別 番 号。 コン ピュ ー タ処 理 に よ り付 加

見 出 し語:シ ソー ラス上 で 見 出 しと なる 語 で,デ ィス ク リプ タお よび 非

デ ィス ク リプ タ よ りな る

用途 区 分:デ ィス ク リプ タ ・非 デ ィ ス ク リプ タ ・非 見 出 し語 の 区分 コー

ド

関係 子:語 間 の 関 係 の 区分 コー ド。(関)は 関係 朱 の デー タを 示す

索引 度 数 ・検 索 度 数:実 際に 使 用 さ れ た 回数 の 記 録

ソー ト番 号:見 出 し語 の ソー ト順 コー ド

以 上の デ ー タ要 素 か ら明 らか な とお り,用 語 ファ イル に お け る漢 字 の デー

タ要 素は,見 出 し語 と ス コー プノー ト(ScopeNote:注 記)の み で ある。
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表2-2デ ー タ要 素 の 例

"

レ コ ー ド レ コ ー ド

デ ー タ 字種 F・V
長 数

シ ソー ラ ス 区 分 数 F 2 1

語番号 数 F 6 1

見 出 し語 漢 V max40 1

見 出 し語 フ リガ ナ カ V ・ ・40 1'

用途区分 数 F 1 1

主 題 カテ ゴ リ 英数 F 4 6
、

max

ス コー プ ノ ー ト(注 記) 漢 V 1000 1

関係子 数 F 1 1

シ ソー ラス 区分(関) 数 F 2 1

語 番号(関) 数 F 6 500

ソ ー ト番 号 数 F 6 1

登録年 月 数 F 4 1

索引度数 数 F 4 1

検索度数 数 F 4 1

`

●

∂

(2)用 語 管 理 の 機 能

基本 的機 能 は 次 の7項 目で ある。

① 見 出 し語 とそ の 付 随 情報 の 入 力 お よび 校 正

② 見 出 し語 とそ の 付 随 情 報 の 登録 ま たは メン テ ナ ンス

③ 見 出 し語 間の 基 本 的(直 近 的)関 係 の 入 力お よび チ ェ ック

④ 見 出 し語 間の 関係 の シ ソー ラス 構造 上 の 矛 盾 チ ェ ック

⑤ デ ィ ス ク リプ タ間の 階 層関 係の 展 開

⑥ 索 引 お よび検 索 時の 付 加お よび チ ェ ッ ク用 の 用語 プア イルの 作成

⑦ 冊 子 体 シソー ラスそ の 他 各種 リス トの 編 集 お よび 植字

これ らの 内④ と⑤ に つ い て説 明す る。
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(3)語 間 の 関 係 の 矛 盾 チ ェ ック

前項 ② の機 能 か ら もわか る よ うに,用 語 管 理 シス テ ムの 入 力は,見 出 し

語 とそ の 付 随 情 報 の 入 力 と,見 出 し語 間の 基 本 的 関 係 の入 力 とは,別 の 処

理 とな って い る。 この 理 由は前 者 は見 出 し語 とか ス コー プノー トの よ うな,

言語 情 報 を 含ん で い るの に対 し,後 者 は 関係 の デ ー タの みを 入 力す れ ば よ

い の で,入 力処 理 の 効 率 化 を はか る た め で あ る。 特 に 日本語 の 入 力 を必 要

とす る シス テ ムで は,こ の 効 果 は 大 きい。 した が っ て矛 盾 チ ェ ッ ク も この

入 力方 式 に基 づ い て行 なわ れ る。

矛 盾 チ ェ ッ クは 次の 各項 に つ い て 行 なわ れ る。

① 見 出 し語 プ ア イル に登 録 され て い な い語 に対 して 関 係付 け が な され た

場 合

② 非 デ ィス ク リプ タがUSE先 の デ ィス ク リプ タを持 た な い場 合

③ 見 出 し語 が 自分 自身に 関 係 付 けが な され て い る場 合

④ デ ィス ク リプ タがUSE先 の デ ィス ク リプ タを 持 つ場 合

⑤NT・BT・RT関 係 に つ い て 関係 す る語 の 中 に非 デ ィスク リプ タが あ る

場 合

⑥2つ の 見 出 し語 の 間に 矛 盾 す る関 係 が 存 在 す る場 合 、

た とえ ば,A,Bが いず れ もデ ィス ク リプ タで あ る場 合

AUSEBAUFB

は 共 に 矛盾 した 関係 で あ り,ま た

ANTBABTBARTB

が 同時 に 存在 す る こ と も意 味 的 に あ り得 な い。

一上の6項 目を み る と,ご く当 りま え の こ とで, 、入 力時 に 注意 す れ ば,こ

の よ う な意 味 的 に 矛 盾す る 関係 が 入 力 され るの が おか しいの で あ るが,実

際 問 題 と して 数 万語 に も及ぶ 見 出 し語 が,複 雑 にか らみ 合 っ て い る シ ソー

ラス にお いて は,入 力時 に 人 間 側 で 完 ぺ きを 期 す るの が 非 常 に 困 難 な の で

あ る。 逆 にい え ば この よ うな 矛 盾 チ ェ ック こそ,コ ン ピュー タ ・シス テ 今
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の 面 目 で あ る と い え よ う。

た だ こ こで 注 意 し な け れ ば な ら な い の は,コ ン ピ ュ ー タ に よ る チ エ ッ ク

フ

は,形 式 的 に 矛 盾 を判 定 で き る場 合の みの チ ェ ックで あ り,実 際 に シ ソー

ラスを 作 成 して み る と,こ の チ ェ ックに かか らな い 矛 盾 が 往 々に して現 わ

れ て くる。 た とえ ば,作 成 時 に 全 く独 立 に,次 の2つ の 階 層 関 係 を 作 っ て

次 の よ うに入 力 した とす る と,,

原 子 炉 構 成 要 素 制御 要 素,

制 御 要 素 遅 れ 要 素

原子 炉 安 全 系 流 体 素子

コ ン ピュー タに よる 編 集 過程 で制 御 要 素 を仲 介 と して,2つ の 構 造 は 一体

とな り,す べ て 原 子 炉 構 成 要 素 の 下 に包 含 され て しま う。 これ は左 の 階 層

に お い て 原子 炉 制 御 要 素 とす べ き と ころ を,た だ単 に制 御 要 素 と したた め

に生 じた 矛 盾 で あ る。 この よ うな意 味 的 な矛 盾 は,最 終 的 に は 目検 に よる

チ ェ ック を また ね ば な らな い。

実 際 に シ ソー ラス 作 成 段 階 に お い ては,こ の よ うな 矛 盾が 往 々に して生

ず るの で,シ ソー ラス編 成 の 結 果 を 少 な くと も1回 は 校 正 す る よ う,始 め

か らス ケ ジュー ル に 組込 ん で お くべ きで あろ う。 この 場 合 矛 盾 の修 正 には,

メ ンテ ナ ンスの ル ー チ ンを使 用す る こ とに なる の で,特 に 日本 語 シ ソー ラ

スの 作 成 に 当っ て は,メ ンテ ナ ンス お よび漢 字 出 力が,こ れ らの 作 業 の ネ

ックに な らな い よ う,十 分 検 討 を 加 えて お くべ きで あ る。

な親 ご こで逆 関係 の 矛 盾 チ エ 。 クにつ い て角虫れ て い な いの は・ 逆 関係

は 一 方 の 関 係か ら シス テ ム内 にお い て 発生 させ る こ とを 前 提 と してい るた

めで ある 。 た とえ ば

ANTB

と入 力す る と,BBTAは シス テ ム内で発 生 させ,省 力化 を はか っ て い

るo

しか しこれ は 入 力を誤 る と二重 に 誤 りを生 み 出す 原 因 と な り,ま た 入 力
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に お け る パ ンチ ・ミス を見 逃 す 原 因 と もなる。 した が っ て,も し入 力に 余

裕 の あ る場合 に は,む だ な よ うで も逆 関 係 も入 力 し,そ の 関 係 の 矛 盾 を チ
、

エ ック した 方が よい。 特 に メ ンテ ナ ンスに お い て は デー タ も少 量 で あ り,

また 既 成 の プア イ ルを誤 デ ー タに よっ て 汚 染 させ ない た めに も,逆 関 係 の

二 重 入 力を行 な うべ きで あ ろ う。

(4)デ ィ ス ク リプ タ間 の 階 層 関係 の 展 開

デ ィ ス ク リプ タ間 の 関係 は,直 近 的 な基 本 関 係 の み で 入 力 され てい るの

で,こ れ を た どっ て 木 構造 を 作 り出す 。 これ に よ リル ー ト(rgot,根)

語 を最 上位 とす る 階 層 関 係が 展 開 され るが,こ の 過 程 に お いて も種 々の 矛

盾が チ ェ ッ クさ れ る。

まず 下 位 語か ら上 位語 に戻 る 回路(サ ー キ ッ ト)を 削 除す る。 この場 合

次図 の よ うに 木 構 造 の 中間 の 節 に 戻 る場 合 に は,そ の木 に お け る下 位 関係

A

↓ ↓

B

↓

C

↓

D

を優 先 させ てD→Bの 関係 を 削除 す る。 右 図 の よ うに ル ー ト語 に 戻 る場 合

に は,木 構 造 が 成 立 しな いの で,そ の 階 層 全 体 を 矛 盾す る もの と して 削除

す る。

次 に 階 層 関 係 を 展 開 した 結 果,階 層 関係 と関連 関係 が 重 複 して い る場 合

に は,階 層 関 係 を 優 先 させ て 関連 関 係 を 削除 す る。

以 上 が 階 層 関 係 の 展 開 に お け る主 た る 矛 盾 の チ ェ ックで あ る が,こ れ 以

外 に も矛盾 と考 え られ る関 係(た とえ ば バ イパ ス的 な下 位 関 係)が 存 在 す

るが,い ず れ を 矛 盾 とす るか は,そ の シソー ラスを 適 用 す る情 報 検 索 シス

テ ムに依 存 す るの で,シ ス テ ム設 計 の 段 階 で 十 分 検 討 す る こ とが 必 要 で あ

ろ うo
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なお 前項 を も含 め て,こ れ ら発 見 され た 矛 盾に つ い ては エ ラー ・ リス ト

を 出力 し,人 間側 に 矛 盾の 修 正 を 促が さね ば な らな い。

(5)シ ス テ ム運 用 上 の 問 題 点

前 項 ま でで 用 語 管 理 シス テ ムの 構成 と機 能 の 要 点 を 述 べ た が,こ れ を シ

ス テ ム と して 運 用 す る とな る と,い ろ い ろの 問 題が 発生 す る。 そ の い くつ

かの もの に 触 れ て お こ う。

まず デー タの 精度 で ある が,シ ソー ラスは 情 報検 索 シス テ ムに お け る キ

ー ワー ドを 統 制 す る典 拠 リス トで ある か ら
,そ の デ ー タは 絶 対 の精 度 が 要

求 され る。 特 に 日本 語 シ ソー ラスに お いて は,見 出 し語 お よびそ の付 属 情

報 の入 力 に は漢 字 入 力 を必 要 とす る。 もと もと漢 字 入 力の 精 度 に は問 題 が

多いの で,シ ソー ラス の場 合 これ をい か に効 率 的に 乗 切 るか を,十 分 検 討

して おか ね ば な らない 。 新 た に シ ソー ラス を作 成 す る場 合 に は,大 量 の デ

ー タを入 力 しなけ れ ば な らな い の で ,既 成 の シス テ ムを 活 用 す る こ とに な

るが,メ ンテ ナ ンスの 場 合 に は少 量 で あるか ら,小 回 りの き く精 度 の 高 い

方式 を 考 え るべ きで ある 。1つ の解 決 法 と して は,漢 字 デ ィ ス プ レイ付 の

ペ ン タッ チ方 式の 装 置 を用 い,シ ソー ラスの 内容 に詳 しい 専 門 家が 自身 で

入 力す る こ と も考え られ る。

一 方 ,関 係 情 報 の 入 力に つ いて は,見 出 し語 を 直接 用 い ず に,語 番 号 ま

た は フ リガ ナを利 用 して,英 数 カナ ・モ ー ドで 入 力 すべ きで あろ う○

次 に シ ソー ラスの メ ンテ ナ ンス で ある が,も と も と シ ソー ラスは分 類 コ

ー ドとは異 な り,自 然 語 を 用 い,構 造 の 規 則 を あ る程 度 自由 に して,日 進

月歩の 領 域 に対 応 で き る よ うに,そ の 柔 軟性 を 特長 と して い る。 した が っ

て,始 め か らそ の メ ンテ ナ ンスの 柔軟 性 に も重 きを 置 い て設 計 しなけ れ ば

な らない 。 これ は処 理 が 容 易 で ある こ と と共 に,処 理 の 自由度 も大 き く し

て置 か ね ば な らな い こと を意 味 す る。 これ は シス テ ムの 効 率 お よび 経 済 性

と相 反 す る要 素で あ るの で,設 計 上 苦 心 の 多 い ところ で あ るが,最 新 の プ

ア イル構 成 技 術 とオ ン ラ イ ンの 即時 処理 とを駆 使 して,利 用 側 に立 っ た 設
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計 が 望 まれ る と こ ろで あ る。

しか し,メ ンテ ナ ンスに 対 し,情 報 を蓄 積 す る側 か ら見 る と,キ ー ワー

ドの 追 加 ・修 正 ・削 除 は,情 報 ファ イ ルの 維 持 また は 情 報 の 検 索 に大 き な

負担 をか け る こ とに な る。 シ ソー ラス側 と して は見 出 し語 の ヒス ト リー を

完備 しな けれ ば な らず,文 献 プア イル側 では,こ れ に よっ て 全 ファ イルを

常 に メンテ ナ ンス して いか ね ば な らな い。,

この 問題 に対 して は 世 界 的 に も運 用 経験 が 浅 く,未 だ 定 説 は な い。 ア メ

リカNLM(NationalLibraryofMedicine,ア メ リカ国 立 医学 図

書館)のMEDLARSシ ス テ ムが これ を徹 底 して 実行 して い る ので,そ の

運用 待 ち とい う と ころで あ る。 情 報 検 索の 権 威 で あ るFWLancaster

氏 も,「 用語 の統 制 は ほ どほ どにす べ きで あ る」 とい っ て い る よ うに,シ

ソー ラス指 向 の 文 献検 索 シス テ ムは,コ ン ピュ ー タが い か に 面 倒 な 処理 を

経 済 的 に しか も手 ぎわ よ くこ な して くれ るか にか か って い る とい っ て よか

ろ う。

次 に 矛盾 チ ェ ックの 問 題 で ある が,数 万語 に も及 ぶ シ ソー ラス と もな る

と,無 矛 盾の デ ー タの 入 力 を期 待 す る 方が 無 理 で あっ て,矛 盾 を発 見 す る

こ とで,人 間側 を バ ッ クア ッ プす る とい う態 度 が 必 要 で ある。 この た め に

は 矛 盾 を発見 した場 合 エ ラーの 表 示 を して,新 規 ま き直 しを 要 求す るの は

い かに も非能 率 で あ る。 そ の 時 点 で修 正可 能 なオ ンライン ・メンテナンス と

す べ きで あろ う。

もう1つ の 問 題 は コ ン ピュ ー タ処理 の チ ェ ッ クにか か わ らず,最 終 出 力

で矛 盾 が発 見 され る場 合 で ある 。 これ は 結局 メ ンテ ナ ンスの 再 処 理 とい う

こ とに な るの で,前 に述 べ た 形 式 的 な矛 盾 チ ェ ックの み で な く,あ る程 度

意 味 的 チ ェ ックの 可 能 な ア ル ゴ リズ ムを 開 発 す る必 要 が あ ろ う。

最 後 に 用語 管 理 シ ス テ ムの シス テ ム ・フ ローの 例 を 図2-2に 示 す。
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2.5.4キ ー ワ ー ドの 自動 チ エ ツ ク 、

シ ソー ラスに よっ て 統 制 され る文 献 検 索 シス テ ムで は,キ ー ワー ドと して

は デ ィ ス ク リプ タ以 外 は 認 め られ ない。 したが っ て 索 引 作 業 に よっ て 文 献に

付与 され た キー ワー ドの チ ェ ッ クが 必 要 とな る。 しか るに シ ソー ラスは この

統 制 語 彙 の典 拠 リス トで あ るか ら,キ ー ワー ドと シ ソー ラス との 照 合 に よっ

て,自 動 チ ェ ック を行 な う こ とが で きる。 さ らに この 照 合 の 時 点 で,そ の 他

の 処 理 も同 時 に行 な うこ とが で きる。 そ れ らの機 能 を次 に示 す。

① キー ワー ドが デ ィス ク リ プ タ と して 登録 され て い るか ど うか の チ ェ ッ

ク

② キー ワー ドに 表 記 上 の 誤 りが ない か ど うか の チ ェ ックお よび そ の修 正

③ コー ドに よる キ ー ワー ド入 力の 自然語 デ ィス ク リプ タへ の 変 換

④ キー ワー ドへ の 付 属 情 報の 付 加

⑤ 上 位 デ ィス ク リプ タの 付 与

これ らの機 能 を 順 を追 っ て説 明 しよ う。

イ ンデ クサは 索 引作 業 に あ た っ て は,文 献 の主 題 を 表 わす 概 念 に あ ては ま

る デ ィス ク リプ タを,シ ソー ラスか ら探 して 付 与す る わけ で あ るが,経 験に

よっ て常 用す る デ ィス ク リプ タは 記憶 の 中に 入っ て い る。 したが っ て これ ら

の語 を付 与 す る1際に は 記憶 に た よ る こ とに なるが,往 々に して勘 違 い を起 し

て 登録 され て い ない 語 を記 入 す る こ とが あ る。 主 と して上 記 の理 由 に よって

生 ず る非 登 録語 ま たは 非 デ ィス ク リプ タの 記 入 は,自 動 チ ェ ック に よって 排

除 され る。

な お シス テ ム と して は,非 デ ィス ク リプ タの 記入 を デ ィス ク リプ タに 自動

変 換 す る方 が ベ タ ー で あ るoこ の場 合 シ ソー ラスに 非 デ ィス ク リプ タを大

量 に登 録 して お く と,キ ー ワー ドの 記 入の 自由度 は 大 き くな る。 ま た 次の 例

の よ うに,略 記 名 を非 デ ィス ク リプ タ と して 登 録 して お くと,記 入 の 能率 は

向上す る。
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イン デ クサ は往 々に して デ ィス ク リプ タの記 入 時 に誤 りを 犯す こ とが あ る。

ま た イ ンデ クサ は正 し く記 入 したの に,パ ンチ ャが ミス ・パ ンチ をす る こ と

が ある 。 これ らの ミス は 自動 チ ェ ック に よって 排 除 され る。

しか しこの 場 合 た だ 単 に 排 除 して しま うの で は,あ ま りに 非 能率 的 で あ り,

これ ら誤 りを 自動 的 に 修 正 す る アル ゴ リズ ムを付 加 す べ きで あ ろ う。 この 手

順 は い ろ い ろ考 え られ る が,た とえ ば,デ ィス ク リプ タの1文 字 の み が ア ン

マ ッチ の場 合 には,そ の 字 の み を修 正 して パ ス させ るの も1つ の 方法 で あ ろ

う。 か か る手 法 に つ いて は,英 単 語 に つ いて は 発 表 され て い るが,日 本語 に

つ い て は 皆無 に等 しい。 今 後 の1つ の 研 究課 題 で あ ろ う。

この 問題 につ い て1つ 注 目すべ きこ とは,カ タ カナに 誤 りが 多 い ことで あ

る 。 文字 に冗 長 性 が 少 な く他 の 文字 と混 同 しや す い こ と,ひ らが な と混 同 し

や す い もの が ある こ と,デ ィス ク リプ タの1文 字1文 字 に 意 味 が な く,パ ン

チ ャが 意 味的 に文 字 を判 断 で きな い こ と,拗 音 ・促 音 の 表 記 法が 不安 定 で あ

る こ とな どに よっ て,誤 りが 多 くな る。極 端 な例 と して は,「 ウオ 一 夕」 と

「ウォ一 夕」 な ど全 く表 記 が ま ち ま ちで ある。 した が っ て,よ ほ ど よ く シソ

ー ラ スを見 な い と書 き間 違 う
。

これ を 防 ぐには カ タ カナに つ い ては,拗 音 ・促 音の 区 別 な しに パス させ る

とか,ま た文 字 数 が 多 い か ら1文 字 違 いの場 合 は パ ス させ る とか,カ ナの

「へ」 とか な の 「へ」 とは 同一視 す る とかの ア ル ゴ リズ ムを 設 定 すべ きで あ

り,ま た これ に よる誤 チ ェ ック も皆無 とみ て よい で あろ う。

日本語 の 入 力 は特 に そ の ハー ド面 で い ろい ろ と面 倒 な問 題 が あ る ので,で

き る 限 り英 数 カナ ・モー ドに よる入 力が 望 ま しい 。 シ ソー ラス が 完備 す る と,

キー ワー ドに 関 して は これ が 可能 とな る。 コー ドを シ ソー ラス ・プ ア イルに

入れ て お くこ とに よ り,自 動 変換 が 可 能 とな る。 索 引 作 業 に お い ては 大 量 の
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キー ワー ドを 取扱 う関 係 上,直 観性 の な い 暗号 的 な コー ド(数 字 コー ドな ど)

へ

で は,か え っ て 記入 の 労 力が 増 し,ま た誤 記 入 も多 くなる か ら,フ リガ ナ程

度 の コー ドが 無 難 で あ る。

一 方 ,検 索 に お いて は扱 うキ ー ワー ドが 少量 で あ るか ら,ど ん な コー ドで

もさ しつか え ない が,オ ン ラ イ ンの 場 合 には 会 話性 を高 め る意 味 か ら,直 観

性 の ある コー ドが 望 ま しい。 この 問 題 は 広 い観 点か らみ れ ば,ヵ ナー漢 字 変

換 の 一種 で あ り,完 備 さ れ た辞 書 と文 法 に よる変 換 の 一 例 で あ る○

キー ワー ドは検 索 あ るい は語 の管 理 な どの面 か ら,多 くの 属 性 情 報 を必 要

とす る。 前 に示 した デー タ要 素か ら も明 らか な よ うに,語 番 号,フ リガナ,

主 題 カテ ゴ リー,ソ ー ト ・コー ドな どが 必 要 で あ るが,こ れ らは もち ろん 自

動 付 加の 対 象 で あ る。
の

最後 に上 位 デ ィス ク リプ タの 付 与 で あるが,こ れ は 検 索 上の 要求 か ら行 な

われ る もの で あ る。 一 般 に分 類 コー ドで は コー ドの 各 桁 が 概 念の 階 層 の レベ

ルを示 してい る。 したが って 検 索 に お いて は 前 方か らの 桁 を 指示 す る こ とに

よ り,い か な る レベル での 検 索 も 自在 で ある 。 しか し 自然 語 に は この 階 層 性

が な い か ら○ 文 献 プア イル中 に上 位 の キ ー ワー ドも入 れ てお き,そ の 欠 点 を

補 って い る。
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2.4パ ン チ検 索 と オ ン ラ イ ン検 索

2.4.1文 献検 索 の本 質 と両 方 式

こ こで は バ ッチ検 索 と オ ン ライ ン検 索 との 比 較 を 論 ず る が,そ れ に先 立 っ

て 両 方式 の 定 義 を はっ き りさせ て お か ない と混 乱 が生 ず る。 ま ず パ ッチ検 索

で あ るが,こ れ は2通 り に解 釈 され て い る。1つ は単 純 に 多 数 の 検 索要 求

(つ ま り質問)を,一 括 して 同時 に 処理 す る と い う解 釈 で あ る。他 は探 索 と

い うプ ロセス を コ ン ピュ ー タに ま か せ て一括 処 理 す る とい う解 釈 で ある。

こ こで注 意 しなけ れ ば な らない の は,文 献検 索 と い う一 連 の 処 理 の 中で,

コ ン ピュー タが 介 入 す るの は,フ ァ イルをサ ー チ して照 合 条 件 に合 っ た デ ー

タを抽 出す る処 理 の み で あ り,こ れ を一般 に探 索 といっ て い る。 パ ッチ検 索

で は 照 合 条 件 つ ま り探 索 条件 を組 立 てて入 力 し,探 索過 程 はす べ て コ ン ピュ

ー タにま か せ て 出力 を 得 る 方 式 を とるの で,探 索 を パ ッチ処 理 す る と解 釈 さ

れ る。 こ こで は この 後 者 の 解 釈 を とる。

この 定義 か ら もわ か る よ うに,バ ッチ検索 とい っ た場 合,そ の 処 理 方式 が

オ ン ライ ン処 理 か 否 か は 本 質的 な問題 では ない 。 オ ン ライ ン処 理 な ら即時 処

理 が 可 能 で あ り,そ うで な け れ ば 遅 延処 理 とな るだ け で ある 。

そ うす る と上 の 定 義 か ら オ ン ラ イン検索 とい う用 語 が お か し くな る。正 確

に は会 話 型検 索 とい うべ きで あっ て,必 然 的 に オ ン ラ イン会 話 型 とな る。 つ

ま り探 索 過程 の 中へ 人 間が 介入 して,人 間が 考え て コ ン ピュー タが探 す とい

う過 程 を繰 り返 して,よ り適 合 す る文 献 を探そ う とい う主 旨で ある。 した が

っ て ここで は バ ッチ検 索 とは 探 索の 一括 型処理,オ ン ライ ン検 索 とは探 索 の

会 話型 処理 とい うこ とで論 を進 め る。

さ て この 両 方式 を 比 較 す る に 当 っ て,両 者 の情 報 処理 技術 の み を比 較 して

も,検 索の 本 質 に触 れ る こ とは で きず,ま た 将 来 へ の 見通 しを 誤 ま る恐 れ が

あ るの で,文 献検 索 に お け る 人 間 の 思考 過程 を考 察 し,そ れ に 基 づ いて両 方

式 の機 能 を論 ず る こ とに す る 。 まず図2-3に 探索の思 考 過 程 の 流 れ を 示 す。
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図2-3文 献 探 索 に お け る 思 考 過程
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この 図 か ら も解 る よ うに,探 索過 程の 中 に は 多 くの試 行 の繰 返 しが 含 ま れ

て い る。 これ は文 献 検 索に 特 有 の性 質 で あっ て,事 項検 索 と非 常 に異 なる 点

で あ る。 そ の 原 因 を い くつ か あげ てお く。

ω 文 献 の主 題 を キ ー ワー 馳 よ り通 徹 表 現 す るの が 困 難で ある。

②(1)の 過 程 が 個 人差 が 大 きい 。 索 引 作業 者 と探 索者 で判 断が 異 な る。

(3)(1)の 理 由で 蓄 積 さ れ てい る文 献 の 品 質が 不 安 定 で ある 。

(4)キ ー ワー ドの み で は適 合 文 献か ど うか の 判 断 が 困 難 で あるo'

要 す る に 文 献 情 報 とい う大 量 の情 報 を 含 む 対 象 を,キ ー ワー ドとい う極 く

び

少 量 の情 報 で取扱 うために生ず る矛盾 なのであるが,人 間に とって もコン ピュ_タ

に とっ て も,現 状 で は これ 以 外 の 方 法が 考 え られ ない の で あ る。 一 方 この 方

式(タ グ方 式 と で もい うべ き 方式)で も,探 索 にお け る試 行 を い と わ なけ れ

ば,ほ ぼ 満 足 す べ き結 果 に 到 達 す る ことは で きる 。

以 上 の こ とか ら情 報 検 索 シス テ ムに お け る,人 間 と コ ン ピュー タとの 役 割'

りの 分 担 が は っ き り して くる。 つ ま リ シス テ ム設 計 に お け る要 点 は こ こに 存

在 す る こ とに な る。

さて バ ッ チ検 索 に お け る 探 索過 程 を 分 析 して み る と,キ ー ワー ドの選 定 お

よび 質 問 の 設 定,ま た 探 索 出 力か ら適合 文 献の 選 定 の プ ロセ スは,ま っ た く

人 間 側の 負 担 に お い て 行 な われ る。 ま た前 述 した よ うに,文 献検 索 にお い て

は結 果 に対 す る 信 頼性 が 低 い た め に,検 索 結 果 か らの 判 断 に よ り検 索 の繰 返

しが 行 なわ れ る こ とが 多 い が,バ ッチ検 索 は 特 に この 点 に お いて 不備 で あ る。

バ ッ チ検 索 が 実 用 的 に 成 り立 つ の は ,2.1.1で 述 べ た よ うにSDIvak・ し(て

で ある。 大 量 の 質 問 が あ る こ と,お よび 同 一 質問 い わ ゆ る 質問 と して完 成 の

域 に あ り試 行 を 伴 わ ない 質問 を,繰 返 し使 用 す る場 面 にお い て で ある。 つ ま

りこの よ うな意 味 に お け る バ ッチ処 理 にお いて で あ る。

この よ うに バ ッチ検 索 に お け る欠 点が 目立 つ の は,オ ン ライ ン検 索 と比 較

され る た め で あ る。 か つ て バ ッチ検 索 全 盛 の 時 代 が あった が,情 報 処理 技 術

の 進 歩 に よ り,そ の 席 を オ ン ライ ン検 索 に譲 りつ つ あ るの が 現状 で ある。 こ
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れ は人 間 側 か らみれ ば,よ り多 く人 間 の手 助け と な る方 式 の 方 へ,移 行 しつ

つ あ る とい うこ とに な ろ うo

前 述 の よ うに バ ッチ検 索 に お い て は,探 索の 前 後 の 過 程 に ノー タ ッチで あ

るが,そ れ な りに これ らの 過 程 に 貢 献 す る方式 を 追 及す る必 要 が あ る。 前処

理 つ ま リキー ワー ドの 選 定 と質 問 の 設 定 に つい て は,次 の よ うな ことが考 え

られ る。 ま ず 第 一 は キー ワー ドの シ ソー ラスに よる 自動 チ ェ ック,お よび 非

デ ィス ク リプ タの キ ー ワー ドへ の 自動 変 換 で あ る。 キー ワー ドと して 認 め ら

れ てい ない語 で誤 っ て 質 問 を 設 定 し,無 意 味 な探 索 を行 な う無 駄 を 防止 す る
o

た めで あるo

第 二 は オ ン ライ ン ・パ ッ チ方 式 で あ る。 この 方 式 で タ ー ンア ラ ウ ン ド ・タ

イ ムが 極 めて 短 か くなれ ば,バ ッチ検 索で もある 程 度 の会 話 が で き る こ とに

な る。 従 来 と もす れ ば この 方 式 へ の 関 心が 薄 い が,企 業 内 シス テ ムで は この

方 式で 十 分 で あ る場 面 も 多い と思 わ れ る。

後 処 理 つ ま り探 索 出力 か ら適 合 文 献 の選 定 の プ ロセ スに つ い て は,人 間が

出力 を通 覧 して 選 定 す る 作 業 が や り易 い よ うに,バ ッ ク ア ッ プ しなけ れ ば な

らな い。1つ に は 出 力の 情 報 量 を増 す こ とが あ り,文 献 番 号 の み よ りは 標題

と書 誌項 目が あ る方 が よ く,さ らに 抄 録 が あれ ば な お よい。 他 は 出 力情 報 を

読 み 易 くす る こ とで,こ の た め に は 日本 語 に よる 出 力が 望 ま しい 。 す で に

SDIの 出 力 と して 日本語 抄 録 を提 供 して,好 評 を 得 て い る例 が あ る。 さ ら

に マ イ ク ロフ ィ ッ シュ に よる原 文 献 提 供 とい う論 もあ るが,検 索の 精 度 の面

か らみて 行 過 ぎで あ ろ う。

2.4.2オ ン ライ ン検 索

オ ン ライ ン会 話 型 検 索 は 結 局 の と ころ,入 間 に よる 探 索 プ ・セ スの 思考 過

程 を シ ミュ レー トした もの で あ る。 そ の 中で 思 考 部 分 は 人 間が,機 械 的 な探

索部 分 は コン ピュー タが 分 担 す る。 したが って 会 話 と い って もそ の つ ど必 要

に 応 じて,作 業 を コ ン ビュ ー タへ 指 示 す る とい う形 を とっ て い る。 会 話型 に

一52一

ρ

心

●



6

A

●

も シ ミュ レー トの レ ベ ル に よっ て,機 能 は い ろ い ろ 差 が あ る。

こ こ で あ る 会 話 型 シ ス テ ムの コ マ ン ドを 例 に とっ て,そ れ と 人 間 の 探 索 過

程 と を 対 比 して み よ う。

IEXPANDI:オ ペ ラ ン ドと して 語 を 入 力 す る と,そ の語 が 関 連 す る シ ソー

ラスの 部 分が 表 示 さ れ,こ れ に よ リキ ー ワー ド選 定 の 援 助 を行 な う。 会 話型

シス テ ムで この コマ ン ドの 部 分 が最 も複 雑 で 遅れ て い る○ そ の 理 由は 完備 し

た シ ソー ラスが 少 な い こ と,表 示 の 要求 が 多種 多様 にわ た って い る こ と,こ

れ に対 応 す る には 高 度 な プア イル 処理 技術 が 要 求 され る こ とな どに よる。 た

とえ ば 「汚 染」 とい う語 に 対 して,こ の 語 を 部 分 と して 含 むす べ て の キー ワ

ー ドを表 示 す るの は た いへ ん な こ とで ある。 このへ ん は 人 間 が マ ニ ュ アル で

行 な うとす る と,ほ ぼ 絶 望 的 な と ころ で あるの で,コ ン ピュー タへ の 要 求 も

強 い と ころ で あるo

匝 コ:選 定 した キー ワー ドで試みの探索を行な う。 該当文献数程度の簡

単 な情 報 を表 示 し,キ ー ワー ド修 正 の 援 助 をす る。 ま た ときに は この試 行 探

索 で探 索 自身が 終 了 す る こ と もあ る。 い くつ かの 選 定 キー ワー ドにつ い て試

行 の後,そ れ らの 論 理 式 に よる試 行 も可 能 で ある。

lDEFINEI:TRYに よ り質問 式 が 決 定 した ら,そ れ を 登録 してお く。 探

索 ・表 示 の 結果 に よ り再 度 質 問 を 修 正 す る こと もあ る。

匡正匝]:キ ー ワー ド以 外 の 探 索 キー を指 定 す る。 た とえ ば 発行 年,使 用

・ 言 語 な どを 指 定 して探 索 を 有効 に す る 。 ここで 指 定 す る キ ーは 第 二 次 キ ーで

あっ て,そ れ 自身でTRYを 行 な う こ とはで きな い。 した が っ て シス テ,ム設

計 上,第 一,第 二 キー の 決 定 をせ ま られ,ま た これ がそ の会 話 型 シス テ ムの

能 力に 直接 影 響 を与 え る。

OUTPUT:探 索 さ れ た 文 献の 書 誌 項 目お よび標 題 程度 を表 示 し,最 終 的

な文 献 の選 定 を援 助 す る。 抄 録 の表 示 が あれば ベ ター で あ るが,こ れ は フア
「

イ ル容 量 と経済 性 の 問 題 で ある。

以 上 が 会 話型 シス テ ムの 探 索 の部 分 で あ るが,こ れ で 大 体 思考 過 程 の 手順
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をふ む こ とが で き よ う。 これ 以 上 に レベ ル ア ッ プす る に は,キ ー ワー ド間 ま

た は文 献 間の 意 味 的 関連,統 計 的 関連 を 加 味 しなけ れ ば な らな い が,こ れ は

会話 型 シス テ ム以 前 の 問題 で あ る。

なお 会 話 型 シス テ ムの全 機 能 は,大 体 次 の よ うな機 能か らなっ て い る。

会 話 の 開 始/終 了

検 索準 備:EXPAND.TRY

検 索:DEFINE.LIMIT

出 力:OUTPUT.デ ィス プ レイ ・プ リン タ ・ライ ン プ リ ンタ ・磁 気 テ ー

プな ど

補 助機 能:検 索結 果 の 保 存,プ ラ イ ベ イ ト ・プア イルの 設 定 ・使用,出 力

へ の 演 算 処 理,利 用 者 へ の サ ー ビス情 報 の 提 供 な ど

さ て 次 に 本題 で あ る オ ン ラ イン検 索 と 日本 語 の 関係 に つ い て 考 察 を進 め よ

う○ ま ず 第一 にす べ て が 漢 字 モー ドで行 な われ れ ば,そ れ に 越 した ことは な

いが,リ モ ー ト処 理 の 場 合,現 状 で は コス ト的 に 問 題 が 多す ぎ る。 一 方漢 字

モー ドを全 く無 視 す るの も会 話 とい う面 か ら問 題 が 多い 。 とな る と現 状 で 許

され る範 囲 内 で,日 本 語 を巧 み に活 用 す る とい うこ とに な ろ う。 た だ し漢 字

処理 で最 大 の問 題 は,漢 字 パ ター ンの 発生 部 分 に あ るわ け で あるか ら,ロ ー

カル に 文字 発 生 装 置 を 多 重利 用 で き る シス テ ムの 場 合 に は,問 題 は あ る程度

解 消 され る。

さ て会 話 型 シス テ ムで 日本 語 が 要 求 され る理 由は,表 示 ・プ リシ トした 出 、

力 を読 み 易 くす る た め で ある。 した が って,ま ず 表 示情 報の 日本 語 化 が 優先

す る。 次 に コス ト面 か らみ る と,文 字 発生 部 分 を制 限 す るこ とで あ る。 これ

は 字 体 の 簡 略化 と字 種 の 制 限が あ るが,当 面 後 者 の 方が 実 現 性 が 高 い。

以 上 の 観 点 に立 っ て 会 話型 シス テ ム をみ て み る と,次 の よ うにな る。

(1)質 問 情 報:キ ー ワー ドは思 考 を 重 ね て い く上 で 日本語 が よ/a。'字 数 は 少

な いが 字種 は シス テ ムの全 字種 に 及ぶ 。

② 文 献 情 報:通 覧 す る 関 係上 もち ろん 日本語 が 望 ま しい が,字 数 が 多 く字
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種 も多 い か ら実 現 は むつ か しい。 前 もっ て 印刷 物 にす る とか,マ イク ロ化

して用 意 してteく1方 法 もある。 ま た セ ン ター 側 で 出力す る方 法 も ある。

(3)シ ス テ ム側 の メ ッ セー ジ:会 話 の主 旨か ら 日本語 が望 ま しい。 字 数 も字

種 も設 計 上 か ら制 限 可能 で あ る か ら,最 も実 現 の 可能性 は高 い 。

なお キー ワー ドに 関 してで あ る が,従 来 の シ ソー ラスは オ ン ラ イ ン検 索 に

対 す る 考 慮 が 少 な く,自 由 に漢字 を 用 い て い るが,そ の字 種 を あ る程 度 制 限

す る こ とは 可 能 で あ る。 た とえ ば 字種 を10ビ ッ トで表 現 可能 な範 囲(1024

字)に 制 限 す る こ とな ど も考 え られ る。

以 上 の 考 察 か ら,ま ず シス テ ム側 の メ ッ セー ジを 日本語 化 す る こ とが 手 始

め とな る。 そ の 場 合の 表示 の 例 を 次 に示 す。

*利:◎ ◎ 検 索 シ ス テ ム

計:◎ ◎ 検 索 シス テ ムで すo

昭和 ◎ 年 ◎ 月 ◎ 日 ◎ 時 ◎ 分 ◎ 秒

番号 と名 前 を入 れ て くだ さいo

利:× × × ×× × ヤ マ ダ タ ロ ウ

計:登 録終b'ま したoコ マ ン ドは?

利:試 行 オ ン ラ イ ンケ ンサ ク

計:該 当 文 献 は10件 ですoコ マ ン ドは?

利:検 索 オ ン ラ イ ンケ ンサ ク

計:該 当 文 献 は10件 で す。 コマ ン ドは?

*利:表 示 標 題
'

(*入 力は英数 カナで行 ない変換 して表示)

この 例 で もわか る よ うに,ほ ん の 少 数 の 漢 字 字 種 を 用意 す る こ とに よ り,

格 段 に 会 話 機 能 が 向上 す る。 あ とは コマ ン ド 「表 示 」 に よる,文 献 の書 誌 専
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項 ・標 題 ・抄 録 な どの 出 力で あるが,前 述 の よ うに 前 もっ て配 布 して お くか,

セ ン ター 側で 出 力す るか,プ ア ク シ ミ リで 送 信 す るか,端 末 側 に 漢 字 プ リン

タを設 置 して お くか す れば,漢 字 出 力が 可 能 で あ る。 また は 当面 英 数 カナ・モ

ー ドでが まん す る こ とに な るo

4

巳
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2.5日 本 語 情 報 検 索 の ニ ーズ と運 用,

2.5.1文 献 検 索 の ニ ー ズ

まず文 献検 索 の ニー ズに つ い て,段 階的 に 考 察 を 加え よ う。

(1)文 献 検 索 の ニー ズ

文 献 検 索 の ニー ズにつ い て は,こ れ ま で に研 究 開発の面 や企 業 活 動 の 面

か ら,多 くの 論 評 が 行 な われ て いる 。 これ らの 面 にお いて 先人 の残 した 業

績や 研 究 結 果 を文 献 に よ り吸収 し,活 動 の 効率 化 を はかろ うとい う行 動 は,

情 報 の 本 質 的 な役 割 りを示 し,ま た人 間 活 動 の 当然 の帰 結 で あ る とい え よ

う。 こ こに お い て文 献 を よ り速 か に,よ り適 確 に キャ ッチ した い とい う要

求 も当 然 の帰 結 で あ る とい っ て よい。

こ こで ニ ー ズの 問 題 を適 確 に把 握 す る た め には,人 間行 動 の 本 質 に 由来

す る情 報 入 手 の 欲 求 と,検 索 シス テ ムに 対 す る需 要 とを,は っ き り区 別 し

て 考 察 す る こ とが 重 要 で ある。 つ ま り潜 在 的 な ニー ズ と顕 在 的 な ニ ー ズ と

は 別 問 題 で ある。

人 間活 動 は 衣食 住 と同等 に情 報 に対 して も常 に 欲求 を持 っ て い る。 この

欲 求 を分 析 して み る と,

① 良 質の 情 報 を 求 め る

② 即 時性 へ の 要 求 が 強 い

③ 必 要 な情 報 の みで よい

とな る 。 す な わ ち 「適 確 な情 報 の み をす ぐ欲 しい」 とい う要 求 で あ り,専

門 的 に い え ば情 報 検 索へ の欲 求 とい うこ とに な る。

これ を満 た す た め に,現 状 で は 百 科事 典 を備 え る とか,電 話 を ひ くとか,

新 聞 ・雑 誌 を 常 に 読 む とか,ラ ジオ ・テ レ ビを視 聴 す る とか の,い ろ い ろ

の 手 段 を講 じてい るが,ま だ まだ 不備 の 点 が 多 い。

た とえ ば,あ る種 の 情 報 に つ い ては,こ れ らの 要求 が 非常 に 強 い とい う

もの が あ る。 不 動産 売 買 とか 求 人 求 職 に 関す る情 報 な どがそ れ で あ る。 し
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た が っ て・これ らの 分 野で は,す で に 情 報 検 索 シス テ ムが 実働 を 始 め て い る。

今後 この ような形 で必 要 度 の 高 い もの か ら,順 次 シス テ ム化 が行 な われ て

,い く こ とで あろ う。 この よ うな 意 味 か らい っ て,情 報 検 索 の 潜在 的 な ニー

ズは人 間活 動 の 本質 的 欲 求 で あ り,ま す ま す高 まっ てい くこ とで あ ろ う。

次に 検 索 シス テ ムに対 す る需 要 とな る と話は また 別 で ある。 需 要 を支 え

る要 素 はそ の便 利 性 と価 格 で ある。 つ ま り費 用 効 果 と費 用便 益 の 多寡 が 需

要 を 左 右 す る。 文 献 検 索 に つ い て は 現状 で は 企 業 活 動 との 関連 が 主 で あ る

か ら,そ の面 か らみ る と価 格 よ り も便利 性 の 面 で よ り問題 が 多 い。

これ ま で 文 献検 索 技 術 の理 論 面 に つ い て 多 くの 研 究 開 発が 行 なわ れ,実

用 シス テ ム と して は 大 体 固 定 した レベ ル に落 付 い て きた。 しか しそ の レベ

ルは 人 間 の思 考 過 程 と比較 す る と,非 常 に低 い レベ ルで あ る と い わね ば な

ら ない。 こ の よ うな レベ ル で 固定 す る とな る と,ま す ま すそ の 便 利 性 が 追

求 さ れ る こと に な る。 便利 性 に よっ て効 果 や 便 益 を生 み 出す とい う方 向へ

向い つつ あ る。

(2)日 本 語 文 献検 索の ニー ズ

日本 語 の 問題 は 全 く便利 性 の 観 点 か らの もの で あ る。 これ まで た び た び

述 べ た よ うに,わ が 国 の文 献 検 索 技 術 は,ア メ リカの 全 くの 模 倣 とい っ て

よい。 したが っ て 開発 の 段 階 に お い ては 情 報そ の ものが 議 論 の 対 象 で あっ

て,情 報 を表 記 した言 語 に 対 す る 関 心 は 極 め て低 か った 。 しか し実 用 段 階

とな る と別 で ある。 検 索 の 結果 求 ま っ た 文献 が ロ シア語 で あ っ た 場合,人

に よっ ては 求 ま らなか っ たの と同 じで ある。

日本 語 に つ い て は コン ピュー タのハ ー ドウエアの問 題 も ある が,今 後 の 技

術 開 発 に よっ て徐 々に 解 決 さ れ る と思 われ るの で,日 本語 化 は必 然 的 な 方

向で あ り,こ れ に よる需 要喚 起 も大 い に期 待 され よ う。 これ は 文 献検 索の

み に限 らず,情 報 検 索 の 普偏 的 な テー マで あ る。 要 す るに 言語 は 文 献検 索

とか 情 報 処 理 とか と無 関係 に 不 変 に 存 在 し,し たが ってそ れ に 無 関心 で あ

っ て は,シ ス テ ム 自身が 無 視 され る こ とに も な りか ね ない の で ある。
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結 論 と して 日本 語 化 は,あ る価 格 の 限 界点 を 割 るヒ とに よ り,文 献 検 索

の需 要 を喚 起 す る点 に お い て,オ ン ライ ン化 と双 壁 を な す 要 素 で あ る。
■

(3)オ ン ライ ン文 献検 索 の ニー ズ

オ ン ライ ン検 索 に つ い て は すで に2.4に お い て,そ の 必 然 性 に つ い て

述 べ たが,こ こで は 観 点 を かえ て需 要の 面か ら考 察 して み よ うo

ま ず オ ン ライ ン検 索が い か に需 要 を喚 起 す る もの で あ るか を,ア メ リカ

vak・け る例 に よっ て み て み る。NLMで は,医 学 文献 の 情 報検 索 シス テ

ムと して,バ ッチ 方 式 に よるMEDLARSを い ち早 く開発 し,1964年 か

らその サ ー ビス を 開始 した。 そ の後 シス テ ムの 改 良,サ ー ビス ・ネ ッ トの

整 備 と拡 張 に努 力 を

重 ね,着 実 にそ の 需

要 を開 拓 して いっ た。

そ の 間の 需要 の 伸 び

を 図2-5に 示 すo

図か ら も明 らか な よ

うに,毎 年 着 実 に 需

要 は 伸 び,ピ ー クの
、

1971年 においては

年 間 約2万 件 に も達

した。

一 方 この 間 オ ンラ

イ ン ・シス テ ム

MEDLINEの 開発

を 進 め,1970年 か

らサ ー ビスを 開始 し

昭 和39404142434445464748495051

(lg65)(1970)(1975)た と こ ろ,爆 発 的 な

図2-5オ ン ラ イ ン検 索 の 需 要 の 伸 び 需 要 を 喚 起 し,1975
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年 には 約30万 件(推 定)に も達 して い る。 もっ と もNI、Mは ア メ リカ の

国 立機 関 で あ る た め,他 の 商 業 ベ ー スの サ ー ビス(SDC社 な ど)に 比 して,

料 金 は安 くなっ て い るo

この例 の よ うに オ ン ラ イン化 に よっ て需 要 が全 く変化 した こ とは,サ ー

ビスが 改善 され た とい う よ うな こ とで な く,両 方 式 の 間 に 本 質 的 な違 いが

ある とみ るべ きで あ ろ う。 そ の 差 に つ い ては,す で に2.4で 述 べ た とお り

で ある。 、

さてわ が国 に お い て は,未 だ 本 格 的 なオ ン ラ イ ンに よる文 献検 索 サ ー ビ

ス は開始 され て い な い が,開 始 に対 す る要 望 とか需 要 の 予 測 は い ろい ろ と

行 なわれ てい る 。 そ れ に よる とわ が国 に おい て も,年 間30万 件の 需 要 が

あ る と して い る もの もあ る。 しか し要 望 と需 要 とは 直 接 結 び 付か な い危 険

もあ り,割 引 い て み なけ れ ば な らない が,一 種 の あ こが れ ムー ドも含 めて

需 要 は極 め て 強 い といえ よ う。

さて ここで 問題 とな る のが そ の サ ー ビス の 内容 で ある。 サ ー ビスの ポ イ

ン トは,会 話機 能,端 末 の利 用 の 便,日 本語 で あ る。 ま ず 会 話機 能 につ い

て は ア メ リカで 現 用 され て い る機 能 で 大体 満 足が 得 られ て い るの で,そ れ.

の 流用 で よい で あ ろ う。 次に端末であるがア メリカでは電話 を利用 し,設 置 場

所 は任 意 とな っ てい るが,わ が 国 で は この状 態 に な る まで は 相 当制 限 され

る とみ なけれ ば な らず,需 要 を 阻害 す る大 き な要 因 で あ る。

最後 に 日本 語 で あるが,前 述 のMEDLINEに よる サ ー ビス は,す ぺ て

英 語 に翻 訳 さ れ た 情 報 で 行 な わ れ て い る。 わが 国 に お い て も英 語 で通 用 す

る人 々は 多い が,当 面 々 タ カナに よる表 記 が 中心 とな ろ う。 そ の 場合 で も

2.4.2で 述 べ た よ うに,最 少 限 の 漢 字表 記は 可 能 な よ うに 努 力す べ きで あ

るo

この よ うに み て み る と,わ が国 では ま だ オ ン ライ ン検 索 を 阻 害す る要 素

が い ろ い ろあ る の で,当 面 の 需 要 につ い て は相 当 割 引 い て 考え て お くのが

無 難 で あ ろ う。 ア メ リカに お け る研 究歴 の あ る人 々の 意 見 を,全 面 的に う
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の み に す るの は危 険 で ある。 この こ とは す で に抄 録 誌 に お いて 実 証 ず み で

あ る。

2.5.2文 献 検 索 シ ステ ムの 運 用

運 用 に つ いて は検 索 シス テ ムの 構 成 に よっ て 大 き な違 い が ある 。 まず 文 献

の ソー スで あ るが,す で に機 械 可読 情 報 と なっ て い る ソー スを 導 入 す る場 合

と,自 家 製 の プア イ ルを使 用 す る場 合 とで の 違 い が あ る。 まず 前 者 に つ い て

は 近 い将 来 オ ン ライ ン ・サー ビスを受 け られ る よ うに な る可 能 性 が 強 い 。 後

者 に つ い て は シス テ ムの 大 部 分 の 運 用努 力 は,ソ ー スの 作 成 に 費 され る こ と

に な る。 これ まで に も シス テ ムの み先 行 して,実 用化 が 伴 わ なか っ た 例 が 非

常 に 多 い。

次 に 企 業 内 な どの ロー カル な シス テ ム と,サ ー ビス機 関 とで は 大 き な 違 い

が あ る。 前 者 で は あ る程度 の 不便 を しのん で も,コ ス ト面 を重 視 しな け れ ば

な らず,一 般 に利 用 者 オ リエ ン テ ィ ッ ドな理 想 に 近 い形 の シス テ ムは 実 現 が

む ず か しい 。 一 方 サ ー ビス機 関 で は需 要 の 面 か らサー ビス の 向上 に 重 点 が 置

かれ,こ れ を ス ケー ル ・メ リッ トで 補 っ て い る。 しか し コ ン ピュー タの コス

ト ・プ ッ シュに よっ て,他 の サー ビス に比 して割 高 とな っ て い る。

こ こで 登場 す るの が オ ン ラ イ ン化 で あ り,ス ケー ル ・メ リッ トを生 か した

コス ト ・ダ ウンに よっ て,文 献 検 索 の 問 題 を 解決 の方 向へ 持 っ て い く こ と を

試 み る。 した が っ て 公 開 され た 文 献 情 報 に 関 して は,こ の よ うな 方 向 は 必 然

的 な成 りゆ き とみ な けれ ば な らない で あ ろ う。 かつ て文 献 の 抄 録 に つ い て も

これ と同 じよ うな 歩 み が あ り,現 在 では ロー カ ルな抄 録 作 業 はほ とん ど み ら

れ な くなっ て しま っ た○

結 論 的 に い うと,ロ ー カルな シス テ ムは,そ こ に特 有 な情 報 の み に と ど め,

公 開情 報 は 情 報 機 関 に 頼 る とい う傾 向 は ま す ま す強 ま るで あろ う。 ま た ロー

カル な シス テ ム も,文 献 検 索 向 きの シス テ ムを 用意 したTSSセ ン ター の 利

用 に よっ て,運 用 され る よ うに な る もの と考え られ る。
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この よ うな情 況 と な る と,情 報の 機 密 保持,プ ライ バ シーの 保 護,情 報 独 占

に 対 す る 監視 な ど とい う問題 が,運 用 上の 最 重 点 に な る と も考 え られ る。

最 後 に 日本語 情 報 に 関す る運 用 上 の 問 題 点 を ま とめ て お こ う。 日本語 の 処

理 につ い て は まだ 多 くの 開発 テー マが 残 っ てい る。 これ らが 実 用 的 に 解 決 さ

れ て始 め て,日 本 語 文 献検 索 システ ムの開花期 を迎 える こ とと な る。 この た め

に も多 くの 要 求 を 出 して,開 発 を 促進 させ る とい う主 導性 が 必 要 で ある。

次に 日本 語 情 報 処 理 に つ い て は,そ の 標 準 化 が 非 常 に遅 れ て いる 。 現 在進

め られ て い る漢 字 コー ドのJIS化 の 次 に,情 報 処理 上 の 多 くの 標準 化 が必

要 で あ る。 さ し当 っ て は,入 出力 装置 ・端 末 装 置 の 標 準 化 を 進 める こ とが,

文 献 検 索 シス テ ムに とっ て,そ の普 及 を促 進 させ る要 点 で あ る。

ま た シ ス テ ム運 用 上 の 問題 点 と して,そ の 入 力作 業 の 改 善 も見 逃 す こ とは

で き な い。 日本 語 処 理 の進 歩 に対 して,入 力作 業 は活 字 時 代,写 植 時 代 の ま

ま に 取 残 され て い る。 この 作 業 の 革 命 は コ ン ピュ ー タ処 理 の 問 題 の み に止 ま

らず,印 刷産 業 に も革 命 を もた らす もの で ある 。
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2.6日 本 語 情 報 検 索 シ ス テ ムの 開発 動 向

2.6.1国 立 国 会 図 書 館 の 索 引 編集 シ ス テ ム

(1)図 書 館 業 務 の 索 引 誌作 成

国 立 国 会 図書 館 にお け る図 書館 業 務 の機 械 化ez・,1969年 の 準備 室 設 置,

翌 年 コンピュータお よび漢 字 プ リンタ ・シス テ ム の導 入以 来,日 本 語情 報処 理

に長 い 経 験 を 有 し てい る。

国 会 図書 館 で機 械 化 され た 業務 の うち,と くに 日本 語情 報処 理 に関 係 す る

の は,

・国 会 会 議 録 総 索 引 の編 集

・和 雑 誌所 蔵 目録 の編 集

で あ る。 前者 に つ い て は,簡 単 な 情報 検 索 シ ステ ム も一 時 実験 さ れた が,漢

字 デー タ が 適 量 に満 た な い こ とな どか ら 中断 され,将 来 計 画 とし て残 さ れ て

い る。 現 在 まで は再 び編 集業 務 が 中心 に処 理 され て い る。

索 引 誌 や 所 蔵 目録 の編 集 は,い わ ば 情 報 検 索 用 データ ・フ ァイ ル の作 成 に

相 当す る作 業 で もあ り,実 際 の検 索 ・索 引 は これ らの索 引誌 を利 用 す る 読 者

に よ って 行 な わ れ る こ と にな る。'

② 国 会 会 議 録 総 索 引 の編 集

国 会 会 議 録 とは,衆 ・参 両院 本 会 議,常 任 委 員 会,特 別 委 員会 に おけ る会

議 の速 記 録 を整 理 ・収 録 した もの で あ る 。 国会 図書 館 では,こ れ らの速 記録

を も とに して探 索 に便 利 な各 種索 引 を 自動編 集 して,国 会 会 議録 総 索 引 を 作

成 して い る 。

会 議 録 総 索 引 の構 成 は 次 の よ うな もの か らな ってい る。

・案 件索 引 … … …本 会 議 お よび委 員会 の 会 議 に付 され た 案件 を ,両 院 の議 事

の 進 行 に 即 して 会期 ご とに配 列 し,会 議録 の 掲 載号,頁 を 指 示 した もの 。

・発 言 者 索 引 ・・… ・… す べ て の発 言 者 の発 言 を 収録 し,会 期 を 通 して,五 十 音

順 あ るい は 官公 庁順 に 配列 し,会 議録 の 発 言 箇所 の指示,発 言 内 容 を 示 唱
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す事 項 名 を 挙 げた も の。

・事 項 索 引… … … 発 言 内 容 を 表 現 す る事 項 名 を す べ て 見 出 し語 と し,そ の見

出 し語 の下 に,会 議録 掲 載 号,月 日,頁,発 言議 員氏 名を 記 載 し,会 期

を 通 して,五 十 音 順 に配 列 した もの 。 検 索 を 便 利 に す る ため に 「事 項 名

一 覧 表」 を作 成 して あ る 。

・法 律 案 等 審 議 経 過 表 …… … 法 律 案
,条 約,予 算,決 算 等 の案 件 に つ い て,

提 出番 号順 に 付 託年 月 日,審 議 経 過,結 果 お よび 公 布 年 月 日,公 布 番 号

等 を 記 載 し,さ ら に,会 議録 の掲 載 号,頁 を示 して一 覧 表 と した もの 。

これ らの索 引の うち,コ ン ピ ュー タを 利 用 して 自動 編 集 して い る の は,発

言 者 索 引,事 項 索 引 お よび 事 項 名一 覧表 で あ る。 これ以 外 の案 件 索 引 と法 律

案 等 審 議 経 過表 等 に つい ては従 来 どお り手作 業 で作 成 してい る 。

国 会会 議録 の 入 手か ら索 引誌 の完 成 まで の 流 れ 図 を 図2-5に 示 す 。会 議

'

口
δ

`

図2-5国 会 会 議録 編 集 シス テ ムの概 要
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録 に対 す る入 力原 稿 の 作成 は,館 内の専 門 の職 員が 行 な っ てい る。 また,索

引 編 集 シ ステ、ム の ソ フ トウ ェアは,全 体 で約60本 の プ ・グ ラ ム(合 計 約3

万 ス テ ソプ)か らな って い る 。

コ ン ピ ュー タ処 理 に よって 自動編 集 さ れ た国会 会 議録 総 索 引 の 第1号 は ,

1972,年6月 に 刊行 され て お り,こ れ は1968年 度 に開 かれ た,第58

回 か ら第60回 の国 会分 の会 議録 索 引 で あ った 。 自動編 集 に よっ て作 成 され

た 各 索 引 の 例 を 図2-6,図2-7,図2-8に 示 す 。

この 索 引誌 は,第39回 国会分 か ら刊行 が は じめ られ て い るが,刊 行 当初,

わ が 国 初 の国 会 議 事 録 の索 引 と して脚 光 を あび た も ので あ る。索 引 誌は その

後 も順 次 刊 行 され て お り,最 終的 には 第1回 国 会(1947年)ま で さ か の

ぼ っ て作 成 す る こ とが 計 画 され てい る。

な お,こ の索 引 誌編 集 にあ た って,ふ りが な,分 類 コー ドの復 号 化,キ ー

ワー ドの 統一 な どの た め に,つ ぎの3種 類 の変 換 用辞 書 を作 成 して 利 用 して

い る。'

・事 項 名 辞 書(約8 ,000項 目)

・人 名 辞 書(約1 ,200項 目,国 会 議 員 名)

・機 関名 辞 書(約2 ,000項 目,行 政 機 関 名)

(3)和 雑 誌 所 蔵 目録 の編 集

国 立国 会 図 書館 で は,国 内 で 刊行 され た 全雑 誌(同 図 書 館 所 蔵分)の 目録

作 成,各 種 デ ー タ ・リス トの編 集 の 自動化 も行 なわ れ てい る。雑 誌 目録 の作

成 は,一 見 単 純 な 作 業 の よ うに 思 われ るが,実 際 に は,雑 誌 の 刊行 ペ ー ス

(月 刊,季 刊,… …etc.)が 異 な る ばか りか,雑 誌 の 休 刊,廃 刊,増 刊,

改 題 な ど変 化 に と ん だ複 雑 な作 業 で あ る。,

和 雑 誌所 蔵 目録 編 集 シ ス テ ムは,こ れ だけ の 単 独 シス テ ムで は な く,図2

-9に 示され る大規模な和雑誌処理 システムの環 として緬 され端 発 さ

れ た もの で あ る。
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衆議院議員 ・参議院議員

(あ)

相沢重 明君(参 ・無)

58参 建 4(3.7)12砂 利資 源

5(3.12)5し 尿処 理場(厚 木)

7(3.28)7有 料道路(鎌 倉).有 料

道路 料金

8道 路管理

18(5.14)11閣 法152〔55〕.閣 法

56〔58〕,都 市 計画

12EI本 住宅 公団
ト

13団 地 建設,電 波障害 指定 区域

14米 軍本牧 住宅

20(5.16)8広 域行政

9政 令指 定都 市,米 軍 基地

10東 京湾 開発

愛 知 揆 一・君(衆 ・自)

国 務大臣 の項 を見 よ'

青 木 一一男 君(参 ・自)

58参 予4(3.22)22閣 予1〔58〕,閣 予2
'
〔58〕.閣 予3〔58〕.三 派全 学連

28阿 波 丸事件

青 木 正 久 君(衆 ・自)

58衆 本

泉地

衆物持

59衆 物 持

60衆 物持

26の1(4.19)10小 笠 原,沖 縄.閣 法

to4〔58〕 、閣 条18〔58〕.北 方領

土 、防 衛

38(5.22)25闘 茶9〔58〕 委 員長 報

告,閣 条10〔58〕 委員長報 告,閣 条

16〔58〕 委員長 報告,閣 条17〔58〕

委員長報 告,閣 条8〔58〕 委 員長 報

告

32(5.23)7閣 法84〔58〕.消 防

8消 防(高 層 建築)

|(].30)1委 員長 推薦 動議.理 事

指名動 議

1(8.2)1委 員長 推薦 動議.理 事

指 名動 議

1(12.ll)1委 員長 推薦 動議.理 事

指 名動 議

青 島 幸 男 君(参 ・第 二)

59参 予2(8.10)30

青 田 源 太 郎 君(参 ・自)

佐藤 内閣.選 挙制度

58参 法20(5.23)6閣 法93〔58〕 附帯 決議

案説 明 ・討論,

参 災特1(12.27)1委 員長指 名動 議

8(5.23)2派 遣報告

19委 員長推 薦動 議

政府 委員.説 明 員(農 林省)の 項 を も見 よ

青 柳 秀 夫 君(参 ・自)

58参 本5(3.1)6閣 法1〔58〕 委員長報

告

参大

7(3.13)i4閣 法15〔58〕 委 員長報

告

9(3、30)30閣 法22〔58〕 委 員長報

告.閣 法31〔58〕 委 員長報 告.閣 法

32〔58〕 委員長 報告

|1(4.]0)8閣 法5〔58〕 委員長 報

告

|4(4.19)92閣 法6〔5b〕 委員長 報

告,閣 法7〔58〕 委員長 報告.閣 法

34〔58〕 委 員長 報告

15(4.24)27閣 法3〔58〕 委員長 報

告,閣 法4〔58〕 委 員長報 告

17(4.27)12閣 法14〔58〕 委員長 報

告

18(5.8)16閣 法47〔58〕 委員長 報

告

21(5. .15)13閣 法20〔58〕 委 員長報

告

14閣 法21〔58〕 委員長 報告

22の1(5.17)20閣 法16〔58〕 委 員

長 報告

23(5、22)13閣 法36〔55〕 委 員長報

告

2(2.29)1理 事の補 欠互 選

5(3.12)8閣 法15〔58〕 討論

7(3.22)1参 考人 出席 要求

8(3、26}1理 事の 補欠互選

9(3.28)1】 閣 法22〔58〕 討論

12閣 法47〔58〕 討論

14(4.12)1理 事の 補欠互 選

i9(4.25)1理 事 の補欠互 選.連 合

審 査会,参 考人 出席 要求

25(5.16)1理 事 の補欠互 選 、参考

人 出席 要求

26(o.17)1理 事 の補欠互 選

27(521)5請 願

28(5.24)6継 続調 査要求

29(6.3>1請 願

赤 沢 正 道 君(衆 ・自)

国 務大臣 の項 を見 よ

赤 路 友 蔵 君(衆 ・社)

58衆 農15(4.23)]7

16(4.24)10

漁港整備

原子力発電所

図2-6 国会会 議録総索 引か ら発言者 索引の例
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事 項

(あ)

lMF

58案 外14(4.23)6田 中武夫 君(衆 ・社)

IMF蔵 相 代 理 会 議(昭43.3)

58衆 大8(3.12)6武 藤 山治 君(衆 ・社)

IMCO

58衆 運7(3.19)5米 田東吾 君(衆 ・社)

lLO公 務 員 部 会

58乗 地8(3.14)11山 日日男 君(衆 ・社)

ILO事 務 局 長 モ ー ス氏 書 簡(1967.2.6外 務

大 臣 宛)

58衆 予IO(3.1)36久 保 三郎 君(衆 ・社)

lLO条 約

60衆 社3(12.20)3山 田阯 目君(衆 ・社)

ILO条 約 第26号

58衆 本|5の1(3.26)9田 畑金光 君(衆 ・民)

参本|1(4,10}19鬼 木勝利 君(参 ・公)

1|(4.ll)15柳 岡秋 夫君(参 ・社)

衆社18(4、23)4海 部俊樹 君(衆 ・自)

19(4.24)2枝 村要作 君(衆 ・社)

22(5.7)12加 藤万 吉君(衆 ・社)

23(5.9)10加 藤万 吉君(衆 ・社)

ILO条 約 第30号

58参 社14(5,16)6藤 田藤太 郎君(参 ・社)

lLO条 約 第32号

58衆 運5(3.8)10米 田東 吾君(衆 ・社)

lLO条 約 第114号

58衆 運6(3.15)9久 保三 郎君(衆 ・社)

衆 予|0(3.1)36久 保三 郎君(衆 ・社)

lLO総 会(第52回)決 議

59参 社|閉(9,17)28小 野 明君(参 ・社)

2閉(10.8)14小 野 明君(参 ・社)

4閉(IL21)11小 野 明君(参 ・社)

60衆 社3(12.20)3山 田耳上目君(衆 ・社)

相 川 簡 易 裁 判 所(移 転)

58参 法19(5.2】)1亀 田得治君(参 ・社)

秋山長造君(参 ・社)

索 ー弓

愛 国 心

58案 文ll(4.19)4有 島重武 君(衆 ・公)

|5(5.8)8有 島重武 君(衆 ・公)

参文4(3.7)11楠 正俊 君(参 ・自)

参決8(4.3)2

ア イ シ ン ・ワー ナ ー合 弁 会 社

59衆 商2(8.9)2板 川正吾 君(衆 ・主t)

愛 知 県 労 働 金 庫 一 宮 支 店

58衆 大25(4.17)12石 田幸四郎 君(衆 ・公)

愛 知 少 年 院

58案 内4(3.8)3

愛 知 用 水

6C衆 農3(12,19)16佐 々栄三郎 君(衆 ・社)

愛 知 用 水 公 団

58衆 人5(3.5)ll村 山喜一 君(衆 ・社)

衆建18(4.24)12佐 野憲治 君(衆 ・社)

19(4.26}3内 海滑落(衆 ・民)

阿 部昭吾君(衆 ・社).石 川次夫 君(衆 ・

社).佐 野憲治君(衆 ・社)

20(5.8)1井 上普方 君(衆 ・社)

衆予第4分 科2(3.13)28加 藤 清二 君(衆 ・

社)

参建20(5.16)23沢 田政治 君(参 ・社)
'21(5

,21)15田 中一 着(参 ・社)

沢 田政治君(参 ・社).鈴 木一弘 君(参 ・

公)

59衆 社2閉(8.27}7大 橋敏雄 君(衆 ・公)

3閉(9.9)8大 橋敏雄 君(衆 ・公)

会 津線(雪 害)

58衆 運8(3.22)1唐 橋東 君(衆 ・社)

衆災特4(3.13)1唐 橋東 君(衆 ・社)

6(4.3)5川 村継義 君(衆 ・社)

青 色 申 告

58衆 予第3分 科1(3.12)9只 松祐治 君(衆 ・

社)

参法2(2.28)22柴 谷要 君(参 ・社)

青 空職 業 紹 介(横 浜)

58衆 予第3分 科3(3.14)3大 出俊 君(衆 ・社)

赤 川

59衆 災特3閉(9.6)!7森 田重次 郎君(衆 ・自)

赤 字 バ ス会 社

図2-7 国会会 議録総索引か ら事項索引 の例
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憲 法

憲法第9条

憲法第21条

憲法第22条

憲法第25条

憲法第27条

憲法第29条

憲法第73条

憲法第85条

憲法第87条

憲法第92条

憲法第99条

自衛権

財産権

国家賠償法

国家賠償

国家賠償(松 川事件)

憲法改正

公式制度連絡調査会議

元号制度

叙勲

国葬

国葬(吉 田茂)

国葬令

■皇 室

天皇の海外旅行

皇室典範

皇室経済

皇室費

皇室費(外 国旅費)

皇室私有財産

皇居造営

新宮殿

皇居移転

下田御用邸

下田御用邸用地

高輪旧御用邸払い下げ

沼津御用邸

下総御料牧場

高根沢御料牧場

恩赦法

恩赦(選 挙違反者)

恩赦(明 治100年)

国際法 ・外交

戦時国際法(追 跡権)

追跡権

安全保障

安全保障(極 東)

安 全保障(東 南 アジア)

安 全保障 体制

集 団安 全保障 体制

公海

領海

領海(無 害通 航権)

領海3海 里

領海12海 里

領海12海 里(ソ 連)

専管 水域(ニ ュー ジーラ ン ド)

接続 水域

領 空権

領 空侵犯 、

米軍機(領 空通 過)

大 陸棚

大 陸棚(日 本海)

大陸棚 開発

国際海 洋法 会議

■ 条 約

世界 人権宣 言

世 界人権宣 言20周 年 記念式 典

国際 人権 規約

児 童憲章

難民 の地 位に関 する国 際条約

外 交関係 に関す る ウイー ン条約

国 際満載 喫水線 条約

国 際満 載喫水線 条約(1930)

国 際満 載喫水線 条約(1966)

ア ジア=オ セア ニア郵 便条 約

米化条約

H本 国 との 平和 条約 第3条

通 商航 海条約

日米安全保障 条約

日米安全保 障条約(延 長)

■

日米安全保障条約(極 東の範囲)

日米安全保障条約第4条

日米安全保障条約第6条

日米安全保障条約第10条

事前協議(安 保条約)

事前協議(核 兵器持込み)

事前協議(在 日国連軍の行動)

随時協議(安 保条約)

日米安全保障協議委員会

地位協定

地位協定(国 連軍)

地位協定(米 軍人)

地位協定第5条

地位協定第7条

日ソ平和条約

アンザス条約

■国際連合

国連

国連憲章前文

国連憲章第55条

国 連憲 章第lo2条

国 連総 会決議(朝 鮮 問題)

rt▲[珀fヒ表権

重 要事項 指定方式

難民救 済

在韓国 連軍

軍 縮

18カ 国軍 縮委 員会

国連貿 易開発 会議

■ 外 交

国際情 勢

外 交姿 勢

非武装 中立

非武装 中立宣 言

外 交政策

佐 藤総理 外遊(昭42)

ド ・ゴール大統領 ・

請求 権(オ ー ス トラ リア)

請求 権(オ ランダ)

米中会談(ワ ル シ ャワ)

プ ェプロ号事件

チ ェコ動 乱

オ ース トリア賠 償

■B米 外交

日米安保 体制

|1米 関 係

ニク ソン政権

佐藤 ・ジョン ソン会談

佐藤 ・ジョン ソン共同 声明(昭

42.ll)

吉 田 ・アチソ ン交換 公文

H米 協議委 員会

H米 協議 会(昭43.9口2基 地

問題)

阿 波丸事件

■ 日ソ外交

北方 領土

北方 領土(根 室市財政 援助)

■ ア ジア外交

ア ジア外 交

ア ジア外交(ベ トナム戦争後)

ア ジア政 策(ア メ リカ)

ア ジア太 平洋 閣僚 会議

ア ジア情勢

極 東の平和 と安全

極 東の範 囲

ASPAC

日韓外 交

H韓 関 係

尖 閣列 島

日韓閣僚 会議(昭43,8)

韓 国人(日 本人妻)

日台 関 係

朝鮮問題

図2-8、 国会 会 議 録 総 索 引 か ら事 項 名一 覧 の例
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〆

コ ンピュ ー タ処 理 に よ る最 初 の和 雑 誌 所 蔵 目録 は
,1974年 に刊行 さ れ

た。 これは1973年(昭 和48年)版 で あ り,昭 和48年12月 末 まで の

デ ー タが 収 録 され,以 後,常 時 マ ス タ ・フ ァイ ル の 更新 を 行 な って,3ケ 月

ご とに補遺 版(累 積 形 式)が 刊 行 され て い る。 昭和50年10月 現在27,613

件 の雑 誌 が 登録 され て い る。

和 雑 誌 所蔵 目録 の 編 集 途 中の ゲ ラ刷 りを 図2-10に 示 す 。

愛 知 図 書 館 儘 会 会 報

2N28号(昭26,3N33,12)

欠多 し

〔!D:26781〕

葵 静 岡 県 立 中央 図 書 館葵 文 軍

2⇔21号(昭35.12～44,2)

別詩名:静 岡 県立 中央 図書 館 報

以後 「文 化 」 と改 題

〔10:2?121〕

葵 静 岡 県 立 中衆 図 書 館
「文 化 」 より復題

1」号(6召49.9)A・

別詩 名:静 岡県 立 中央 図 書 館報

〔lD:2?122)

蒼い共和国
→ 季刊蒼い共和国

青 森県 議会情 報 と資 料

1号(～召49.7)一

〔ID:26?82〕

青 森 県教 育 こ うほ う

一◆ 教官こうほう

青 山語 文

1号(昭45.12)～

〔lO:27556〕

青森県議会事務局
、

青山学院大学日本文学会

Z21-528

Z21-5'48

Z21-550

Z2-456

Z13-1526

図2-10和 雑 誌 所 蔵 目録 の ゲ ラ刷 り
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(4)日 本 語MARCの 開 発

国 会 図 書 館 は,ア メ リカ の 議 会 図 書 館(LC;1、ibraryofCongress)を

ノ
な らっ て設 立 され た 図 書館 で あ るが,ア メ リカ 議会 図 書館 のMARC

(MAchineReadableCataloging:機 械 可 読 目録)テ ー プ形 式 の,日 本 語

MARCを 計 画 中 とい われ る。MARCは,ア メ リカ 議会 図書 館 が1969

年 に 開発 した図 書 目録 で あ り,そ の後 改 良が 加 え られ てMARCllに な って

い る。 こ の フ ォー マ ッ トは,書 誌 デ ー タ 伝 達 用 の アメ リカ規 格 とな り,さ ら

に国 際 規 格 案 とな って い る。

日本 語MARCは,日 本 語の 図書 目録 の書 誌記 述 が 標 準化 され る こ とに よ

り,完 成 の あか つ き には 日本 の 図 書館 業 務 の み な らず,日 本 語情 報 処 理 全 般

に 大 きな影 響を 及 ぼ す もの と期 待 され て い る。

(5)ハ ー ドウ エ ア環 ‡党

国 会 図 書館 の コ ンピ ュー タ ・シ ス テ ムは,1970年 に,HITAC-8400

(65KB)を 中心 にJEM-3800漢 字 処 理 シ ス テム とと も に設 置 さ れ た 。 そ

の 後1973年 お よび1975年 に機 器 の増 設,機 種 変 更が行 なわ れ,現 在

で は,以 下 の よ うな 大規 模 な シス テ ム構 成 に拡 張 され て い る。

・中央 処 理 装 置

・周 辺 機 器

・日本語情報処理機器

HITAC-8450(262KB)

磁 気 テ ー プ装 置 8デ ッ キ

磁 気 デ ィ ス1装 置 … … …9モ ジ ュ ー ル

ラ イ ン プ リ ン タ2台

カ ー ド読 取 装 置,紙 テ ー プ読 取 せ ん孔 装 置,コ ンソー

ル'デ ィ ス プ レイ(プ リ ンタ 付)

JEM-3100皿/D(20KW)

デ ィ ス プ レイ ・タ ー ミナ ル

ソ フ ト プ リ ン タ1台

漢 字 ラ イ ン プ リ ン タ

6台

JEM-7600

漢 字 テ レタ イ プ ラ イ タ … … …11台

各1台

1式

一71一



(磁 気 ド ラ ム,磁 気 テ ー プ,デ ー タ ラ イ タ,紙 テ ー

プ読 取 装 置 … … … 各1台)

2.6.2電 子 技 術総 合 研 究所 の 木 か げ シス テ ム

(1)日 本 語索 引 の 検 索 システ ム

電 子技 術 総 合 研 究 所 で は,自 然 言 語 処 理 の 研 究 が 多 方 面か つ長 期 間 にわ た

って行 な わ れ て い る。 当研 究所 ソ フ トウ ェ ア部 言 語処 理 研 究室 では,1972

年 か ら1974年 にか け て 「国 研 デ ー タ 自動 索 引 計 画」 を 遂行 した 。

「国 研 デー タ 自動 索 引計 画」 は、,1972年3月 に 国立 国 語 研 究 所 が 公 開

し た新 聞語 彙 調 査 デ ー タを も とに して,大 規 模 な 日本 語 用例KWIC索 引 を,

コ ン ピ ュー タを 利 用 して 自動 作 成 す る もので あ る 。 しか しなが ら,デ ー タ量

が ぽ う大 なた め,索 引 リス トを と るに は 全体 で約750,000行 に も達 す る こ

とにな る。 そ の た め,印 刷物 と して 出 力 す るか わ りに,情 報 検 索 シ ステ ム化

とマイ ク ロ フィ ッ シュ化 の計 画 が 実 行 され た 。 これ を 木 か げ シス テ ム と呼 ぶ 。

木か げ シス テ ムは,全 体が 日本 語 中心 で あ る こ と,索 引 の検 索 を 対 象 に し

た こ と,ミ ニ コ ン ・ベ ー スの シス テ ム で あ る こ と,な どに特 徴 を も って い る。

(2)シ ステ ムの 設 計方 針

索 引 デー タ は,原 則 と して磁 気 テー プに 記録 され,そ の内 容 に つい て 検 索

を 行 な うシス テ ムが 木 か げ シ ス テ ムで あ る。'

索 引全 体 を印 刷物 として 出 力す る代 りに,こ の シス テ ムを 使 うので あ る こ

とか ら,あ たか も本 のペ ー ジを め くっ て読 ん でい くよ うな感 触 の,使 い 易 い

シ ステ ムの 開発 が め ざ され た 。 しか しな が ら,2次 記 憶 装 置 と して 磁気 テ ー

プを,漢 字 入 力 装 置 と して旧 来 の 漢 字 テ レタ イ プ ラ イタを 使 用 して お り,そ

の ため ハ ー ドウ ェ ア面 の 制限 が,シ ス テ ム設 計 に 大 きな 影 響を 与 えて い る・

シス テ ム 開発 の基 本 方針 は,以 下 の4項 目で あ っ た 。

① 日本 語を 活 用 した シス テ ム に す る こ と。 ま た 言 語学者 な ど,情 報処 理

を 専 門 としな い 人 に も使い 易 い システ ム に す る こ と。
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い わ ゆ る,検 索 シ ステ ム と利 用者 との間 の イ ンタ フ ェー スは,漢 字 デ ィ

ス プ レイ装 置 を 活 用 して 日本 語 で行 な い,し か も利 用者 に と って操 作 のめ

ん ど うな 漢 字 入 力 キ ー ボ ー ドを,で き る だけ 使 わ な くて す む よ うに配慮 す

る 。 す な わ ち,検 索 用 コマ ン ドの 入 力は メ ニ ュ ー方 式(あ らか じめ 画 面 に

表 示 され て い る も の の 中 か ら,必 要 な ものを 選 択 指 示 す る方 式)と し,検

索 用 キ ー ワ ー ドの入 力は,ひ らが な で行 な うよ うに す る こ とで あ る。

② 磁 気 テ ー プに記 録 され て い る索 引 の 内 容 を,本 を読 む よ うな感 覚 で 検

索 で き る こ と。 今

利 用 者 が 選 択 ・指 定 す る動作 は,ラ イ トペ ンを 使 って,検 索,ペ ー ジ送

り,出 力,使 用 法 表 示,終 了の5つ とす る。 これ らの 動 作 指 示 は,任 意 の

順 序 で指 定 で き るが,検 索 動作 に対 しては 検 索 用 キ ー ワ ー ドを 与 え,出 力

動 作 に対 し ては 出 力 装 置 の選 択 を す る,な どの入 力 操作 が 必 要 で あ る 。

③2次 記 憶 装 置(磁 気 テ ー プ)に は,索 引 結 果 を フ ァイル と して記 録 す

る。

検 索 対 象 の デ ー タ と して は,漢 字 かな 湿 り文 の索 引 を 想 定 し,で き る限

り多様 な検 索 が 行 な え る よ うに配 慮 す る 。

④ 検 索 シ ステ ム の管 理 者 と利 用 者 との 間 の 責 任分 担 を は っ き りさせ る。

利 用 者 は あ くま で も索 引サ ー ビスを 受 け る者 として,複 雑 な ハ ー ドウ ェア

の 操 作 や ソ フ トウ ェ アの 細部 に つい ては シ ス テ ム管 理 者 に まか せ る。

(3)シ ス テ ム の 使 用 手順

木 かげ シス テ ムが 動 作 す る 漢 字 入 出 力装 置 の 全容 を 図2-11に,シ ステ

ム動 作 の流 れ を 図2-12に 示 す 。

木 か げ シス テ ムの ソ フ トウ ェ ア,ハrド ウ ェ ァ両 面 を管 理 ・担 当 す る シス

テ ム 管 理 者 は,シ ス テ ム ・プ ・グ ラ ム全体 の 管 理 を行 な って お り,利 用 者 の

依 頼 に も とず い て シス テ ム の生 成 を 行 な う。

利 用者 が,オ ペ レー シ ・ンを行 な う漢 字 デ ィス プ レイ装 置 の前 に着席 す る

と,シ ス テ ム管 理 者 の 準 備 に よ って,あ らか じめ 図2-13の 画 面 が 表 示 さ
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一
漢字プリンタ

ー
漢字ディスプレイ装置

一

マイクロフィ,シュ検索装置
'

■

じ

図2-11 木 か げ シ ス テ ムの ハ ー ドウ ェ ア環 境

べ一・ン

送り 前のベージか
次のペー"を 表示

探 索 して
結果を表示

働

■

図2-12 木 か げ シス テ ムの 動作 の 流 れ
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●

れ てい る。 画 面 構成 は16行 の情 報 か らな り,そ の うち 上部15行 の領 域 を

内容 領域,最 下行1行 分 の領 域 を動 作 指 定 領域 と して使 用 す る。 図2-13

の 画 面で は,内 容 領域 に使 用 法が,動 作 指 定 領域 には 基 本動 作 指 定行 が 表 示

さ れ てい る。 利 用 者 は,こ の基 本動 作 指 定 行 に示 され て い る中か ら,任 意 の

動作 を 指 定 で きる。 指 定 方 法 は,ラ イ トペ ンで カ ー ソル を移 動 させ て,制 御

ボ ック ス 上 のLP(ラ イ トペ ン)ボ タ ンを 押 下 す る とい う手順 に よ って 行 な

わ れ る 。動 作 指 定 は,間 接 的 に 日本 語 を介 して行 なわ れ るが,原 則 とし て漢

字 そ の もの を入 力 しな く と も よい選 択 方式 で あ る。

最 初 に利 用 者 が 与 え る動作 指 定 は,通 常 は 「検 索 」 で あ る。 これ を指 定 す

画面①

内容領域

}・ 作指定領域
(基 本動作指定行が

表示されている)

'

図2-13木 か げ シ ス テ ム起 動 後 の 第1画 面

●

る と,動 作 指 定 領域 に補 助 動 作 指 定 行 ① が 表 示 され る。 この 画 面 に対 す る応

答 につ い ては,利 用 者 は 漢字 入 力 け ん盤 か ら検 索用 キ ー ワご ドを ひ らが な で

入 力 しな けれ ば な らない 。 キ ー ワー ドを 入 力 した あ と,再 度LPボ タ ンを 押

す と磁 気 テ ー プの探 索 動作 が 開 始 され る。 な お,検 索 用 キ ー ワー ドと漢 字 デ
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イス プ レイ 画面 の どの 部分 とを比 較 す るかは,シ ス テ ム生 成 時 に前 もっ て指

定 し て お く。 また,磁 気 テ ー プの探 索 で あ るた め に,検 索 用 キ ー ワー ドと し

て 与 え る 単 語 に よ って は,か な りの探 索時 間 が か か る こ とが あ る。 この と き,

利 用 者 に 不安 感 を 抱 か せ な ∵ よ うに,磁 気 テ ー プの各 ブ ロ ック の先 頭 レ コー

ドの 内容 を 順 次 漢 字 デ ィス プ レイ 画 面 に表 示 して,実 行 中で あ る こ とを知 ら

せ る よ うに して い る 。

利 用 者 が 指 定 した検 索 用 キ ー ワー ドと一 致 す る ブ ロ ックが 見 つか る か,あ

る いは 見 つ か らな くて も検 索 キ ー ワー ドの 内部 符 号 に 最 も近 い ブ ロ ックで シ

ス テ ムは 停 止 し,画 面 の 内 容 領域 には そ の ブ ロ ック の 内容 が 表 示 され,動 作

指 定 領 域 に は基 本動 作 指 定 行 が表 示 さ れ る。 図2-14に は,「 けい さんき1

に ょ る検 索 手順 お よび 結 果 の表 示 例 を 示 した 。

一 方
,検 索 した 情報 を ハ ー ド ・コ ピー と して プ リン ト ・ア ウ トす る機能 も

必 要 で あ り,「 出 力」 の 動 作 指定 は こ のた め に使 用 さ れ る。 動 作 指 定 領域 に

表 示 され て い る基 本 動 作 指 定行 の 中か ら 「出 力」 を ライ トペ ンで指 示 す る と,

補 助 動 作 指 定 行 ② が 表 示 さ れ る。 利 用者 は,図2-14の 画面 ④ に 示 さ れ る

補 助 動 作 指 定 行 ② の 中か ら,出 力 装 置 を選 択 す る。 い ず れを 指 定 して も,内

容 領域 に表 示 され てい る内容 だ けが 出 力 さ れ,こ の うち 「ハ ー ド ・コ ピー」

を 指 示 す る と漢 字 プ リ ンタ に画 面 の 内 容 が 印 刷 され る 。

しか し なが ら,検 索 結 果 が1画 面 の 内容 領域 に お さ ま る こ と,は少 な く,そ

の ため 利 用 者 は 「次 の ペ ー ジ」 あ るい は 「前 の ペ ー ジ」 を指 定 し て,前 後 い

ず れ か の15行 分 の 情報 を 内 容 領域 に表 示 す る こ とが で きる。 図2-14の

例 で は,画 面 ③ に対 して 「前 の ペ ー ジ」 を 指 定 した 場合 の結 果 が 画 面④ で あ

る。 この よ うに して,次 々 と前 の ペ ー ジへ も ど って も よい し,次 の ペ ー ジへ

進 んで もよ い 。 また,「 連 続」 ペ ー ジ送 りを指 定 す る こ と もで き る。

検 索 操 作 の工 夫 と して は,ふ りが な に よ る検 索 の 他 に,補 助 的 な 機能 とし

て 磁 気 テ ー プ探 索 を 中断 させ る機 能 が あ る。
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画面④

直前の15行 分を表示

出力を指定している

●

■

u画 面⑤

補助動作指定行②

}… ・・ピーを
指定 している

o

図2-14「 計 算 機」 の 検 索 例

さ ら に検 索 手 法 と しては,つ ね に 表 示画 面 を 把 握 ・管 理 す る機能 を 有 し,

利 用者 が検 索 用 キ ー ワー ドを 与 え る と,前 回 の検 索 結 果 を表 示 した 画 面 の 情

報 とまず 比 較 を 行 な っ て,探 索 動作 の前 に磁 気 テ ー プを 巻 戻 す か ど うか を 判

断 し て,検 索 の 効 率 を は か って い る。

利 用 者 が 基 本 動 作 指 定 行 の 中か ら 「終 了」 動 作 を指 定 す る と,検 索 シス テ

ム の処 理 作 業 が1区 切 り終 了す る。 次 の処 理 は ,シ ス テ ム 管 理者 と利 用者 と

が相 談 して 決め な け れ ば な らな い が,も し同 じ形 式 の別 フ ァイ ル を使 って処

、
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理 す るな らば,磁 気 テ ー プを取 り替 え る だけで 簡単 に再 開で き る 。 また 異 な

る形 式 の フ ァイルを 処 理 す るた め には,シ ステ ム生 成 の段 階 に も ど って 最 初

か ら再 実 行 す る。

(4)デ ータ ・プ アゴ ル

1976年2月 現在,木 か げ シ ス テ ム に蓄積 さ れ てい る デ ー タ は,以 下 の

と お りで あ る。

・新 聞 デ ータ の 用例KWIC索 引 … … … 全 体 で744 ,248行(レ コ ー ド)

・新 聞 デー タの 語尾 配 列 用例KWIC索 引 … … … ニュ ー ス部 分 だ け,

176,810行(レ コ ー ド)

・新 聞 デ ー タ のEXCORD索 引 … … … ニ ュー ス部 分 だけ,176,810行

(レ コー ド)

・漢 字 ふ りが な長 単位 諸表 … … …96 ,720語

・語尾 配 列 長 単位 譜表 … … …96 ,720語

こ こ に新 聞 デー タ とい うの は,1966年 度 の朝 日,毎 日,読 売3紙 の朝

夕刊 全 紙 面 か ら,1/180に 標 本 抽 出 した デ ータ を い う。 そ の後 の新 しい デ

ータ の 追 加 は行 な って い な い 。

(5)シ ステ ム構 成

木 か げ シ ステ ムを運 用 す るハ ー ドウ ェ アの構 成 概要 は 次 の よ うで あ る 。 な

お,漢 字 パ タ ー ンは ド ソ ト式 で 表現 され,UI変 成 器 型 固定 メ モ リに記 憶 さ

れ てい る。

・漢 字 デ ィ ス プ レイ装 置 … … …16イ ンチの ブ ラウ ン管 に512字(32字

×16行)の 文 字 を 表 示 で きる。 ラ イ トペ ンに よる 簡単 な 編 集 機 能 付 き。

・漢 字 入 力 装 置… 一 ・・漢 字 テ レタ イ プ ラ イタ 型 の 入 力 け ん盤 。2 ,600字 種 。

・漢 字 プ リンタ 装 置 … … … 感熱 方 式 の 漢字 プ リ ンタ(サ ー マ ル ・プ リンタ)

で,漢 字 デ ィス プ レイの1画 面 を ハ ー ド ・コ ピー す る 。

・磁 気 テー プ装 置… … …1200フ ィー ト ・テー プ まで装 着 可能 。
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制御 装 置OKITAC-4300C。 サ イ ク ル ・タ イ ムー0.6マ イクロ秒

/語 。記 憶 容 量 一16K語(16ビ ッ ト/語)。

太 か げ シ ステ ム の ソ フ トウ ェ アは,制 御 装 置(OKITAC-4300C)の

アセ ンブ リ言語OKISAP-43で 作 成 され た 。 プ ログ ラ ム ・ス テ ッ プ数 約

4,800(命 令),サ ブル ー チ ンの個 数 に して 約38個 で あ る。

(6)日 本 語COMに よ るマ イ ク ロ フ ィ ッシ ュ とそ の検 索 装置

この 研 究 計 画 で は,用 例索 引を 漢 字COMに よ っ て マ イ ク ロフ ィッ シ ュ化

す る実 験 も行 な っ てい る。漢 字COMで 作 成 し た マ イ クPフ ィ ッシ ュは,図

2-15に 示 す 自動検 索 装 置 に収 容 され てfoり,必 要 な 部分 を た だち に読 む

こ とが で き る。 「

づ

●

ぜ

図2-15日 本 語 マ イ ク ロ フ ィ ッ シ ュ と検 索 装 置
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2.6.ろ 通 産 省 情 報 管 理 課 の 日本 語情 報 検 索 シ ス テ ム

(1)通 産 省 に おけ る情 報 検 索

通 産 省 では,昭 和37年 ご ろか ら コ ン ピュ ー タ を利 用 した情 報 検 索 の必 要

性 が 検討 され て お り,当 初 開 発 され た情 報 検 索 シス テム は 英 数 字 モ ー ドで 処

理 され て い た 。 そ の 後,昭 和47年 に漢 字 入 出力 装 置が 導 入 され て 以来,漢

字 モ ー ドの情 報 検索 シ ステ ムが 検 討 さ れ て,こ こに 日本 語情 報 検 索 シス テ ム

が 開発 され た。,

この シス テム の 運 用は,通 産省 情 報 管 理 課 で 行 な って お り,検 索 サ ー ビス

は オ ン ライ ンに 結 ぼ れ た 漢字 デ ィス プ レイを 操 作 して行 なわ れ る。 シ ス テ ム

を 利 用 す る場 合,ま ず 検 索 質 問 式 の作成 か ら行 なわ れ るが,こ れは 利 用者 が

直 接 作 成 す る 場合 と,シ ステ ム担 当者 に依 頼 して作 成 す る場 合 とが あ る 。検

索 質 問式 は,シ ス テ ム との 会 話 に よ り漢字 デ ィス プ レイの キ ーボ ー ド上 か ら

打 け ん 入 力 す る場合 と,漢 字 入 力装 置 に よ って 漢 字 モ ー ド紙 テ ー プを せ ん 孔

し(入 力す る場 合 と,2と お りの方 法 で 入 力 で きる。

当 シ ス テム で 検 索 対 象 と して い る デ ータ は,長 年 の実 績 を反 映 して 多岐 に

わ た っ てい るが,日 本 語 文 の 情 報 に限 ってみ る と表2-3の よ うに な る。 こ

れ ら の うち,一 部 は 外 部 関 係 機 関 で作 成 した デ ー タを 入 手 して い る 。

情 報 検 索 手 法 と し ての シ ステ ムの 特徴 は,漢 字 ・かな,英 数 字 な どに か か

わ らず,自 然 語 を1字 ず つ て い ね い に探 索 し て い る こ とで あ る。 そ の た め,

法 律 文 の検 索 の よ うなや っか い な 情 報検 索 を も,時 間は か か るが比 較 的 容易

に実 現 して い る 。

■
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表2-3蓄 積 デ ー タ の種 類

蓄積情報の種類 蓄積状況 蓄積件数 発 行 内 容

通商産業六法 最新 270法 令 通商産業調査会 全文

情報要約 64年 ～最新 約10,000件 官房企画室 要 約,キ ー ワー ド

海外情報 インデックス 74年 ～最新 約100件 日本情報処理開発センター 全文

鉄鋼業景気指標 日誌 53年 ～最新 約4,000件 日本鉄鋼連盟 全文

鉄鋼一般情報 46年 ～71年 約24,000件 日本鉄鋼輸出組合 全文

(鉄鋼需要関連資料

記事索引)

海外鉄鋼情報 68年 ～71年 約300件 日本鉄鋼連盟
,

全文

情報処理ニュース 64年 ～74年 約1,500件 日本情報処理開発センター 要約

数理科学 66年 ～最新 約500件 ダ イヤモ ン ド社 コ ン ピ ュ ー タ ・二

ユー ス 全 文

熟

d

② 検 索 サ ー ビス の実 際

検 索 サ ー ビスの 窓 口で あ る情 報 管理 課 で は,情 報 検 索 の依 頼 を 受 け る と,

まず 依 頼 者 と相 談 して 質 問 内 容 を 分析 し,質 問 文を キ ー ワー ドに分 解 して,

シス テ ム用 の検 索 質 問 式 を作 成 す る。 この 質 問 式は,紙 テ ー プに せ ん 孔 して

入 力 す る か,漢 字 デ ィス プ レイの キ ー ボー ドか ら直 接 入 力 す る。 シス テ ム の

操作 お よ び会 話は,シ ス テ ム担 当者 が 原 則 と して行 な うが,利 用者 自身 に も 、

開放 して い る。

漢 字 デ ィ ス プ レイ に よる対 話 型 の 日本 語 情 報 検 索 の画 面 の 流 れ を 図2-16

に示 す 。 この シ ステ ムで は,キ ー ボ ー ドの機 能 キ ーや 数 字 入 力 を利 用 して検

索 指 示を 行 な ってい る 。

∀
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● ▲

質 問を入力 して下さい

(質 問例)

◇・… … ・本… 酬 圏

質問は?

一◇ ・一 ・屹 機・… ・週

↓
牟.*n問 目の質問を受付け ま した 唱1

◇・… … 航空機… 囎 圏

指 示は?1:質 問入力2:検 索3:中 止41は じめか ら

二・圏
・

旦
・‥ 検 索中 ・‥

↓
… 検 索結果

… 検 索 した件 数

番号 質問 該当した件数

1Annnnnn

213nnnnnn

3Cnnnnnn

4Dnnnnnn

5Bnnnnnn

指示 は?1:回 答 出 力2:中 止,31は じめ か ら

一1圏

∪

(轟 主㍉

■
'

、

鯛

A

B

C

D

E

該当 した件数***検 索結果*享*

出力 する質問の番 号,出 力 先,件 数 項 目を指定 して下 さい

・出力す る質問 を1～5の 数字1文 字で 指定

・デ ィスプレイは1を ,プ リン タはA～Gの1文 字を指定

文 字AB

ポ イン ト

・出力件数 は3桁 で,出 力項 目は*で 囲み4項 まで指定 可能

指定例3COlO*

一1c圏

図2-16情 報検 索 の画 面の 流 れ



検 索質 問 式 の 形式 を 図2-17に 示 す 。 また,法 律 文 デ ータ に対 す る具 体

的 な 検索 質 問 式 の例 と検 索 結果 の一 部 を 図2-18に 示 す 。

情 報 検 索 の方 法 は,デ ー タ の種 類 に か か わ らず,い ず れ も逐 語 的 に フ ァイ

ルを 探 索 し て行 なわ れ,そ の た め デ ー タ の件 数 に 比 例 して 最終 結 果 を 得 る時

間は 多 くか か る。

■

ジ

◇ ¶・ ・¶ … 一 ・… … 一・・圏

(イ)(ロ)←寸(二}困 ヒ→(ト) (リ) (ヌ)

ω

同

日

⇔

内

内

円

㈱

ω

内

質問の開始記号

項目区切 り記号

質問番号

緩和条件

項の指定

桁の指定

判断条件の指定

キーワー ド

論理記号

質問の終了記号

図2-17検 索 質 問式1の一 般 形
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,

◇ ¶ オ.¶5..計 画 ・5..届 け 出

'
… 検索結果

… 検索 した件数

・憂・該 当 した件数

5228

20

⑱

… 解答1

◇ ¶ 昭二六法二〇 四 高圧 ガス取締法 昭四二法=四 九

¶ 第三章 保安 、

¶ 第二十七 条 保安教育

¶ 第二項

¶ 第二種製造 者は、高圧 ガ スの製造 を開始 したときは、遅滞 なく、その従業者 に対す る保安教育計画を定め、都道府県知事に届け出

なけれ ばならない。これを変更 したとき も、同様 とする。

… 解答2

◇¶ 昭二六法二〇四 高圧ガス取締法 昭四二法二四九

¶ 第三章 保安

¶ 第二十七条 保安教育

¶ 第二項

¶ 第二種製造者は、前項の規定により届け出た保安教育計画を忠実に実行しなければならない。

・・。 解答3

◇¶ 昭三六法二五九 割賦販売法

¶ 第三章の二 指定受託機関

¶ 第三十五条の八 事業計画書等の提出

¶ 第二項

¶ 指定受託機関は、事業計画書に記載 した事項を変更したときは、遅滞なく、その旨を通商産業大臣に届け出なければならない。

声 解答4

◇¶ 昭四三法七四 砂利採取法 改正四七法五二

¶ 第三章 採取計画の認可等

¶ 第二十条 変更の認可等

¶ 第二項

¶ 第十六条の認可を受けた砂利採取業者は、当該認可に係る採取計画について前項ただし書の通商産業省令、建設省令て定める軽

徴な変更をしようとするときは、その旨をその認可をした都道府県知事または河川管理者に届け出なければならない

「

?

・榊 解答5

◇ ¶ 昭三七法二二八 石油業法

¶ 第二章 石油精製業等

¶ 第十条 石油製品生産計画

¶ 第二項

¶ 石油精製業者は、通商産業省令で定めるところにより、毎年度、石油製品生産計画を作成し、通商産業大臣に届け出なければなら

ない。これを変更したときも、同様とする。

図2 18 法 律文 デ ー タの 検 索 例
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(3)日 本 語情 報 の蓄 積

蓄 積 す べ き情報 は,す べ て 次 の 形式 に 整理 して磁 気 テ ー プに入 力 して い る。

◇ ¶(第1項)

¶(第2項)
,

,

¶;第 ・項)圏

項 の 数 は 蓄積 す る情 報 ご とに 固 定 し(9項 以 内),各 項 の デ ー タ の長 さは

自 由 に,全 体 で900字 以 内 に な る よ うに要 約 され る。

磁 気 テー プ上 に は,2バ イ トで1文 字 を 表 わ す漢 字 モー ドで す べ て 構 成 さ

れ るが,こ の漢 字 の種 類 や コー ドを 決 定 す るた め に,昭 和36年 ～37年 の

1年 間 に行 なわ れ た,省 内 の 業務,会 議 資料,起 案文 献 を 中心 に,出 現漢 字

の頻 度 調 査 を行 な って い る。 そ の 結 果,省 内 で取 扱 わ れ て い る文書,資 料,

刊 行 物等 で は 当用 漢 字 使 用 とい う規 定 が 比 較的 守 られ てい る ため か,当 用漢

字 外 漢 字 の 使 用は わ ず か で あ った 。 そ の た め,当 用 漢 字1,850字,人 名 漢 字

92字,そ れ に加 えて 当 用 漢 字 に 準 じて 多 く使わ れ る文 字 を 追 加 し て,文 字

種 を 次 の よ うに決 定 した 。

漢 字2,181

カ タカ ナ82

ひ らが な

英欧字

記号

数字

丸 い り

ロ ー マ ン

ボ ー ル ド

コ シ ッ ク

ア フ ピ ア

77

80

196

10

10

10

10

13

合 計2,669字

一86一
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また 文字 盤 の配 列 は,パ ンチ ャに とって 打 ちや すい よ うに 考慮 し,朝 日 ・

共 同通信 社 の 頻 度 順,音 訓 配 列 を採 用 し,コ ご ドを決 定 して い る。

(4)シ ステ ム構 成
づ

●

漢字 処理 装置

(HITAC-10)

中 央処理 装置

(NI弘C2200/575)

索

果

枝

結

検 索

プログラム

積

執

著

構

図2-19シ ス テ ム 構 成

■

'●

一87一



2.6.4大 蔵省 主 計 局 の 国会 議 事 録検 索 シス テ ム
＼

(1)国 会議 事 録 の検 索

大 蔵 省 で は,主 計 局,関 税 局,理 材 局 な どにそ れ ぞ れ コン ピュ ー タが導

入 され てお り,各 種 の業 務 につ い て コ ン ピ ュー タ処理 が行 なわ れ てい る。

この うち主 計 局 では,総 務 課 予算 分 析 管 理 室 が 中心 とな っ て,国 会 議 事録

検 索 シ ステ ム を開発 した。

この シ ステ ム は,大 蔵 省 に お い て 予算 の作 成 お よび 国会 審 議 の各 段階 で

必要 な情報 を,コ ン ピ ュー タを利 用 してす ば や く取得 す る こ とを 目的 と し

て計画 され た情 報 検 索業 務 の 一部 で あ る。 これ まで に 情報 提供 を行 な って

い るの は,国 会 議 事録 の うち,衆 参 予算 委 員会 お よびそ の分 科会 に お け る

議 事 内 容 に つい てで あ る。 将 来 計画 に は拡張 が 予定 され て い る。

(2)議 事録 の検 索 サ ー ビス

国会 議 事録 検 索 シ ス テ ムは,オ ン ライ ンで国 会議 事録 情 報 を検 索 す る事

を 目的 と して作 成 され た シ ス テ ムで あ り,利 用者 は 端 末装 置 を通 じ,セ ン

ター ・フ ァ イル に 蓄積 さ れ てい る情 報 を簡 単 な操 作 に よっ て検 索 で き る。

シ ステ ムの特 徴 と して次 の よ うな こ とが あ げ られ る。

・漢 字 の使 用 。 端 末 装置 と しては,漢 字 デ ィス プ レ イ装 置 を,ま た セン

ター出力 機 器 と して漢字 ラ イ ンプ リン タを使 用 して い る。 と くに漢 字

入 力 の難 点 を 克服 す るた め,漢 字 デ ィス プ レ イ装 置 の キ ー ボー ドは,

従 来 の タ イ プ ラ イ タ ・キ ーボ ー ドを使 用 して,入 力 は カナで,出 力

は漢 字 で行 ない,利 用者 の負担 を軽 減 してい る。 ま た,端 末 画面 に表

示 され た デ ー タ の ハ ー ド ・コ ピー を と る こ とが で き る。

・自由 会話 方 式 の採 用 。 利 用者 が シ ス テ ム と自由 に会 話 を行 な い,い ろ

い ろ な角 度 か ら情 報 の検 索 が で き る よ うに,検 査 指 令 手 段(コ マ ン ド

言語)を 用意 して い る。 この指 令 はす べ て フ ァンク シ ・ン ・キ ー とな

ってい るの で簡単 な ボ タン操 作 で行 な うこ とが で き る。

・キ ー ワー ドの 自動 変 換 。利 用 者 の 思 い つい た キ ー ワー ドを,辞 書 フ ァ

ー88一
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∂

イル に よっ て標 準 キ ー ワー ドへ 自動 的 に変 換 してい る。

検 索操 作 手 順 は,お お よそ 次 の よ うな流 れ で行 な われ る。

IDカ ー ドの入 力

↓
パス ワー ドの入 力

↓

キ ー ワー ドを カナ で入 力

↓

保 存 語 の 指 定

↓'

論理 式 の作成

↓ 、

制限 条 件 式 の作成 一.

↓

検 索

↓

出力形 式 指定

↓

検 索 サ ー ビス終 了

「ヒカ ク サ ン ゲ ン ソク」 とい うキ ー ワー ド入 力 に対 す る国 会議 事 録 の検

索例 を図2-20に 示す 。

■

■

図2-20国 会議 事 録 の検 索 例
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(3)関 連 す る索 引 サ ー ビス

国 会議 事 録 検 索 サ ー ビス に関連 して,デ ー タ ・フ ァイル か らい くつ か の

索 引 を編集 して提供 す るサ ー ビス も行 な われ てい る。

そ の1つ は,事 項 名 のKWOC(KeywordoutofContext)索 引

い

で,キ ー ワ ー ドを 手 が か り に デ ー タ を 読 込 む と,そ の キ ー ワ ー ドに 関 係 す
●

一

' る質 問 事項 と質 問者 名,解 答 者 名 が 得 られ る。 図2-21に そ の例 を示 す 。

また同様の趣 旨で,答 弁者 索引 も用意 され てい る。 これは国会 で政府側

の誰 が どの よ うな事 項 につ い て答 弁 した か を,答 弁 者 ご とに整 理 した 索引

で あ る。 図2-22に 例 を示 す 。

この他,シ ソー ラス編 集 用 の デ ー タ を得 る 目的 で,同 義 語 リス トも作 成

され て い る。 これ は比 較 的単 純 な手 法 に よる同義 語 リス トで あ るが,シ ソ

{

一 ラス 編 集 の手 だ す け に は十 分 役立 つ リス トで ある。 図2-23に 例 を示

すo

S50・10・01 事 項 名'索 引(K囚 σC) PACEOOOOO3

7メi〕 〒芳"一;"

事 項

'　『.『一 索 弓隠

氏 名

1115-75-026夕500206

日本 の 領 而 通航 に聞 し て 、 ア メ リカ 以 外 に は 無害 航 行E認 め なcと 宣 言す る の75衆 予 委08/27tt…t'u『 一一'…一
"「
か 、又 、fの 旨外 交 手 続 を と⊃1た こ と は あ るの か'tt".…ttt.¶ 『←1"一 一'1「アプ
リh"i'i7連 ‡非 核3原 則:無 害 航=-Nt-ttt－ 二ー 一一 外 交 方 ε「…ざ米 問 題tn遠 ソ 問 題^ぐヨじ青 領ヨ≡〉

皆 岡 田 春 夫(社 会)/答 宮.艮 喜 一 く外 務 × 臣)

アニプ

事項

索・引.語

氏名

PLOの 代 表 と交 渉Lず 春用 意'ぽ逼 る か

PLOsア うつ.字 ア ルバ ニ ア't民 族盲 ※〕霞 一－rr-一 －

i'1'-i5二 』÷5='O-r-7『 互"一.5〔 〕02'.0一 言
一『r-"一一.一 一.

7'5衆 「F萎....『 「-05』 ン う をL23

外 交方針

質 安宅常彦(社 会)/答 宮沢喜一(外 務大9≡):三 木武夫(総 理大臣)

事項 ア ラ ブ師国 語 日本 に 扇 す る態 度 に 変 化 り「ある ♪、、 ま.そ『荏文 の一杯』夏.は 間[違一言て い

1162-75-0972500531.一ラ
5』参事ニーi「0'… ～/19-20ξ ・2'.3　-25

たのではないか

索引語 サウジアラビア零アうづ字プアイサル国王

旨、 玉因和郎(自 民)/答 宮沢喜一(外 務文臣)

タ}支方針
氏名

アラブ外交

事項
1113-75-0219500205

わが 国 の ア うプ 外 交 は非 常 に 問 題 が多 い と思5が 、 政 府 の 今後 の 外 交方 計 を述75衆 予萎07/10

ぺ よ

索引 語 『 アラブ外交 ‡PLOt石 油閤

旨 渡部一郎一～百 湧)/答 三不武夫(旋 廻大臣)
外交方針

氏名

アラブ諸

事頃

1115-75-0223500205

わが国はIEAに 参加 しているが、これはアうつ'諸国 の強い反発をうける可能75衆 予委07/15-14

性 が あ るの で はな い ♪ 、 また 石 油 問題 に閲 し米 国 の 政策 と大 筋Fは 同 じh)

索 引 語.-TI"巨}SτfE'P't'b'EC-b.t石;由 問題 芸7nプ 諸国 ‡産 油]国 外 交方 針 エ ネ ル ギー

氏 名 質 正森 成 二 〈共 産)/答 冨 沢喜 一(外 務 ぺ 臣 ノ 字三 木 武 夫(総 理 大 臣>

1113-75-0228500205

事 項 キ'リ シ.ン ジや 一 尺 は石/由 問 題解 決 のた め に は 武 力 行 使 もあ り1)る と発 言 した が?5衆 予委07/17-20

.わ が国 は この よ う な発 言 に 反 対.すべ きで は な い か....『--..一........一 ー一

索 引 語 手 ・1.1ジ'ンジヤ ー 長 官t油 田 地 帯 占領 吉 ア 三 つ 諸国.iア × リガ"x6A戸E'.C'字 画'一'.一工 ネ∫し羊 こ 外 交 方.t針一.

遥巨竜…童t第7艦 隊 京菜3潅1兵9而 団"r'.-'一.--、.^一 一'1'一.・'"一 『『..『'『'.'『『『'.一 　T}..'..一

氏名 質 正森 成 二(共 産 ♪1/答 三 木武 夫(総 理 大『臣)S宮 沢 喜 二 、.外 務 大 臣.)一 ・.『 ・『.rv-'u-.一 一..… 一.一.・'・　

=ア5つ 民 巧笑問題"..'『 一『'.'.一"『"-一."一.-'『)『.'.「"』"一'..-"』.`-「 『"『1tt『 』1113-75-05.6b'50022『1'『.一'

事項 総 理 、外 務 大 臣 の,寅説 での パ し ス 子ナ 閤 題 に 聞す る 見解 の 違 い を解 明t± よ75衆 予雰!8/5-7

索引 語 中 束 問 題 ‡ アう つ 民庶 問 題 字国 連安 全 爆 口 理 事会 決 諏242号:自 決 権*パ し 外 交方 針1
フ チ ナ*工1し 』甘 し 乙 問題 〉'."『 　 '".'"`'『 『.「.'"一 一'…'-Vt.

氏茗 開 質 弓 田春 夫(社 会)/答 冨i艮喜 一(外 務 大 臣 〉 ‡三 木 武 夫f総 理 貴 臣)

、

図2-21 事項名KWOC索 引の例
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事項 公立こ私立の幼進旦 抄格差是、正の問題に⊃いて
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68衆 予104/23
-

'

事項 劫惟園の豹.目の給与と退職金 について
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L
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68衆 予1 .....、04/∠55-3.,6..「, ...「 吟■'「炉,阿

1113-68-085夕4?0325
-
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r.rLＬr.一..「-「..L-.,,,・
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r-」P..一^「
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事項
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教科{Sの 地 回 下国i奏 択捉 を 日本 の領 土 と 明 示 し てい る 理 由、一.._..

.__,_一.-.一_←,一.一 ーー-1-『.「 一「.

.一..

.「-T－

事項
一..一.「.・
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一 ■ 「 「 ・■.-一 .・A「.
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D良■Eフ5.12,22P角CEOOOO5

同 義 語

ア づダ ビ 石油

天 下 り官 僚

天 下 り重 役

天 下 り人 事

天 下 りポ ス ト

官 僚天 下 り

公 社公 団 へ の天 下 り

奄 美× 島

奄 婁群 島 振 興↑寺別 措 置;去

奄 勇振 興 特 別措 置 法

奄 美復 興 特 別措 皿 法

奄 美群 島 振 興開 発

ア乙 チ ト力 島地 下 核 実験

区分

アづダ ピ

天下り

奄美群島

漢 字

奄美群島振興開発特別措置法

奄美群島振興計画

ア乙チ ト力核実験

図2-2

語 番 号 同

用 語 情 報

2答 弁 者索引の例

異 語 り ス ト 〈B)

頻 度 番 号 区 分 番 号

5093フZ6055221

2200056219Z6工9

05524フ

L92635

膓92643

060工19

工97891

xgooo59▲055255

30552>±0006工2

093フ85

09579コ

入OOO60405526ヨ

エ093807093823

●

■

ア プリ力経済

アうプ

有明海沿岸

ア リナ ミ ニ

亜 硫 酸 ガ.ス

図2-23

6 .00062■

工209402工

tO940e■

215701s

■050482

キ ー ワ ー ドの 同 義

og3eezア メ リカ 経 済成 長 率

0940ssア=う プ 諸 国

094064ア うつ 石.i由戦略

▲s6yel有 明連

IS700フ 有 明湾

15702]ア リナ ミンA.

15703エ ア リナ ミンF

O9⇔il亜 硫酸 ガ ス 公害

語 りス ト例

|1
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(4)ハ ー ド ウ エ ア構 成

端 末 制 御 装 置

(FACOM-U-200)

中 央 処 理 装 置

(FACOM230-45S

図2-24ハ ー ド ウ エ ア 構 成

2.6.5JlCSTに おけ る日本 語 情 報検 索

(1)JICSTVCk・ け る情報 検 索 の経 緯

JICSTに お け る科 学 技術 情報 の機 械 的 処理 の歴 史 は,昭 和36年 に さ

か の ぼ る。 す な わ ち この年 の10月 に,情 報 検 索 の うちの遡 及 検 索 の専 用

機 と して,JEIPACを 導入 した ときか ら始 ま る。 つ い で昭 和37年3月

に は,IBMのPCSを 導入 して,索 引 の機 械 編集 を開始 した。 .

そ して,昭 和42年12月 には,汎 用大 型 コ ン ピ ュー タFACOM230

-50を 導 入 し,科 学技 術 文献 速 報 の 編集 処 理 の機械 化 が 開始 され,機 械

処理 は本 格 化 した 。機 械 化 した主 な 業務 は,年 代順 に次 の とお りで あ る。

44年4月:文 献 速 報 の 編集

46年4月:タ イ トル速報(物 理 編)

■
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46年4月:環 境 公 害 文献 集 の編 集

46年4月:逐 次 刊 行物 所蔵 目録 の 編集

47年4月:文 献 検 索 磁 気 テ ー プの提供

47年6月:MEDLARS医 学 文 献検 索

47年10月:理 工 学 文 献SDI

48年6月:CAC化 学 文献SDI

49年4月:文 献 速 報 国 内 化学 線 の編集'

さ らにJICSTの 部 内 用 と して,所 内 オ ン ライ ン シス テ ムDOORを47

年3月 に完 成 し,ま た 用語 管 理 シス テ ム に よb,シ ソー ラス暫 定版 を48

年4月 に作 成 した 。

こ の間JICSTの サ ー ビスを一層 拡 充 強化 す るた め に,各 種 の問 題 点 を

解 決 した新 シス テ ム を建 設 す る こ とになb,47年3月 よb検 討 を開始 し

たo

新 シス テ ム にお け る主 な改 善 点 は 次 の とお りで あ る。

① 各 種 サ ブ シ ス テ ムの有 機 的 統合

理 工 学 文献 フ ァイ ルを作 成 す る シス テ ムを 中心 と して,各 サ ブ シス

テム を有機 的 に結 合 し,デ ー タの重 復 入 力 の排 除,プ ・グ ラム の共 用

化,例 外処 理 の 排 除 を達 成す る。主 な ナ ブ シス テ ムは 次 の5個 か らな

るo

理 工 学 文 献 フ ァ イル作 成 シ ス テム

文 献 速 報 編 集 シ ス テ ム

用語 管理 シス テ ム

資料 管 理 シス テ ム

情 報 検 索 シ ス テ ム

② 遡 及 検 索 サ ー ビスへ の 対応

JICSTフ ァイル のみ でな く,CACフ ァイル,MEDLARSフ ァ

イルまで含めて,大 量 の文 献 を対 象 とす る遡 及検 索 に対 処 す る。 この た
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め大 容 量磁 気 デ ィ ス クを積 極的 に活 用 す る。

③ 国際 標準 化 へ の 対応

最 近磁 気 テ ー プ ・ベ ースの二 次情 報 フ ァ イルが,国 際 的 に流 通 す る よ

うに な った た め,そ の 標準 化 の機 運 が 急速 に高 ま っ て きた 。 これ に とも

な っ てISOを 中心 と して各 種 の規 格 や 標 準 化 の勧 告 が 出 され てい る。

新 シス テ ムで は 極 力 これ らの標 準化 を取 入 れ る こ と ど し,デ ータ要 素 に

関 しては 次 の諸 点 を改善 した。

資 料 名,発 行 国 コー ド,使 用 言語 コ ー ド:国 際標 準 に準 拠

著 者 所 属機 関 名,ISSN(国 際 標準 逐 次刊 行 物 番 号),CODEN

(科 学 技 術 逐 次刊行 物 コー ド米 国規 格):新 た に追 加

提 供 用磁 気 テ ー プ の フ ォ ー マ ッ トに つ い て は,ISO/DIS2709

に で き る限 り準 拠 し,デ ィ レ ク ト リ方 式 に 変 更 した 。

④ 検 索精 度 の向 上

キ ー ワー ドに つ い ては,JICST科 学技 術 用 語 シ ソー ラスに よっ て,

完 全 に 用語 の管 理 を行 な い,ま た付 与 され た キ ー ワー ドの上位 語 を 自動

付加 す る。 分 類 に つ い て は,新 た にJICST理 工 学 統 一 分 類 表 を作 成 し,

そ の 機能 を キ ー ワー ドと明確 に分離 した。 この分 類 は文 献 のみ で な く,

資料 管理,ク リア リング ・サ ー ビスに も適 用す る。

オ ン ラ イ ン会 話型 検 索 シ ス テ ム につ い て は,現 在 実 験 的 な小規 模 シ ス

テ ムが完 成 し,そ の フ ィ ール ドテ ス トを行 な って い る程 度 で,本 格 的 な

も

開発 は 今後 に残 され てい る。

以 上 がJICSTに お け る これ まで の経 緯 の 概 要 で あ るが,各 サ ブ シ ス

テムお よびそ れ らの関連 フ ロー を図2-25に 示 す 。

② 日本 語 情 報検 索 サ ー ビス

JICSTUCfO・ け る検 索 サ ー ビス の対 象 は,独 自 に作 成 して い る理 工 学 文

献 フ ァイル と,CACお よびMEDLARSで あ る。 この うち 日本 語 を用 い

てい るの は前 者 のみ で あ るの で,理 工 学 文 献 フ ァイル に限 って紹 介す る。
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④ システム関連図

資料管理
シスァム

分 類 コ ーー ド

ァ 　 フ ノレ

集
ム

一
編
テ
狂
ス

ペト
　　記

シ

⑧ 記事 ファイル作成 システム

渡 箸 ⇒ ・… ・・テーソ

資料管理 ⇒
シ ス ア ム

記 事 フ ァイル作 成
シ スァ ム

記 事 番 号
一 フ ノレ

キ ー ワ ー ド
一 一 フノレ

用語管理
シスァム

◎ 記事編集 システム

識㌶ 三⇒

/!!/

記事編集 システ ム

検索システム

記事 ファイル作 成システム

図2-25

文速鱗.主 。

年間索引 チータ抽出
・累積

文 速 年間索引編集・出力

文速年間索引

JICST情 報 処 理 シ ス テ ム(1/2)
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⑪ 用醜 システ.

∈ ・一・・デーう (関 係デー・)

,. '

キ ーワー ド入 力 ・校 正 関係データ入力 ・校正

↓

(絞頸 ㌻ ワ⊃
↓

↓

@礁 係デーう
↓

キーワー ド・フ。イル更 新 関 係 処 理

1・

∈ ・一・… イ・

↓

(・ ・一・・… づ

＼
シソーラス編集 ・出力 キ ーワード・テーブル編集

1' ↓

(・ ・一・・) ∈ ・一・・テー∋
ll

記 事 ファイル 成 システム ＼

⑧ バ ッチ 検 索 シ ス テ ム

記事 ファイル作成システム

'記 事 フ 了イルCACフ ァイル

記

肇 記事番号テーブル 蓄積 フ ァイル作成

、集
シ
ろ 蓄積 ファイノレ
ア
ム

探 索

回答 ファイル

英 字かな文字回答書
編集 ・出力

英字か な文 字書

図2-25
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⑧ 資 料 管 理 シ ス テ ム

資 料 デ ータ

資料 データ入力 ・校正

校正済資料 データ

資料 ファイル更新

資料 ファイル

所蔵 目録編集 ・出力 資料 名テーブル編集

所 蔵 目 録 資料名 テーブル

記事フ了イル作成システム

MEDI、ARS

ブ イル

JICST情 報 処理 シス テ ム(2/2)
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検 索 サ ー ビス は

SDI(選 択 的 情 報 提 供)

RS(遡 及検 索)

磁 気 テ ー プ提 供(漢 字 モ ー ド ・EBCDIC)

い ずれ も対 象 とす る フ ァ イルの 内容 は 同一 で あ る。

①SDIサ ー ビス

特 定 の テ ー マに づ い て,前 もって キ ー ワー ドや 分類 を 用 い て作 成 した

質 問式 を用 意 して お き,毎 月1回 フ ァ イルを検 索 して回 答 す るサ ー ビス

で,次 の2種 類 の ものが あ る。

● ス タ ン ダ ー ドSDIサ ー ビス

JICSTで 前 も って作 成 した テ ーマ の 中か ら選 択 して 申込 む もので,

回答 は漢 字 モ ー ドの抄 録 付 きで あ る。 現 在136テ ー マが 用意 され て

お り,そ の 一部 を図2-26に 示 す 。

`

q

共 通 部 門

川 超 音波 お よひその応 用

12真 空技 術の応 用

77研 究開 発の 計画 ・管 理 ・評価

79レ サ ーの計 測への応 用

93海,羊 開発

物 理 ・電 気部 門

1亦Oグ ラ フィー

2フ ァ イハー オフテ ィ ノクス

3色 ・色 彩驕 ・色彩管理

4結 晶成 長

5液 晶

6,遠 藤t千成;鴇 腰鵜苫

7金 属 間化 合物半導 体

8圧 ㊥ 気 ・強獣旬体

9非 晶 質 の物性

IOレ オoジ ー

13直 接#電

14惨 毒」電,也

`5超 電導 材i!4Sよ ひ・装置

16リ ニ ャffia回 路(ICお よULSL)

)7

1Sレ サ ーの遠 ほ への応 用

19フ ァクシ ミリ

20テ レメ ク リンク

21言 巨億 素子・

22テfス フ レイtfiit']

図2-26

テtジ タル集積回路(ICお よULSI)33

?勲 ～電 懐子

ノ ンインパク トプ リンタ

蛉 理回路

,寅●増幅 器

医H]ユ レ ク トOニ クス

磁性 材料

セ ラミンクの電子工 業への利 用

3安 定 化■源

4フ リ ント配線 技術

5磁 気 ヘ ノド

36筆 写・写真 、静食記 録

化 学 部 門

4結 晶成 良

5液 晶

6)鴇 膜 作成 薄膜装置

7金 属 間1t合 今勿半導体

8圧 ㊥ 気 ・強 脇電体

9非 晶 質の 物性

10レ;7ロ ジー

14撒 ネ弔電.也

15超 索漠 材中↓sよ ひ装置

内燃磯 間の排 気カ ス制 御

37ア ル ミニ'ラムの裏面処 理

39金 属 材料の萎…装

40プ ラスチックを利用Lた 建設亭オ料

49工 一〇 」ノ'ノレ

50領 解 屯の厨 気化字

ス タ ン ダ ー ドSDIの テ ー マ
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回答 は,利 用者 情 報,検 索情 報,質 問 情報,

情報 と回答 書 の例 を 図2-27に 示 す。

回答 書 か らな るが,質 問

質 問 文 ユ ア ツ ト ソ ノォ ウ ヨ ウ ギ ジ ュ ツ

回 答配 列 指 定142(統 一 分 類 順 に 配 列 さ れ る こ と を 示 す)

出 力 形 式g(書 誌 事 項 、 抄 録 、 キ ー ワ ー ド、 統 －t分 類 か 出 力 さ れ る こ

と を 示 す)

〔検 索 タ グ〕 前 方マ ッ チ をが す
べ

TGOOIllEIMFO3← 統 一分類コー ド

㌻ 釣 〔をG・ ・2・ ・E・ ・ ユ ア ・・械

GOO310EO.Lア ッ ク ラ ・ソチ

GO

…0410E㌧ 二 ㌃㌫ す ←キーワード

冨 一ト=ノ;≡1嵩 ツセイギヨ ー… グ。、.、。までの
論 理 和 集 合 を 示 す

〔第1次 検 索 タ グ論 理 式 〕

HOO141-一 検 索 タ グ411こ よ る 検 索

(1+2+3+4+… … 寸40)を 示 す 。

【OOO1】 回 答 一 連 番 号

UDC標 数624.15

和 文標 題 一 一 → 細 工 エ㊦コ ン ク リー ト破 砕 機 器 の 開 発 研 究 〔a① 〕JA

書誌事項

抄 録

キ ー ワ ー ド

統 一一分 類 コ ー ド

田 付 茂 男 、 か き崎 正 義 、 原 田実 、 や 野 憲 一 、 西 田 光 行(鹿 島 建 設 ・技 研)

」.

1"

F127A鹿 島 建 設 技 術 研 究 所 年 報(JPN)22

343-350℃74)

鉄 筋 コ ン ク リー ト構 造 物 を 静的 に 破 砕 し 、解 体 す る た め に 開 発 した

油 圧 式 コ ン ク リー ト破 砕 機 器(回 転 ノjll撮せ ん 孔 機 、 拡 張 破 砕 器)の

性 能 、 コ ン ク リー トに 対 す る 基 本 的 な 破 砕 特 性 を究 明 し 、実 物 構 造

物 の 解 体 工 事 へ 適 用 す る 場 合 の 諸 項 目 に つ い て 検 討 した;

写 図14表1参7

霊矢筋 コ ン ク リー ト亭荷」五 角箏f本
|

1㌻,一,㍑ ㌶ 械
MGO40402

図2-27SDIサ ー ビ ス 回 答 例

● リ ク エス トSDIサ ー ビス

ス タ ン ダ ー ドに な い 特 定 の テ ー マ に つ い て のSDIで,申 込 み に よ

り質 問 式 を 作 成 し て 登 録 す る 。 な お ス タ ン ダ ー ド,リ ク エ ス トと も検

索 キ ーは キ ー ワー ドと分 類 コー ドの み で,検 索結 果 を著 者 名,資 料 番

号,使 用言 語,発 行 国 で しぼ る こ とは可 能 で あ る。
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`

②RSサ ー ビス

現 在MEDLARSに つ い ての み しか行 な って い ない 。遡 及 年数 は1年

また は2年 で あ る。

③ 磁 気 テ ープ提 供

この磁 気 デ ー プは科学 技 術 文献 速 報 に収録 され た内 容 を,検 索用 に編

集 した もの で,漢 字 モ ー ドの もの と,EBCDICコ ー ドに変換 した もの

との2種 類 が あ る。後 者 は漢 字 以外 の情 報 をEBCDICコ ー ドに変 換 し

た もの で,変 換 不 能 な抄録 文 な どの 情報 は欠 落 して い る。 な お現在 漢 字

モ ー ド磁 気 テ ー プ は正 規 の 提供 は行 な って い な い。

(3)オ ン ラ イン情 報 検 索 サ ー ビス計画

オ ン ラ イン情報 検 索 シス テ ムは,将 来 にお け る情 報検 索 の主 流 をな す も

の と期 待 され てい るが,JICSTで は現 在小 規 模 な実 験 シ ス テム を開発 し,

テ ス トを重 ね て い る段階 で あ る。 これ は 内部 の専 門 家 お よび外部 の特 定利

用者 の 直接 利 用 に とどめ,検 索 対象 フ ァイルは,理 工 学 文献 フ ァイル の

EBCDICモ ー ド,CAC,MEDLARSと し,フ ァイ ル別 に 時 間帯 を 定

め て運 用 す る。 原 則 として外 部 の利 用者 は オ ン ライ ン処理 を指 定 して検 索

の 申込 み を し,JICSTの 専 門家 が オン ラ イ ン検 索 を行 な っ て回 答 す るが,

所 内 に 設置 した端 末 を一般 の 利 用者 の 利 用 に供 した り,特 別 の契 約 に基 づ

い て所外 に設 置 した 端 末 を利 用 に供 す るこ とも行 な う。 端 末 装 置 は デ ィス

プ レ イ型,タ イ プ ラ イタ型 を合せ て10セ ッ トま で で あ る。

検 索 機能 は次 の とお りで あ る。

検 索 キ ー:キ ー ワ ー ド,分 類 コー ド,著 者 名

限 定 キ ー:著 者 所 属 機 関,資 料 番 号,ISSN,使 用 言語,発 行 国,記 事 区

分

論 理 演 算:AND,OR,NOT

マ ッチ ング:完 全 一致

前 方 一致(キ ー ワー ド,分 類 コー ドの み)
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JICSTで は この 小規 模 シ ス テ ム を土 台 として,複 数 フ ァ.イルの取 扱 い

の問 題,RSに 耐 え う る膨 大 な数 の文 献 の処理 の問題 な どを逐 次 解 決 し,

利 用者 に十 分満 足 され るサ ー ビスを,効 率 よ く提 供 す る シ ス テ ムを建 設 し

てい く,将 来構 想 を発 表 してい る。 そ の構 想 をま とめ て表2-4に 示 す。

ト

◇

表2-4 オ ン ラ イ ン ・サ ー ビス の将 来 構 想

.

第1期

(小 規 模 オン ライ ンシ ス テ ム)

1976年 ～1977年(S51～52)

第2期'

(中 規 模 オ ン ライ ンシ ステ ム)
1978年 ～1980年(S53～55)

第3期

(大 規模オンラインシステム)
1981年 以 降(S56})

L使 用業務 a.JICST所 内における検索

式の設定お よひ修正
b.JICSTの 至急RSサ ービ
ス業務への使 用
c.JICST所 内設置の端末に
よる外部ユーザの使用
d.少 数の外部端末(首 都圏,

筑波支部等)の 試験的使用

第1期 のa,b,cの ほか,外 部
端末の高菜的便用
(原 則 として首都圏お よび大阪
・名古屋支所)

変更なし
(外 部端末の全国的配置)

2.使 用 フ7

イル

a.」1CST英 字 カナ文 字 フ ァ

イル,CACフ 〔イ ル
1～3年 分

b.MEDLARSフ ァイル
2～4年 分

a.JICST英 字 カナ文 字 フ7

イル,CAGフ ァイル,MEDL

ARSフ ァイル,各4～5年 分

b.JICSTク リア リング フ7

イ ル

c.そ の 他の 外 部機 関 作成 ファ

イ ル

d,JICST漢 字 ファ イルの試

験的 使 用

a,各 フ ァイノレとも6～10

年 分

JICST英 字 カナ文 字 フ7bソ
ル,各 種英 字 ファイルの 統 合

c,JICST漢 字 フ 丁イル の商

業的 使 用

3.オ ベ レ ー

シ ・ンの

方 法

a.各 種データベースの 日単位

昼間便用(バ ソチ処理は随時)
b.端 末は,プ リンタ型を主 と

し,一 部 デ ィスプレ イ型(プ
リン ト機構付)を 使用

c.端 末は,所 内回線 および.
専用データ通信回線(特 定通
信回線)で 接続
d.最 終回答はオ フライン出力
も可能とする

a.各 種 データベースの同時使
用,操 業時間の延長
b,公 衆童話回線 と一部で専用
データ通信回線の使用
c.端 末は プリンタ型 とデ ィス
プレ イ型(ラ イ トペン付)の

両者 とす る

a.昼 夜間操業 とす る

4.会話機能 a.会 話7ロ グ ラムの コマ ン ド

数9

b,一 次検 索 タグ は分 類 とキ ー

ワー ドの2種

c.シ ソー ラ スル ック ア ップ

(関 係語 の 表 示)は 行 なわ な
い

d.1コ マ ン ド当 り平均 応 答 時

間10秒 以 内

a.会 話 プ ログ ラム の コマ ン ド

数 約30

b.一 次 検 索 タグ は 分類.キ ー

ワ ー ドの ほか,著 者名(ク リ

ア リン グ フ ァイル では 機関組

織 名)と す る
c.JICSTフ ァイルの シソ ー

ラス用語 を10万 語 まで 追加

d.シ ソー ラス ル ック ア ップを

可 能 とす る

e.1コ マ ン ド当 り平 均応 答時

間5秒 以 内

a,c,一 般科学技術を対象と
す るようコマン ド.ン ソーラ
ス用語,そ の他会話機能を史

に向上する

3、使用装置 a.CPUHITAC8450

主 記憶 容 量524KB～1.000

KB
b.外 部 メ モ リ(デ ィス クパ

.。ク型)容 量80ρMB/セ ・
ト(100MB×8ス ピン ドル)

×2～4

c.端 末 台数10台 以 内

d.故 障 時 の バ ックア ップ装 置

な し

a.CPU高 性 能機 と取換 え
b.外 宮匡メ モ リ容 昔『5000

MB{10.000MB

c.端 末 台 数50台 程 度

d,故 障時 の バ ック ア ッ プ装置

は 主 要部 の みに 設 置

a.CPUタ ト痔6メ モ リに つ い
ては 現在 の とこ ろ予 測 不可 能

b.端 末台 数 数100台

C.故 障 時の パ ノク ア ッフ'を完

全に す る

6.その他の

事項

a,デ ータフ7イ ルの メンテナ
ンス不可能

b.端 末使用料 金の即時表示不
可能

a.デ ータファイルのメンテナ
ンスを行なう
b,端 末使用料金の即時表示
c.マ イクロイメージによる
JICSTフ ァイル抄録の試験
的便用
d,検 索以外のJICST諸 業務
のオンライン化

c,計 算機室(端 末器を含む)
の拡張

a,外 部の計算機との連動化

⑨
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日本語情報の編集と出力
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5
、日 本 語 情 報 の 編 集 と 出 力

3.1編 集 シ ス テ ム の 必 要 性

日本語 情 報 を取 り扱 う業 務 を大 別 す る と

(D-一 般 事務 用

(帳 票類,統 計 資 料 な ど)

(2)文 章 情 報用 t.

(印 刷,版 下 を 中心 に した もの)一

に分類、で き る。

これ らの業 務 に つ い て,日 本語 情 報 の編集 を行 な う場 合 は,そ れぞ れ の ア プ

リケ ー シ ョンに よっ て 多少 の違 い は あ るが,ほ とん どは そ の文 字 を扱 う機 能 の

組 合 わせ とい え る。

文 字 を扱 う機 能 の組 合 わせ とは,次 の よ うな もの で あ る。

① 入 力 処理

② 訂 正処 理

③ 編 集 処 理

④ 出 力処 理

へ
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原 稿

(指 定済)

入 力

ファイル

訂正

フ ァイル

編集

フ ァイル

図3-1 一 般 の 編 集 処 理 フ ロ ー
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4
.

●

」



、

●

従 来 か ら行 な われ て い る編 集 につ い て 手順 内容 を考 え る と次 の よ うに な る。

(1)一 般 の編 集 手 順

① 編 集 プ ラン

② 原 稿 の依 頼

③ 原 稿 の整 理

④ 図版(さ しえ,カ ッ ト)

⑤ 目次,表 紙'

⑥ 割付 と レイア ウ ト

⑦ 装 丁 と造 本

⑧ 印 刷

(2)一 般 の編 集 内容

① 本 の大 きさ,ペ ー ジ

② 見 出 しレ イア ウ ト

③ 頁段 行

④ 図 版(さ しえ,写 真)の レ イア ウ ト

⑤ 指 定 の仕 方

⑥ 』割 付,図 版 の指定

⑦ 写 真 植 字 の指定

⑧ 校正 稿

校

校

了

原

,
初

再

校

⑨ 製 本

以 上の編 集 手順 お よび 内容 の うち

・原 稿 の整 理,指 定

・校 正
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な どは従 来 の 方法 と編 集 シス テ ム で あ ま り相違 は感 じ られ ない が,実 際 に は

原 稿 整理指 定 に お い て は編 集 シス テ ムの ソ フ トウェア に処 理 させ る パ ラ メー タ

の設 定 が必要 に な り校 正 に おい て も赤 字 起 し等 に多少 の ちが い が生 じてい る。

印 刷 物 を作 成 す る過程 に お いて文書 情 報 の編集 ほ ど忍 耐 の必要 な作 業 は な い

と言 わ れ る。 誤 字,脱 字 の校 正 をす る作 業 は単調 で ある が避 け る こ との で きな

い重要 な仕 事 で あ る。

現 在 に至 るま で,こ うした編 集 分野 の作 業 方法 は 旧来 か ら進 歩 が 見 られ な い。

しか し,コ ン ピュー タや,漢 字 プ リン タの 出現 に よっ て合理 化 が はか られ,い

か に編集 者 の エネル ギー を単 調 な毎 日の手 作 業 か ら開放 して,よ り内容 の ある

作 業 に向 け られ る よ うに なっ て きた。 そ の た めに コン ピュー タの ソ フ トウエ ア

に よ る編 集 合理 化 が要求 さ れ て きた 。

この よ うな こ とか ら図3-1に み られ る よ うな編 集 システ ムが 設計 され,次

の よ うな効 果 が得 られ る の で あ る。

① 編 集 合 理 化(編 集 の容 易 性)

② 文 書 情報 の伝 達 の迅速 性

③ 情 報 の磁気 貯 蔵 化

④ 情 報 の規 則 化,体 系 化

⑤ 分 類 の容 易性

⑥ 追 加,削 除 の容 易 性

⑦ 検 索 の容 易 性

⑧ 組 版 にお け る人手 不 足 の解 除

⑨ レ イ ア ウ トの修 正 が容 易

●

●

以 下 に編 集 シス テ ムの入 力処 理,訂 正処 理,編 集 処理,出 力処 理 に おけ る必

要 機 能 ・項 目につ い て概 述 す る。

㎏
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●

も

晒
日本 語 デ ー タ や各 種 の 編 集 用 フ ァ ン ク シ ョ ン ・デ ー タの 入 力 情 報 の 登 録 処 理

を い い,そ の 際 に 入 力 コ ー ドの チ ェ ッ ク,コ ーーード変 換,デ ー タ ・ レ コ ー ド・ フォ

ー マ ッ ト変 換 ,テ ー ブ ル検 索 な ど を 行 な う。

(])入 力 デ ー タの 種 類

① 組 版 割 付 フ ァ ン ク シ ョ ン

② 図 版 フ ァ ン ク シ ョ ン 、

③ 本 文 デ ー タ

/

(2)組 版 割付 フ ァ ン ク シ ョンの種 類

① ペー ジの 大 きさ

② 組 方 向

③ 行 送 り

④ 基 本 文 字 大 きさ

⑤ ペ ー ジ組

⑥ 基 本 文 字 書 体

9

(3)図 版 フ ァ ン ク シ ョ ン の 種 類

① 図版 の種類 図(表,カ ッ トを含 む)

写 真

広 告

箱 組 み

見 出 し

② タ ブ ・ プ ア ン ク シ ョ ン

(4)そ の 他 の 入 力 フ ァ ン ク シ ョ ン の 種 類

① 入 力 チ ェ ッ ク
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入 力 コ ー ドの チ ェ ッ ク処 理 を 行 な う。

② コ ー ド ・コ ン バ ー ト

特 殊 外 部 コ ー ドか ら内 部 コ ー ドに コ ー ド ・コ ンバ ー トす る 。

③ ピ ッチ 付 加

④ ル ビ,割 ル ビ

⑤ キ ー ワ ー ド

訂正 処 理

訂 正処理 に は編 集 本来 の校 正処 理 と,コ ン ピ ュー タ処理 に よる訂 正 処 理(漢

字 テ レ タイ プに よる訂 正 デ ー タ作成 方 式 とデ ィ ス プ レ イに よ る ダ イ レ ク ト訂 正

方式)に 分 け る ことが で きる。 後 者 は い わ ゆ る ファ イルの 訂 正 を行 なっ て 完 全

なデ ー タを作 成 す る フ ァ イ ル ・メ ンテ ナ ンス処 理 で あ る。

主 な処 理 内容

① 原 稿 に対 す る校 正,す なわ ち,文 字 情報 を実 際 に プ リン トア ウ トしたモ

ニ タ上 に,赤 字 で訂 正 を起 こす。

② 赤字 の入 っ た訂 正原 稿 に対 し,漢 字 テ レ タ イ プで訂正 デー タ を作 成(あ

る いは 漢字 デ ィス プ レ イに よ って ダ イ レク トに訂 正)し,フ ァ イ ル を容 易

に修 正 す る。

③ この訂 正処 理 は,フ ァ イル の メン テ ナ ン ス用 として 多大 の効 果 を あげ る

ことが で き,完 壁 なデ ー タベ ー ス作 成 に は欠 かす こ との で きない ソ フ トウ

エ ア で ある。

繭
デ ー タ ・フ ァ イ ル に 入 っ て い る各 種 の編 集 フ ァ ン ク シ ョ ン ・デ ー タ と編 集 パ

ラ メ ー タ に も とつ い て,ペ ー ジ割 付,棒 組 調 整,図 版 処 理 な ど を行 な っ て編 集

フ ァ イ ル を 作 成 す る 。

(1)棒 組,貢 租 調 整 処 理
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こ の処理 は 入力 フ ァ イル の割 付 フ ァ ンク シ ョ ンお よび編 集 パ ラメー タに も と

つい た編 集 を お こな う。

① ス ペ ー スの種 類

固 定 スペ ニス …… 入 力指 定 され た もの

可変 ス ペ ー ス … …調 整 さ れ うるス ペー ス

図 版 ス ペ ース …… 図版 の しめ る スペー ス

② 欧 文 の始 め と終 りには 可変 ス ペ ー ス を挿 入 す る。(欧 文 の終 りの ス ペ ー

ー ス が行末 の場 合 はそ の ま ま で よい)

③ 字 送 り指定 に よる ス ペー スは字 送 り固定 スペ ー スを挿 入 。

④?,!の 記 号 の次 には全 角 可変 ス ペー ス を付 加 す る。

⑤ 受 け カ ッコの後,お よび起 しカ ッコ の前 には,そ れぞ れ半 角 可変 スペ ー

ス を付 加。 た だ し,同 じ種 類 の カ ッコが続 く場 合,お よび受 け カ ッ コの後

に句読 点 が くる場 合,そ の 間 は べ タ詰 め とす る。

■

(2)行 頭 行 末 処理

①n字 下 げ の指 定 。

② 文 章 中 の行 頭 に起 しカ ッコが く る場 合,ベ タま たは半 角 あき。

③ 句読 点,?,!,ハ イ フン,中 黒,受 け カ ッコ等,行 頭禁 則文 字 テ ー ブ

ル に あ る文字 記 号約 物 は行 頭 にお か ず前 行 と追込 み処 理 を行 ない,不 可 の

場 合 は前 行 よ り1字 移 して追落 し,前 文 を字詰 め処 理 す る。

④ 行 末処理 は 本来 の行 末 お よび タ ブ ・エ ン ドにお いて も行 な う。

⑤ 句 読 点 が くる とき タぶ らさけ る,ま た は半 角 ス ペー ス でそ ろ え る,あ る

い は付 加 さ れ る半角 スペー スは除 い てそ ろえ る。

⑥ カ ッコ,パ ー レン等 の行 末 禁 則 文字 テー ブル に ある文 字 記 号 約物 は行 末

にお か ず そ の行 で追 込み 処 理 を行 ない,不 可 の場 合次行 に移 し,そ の行 を

字詰 め処 理 す る。
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(3)タ ブ 処 理.

① タ ブ'パ ラ メ ー タが き た と き,前 に タブ ・セ ツ.トが な さ れ て い な い と ・ そ

の タ ブ ・パ ラ メ ー タは そ の 位 置 の タ ブ ・セ ッ トと な る 。

② タ ブ ・パ ラ メ ー タ後 の テ キ ス トが 行 末,あ る い は タ ブ ・エ ン ドで 行 替 え

さ れ る次 行 の 頭 は,そ の タ ブ位 置 と な る 。

③ ジ ャ ス テ ィ フ ィ ケ ー シ ョ ン の 中 央 揃 え,行 末 揃 え,均 等 分 割 を 行 な う。

●

亀

(4)欧 文 処 理,

① 「欧 文 」 と 「欧 文 終 」 の フ ァ ン ク シ ョン ・コ ー ドの間 の テ キ ス トは欧 文

扱 い と な り欧 文処 理 さ れ る。

② 欧 文 の前 後 に は 可変 スペ ー ス処 理 が な され る。

③ 欧 文 語 が行 末処 理 さ れる場 合 ・ 下記 に よリ ハ イ フ ォネー シ 三ン処 理 され

る。 そ の行 で そ の語 全 部 が追 込 み,お よび,追 落 しが で きな い場 合,ハ イ

フ ォネ ー シ ョン処 理 が 行 なわ れ る。

(5)図 版 処 理

① 図 版 処 理 は図,表,写 真,見 出 し,カ ッ ト,広 告,箱 組 み等 ・一般 文 章

の植 字 と別 に処 理 さ れ る スペ ー シ ング 処理 で あ る 。

② 図 版 位 置 割 付 け の優 先 度 は入 力の 順 に よ る。

③ 同 一 ペー ジで2ケ 以 上 の指 示 が あ り,図 版 が ペ ー ジ内 に 入 らな い場 合 は,

位 置 指 示 か ら割 付 け て重 な る もの とす る。

■

輌
完 全 な デ ー タ ・フ ァ イ ル に 対 し編 集 処 理 の 終 っ た フ ァ イ ル を 出 力 す る た め に

必 要 な プ リン ト ・フ ァ ン ク シ ョ ン 変 換,レ イ ア ウ ト変 換 を行 な っ て 出 力 す る 。

主 な 内 容

① 編 集 さ れ た チ ー タ ・ファイ ル を校 正 用 ゲ ラ,お よび 版 下用 プ リン トあ る

●
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い は 各種 モ ニ タや台 帳 な どの 出力処 理 が 実 施 され る。

② 実 際 には これ らの 出 力処 理 は 各種 汎 用 出 力装 置 や版 下用 出 力装置 の 仕

様 に あ わせ る ため の処理 に近 い が,そ れ ぞ れの 出 力装 置 を効 率 よ く稼 動

させ る ため の特 殊 コー ド変 換 等 にほ か な ら ない。

③ 校 正用 ゲ ラの 出 力 は文 字 や意 味 校 正 用 で あ リ レイア ウ トは考 慮 してい

な い。

④ 仮 レ イ ア ウ ト ・ゲ ラの出 力 は,ペ ー ジ組 を す る場 合 に ぺニ ジ内 の全 体

の配 列 を調 べ るた め に,す べ て の フ ァン ク シ ョン等 が 入 っ た ペ ー ジ ・レ

イ ア ウ ト用 出 力 であ り,編 集 指示 に相 違 が な いか の校 正 をす る ため に 出

力 され る。

⑤ 版 下用,各 種 モ ニ タ用 の 出力 は校 了に な った時 点 に お いて各 種編 集 フ

ァ ンク シ ョン機 能 に よって 出力 す る もの で あ り,最 終 ア ウ トプ ッ トで あ

る。 す なわ ち,ペ ー ジ組 の場 合 は ペ ー ジ ご との 出 力 が な され る。

■
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32出 力 装 置 と 編 集 機 能

前 述 した よ うに,日 本 文 情報 を扱 う場 合 は,そ の ア プ リケ ー シ ョ ンの 出 力 方

法(最 終 出 力形 式)に よっ て各種 の編 集 シス テ ムを開 発 す る必 要 が あ る。

この編 集 シス テ ムを開 発 す る に あた っ て は,当 然,使 用 す る出 力装 置 に編 集

機 能 が なけれ ば な らない。

この節 では,日 本文 情 報 の 出力 を満 足 させ るため の一 般 的 な編 集機 能 を取 り

上 げ て概説 す る。

(1)基 本機 能

コ ン ピ ュー タ を使 って編 集 処理 が な さ れ たデ ー タは,漢 字 出 力装 置 に最 終 出

力 形 式 で作 成 さ れ る。 この最終 出力 は,ア プ リケー シ ョン に よっ て各 種 の形 態

が と られ るが,こ こでは,日 本 文 情 報 とい う点 に留 意 して基 本 的 な機 能 を中心

に述 べ る。

① ポ イ ン ト(文 字 の 大 小)

日本文情報 では,も っ と も必要 とされ る情報 で あ る。 この機 能 は文 字 の大

きさ を変 え る もの で,出 力装置 に よっ て各種 の能 力 を持 つ が,一 般 的 には

4ポ イ ン ト～32ポ イ ン ト位 の単 位 が要 求 され よ う。

② 縦,横

この機能は,文 字 を 「縦書 き」 で 出 力 す るか 「横 書 き」 で 出 力す る か の機

能 で あ る。

日本文 情報 の場合 は,縦 書 き横 書 きの文 章 が半 々 〈 らい あ るの で,日 本

文 情報 の 出力 を す べ て カバ ーす る ため には,必 要 な機能 で あ る。

③ 字 体

日本 文 情報 には,明 朝,ゴ ジ ック,イ タ リック.ボ ール ド,教 科 書 体 な

ど同 じ字 に対 して各 種 の字 体 が あ る。 これ らの字体 の選 択 を行 な う機能 が

必 要 で あ る。 、

④ 合 成
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この機 能 は,漢 字 の字種 の多 さ や特 殊 記 号 な どの 不足 を カバ ーす る 目的

で用 意 され る もの で あ る。

⑤ 玉 つ き

この機 能 は ・口 口 の よ う繊 能 で ある・

た とえば・X⑤ ・ →X・ とい う・ う編 に・敵 れ る・

⑥Fつ き

この機 能 は,口 口 の よ うな機 能 で ある。

た と ・・i.・il・H③ ・ ⑤ ・ →H・ ・ な ど ・数 ・'ft・化 ・…rtkEva利

用 され る。 ・

⑦ 平 体

この機 能 は,全 角 文 字 を水 平 方 向 につ め る ため の機 能 で あ り,50%～

90%の 範 囲 で平 体 率 が決 め られ る。

⑧ 長 体

この機 能 は,全 角 文 字 を垂 直 方 向 に つ め る た め の機 能 で あ り,50%～

90%の 範 囲 で 長体 率が 決 め られ る。,

⑨ ピ ッチ

英 数 字 な どは,そ れぞ れが決 め られ た文 字 幅 で デ ザ インさ れて い る。 こ

の文 字 幅 を ピッチ といい,こ れ を処 理 す る た め に全 角 の文字 幅 を 削 る機 能

が必要 で あ る。

⑩ 解 除

この機 能 は,① ～⑨ ま で の機 能 を解 除 す る ため の もの であ る。

そ の他,出 力装 置 に よ って,上 記以 外 の機 能 が追 加 され た り,あ る い は削

除 され た り して構 成 さ れ る。

(2)応 用機 能

基 本機 能 は,文 字 の1字1字 を ど うす るか とい う機 能 が 主 で あった が,文 章

情 報 で は段 組 み,ペ ー ジ組 み な どの編 集 を行 な うた め の機 能 が必要 で ある。
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① 段 間

段 間 とは,段 組 み と段組 み の間 の大 きさ を示 す もの で あ る。

② 行 間

行 間 とは,行 と行 の間 の大 き さの こ之 で あ る。

③ 字 間

字 間 とは,字 と字 の間 の大 きさの こ とで あ る。

(3)デ ー タ処 理 機 能

前 述 の他,機 能 的 に は,次 の よ うな デ ー タ処理 の機 能 が あ る。

①END

デ ー タの終rを 意 味 す る機能 で あ る。

②1、F,EOB

デ ー タを移 動 させ るた め の機 能 で あ る。

③EOMI

オペ レー シ ョンを ス トップさせ る機 能 で ある。

●

4

●

,
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3・3編 集 シ ス テ ム の 設 計

5.5.1シ ス テ ム の 概 要

こ こ に設 計 さ れ た 編 集 シス テ ム は,当 財 団 に設 置 さ れ て い る漢 字 入 出 力 装 置

を使 用 して 実 行 す る シ ろ テ ム で あ る。 よ っ て,一 般 的 な 編 集 機 能 を網 羅 す る こ

とが で き ず,ア プ リ ケ ー シ ョ ン と して機 能 す る の は,入 出 力装 置 の 制 限 下 に ご

く限 られ た編 集 機 能 に す ぎな い 。'

こ の 編 集 シ ス テ ム の処 理 概 念 と し て は,各 種 ア プ リケ ー シ ョ ン の処 理 に よっ

て 作 成 さ れ た 漢 字 デ ー タ ・フ ァ イ ル を,漢 字 プ リ ン タお よ び 漢 字 デ ィ ス プ レ イ

に 出 力 ・表 示 す るた め の編 集 処 理 を行 な う こ と に あ る。

図3-2に ハ ー ドウ エ ア の 概 要 を,図3-3に シ ス テ ム ・フ ロ ー を 示 す 。

な お,編 集 シ ス テ ム を構 成 す る編 集 プ ロ グ ラ ム は,セ ン タ ー 側 の コ ン ピ ュ ー

タFACOM230-75の 処 理 装 置 に もっ も の とす る。

図3-2

漢字デ ィスプ レイ

(KDP)



編 集 情 報
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出力(KPR)
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ノ
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フ
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フ
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字
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ノ
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編
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図3-3 シ ス テ ム ・ フ ロ
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3.ろ.2シ ス テ ム の 機 能

この 編 集 シ ス テ ム の機 能 は,大 き く分 け て,次 の3項 目 の 機 能 を もつ こ とが

必 要 で あ る。

①KDPま た は,カ ー ド よ り入 力 さ れ る編 集 情 報(出 力 機 器,縦 書 ・横 書,

ペ ー ジ寸 法 ,行 数 な どの 指 定:以 下,パ ラ メ ー タ と い う)に 従 ・・,て,編 集

処 理 を 行 な う。

② 入 力 デ ー タ で あ る漢 字 デ ー タ ・ フ ァ イル 中 に含 ま れ て い る フ ァ'ノ ク シ ョ

ン ・ コ ー ドの機 能 が 果 せ る よ うに す る。

③ 各 禁 則 処 理,文 頭,文 末 処 理 な ど を 行 な う。

な お,こ の編 集 機 能 に お い て は,出 力機 器 の 機 能 に 影 響 さ れ る た め,KDP,

KPRの 仕 様 を表3-1に ま とめた 。 こ の 中 で,も っ と も機 能 に障 害 を 生 じる の

は,文 字 ピ ッ チ が 固 定 と い う こ と で あ る。

9

表3-1 性 能 表

項 目 KPR KDP

1

印 字 速 度 65字/秒 約40フ ィール ド/秒

1行 印 字 数 max55字/行 32字(半 ピ ッチ:64字)

頁 寸 法 A5～A4(ソ フ ト指定)35～70行 固定16行
(1/6イ ンチ間隔)

文 字 種 類 5376字 種+117字 5376十5

(ケ イ線表示 など)

印 字 書 体 中ゴシック体 中 ゴ シック体

文 字 寸 法 約3,0×3.Omm 約 ヨ コ5.0× タ テ7.Omm

(半 ピ ッチ3.0×4,0)

文 字 ピ 。 チ 3.2mm(固 定) 一

行 ピ ッ チ 1//6イ ン チ,1/3イ ンチ 」v－

縦 書 ・ 横 書 手動により切換可能 ソフ/指 定で切換可能 ・

タ

コ ー ド 富士通漢字 コー ド 富士通渓声 コー ド,EBCDIC
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表3-2 KPR機 能 一 覧 表

項 目
コ 一 ド 機 能

12 3 4 5 6

1

ス ペ ー ス ・ シ フ ト

1

;ili
1

印字位置を1桁 ずらす
印字動作なし

2紙 送
り ‖i引

改行を行なう
印字位置は先頭に戻る

3紙 切
断

Blcl

2i・1
紙の切断を行なう

表3-3 KDP機 能 一 覧 表

項 目
、

コ ー ド
機 能

1 2 3 4 5 6

1 全画面消去 F

C

0

7

プ ロテク ト・フィール ドを含めた全画面を

消去 し,ア ドレス・ポインタを原点に位置する

2行 消 去 F

C

E

7

ア ドレス ・ポ インタの位置か ら,そ の行の

終 りまでを消去する。

3復 改 F

C

1

5

.表示 中の データを復 帰改行する。

4 座標 ポイント指定 F,

C

5

E
値 値

ケイ線表示に際 し,ス ター ト・ポイン トの

位 置情報 を与える
∩

5 文 字 ア ドレス ・ポイン ト指 定 F

C

7

A
値 値 文字表示 の際のア ドレス ・ポインタの値 を

指定する。

6 カーソル位置指定 F

C

D

9

カ ー ソ ル が,ア ドレ ス ・ポ イ ン タ に 示 さ れ

て い る ロ ケ ー シ 。 ン に移 動 す る。

7 文字像反転指定開始 F
C

7

E

7

C

0

0

この指定の開始か ら終了までの文字をネガ
像で表示する。

8終r F

C

7

E

C

5

0

0

9HDM指 定 F

C

2

1

画面データ送信 時のスタ ー ト・マークを表

示する。

10 オ ペ コ ー ル F

C

2

F

端 末 のブザーを鳴 らす。

]1プ
ロテク ト・フィール ド開 始

F

C

4

C
値 値

プ ロテ ク ト ・フ ィ ー ノレ ドの 開 始 ア ドレス を

定 義 す る 。

12 プ ロテク ト・フィール ド終 了 F

C

6

E
値 値

プ ロテ ク ト ・フ ィ ー ル ドの 終 了 ア ドレ スを

定 義 す る 。

13全 プ ロテ ク ト ・オ フ ・フ ィ
ール ド消 去

F

C

E

4

プ ロテク ト・フィール ド以外 の画面を消去

する。

14Kシ フ ト指 定 F

C

O

F

以後,漢 字 モー ドで表示 する。

15A拷 フ ト指定 F

C

O

E

以後,半 ピッチ文字で表示する。

16 ケ イ 線 F

C

F
2F

座 標 ア ドレス ・ポインタの示す位置か らケ

イ線 を引 く。

17NOP F

C

0

0

NOoperation

(項 目4, 7,8,16の 機 能 は,機 器 不 備 の た め 動 作 し な い)
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Bo

Ao

レ ーB1

A1

(1)漢 字 プ リ ン タ 編 集 機 能

a.サ イ ズ 処 理(パ ラ メ ー

タ指 定)

Ao×Bo-A4,A5

A,・=ラ イ ン 指 定

B1一 文 字 指 定'

A2一 ス ター ト・ライン位 置

B2一 ス ター ト・文 字 位 置

① 頁寸 法 処理 一 頁 の大 き さは,A4,A5の 大 きさ を指 定 で きる の

で,パ ラ メー タに よ り,寸 法 を指 定 し,そ れ に応 じて

CUTT命 令 を 出 す。

な お,最 後 の切断 で は,下 図 の こ とを考 慮 す る。

② 開始文字位置

CUTTの 命 令 コー ド

X▼B2CO▼

まだ切断 されていない。

印字 を ど の位置 か ら始 め る かを ・ミラ メー タに よ って

行 な い,こ の指示 に よ って,先 頭 文 字 を 印字 す る 場

一117一



所 まで,紙 送 り,ス ペ ー ス ・シ フ トを 行 な う。

③ 文 字 ・行 カ ウ ン ト処 理;パ ラ メー タに よ り指 定 され た文字 数,行 数

に よっ て,復 改,改 頁 をす る。

た だ し,行 頭 ・行末 の 禁則処 理 や 分割 禁止 文字 が

あ る時 は,こ の限 りで は ない。

b・ ノ ン ブル処 理(パ ラ メー タ指 定:ペ ー ジ数 挿入 の位 置 指 定)

回 区 画

匝 コ 画 面

◎ 桁 数 は3桁 で表 示

◎C1～C6の い ず れ か

を指 定 す る

パ ラメー タに より指 定 され た場 所 に ペ ー ジを入 れ る。

ペ ージ 数 は3桁 で表 現 す る。 ペ ージ数 は ゼ ロ ・サ プ レス を行 な う。

一口ココ ー

c.特 殊 コ ー ド設 定

以下 に あげ る コ ー ドが入 力 デ ー タ中 に 入 って きた ら,各 々 の処理 を行

な う。

① く りか え し コー ド(表 作成 の ケ イ線 な ど)… … ⊂輌 ①

ex.(FUNC)一(21)… → 一 を21個 つ づ け る。

② タ ブ(帳 票 出 力 な どの 桁位 置 指 定)… …(鞠,(晒

ex'as① ××慧 ×⑭ ①×××X×⑭ 融 ×(復改)①

桁 位 置 の 指 定 デー タ(囲 デー タが2行 以上

(先 頭文 字 位 置)に つづ く場合 もある)
'

③ 分割禁示(数 式 な ど2行 にまたがって印字 した くない もの)… ……

⊂彊 ⊃,⊂ 懸 ⊃
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ex・ ⊂檀 ξ⊃ ～ ⊂饗 ⊃ … →～ の デ ー タは 行 を ま たが ない。

た だ し,1行 に入 り き らない 場 合は 次行 へ。

④ 特 殊 コー ド変 換 テ ー ブル

横 書 か ら縦 書 に な った時 に使用

⑤ 特殊領 域(図 版行)処 理(後 で図 な どを挿入 す るため の領域 を確保

す る)… … ⊂璽 ヨ⊃ex.

ex。(亜)(3×5')

＼

3行5列 の領 域 確保

条 件 と して,こ の デ ー タの前

は 原 則 と して ⊂璽 ⊃ とす る。

d.行 間の 指 定(パ ラ メー タ指 定)

]/6イ ンチ間 隔,1/3イ ン チ間 隔 の どち らか を選 ぶ 。

e.文 頭処 理(パ ラメ ー タ指定)

復 改 の後,先 頭1文 字 あけ る。

f.行 頭 ・行末 禁 則処 理

各行 において,行 の先頭文字(行 頭),行 の最後 尾の文 字(行 末)に

使 っては い け な い 文字(行 頭 ・行末 禁則 文字)が こな い よ うに処 理 を行

な う。

① 行 頭 禁 則 の 文字 は,前 行 の最 後 尾 に移 す。

(ex)× ××X× × ××× … … … ×××)
　

)× ×××。 ××××。

② 行 末 禁 則 の 文 字 は,次 行 の 先 頭 に 移 す 。

(eX)∴

.× ××【}一 ∴ 。."一 一 ×××

禁 則 の 時 は,前 行 のL」,・ の 次 に ス ペ ー ス を 送 っ て 行 替 し,行 末 を そ ろ
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え る。

g.タ テ ・ヨ コ書 き(パ ラ メ ー タ 指 定)

② 漢 字 デ ィ ス プ レ イ編 集 機 能

a.サ イ ズ(固 定)

32文 字

6行 1ノ ー

/

3文 子

(半 ピ、ッブ:6,子

出力形式は

固定す る

b.ノ ン ブル(固 定)

最 下 行,中 央 に 固 定

C.特 殊 コー ドの設 定

KPRと 同 様

d.行 頭 ・行 末 の 禁 則 処 理

KPRと 同 様,た だ し,縦 書 は 行 な わ な いρ

巨.半 ピ ッチ文 字処 理

EBCDICで 表 わ せ る英 数 字,カ ナ な ど は 半 ピ ㌶ チ と し て デ ィ ス プ レ ・

イ す る 。

f.チ ェ ッ ク ・iー ド,フ ァ ン ク シ ョン ・ コ ー ド(ク ワ タ を除 く)の 削 除

g.文 頭 処 理

復 改 の 後 は,一 桁 あ け る。
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5.5.5シ ス テ ム の 制 限

キ ー ボ ー ド ・フ ァ ン ク シ ョ ン キ ー の う ち,使 用 可 能 な フ ァ ン ク シ ョ ン ・

キ ー を表3-4に 示 す 。

表3-4フ ァ ン ク シ ョ ン ・ キ ー

キ ー 機 能 キ ー 機 能
'

⑧ 復改(改 行)を 行 なう。

1

③ レ コ ー ドの 区 切 り

o ス ペ ー ス と な る。 ◎ 図版行処理

㊥ 同一文字 の繰返 し ⇔ 改 頁

r-　

TAB始
i

9'タ ブ機能 の始 め と終 り

⑱ 6 ●
、

⑧
⑧

分割禁止文字 の始めと
,

終 り

'

そ の他 次 の よ うな こ とに制 限 が あ る。

① 欧米 語 の問 題(ハ イ フ ォ ネー シ ョンな ど)は 取 扱 っ てい ない 。(将

来 は取 扱 う予 定)

② 印刷 の途 中で 頁寸法 の変 更 は で き ない 。

③ 現 在,各 漢字 処 理 装 置 はU-200の 下 で稼 動 して お り,編 集 プ ログ

ラムは,こ のU-200内 に あっ た方 が 良 いの であ るがU-200に は,

補 助記 憶 が な い た め,F-230-75で 編 集 処 理 を して い る。 従 っ て,

将 来 は,U-200に デ ィス クな どの 補助 記 憶 装置 を とbつ け,編 集 プ

ログ ラ ムをU-200内 に もつ こ とに なろ う。

④ デ ィス プ レ イ上 に表 示 され た 漢字 デー タの ハー ド ・コ ピーは,サ ー

ビス ・プ ・グ ラ ムで処 理 可 能 で ある。
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ま た,デ ィ ス プ レ イ 上 の デ ー タ修 正 は キ ー ボ ー ドよ り行 な う。

表3-5縦 ・横 ・変 換 テ ー ブル

横 書 縦 書 横 書 縦 書
文 字 コ ー ド 文 字 コ ー ド 文 字 コ ー ド 文 字 コ ー ド

】

、

OD77

2474

一

、

OD75

254E

o

」

2475

2473 }ご 2C73

o 2475
o 254F 【 OD76 【 OD74

) 2471
)

2649 ( 2470
( 2648

」 2473
L 264B 「 2472 一 264A

　 2863 〃 2861 『 2966 『 264C

』 2967
』 264D y、 2862 〃 2860

〉 2A67 〉 2A65 〈 2A66 〈 2A64

〕 2B63 〕 2B61 〔 2B62 〔 2B60

表3-6行 頭 ・行 末 禁 則 文字 表

横 書 縦 書 横 書 縦 書

文字 コ ー ド 文字 コ ー ド 文字 コ ー ド 文字 コ ー ド
・.

行

頭

禁

則

文

字

,

?

!

,

?

!

●

,

,

,,

】

s

s

こ

)

」

"

OE4A

OE4B

OE4E

OE4F

OE52

0E53

0E56

0E57

0F4E

OF4F

OF56

0F57

0A5E

OD77

254C

254D

2474

2475

2471

2473

2863

1:

・o

●●

三
'＼

:

w

こ

－

s

ミ

ニ
L

〃

OE62

0E63

0E66

0E67

0E6A

OE6B

OE6E

OE6F

OF66

0F67

0F6封

OF6F

OD5D

OD75

二
254E

254F

2649

264B

2861

?

!

!

〃

』

〉

〕

、

ぐ

1

2960

2961

2962

2963

2967

2A67

2B63

2C76

2C77

?

!

!

!ノ

』 、

〉

二
ぐ

二

二

264D

2A65

2B61

二

拗 促 音 も禁 則 処 理
1

行 末 禁 則 文 字`
横 書 縦 書

1

文字
``

1

(

「

『

"

<

〔

コ ー ド

OA5A

OD76

2470

2472

2966

2862

2A66

2B62

文字

三
(

一

『

〃

〈
〔

コ ー ド

OD59

0D74

2648

264A

264C

2860

2A64

2B60

一122一

ρ

■

■



一

－

N

ω

ー

●
令 ■

●

表3-7EBCDIC扱 い 可能 文 字 と コー ド

C田

1

2

3

4

5

6

7

8

9

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

㏄

D

D

D

D

D

D

D

D

D

E

E

E

E

E

E

E

E

F

F

F

F

F

F

F

F

F

F

Eド
一

9

A

B

C

D

E

F

8

9

A

B

C

D

E

F

8

9

1

0

1

2

3

4

5

6

7

0

コ

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

字漢

B

B

B

B

B

B

B

C

C

C

C

C

C

C

C

D

D

E

D

D

D

D

D

D

D

D

E222222222222222222222222222

字文

J

K
L

M
N

O
p

Q
R
S

T
u
v

W

X

Y
z
o

1

2
3

4
5

6

7

8
9

C田

2

3

4

5

6

7

8

9

A

C

D

E

F

A

B

C

D

E

F

1

2

3

4

5

6

7

8

9
・

㏄

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

B

B

B

B

B

B

C

C

C

C

C

C

C

C

C

Eド
ーコ

字漢

、C

D

E

F

8

9

A

B

C

D

E

F

O

1

2

3

5

2

F

8

9

A

B

C

D

E

F

84444444444445555564555555555BBBBCCCCCCCC8888885AAAAAAAAB2222222222222222222222222222

字文
ヘ

ホ

マ

ミ

ム

メ

モ

ヤ

ユ

ヨ

ラ

リ

ル

レ

ロ

ワ

ン

,

。

A

B

C

D

E

F

G

H

I

CID

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

C

D

E

F

O

1

2

3

4

5

6

7

8

9

A

D

E

F

C

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

BEド
ーコ

字漢

8

9

A

B

C

D

E

F

8

9

A

B

C

D

E

F

8

9

A

B

C

D

E

F

8

9

A

B44444444444444444444444444448888888899999999AAAAAAAABBBB2222222222222222222222222222

字文

ア

イ

ゥ

エ

オ

カ

キ

ク

ケ

コ

サ

シ

ス

セ

ソ

タ

チ

ツ

テ

ト

ナ

ニ

ヌ

ネ

ノ

ハ

ヒ

フ

C田

0

9

A

B

C

D

E

F

O

A

B

C

D

E

F

O

l

B

C

D

E

F

A

B

C

D

E

F

㏄

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

7

7

7

7

7

7

Eド
ーコ

字漢

1

B

8

3

6

0

0

4

8

1

3

3

1

5

A

1

2

6

5

5

7

0

4

A

g

B

4

DO445677546777747777566744575066CA4ECF9AE486EA4ECA9800AEDD772220202022020020222077000

字文

$

'
・

〈

(

+

-

&

/

¥

*

)

;

「
}

/

・

%

一

〉

?

:

#

@

ノ

=

〃
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4.事 例研究 一 日本語情報文献検索 システムの設計 －

i4
.1シ ス テ ム の 概 要

■

当 シス テ ムは,漢 字 コ ー ド表 現 に よっ て 蓄 積 され た文 献 情 報 を ・漢字 入 出 力機

器 を 用 い て,オ ン ラ イ ン か つ 会 話 型 で 情 報 サ ー ビ ス す る 情 報 検 索(IR)シ ス

テ ム で あ るo'

カ イ ン ズ カイン ド

当 シ ス テ ム は,通 称 「KINDS」 も し くは,「KINDシ ス テ ム 」 と言 い,

こ れ は,IKanji旦lformation20cumentRetrieval旦ystemの 略 称 で

あ る。 以 降,KINDシ ス テ ム 設 計 の 成 果 を 概 略 的 に記 述 す る。

マ

'

4.1.1シ ス テム の 目的

文 献 検 索 シ ス テム が現 在 直面 してい る課 題 の1つ は,漢 字 か な 湿 り文 で表

現 され る 日本 語 の 情報 を如 何 に して処理 す るか に ある。 こ う した技 術 の 開発

は,「 デ ー タ」処理 か ら 「情 報 」 処 理 へ と高度 化 す るコ ン ピ ュー タ ・シス テ

ム に とっ て不 可欠 の 条件 で あろ う。

KINDシ ス テ ム は,こ う した 日本 語情 報処 理 特 有 の課 題 に対 し解 決 の糸

口を求 め るべ く3つ の基 本 方針 をた て て設 計 され た。 す な わ ち,

① 漢 字 キ ー ボー ド,漢 字 デ ィス プ レイ(KDP),漢 字 プ リンタ(KPR)

等 の漢 字 入 出力機 器 を端 末 装 置 と して使 用す る。

② 検 索 語 の タ イプ イ ンは カ ナ文字 で行 ない 「カナ漢 字変 換 手 法 」 を 用い

て漢 字 の検 索語 とす る。

③ シ ソー ラスを 導入 し,検 索 は会 話型 式 でサ ー ビス す る。

で あ るo

これ らの ね らいは,ハ ー ド的 に は各 漢 字処 理 装置 の使 い 方 や,操 作 性 な ど

効 果 的 な利 用 法 へ の ア プ ロー チで あ り,ソ フ ト的 には検 索語(キ ー ワー ド)
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'

入 力操 作 の 一般 化 へ の試 み で あり,ま た シ ソー ラスの導 入 に よ るデ ー タ ベ ー

ス の効 率 化 お よ び検 索過 程 の効 果 測 定 に ある。

`

4.1.2シ ス テ ム の特 徴

KINDシ ス テ ムの特 徴 と して,次 の点 が あげ られ る。

① 漢 字 処 理 装 置 の利 用 に より検 索 過 程 の 日本 語 に よる表 示 が可 能 とな り,

検 索結 果 の 閲覧 お よび プ リン ト出 力 もで き る。

② オ ン ライ ン会 話型 に て当初9種 類 の コ マン ドの フ ァン クシ ・ン ・キ ーを

利 用 す る こ と に より,納 得 い くまで 誤 操 作 の少 ない形 で繰 り返 し トラ イで

き る。

③ キ ー ワ ー ドに よる主 題検 索 と発 行 年,発 行 国 等 書誌 的事 項 に よる検 索の

分 離 に よリ シ ス テ ムを簡 略化 して あ る。

④ 主 題 検 索 は,入 力 した キ ー ワー ドに該 当 す る文 献 集合 作 成 の試 行 検 索 と,

集 合 と集 合k・ よび集 合 と制限 条 件 間 の演 算 を対 象 とす る集 合 演 算検 索 の2

レベル を持 ち質 問 の積 み重 ね に よ る複 雑 な検 索が 可能 で あ る。

⑤ キ ー ワー ド入 力 は カナ文字 で行 な い,漢 字 へ 自動 変換 された 漢字 キ ー ワ

ー ドの表 示
,保 存 語 の指 定 とい った 過程 を経 る。

⑥ キ ー ワー ド ・テ ー ブル は,シ ソ ー ラス 関係 の 情報 を持 た せ た上 で ヨ ミカ

ナ,漢 字 コー ドで ソーテ ィング され てい るの で,キ ー ワー ド ・テ ー ブル の

通 覧 は,シ ソー ラス形 式 で も入 力 した カナ文 字 に よる前 方 一致 語 の 表 示 形

式 で も任 意 に選 択 で き る。

⑦ 文 献 フ ァイ ル,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル等 の フ ァイル創 成 時 より格 納 され

るデ ー タベ ー ス に至 るま で,漢 字 コー ドに よる記 録 を主 体 と してい る。

⑧FACOMU-200に 制 御 され た ター ミナル ・ス テー ション とFACOM

230-75に 制 御 され た ホス ト ・コン ピ ュー タ との 間 を通 信 回線 で結 ぶ シ

ス テ ム構 成 で,前 者 には,検 索 サ ー ビス に伴 う操作,表 示,出 力処 理 を,

後 者 に は ア プ リケ ーシ ・ン機 能 の処 理 を分 担 させ てい る。
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4.1.3シ ス テ ム 構 成

KINDシ ス テ ム は,検 索 サ ー ビス を 主 要 な機 能 と し,他 に サ ー ビ ス の 準

備 機 能 に あた る デ ー タ ベ ー ス 管 理,キ ー ワ ー ド管 理,さ らに サ ー ビ ス の 補 助

的 機 能 を 有 す 索 引 誌 作 成 管 理 の 各 機 能 が あ り,お の お の サ ブ シ ス テ ム を構 成

し て い る。 処 理 は オ ン ラ イ ン な い しバ シ チ で な さ れ るが,い ず れ も ホ ス ト ・

コ ン ピ ュ ー タF230-75の オ ペ レ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム で あ るM-Wの 制 御

下 で,一 般 の ア プ リケ ー シ ・ ン ・ジ ・ブ と併 行 に処 理 さ れ る 。'

(一 ・づ
＼

外部 提供

ファイル

(漢 字 フ7イ ル)

準

備
過

程

サ
ー
ビ
ス

過
程

デ ー タベ ース

管 理

キ ー ワ ー ド

管 理
一

ワ

/ボ ステ ィングテーフ: /イ ンデリクステープ拓

デ ー タベー ス
キ ー ワー ド

テ ー ブル

＼

検 索 サ ー ビ ス

管 理

索 引 誌 作 成

管 理
一

(
9
↑

え/＼ ＼

/
＼。。_＼

巴
漢字ディスプレイ

閲 覧

(検 索操作) ハ ー ドコ ピー

二答劃

画面 の デ ータSYSOUTIこ1キ ー ・ 一 ほ 引

1キ ー ・ 一 ド統 計

一ま とめて いて

印刷同型 著 者 名 索 引 一
キ ー ボ ー ド

1オ ン ライ ン ・サ ー

＼

＼/・
1ハ ッチ ・サー ビス1

¢

ユ ザ
o

図4-1KINDシ ス テ ム の機 能
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次 に 各 サ ブ シ ス テ ム の 概 略 を 示 す 。

(1)検 索 サ ー ビ ス ・サ ブシ ス テ ム

オ ン ラ イ ン で 動 作 す る処 理 プ ログ ラム で,タ ー ミナ ル ・ス テ ー シ ・ ン か

らの 呼 び だ し に 応 じ オ ン ラ イ ン 状 態 とな る。

利 用 者 とシ ス テ ム 間 との 会 話 は,フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー に 定 義 さ れ た9

ノ

種 類 の検 索 コ マ ン ドの操作 と,キ ー ワー ド,検 索 式,条 件 式 な どタ イ プイ

ン に よる デ ー タの 直接 入 力 とに よっ てす す め られ る。 これ らの コ マ ン ドに

共 通 す る動作 パ タ ー ン と しては 図4-2の よ うに整 理 され る。

ま た検 索過 程 にお け る会 話 の 流 れ は あ る程 度 想 定 可 能 で あ り,従 っ て コ

マン ドとコ マ ン ドとの 関係 に おい て一 部 に シス テ ム ・リー ド的 プ ロセス も

あ るo

(2)デ ー一夕ベ ー ス 管理 サ ブ シス テ ム

バ ッチで動 作 す る処 理 プ ログ ラムで検 索 サ ー ビスの 準 備 段 階 に位置 し,

文献 デ ー タの入 力,フ ァイル 化,ボ ス テ ィン グ ・テ ー ブルの 作成 な らびに

磁 気 デ ィス ク ・パ ックへ のデ ー タベ ー ス創成 まで を行 な う。

デ ー タ ベ ー ス には,文 献 情 報 と して情 報 処 理 分 野 の技 術 文 献 に制 限 し,

当財 団 内 で収 集 可 能 な文献 は,自 己入 力 し,他 に外部 サ ー ビス機 関 で作 成

提 供 さ れ る文 献 ファイル をも導入 して統一 した フ ァイ ル を作成 す る。 デ ー タ

ベ ース を構 成 す るデ ータ項 目は表4-2に 示 す よ うに文 献 デ ー タ と して 一

般 的 な もの で,こ の ような文献 デ ー タを100MB規 模 のデ ィス ク2台(約

8万 件)に 創 成 し1ケ 月単 位 で 更 新す る。

(3)キ ー ワー ド管理 サ ブシス テ ム

バ ッチ処 理 に て運 用 す るサ ブシ ス テ ムで あ り,検 索 サ ー ビス の準 備 段 階

に位 置 し,シ ソ ー ラス ・フ ァイル の作 成 と,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブル,イ ン

デ ックス ・テ ー ブル な ど インバ ーデ ッ ド ・フ ァ イル の作 成 な らび に デ ィス

クへ の格 納 処理 を行 な う。

イ ンバ ー デ ッ ド ・ファ イル は,デ ー タベ ース の作 成,ボ ス テ ィン グ ・テ
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情報の要求およひ

形式 案 内

図4-2検 索 コ マ ン ドの 基 本 パ タ ー ン

ー一129一



●

.、

、、

P
.

'

'



'

●

会話の流 れ

羅

憎

'

藩

禍

滝

一

式

x

寸

∨

∨

x

Ψ

ト

密

猟

u

4

＼

〒.

〉

冶

ヨ

括

■

ボ

注

油

M

↓

へ

〉

1

》

部霊活

ー

成田

∨
寸
へ

き

、
i
、θ営造博荷蕗秘書醇

▲
…
ン

、

ト

翼
.

;

＼

レ

華
一
己

ー
7.

〉昌

θ碗

烏〉廿φS詩華ー"ー7.停φ匡♪晋廿ー蝉"か↑呑.∋自責評＼×ーVx停藩細叫か。丸剥融琳⑳o>邑碇南

薄
璃
瞥詩

論刺

闘
琳
痂

O
帝
ー
q

-
7。

饅
和
科
斗かo

華
1寸

I
T.〉壮1

■

へ

;、∀

¶

、
∨

Y

〔
/俘

べ
。
偽
言

↓

S
↓

斗

へ

§
(

(
∀、

∀斗

)

N|

皇
㍉「

11

二

喝

`

/中

㌧ス

ア

l
lI

丸
剥
訓諭詩

、

一

、
同

＼
罰菖

㌧

〆、

∋φ

・

＼
論
端
頷
噂
釦
＼

量

〉

∀

S

竃
∀

W

・

/
中

,

　

藩熟

沸
θ
〉
廿
直
結〉昌借断汁霧矧沸

行
軒◎̂河勇停滞珊叫か。ボ芋洗O>活碇扁〉邑仙S沖齢字井毎h令齢本曲聖∩hû×勇停蕗摘叫"。'
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表4-1検 索 コマ ン ドの種 類

検 索 コ マ ン ド 説 明

こ の コ マ ン ドは,検 索 サ ー ビス を 受 け よ う とす る と き

会 話 開 始 最 初 に入 力 す る もの で あ る。 これ に よ り各 種 フ ァイル,

デ ー タの初 期 設 定 を行 な う。

この コマ ン ドは,目 的 とす る文献 情 報 を得 るの に,検

キ ー ワー ド入力 索 の手 がか り とな る語(キ ー ワー ド)を 入 力す'るた めの

も の で あ るo

こ の コ マ ン ドは,キ ー ワ ー ド入 力 に よ っ て 得 られ た キ

保 存 語 指 定
/

一 ワ ー ド群 の う ち 不 要 な もの を と り除 き ,残 っ た キ ー ワ

一 ドを保 存 させ るため の もの で あ る。

こ の コマ ン ドは,正 確 な文献 情 報 を得 るた め に,キ ー

検 索 式 ワー ドを使 っ て論理 式 を作 成 し入 力 す るた め の もの で あ

るo

この コ マ ン ドは,検 索 式 で得 た文 献 情 報 に対 し,さ ら

条 件 式 に論理式 お よび条件項 目によって検索 を限定す るための

もの で あ るo

出 力
この コマ ン ドは,検 索 した文 献 情報 を 出 力 させ るため

の もの で あ るo

こ の コ マ ン ドは,漢 字 デ ィス プ レイ装 置 に表 示 され て

ハ ー ド ・ コ ピ ー い る文 献 情 報 と同 じ もの を漢 字 プ リン タ装 置 に出 力 させ

るた め の もの で あ る。

継 続
この コ マ ン ドは,漢 字 デ ィス プ レイ装 置 の1画 面 に表

示 し きれ ない情 報 を,継 続表 示 させ る ため の もの で あ る。

会 話 終 了
こ の コマ ン ドは,検 索 サー ビスを 終 了 した い ときに使

用 す る。
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表4-2デ ー タ ベ ー ス の 構 成 表

項 罐成内容 蓄 積 モ ー ド 内 容

記 事番 号 EBCDIC 文献 ご とに付 られ る唯 一 の番 号

和 文 標 題 漢 字 文献 の 日本 語 タ イ トル(和 訳 タ イ トル)

原 文 標 題 漢 字 文 献 の原 タ イ トル(外 国語 タ イ トル)

記 事 区 分 EBCDIC 文献 の記述 内容の区分

資 料 略 名 漢 字 掲載資料 の略名

発 行 年 BI]N「ARY 文献 の発行 され た年

巻 EBCDIC 資料 の通巻

号 EBCDIC 資料 の通号

言 語 コ ー ド BINARY 記 述 され てい る言 語 の コー ド

発行 国 コード BINARY 発 行 され た 国 の コー ド

著 者 名 漢 字 文献 の著者(個 人,団 体)

所属機関名 漢 字 著者の所属す る機 関名

抄 録 文 漢 字 文献 の要約

,

、

表4-3フ ァイル構 成 概 要

プアイル名

項 目

●

キ ー ワ ー ド ・テ ー フ ル ボスティング ・テ ーブル
デ ー タ ベ ー ス

レ コ ー ド ・モ ー ド

レ コー ド ・フ ァク タ

下 位 ポ イ ン タ 数

上 位 ポ イ ン タ 数

レコード・サイズ(バ イト)

記 憶 媒 体

固 定 長

23

1

(プ ロツク1)

136

デ ィ ス ク

可 変 長

1

複 数

1

最 大13,024

デ ィ ス ク

可 変 長

1

複 数

最 大2,800

デ ィス ク

●

一134一



`

●

一 ブ ル の 作 成,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル の リン ク 情 報 の 作 成 とい う手 順 で 作

られ る 。 ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブル とは,文 献 デ ー タ の格 納 ア ド レ ス を キ ー

ワ ー ド ご とに 集 合 した フ ・ イ1ル で 鋤 ・ こ の ボ ス テ ・ ン グ ◆レ=一 ドの 格

納 ア ド レス は,さ ら に キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル の リン ク情 報 へ とつ な が って

い る 。 ま た キ ー ワ ー ド'テ ー ブ ル の フ ァイ ル 構 成 に対 して ブ ロ ッ ク ご と に

イ ン デ ック ス を と り,イ ン デ ック ス ・テ ー ブ ル を作 成 す る 。 これ は 検 索 実

行 時 に は イ ン コ ア へ 常 駐 し て,キ ー ワ ー ドに よ る探 索 の ス ピ ー ドを 向 上 さ

せ る の に 使 用 す る 。

イ ン バ ー デ ッド ・フ ァ イ ル の 構 造 を 図4-4に 示 す 。

プu7ク ・イ ノ デ,クX'テ ー7ル デ ー タ ヘ ー ス

・一 ・… ナ・1・・ 司

臣 一ー 一・… 一 ・…

文献デー'

1

レ

1

.

1

キーワート ・日ミカナ

〃/∠捌

キ ー ワ ー ド 一

喜
ア

多

《

二

.1

.1rl

ド"ド"F

ヨ 、

ホ7テ,/グ テ ーフ ル

1

ボ イ ノ タ1 ,11lll
ill

図4-4イ ン バ ー デ ッ ド ・ フ ァ イ ル の 構 成 図

θ

φ

(4)索 引誌 作 成 管理 サ ブ シス テム

検 索 サ ー ビス を補 完 す る機 能 と,シ ス テ ムの レベル ア ップのた め の統 計

リス ト作 成機 能 を持 ち,遂 次 拡 充 の 予定 で あ る。

パ ラ メー タの入 力 に よって得 られ る著者 名 索 引 な ど 目的 別 に索引 誌 作 成

を す れ ば 多 くの入 を対 象 と した情 報 サ ー ビス も可能 で あ る。
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4.1.4ハ ー ドウ エ ア 構 成

(1)機 器 構 成

KINDシ ス テ ム の ハ ー ドウ ェ ア は,FACOM230-75に 制 御 され る

ホ ス ト ・コ ン ピ ュー タ と,FACOMU-200に 制 御 され る タ ー ミナ ル ・

ス テ ー シ ・ ン の2つ の 機 器 構 成 か ら な り,双 方 は 通 信 回 線 を 介 して連 絡 す

るo

「「一'一 一一'一'一 一ー 一一 ≡一 ーー 一一'一"－

L

1

`一
」

一1

」

1ピ ニ㍍;謬 ㌍ ㌘ ‥

L._」 孫引tt作成・・'・・一

"7プ'ス一
件I

I

」

」

図4-5KINDシ ス テ ム の 機 器 構 成

(2)装 置 概 要

oホ ス ト ・コ ン ピ ュ ー タ(FACOM230-75)

中 央 処 理 装 置1台 サイクル ・タイム:1ns/2w

記 憶 装 置 記 憶 容 量:320KW

集 団 磁 気 ディスク装置(F477K)4パ ック アクセス ・タイム:26ms

情 報 転 送 速 度:806KB/S
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記 憶 容 量1100A([B/・9ッ ク

磁気 テ ー プ装置(F603N)5台 情 報 転 送 速 度:192/96KBレ/S

ト ラ ッ ク ニ9

記 録 密 度:1600/800BPI

oタ ー ミナ ル ・ス テ ー シ ョン(FACOMU-200)

中 央 処 理 装 置2台 サイクル ・タイム:650ns

32KW(タ ー ミナル制御)

記 甦 童 言鵡 鵠:{16KW(デ,ス プレ,幽)

漢 字 ディスプレイ装 置(F6570)1台 表 示 文字 種:5,376種 十 特 殊5種

表 示 文字 数:漢 字512字,

英/数1,024字

プ ログラム ・ファンクション:16個 ×4ぺ → ジ

画 面再 生 速 度:40フ ィーリレド/S

コ ー ド:富 士 通 漢字 コー ド,

EBCDICコ ー ド

漢 字 プ リ ン タ装 置(F6521A)1台 収 容文 字 数:5,376字 十 ファ ン

クション記 号

文字 の大 きさ:9ポ イ ン ト

行 ピッチ/文 字 ピッチ:1/6イ 場/3.2ミ リ

1行 印字 数:最 大55字

印 字 速 度:65字/S

コ ー ド:富 士 通 漢字 コー ド

4.1.5ソ フ トウ ェア 構 成

ホ ス トお よ び タ ー ミ ナ ル 両 構 成 と も,各 々 独 自 の 機 能 を担 当 す る 。 タ ー ミ

ナ ル 側 で は,漢 字 キ ー ボ ー ト,漢 字 デ ィ ス プ レ イ,漢 字 プ リン タ を 用 い て利

用 者 の シ ス テ ム 利 用 窓 口 とな り,検 索 指 示 コ マ ン ドお よ び 情 報 の 入 力,メ ッ
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セ_ジ の 表 示,結 果 の 出 力 な ど,メ ー カ 提 供 のFACOMU-200モ ニ タ

(COMOS-CRS)やKDP制 御,TSSPと い っ た サ ー ビ ス'プ ロ グ ラム

を 用 い て処 理 す る 。

ホ ス ト側 で は,FACOM23・-75の オ ペ レー テ ・ 〃 ・シス テ ・(M-wu)

の 他,ユ ー ザ ー ズ処 理 プ ・ グ ラ ム の す べ て を 適 宜 起 動 さ せ ・KINDシ ス テ

ム の 各 機 能 を 実 行 す る 。

ユ ー ず 一 ズ 処 理 プ ログ ラ ム に は,ETAM(ExtendedTelecommunica-

ti。nAccessM。th。d)を 通 して 受 渡 しさ れ る デ ー タ を 対 象Va・ オ ン ラ イ

ン 処 理 さ れ る検 索 サ ー ビス 関 係 プ ・ グ ラ ム と・ デ ー タ ベ ー ス 管 理 等 パ ・ チ処

理 形 式 あ プ ・ グ ラ ム との2通 り に 分 類 さ れ,い ず れ もM-Wの 下 で 動 作 す る。

漢字 ディスプレイ

KDP

データ

漢 字 キ ー ボ ー ド

デ→ 入力

デ ータ出力

字 プリンタ

KPR

タ ー ミナ ル ・ステ ーン ■ン

F.U-200

モ;タ(COMOS)

KDP制 御

(KDP)

1/0制 御

(MBC)

/

ターミW/

声

(T/SSP

/

//

図4-6KINDシ ス テ ム ・ソ フ ト ウ エ ア 構 造
●
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KIND

シスァム

検 索サービス ・サブシステム 検索処理制御 ブロック

データベース管理 サブシステム

キーワー ド管理 サブシステム

索引誌作成管理サブンステム

前後処理 ブロック

キーワード処理 ブロック

検索式処理 ブロック

条件式処理 ブロック

文献 出力編集処理
ブロック

エラー処理 ブロック

文献 ファイル作成処理

データベース格納処理

データベ ース更新処理

ボスティング ・テーブル作成処理

ボスティング ・テーブル更新処理

カナ漢字変換処理

キ ーワー ト㍉ ファイル作成処理

キーワー ド ・テーブル登録処理

関係 リンク作成処理

ボスティング ・アドレス格納処理

キー ワー ド ・テーブル更新処理

関係 リンク修正処理

著 者名索引 リス ト作成処理

キー ワー ド索引 リス ト作成処理

キーワー ド統 計 リス ト作成処理

図4-7KINDシ ス テ ム の ソ フ ト ウエ ア
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4.2検 索 サ ー ビ ス ・ サ ブ シ ス テ ム

当 サ ブ シス テ ムはKINDシ ス テ ム の1サ ブシス テ ム と して,デ ー タ ベ ース

管 理 サ ブ シス テ ム お よび キ ー ワー ド管 理 サ ブシ ス テ ムで作 成 され た デ ー タ ベ ー

ス,キ ー ワー ド ・テ ー ブル等 を 用 い,利 用者 の要 求 す る文 献 情報 を検 索 し,端

末 に表示 ・出 力す るサ ー ビス ・シス テ ム で あ る。

利 用者 は,検 索 コマ ン ドと対応 す る情報 の入 力 を積 み重 ね て行 くこ とに よ り

合 目的 情報 の検 索 をす す め る こ とが で き る。

対 応 す る情報 とは求 め たい 文献 を得 るた め に

・キ ー ワー ド:フ リー タ ー ム で よい

・検 索 式:論 理 式

・条 件 式:発 行 国,発 行 年,記 述 言 語,記 事 区 分

が あ り,検 索結 果 の 出 力媒 体 な い し出 力形 式 指 定 の た め に

・出 力 様 式

が あ るo

●

'

図4-8検 索 ず 一 ビ ス ・サ ブ シ ス テ ム の概 要 図
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4.2.1処 理 概 要

検 索 サ ー ビス ・サ ブシ ス テ ムの処理 概 要 を 図4-9に 示 し,そ れ ぞれ に つ

て概 説 す る。

(1)処 理 の制 御

当 サ ブ シス テム では,処 理 に つ い て の管理 は 「メ イ ン処 理 」 に よって集

中的 に行 な わ れ る。

「メ イ ン処 理 」 では,端 末 か ら入 力 された検 索 コ マン ドを識別 して何 の

処 理 を行 な うか 決 定 す る と と もに,制 御 に必 要 な情 報 を把 握 した うえ で,

該 当 す る処 理 に制 御 が 移 され る。 そ れ ぞれ に対 応 す る一 定 の 処理 が行 な わ

れ た あ と,再 び 制御 は 「メ イ ン処理 」 に戻 され,エ ラー の有 無,制 御 情報

の リセ ッ ト等 を行 な っ て,次 の検 索 コ マ ン ドの入 力 を持 つ。

検 索 コ マ ン ド と処理 の 関連 は表4-4の とお りで あ る。

表4-4検 索 コ マ ン ドと処理 の 関連

●

② 処理 の 流 れ

当 サ ブシ ス テ ム の処 理 概 念 は 図4-9に 示 す ように,次 の3つ の処 理 に

大 別 され る。

① キ ー ワー ド入 力処 理

キ ー ワー ド検 索

キ ー ワー ド保 存

② 検 索処 理

検 索式 に よる文献 検 索

条 件 式 に よる文 献 検 索

処 理 検 索 コ マ ン ド

キ ー ワ ー ド入 力
キ ー ワ ー ド入 力

保存語指定

検 索 式
検 索

条 件 式

出 力
文 献 出 力

ハ ー ド ・コ ピ ー
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図4-9検 索 サ ー ビス ・サ ブ シ ス テ ム の 処 理 概 要
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■
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●

●

ノ

③ 出力 処理

文 献 情 報 の表 示 出力

端 末 か ら入 力 され るデ ータ は,「 メ イン処 理 」 に よ っ て検 索 コ マ ン ド

が 識別 され,入 力情 報 に適 した 処理 ヘ デ 一 夕が渡 され る。検 索 コ マ ン ド

の入 力手 順 に従 った処 理 の 流 れ は以 下 の よ うにな る。

最 初 に入 力 され る キ ー ワー ド(カ ナ文 字)は 「メ イ ン処理 」 に よって,

キ ー ワ ー ド入 力 処理 に制 御 が 渡 され,そ こで キ ー ワー ド関 係 フ ァイル

(ブ ロ ック ・イ ン デ ック ス ・テ ー ブル,キ ー ワー ド ・テ ー ブル)を 探 索

して漢 字 に置 きか え られ る。

さ らに漢 字 キ ー ワー ドか ら,下 位 概 念 語,あ るい は 前 方 一 致 に よるキ

ー ワー ド検 索 を行 な っ て,そ こで得 られ るキ ー ワー ド関連 情 報 を端末 の

漢 字 デ ィス プ レ イに表 示 す る。

つ づ い て,キ ー ワー ド関 連 情 報 の 中か ら利用 者 に よっ て キ ー ワー ドの

保 存語 が 指定 され た ら,そ れ を主 記 憶 内 の保 存 語 テ ー ブル に登 録 す る。

キ ー ワー ド入 力 と保 存語 指定 が繰 返 され た あ と,保 存 した キ ー ワー ド

を使 って,論 理検 索 の 指定 が な され,処 理 は検 索 に移 る。

検 索処 理 で は,検 索 式 と条 件 式 に よる論 理検 索が あ るが,処 理 の流 れ

と しては 大 体 同 じで あ る。

論 理検 索 を行 な うに は,ま ず入 力 され た論理 式 を解 読 して,検 索 オペ

レー シ ョン用 テ ー ブル に検 索順 序 な どをス タ ックす る。

検 索 に必 要 な情 報 は ボ ステ ィ ン グ ・テ ー ブノレな どか ら得 られ,検 索 オ

ペ レ ー シ ・ン ・テ ー ブル に したが って検 索 が行 な わ れ る。

そ の結 果 は 中 間 フ ァイル に格 納 し,端 末 に は検 索 情 報 を表 示 す る。 な

お,検 索 式 には 保 存 キ ー ワー ドに付 け られ た保存 語番 号 を使 っ て論 理 式

が作 られ る。

条 件 式 は保 存 語 番 号 に よる論理 式 の他 に,条 件 項 目 と して発 行 年,発

行 国,記 述 言 語,記 事 区分 の指 定 が任 意 に行 なえ る。
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検 索 され た文 献 の表 示 出 力 は文 献 出 力 処理 で行 なわ れ,出 力 コ マン ド

に対 す る出 力形 式 の指示 を受 け て,デ ー タベ ー スか ら文献 チ ー タを検 索

して画面 編 集 あ るいは プ リン ト編 集 を行 な って端末 に送 る。 漢字 プ リン

タへ の 出 力 に は,SYSOUT出 力 と直 接 出力 が あ り,前 者 の ときはSY

SOUT用 フ ァ イル に出 力 され て,会 話 終 了後 に一 括 して 出力 され る。

ま た直接 出 力 の場 合 には,会 話 を 中断 して出 力が 行 な われ る。

4.2.2処 理ブ ロ ックの構 成

通常1つ の シス テ ムは,目 的 とす る結 果 を得 るた め に い ろい ろ な処理 を行

ない,各 処理 に お け る結 果(中 間結 果)に も とつ い て有 機 的 に解 を導 く もの

で あ る。 この こ とは シ ステ ムの 動作 を理 解 す る うえで も,作 成 す る うえ で も

重 要 な こ とで あ り,い ま この各 処理 の単 位 を ブ ・ ックす る と,当 サ ブシ ス テ
●

ムは 図4-10に 示 す よ うに,い くつ か の処 理 ブ ロ ックか ら構 成 され る。

この 図 で主 ル ー チ ン とは常 駐 部 分 で あ り,副 ル ーチ ン とは非 常駐 部 分 と考

え る。 これ は,実 行 時 にお い て主 記 憶 の 使 用効 率 の向 上 を計 り,か つ 目的 の'

処理 ブ ロ ックに対 して デ ー タの授 受 が しやす い よ うに配 慮 した もの で あ る。

各 処理 ブ ロ ック の関 連 を説 明 す る と以 下の よ うに な る。

端末 か ら送 られ て きた情報 は ま ず検 索処 理 制御 ブ ・ ック に入 り,そ こで ど

の 処理 ブ ロ ックが適 当 で あ るか判 断 され る。 処理 ブ ロ ック が決 定 され た な ら

ば その 処理 ブ ロ ック を呼 出 し(す でに呼 出 し済 で あ るな らそ の必 要 は ない)

て制 御 を移 行 す る。 前 後 処理 ブ ロ ックは検 索 サ ー ビスに 先 だ っ て各 種 テ ー プ

も

ル の イニ シ ャ ラ イズ や フ ァイル の 開設 な どを行 な い,サ ー ビス の終 了 に際 し

ては シス テ ムの後 始 末 を行 な う もので あ り,こ の ブ ・ックは そ れ以 外 呼 出 さ

れ る こ とは ないo

キ ー ワー ド処 理,検 索処 理,条 件 式 処理,文 献 出 力編 集 処 理 の各 ブ ロ ック

は,前 述 した よ うに入 力情 報 に よ り適 宜 呼 出 され る。 エ ラ ー処理 ブ ・ ックは

主 ル ーチ ンに含 め る。
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端 末

通 信 制 御 サ ポ ー ト ・プ ロ グ ラ ム

主

ル

ー

チ

ン

検 索 処 理

制御ブロック

'

エ ラ ー

処 理 ブ ロ ック

副

ル

ー

チ

ン

.

前 後

処理 ブロック

キ ー ワ ー ド

処 理 ブ ロ ック

検 索 式

処理 ブロック

条 件 式

処理ブロック

文 献

出 力 編 集

処理 ブロック

処

理

概

念

.

、 '、 ' 、 '
▼w▼

キー ワー ド入 力 検 索 文 献 出 力

図4-10処 理 ブ ロ ッ ク構 成 図

これ は エ ラーが発 生 した場 合,当 サ ブ システ ムは端 末 側 の利 用者 に対 して

な ん らか の通 知 を行 な う必 要 が あ るが,こ の通知(画 面 編集 す る)を 各 処 理

ブ ロ ック で別 々に行 な わせ るの で は,プ ・グ ラム作 成 上無 駄 が生 じ る。

エ ラ ー処理 の扱 い は各 ブ ロ ック と も共 通 した部 分 が 多 い ので エ ラー情報 を

検 索処 理 制 御 ブ ロ ック に通 知 す る こ とに より,エ ラー処 理 ブ ロ ックで 一 括 し

て行 な うよ うに し無駄 を排 除 した 。

一145一



ま た 多 くの場 合 エ ラーは端 末 か らの応 答 を待 つ こ とが あ るが,そ の場 合,

エ ラ ーの発生 した 状 態 に してお くこ とが 望 ま しい と考 え,エ ラー処 理 ブ ロ ッ

クを主 ル ー チ ン にお いて い る。

●

4.2.5処 理 ブ ロ ック の概略

当 サ ブシ ステ ムを構 成 す る処理 ブ ロ ック に 関 し,デ ご タの処理 方 法 を 中心

に概 要 を説 明 す る。

β

検 索処 理 制 御 ブ ロ ック

(1)機 能

o各 処理 ブ ロ ックの制御 を行 な う。

o検 索 の 流 れ を監 視 す る。

o端 末 か ら の電 文 を受信 す る。

o各 処 理 ブ ロ ック で編集 され た 電文 の送 信 を行 な う。

(2)概 要

'検索処 理 制 御 ブ ロ ックの概 要 を 図4-11に 示す 。

この処理 ブ ロ ックは,端 末 か ら シ ス テ ムの起 動 が か け られ た とき・最 初

に動 作 す る ブ ・ ックで あ り,受 信 電 文(検 索 コマ ン ド,デ ー タ)は 処 理 ブ

・ ック管 理表 に よ って管理 され る。受 信 した 電 文 は,内 容を解 析 され チ エ

ヅクが行 な わ れ た の ち当該処 理 ブ ロ ックへ受 継 がれ て,制 御 は そ の処 理 ブ

ロ ックへ移 るo

各 処理 ブ ロ ック は,オ ーバ レ イ構 造 とな って お り,該 当 す る処 理 フ ロ ッ

クが イン コア に ロー デ ィング さ れ て い な い ときは,新 た に ロー ド しな けれ

ば な らな い 。

各 処理 ブ ロ ックで の処理 が終 了 した な らば,制 御 は当 処理 ブ ・ ックへ戻

され る。 また 処理 ブ ロ ック管理 表 の エ ラ ー通 知 情 報 を検 査 して,エ ラ ー通

知 が な され てい れ ば,該 当 処理 ブ ロ ック中 で エ ラー が生 じた ことに な り,
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`

`
検 索 コ マ ン ド

チ ェ ッ ク

処 理 プ ロ ツク

制 御
通知情報

図4-11検 索処理 制御 の処理概 要

エ ラー に関 す る処 理 を エ ラー処理 ブ ロ ックに依 頼 す る。

各 種 の処 理 に よって画 面編 集 され た電 文 は,当 処理 ブ ロ ックにお い て端

末 側 に送 信 し,そ の あ と受信 態 勢 に入 る。

(3)主 な処 理 の説 明

●検 索 コ マ ン ドの シ ー ケ ンス

端末 か ら送 信 され て くる電 文 は,次 の よ うなサ イク ル を もって い る。

検 索 コ マン ド → デ ー タ → ア一 夕

tl

検 索 コマ ン ドは,前 の検 索 コマ ン ドとの処 理 関 係 を 無視 で きず,常 に

どの処理 ブ ロ ックを実行 して い るのか,把 握 してお か な けれ ば な らな い
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が,当 サ ブ シス テ ムで は,処 理 ブ ロ ック を管理 す るの に処理 ブ ○ ック管

理 表 を用 い てい る。

検 索 コマ ン ドは,一 定 の 流 れ に そ って端 末 か ら入 力 され る もので あ る

が,そ れ に反 した コ マ ン ド入 力 も当然 考 え られ る。 それ に よ る検 索 処 理

上 の ミス,無 駄 を,受 信 した 時点 で 発 見 す る こ とが 必要 で あ る。

当 ナ ブ シス テ ム の検 索 コマ ン ドの関 係 は,表4-5の とお りで あ る。

表4-5検 索 コ マン ドの処 理 関 係

検 索 コ マ ン ド. 入 力 が許 され る検 索 コマ ン ド

会 話 開 始 'キ ー ワ ー ド入 力

キーワー ド入力 キ ー ワー ド入 力,保 存 語 指 定,検 索 式,継 続

保 存語指 定 保 存 語 指 定,キ ー ワー ド入 力,検 索式,継 続

検 索 式 検 索 式,キ ー ワ ー ド入 力,条 件 式,出 力,継 続

条 件 式 条 件 式,出 力,継 続

出 力 出 力,ハ ー ド ・コピー,会 話 開 始,会 話 終 了,継 続

ハ ー ド ・コ ピ ー

継 続

会 話 終 了

ま た,処 理 ブ ロ ック管 理 表vak・ け る情報 の受 渡 しを示 した め が 図4-

12で あ るo
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処 理 ブロ ック管理 表

●

① 受信

⑨ 送信

1__一______

エラー処理

図4-12ブ ロ ック管 理 情報 の受渡 し

●画 面 編 集 され た電 文 の送 信

当 サ ブシ ス テム では,画 面 の編 集 は各 処 理 ブ ・ ックで行 な うた め,検

索処 理 制 御 ブ ・ ックで は送 信 の み を行 な う。

画面エリア

●

ρ

④ 送 信

処 理 フ'ロック管理 表

図4-13一 画 面送 信 手 順
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エ ラ ー 処 理 ブ ロ ック

(1)機 能

o各 処 理 ブ ロ ック で検 出 さ れ た エ ラ ー の メ ッセ ー ジ編 集 を行 な う。

(2)概 要

エ ラ ー処 理 ブ ロ ックは,検 索 処 理 制 御 ブ ロ ック と同 じ く主 ル ー チ ン に あ

っ て,エ ラ ー ・メ ッ セ ー ジの 処 理 を'検 索 処 理 制 御 ブ ロ ック か ら の 依 頼 を 受

け て行 な わ れ る 。

他 の 処 理 ブ ロ ック に お い て エ ラ ー が 検 出 さ れ る と,処 理 ブ ロ ッ ク管 理 表

の 該 当 エ リア に エ ラ ー 情 報(エ ラ ー通 知 ビ ッ ト,エ ラ ー ・ス テ ー タ ス)が

セ ッ トさ れ る 。 これ を 受 け て,エ ラ ー 処 理 ブ ロ ック で は,エ ラー 内 容 を エ

ラ ー ・ス テ ー タ ス か ら識 別 を 行 な い,エ ラ ー ・メ ッセ ー ジ ・フ ァ イ ル の 中

か ら エ ラ ー 内 容 に適 した メ ッ セ ー ジ を 読 込 ん で,そ の メ ッセ ー ジ を 画 面 編

集 した うえ で,検 索 処 理 制 御 ブ ロ ッ ク に 制 御 を戻 す 。

9

命

図4『-14エ ラ ー処 理 概 要

一150一



㈲ 主 な処 理 の説 明

● エ ラー メ ッセー ジの編集

●

エ ラ ー ・ス テ ー タ ス に セ ッ トさ れ た 情 報(エ ラ ー 番 号)か ら,メ ッ セ

ー ジ ・テ ー ブ ル を 使 っ て エ ラ ー ・メ ッセ ー ジ ・フ ァ イ ル の ア ド レ ス に 変

換 す る処 理 を 行 な う6そ の 手 順 は 次 の とk・ り で あ る(図4-15)。

●

●

Φ

____.一 一_______1

エ フー ・メ ッセ ーシ

フ ァイ ル

③

図4-15エ ラ ー ・メ ッセ ー ジ編 集 の 流 れ
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① 処 理 ブ ロ ック 管 理 表 を 調 べ,エ ラ ー 発 生 処 理 ブ ロ ック を 知 る。

② 該 当 処 理 ブ ロ ック の エ ラ ー ・ス テ ー タ ス に よ リ エ ラ ー番 号 を 知 る。

③ ② で 得 られ た エ ラ ー 番 号 か ら メ ッセ ー ジ ・テ ー ブル を サ ー チ し て エ ラ

ー ・メ ッセ ー ジ ・フ ァ イ ル の ア ド レ ス(TTRS)に 変 換 す る
o

④ エ ラ ー ・メ ッ セ ー ジ ・フ ァ イ ル か ら該 当.す る エ ラ ー ・メ ッ セ ー ジ を 読

込 む 。

⑤ メ ッセ ー ジ を 画 面 編 集 す る。

●

前後 処理 ブ ロ ック

(1)機 能

o各 種 フ ァイ ル の オ ー プ ンお よび ク ローズ

o各 種 テ ー ブル,デ ー タの初 期 化

o必 要 な情報 の読 込 み

(2)概 要

前後 処理 ブ ロ ックは,ぐ 曾会 話 開 始"コ マン ド,お よび"会 話終 了"コ マ

ン ドに よって起 動 され,検 索 サ ー ビス の開始 と終 了 に関 す る処 理 を行 な う。

各種 フ ァイ ルの オ ー プ ンは,そ の 処理 ブ ロ ックか らい つ で もフ ァイル を

参 照 で きる よ うに,前 も って オ ー プン してお く。

各種 テ ー ブル お よび デ ー タの初 期 化 の 目的 は,新 規 に 当 サ ブシス テ ムが

・一 ドされ た とき,あ る い は再検 索 が行 な われ る と き に ,前 回 まで の不 必

要 な情 報 が残 って い た の で は正 しい 処理 がで き ない 。

そ の ため検 索 に先 だ って必 要 な各 種 の テ ー ブ ルや デ ー タ を,初 期状 態 に

設 定す る。

"会 話終 了"コ マ ン ドに よ る検 索 の後 処 理 と して は
,検 索 サ ー ビス に要

した時 間 や 出 力 件数 な どを検 索 処 理 情 報 として端 末 に表 示 す る と ともに,

使 用 した(オ ー プ ン してお い た)各 種 フ ァイ ルの ク ロー ズ を行 な う。
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キ ー ワ ー ド処 理 ブ ロ ック

(1)機 能

oカ タ カ ナ で 入 力 さ れ た キ ー ワ ー ドを 漢 字 に置 換 え る 。

oシ ソ ー ラ ス,ま た は 前 方 一 致 に よbキ ー ワー ド関 連 語 を検 索 す る。

oキ ー ワ ー ドを 保 存 す る。

(2)概 要'

キ ー ワ ー ド処 理 ブ ロ ッ ク は,端 末 か ら"キ ー ワ ー ド入 力"コ マ ン ドが 入

力 され た と き に 動 作 す る処 理 ブ ロ ック で あ り,そ の 処 理 概 要 を 図4-16

に 示 す 。

キ ー ワ ー ド

カ ナ → 漢 字

キ ー ワー ド

参 照

図4-16キ ー ワ ー ド処 理 概 要
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カ タ カナ(ヨ ミカ ナ)に よる キ ー ワー ドが入 力 され る と,そ れ が正 し く

入 力 され た か チ ェ ックが行 な われ,エ ラーが'検出 され る と処 理 ブ ・ ック管

理 表 の エ ラ ー ・ス テ ータス に,エ ラー内容 を通知 して主 ル ーチ ン に制 御 が

戻 され る。

正 し く入 力 され た キ ー ワー ドに つ い ては,ブ ロ ック ・インデ ックス ・テ

ー ブルの ヨ ミカナ(頭12文 字)と 大 小 の比較 を行 な って,キ ー ワー ド ・

テー ブルの 該 当 す る ブ ロ ックを イ ン コ アに ロー ドす る。 この ブ ロ ック を検

索 す る こ とに より,キ ー ワ ー ドの ヨ ミカ ナか ら対 応 す る漢 字 に置 か え られ

る。検 索 され なか った 入 力 キー ワ ー ドに対 しては,未 登録 キ ー ワー ドとし

て端 末 に通知 す る。

ま た,入 力 され る キー ワー ドに つ い て関連 語 サ ー ビス を行 な うが,こ れ

は利 用者 の サ ー ビス指定 に したが!・ て シ ソー ラス,あ るい は 前 方 一 致 で検

索 を行 な って 関連語 を端 末 の デ ィス プ レ イに表 示 す る。 シ ジー ラス ・サ ー

ビス に つい ては入 力 キ ー ワー ドに対 す る下位概 念 の キ ー ワー ドを サ ー ビス

し,前 方 一 致 で は キ ー ワー ドの 漢 字 につ い て前 方2字 が 共通 してい る キ ー

ワー ドを サ ー ビスす る。 い ずれ か の方 法 に よって検 索 され た キ ー ワ ー ド関

連 情 報 は,検 索 語 番 号 を付 加 して 画面 編 集 を行 ない 端末 に送 信 す る。

キ ー ワー ドの保 存語 処 理 は,"保 存 語 指 定"コ マ ン ドに よって行 な わ れ,

検 索語 番 号 を使 って保 存 語 の 指 定 が な され た キ こ一ワー ドにつ い て,新 た に

保 存語 番 号 を付 加 して保 存 語 テ ー ブル に登 録 す る。

(3)主 な処理 の説 明

● キ ー ワー ド(ヨ ミカナ)の 漢 字 変換

キー ワ ー ドは 漢 字 と ヨ ミカ ナ が対 応 した形 で,キ ー ワー ド ・テ ー ブル

に格 納 され てk'り,キ ー ワー ド管 理 サ ブシ ス テ ムに よっ て約1万 語 近 く

の キ_ワ ー ドが登 録 され てい る。 この 中か ら 目的 の漢 字 に変 換 す る流 れ

は 図4-17に 示 す とお りで あ り,次 の よ うな 内容 の 処 理 を行 な う。

① 端 末 の利 用者 か ら カ タ カナ の ヨ ミカナで 入 力 され た キ ー ワー ドを ブ
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●

●

キ ー ワ ー ド
ブ ロ ック ・イ ンデ ックス ・テ ー ブル

デ ィ ス ク ・7ア イ ル

「 一二二。=「;一 二 ご 一一

一

'

●

■

■

●

「一一「一一ー一一「

字漢

■

●

・

・
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α030

一
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－

l

l

②

③.

アフツパ

スレドア
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01003

●

●

■

白

ナカタカ

ウホウヨジリンカ

ムテスシクサンケ

●

●

■

◆

.

索検クサンケ

ムテスシクサンケ

①

"クサンケ●

「

④

フ

ロ

ッ
ク

9

図4-17キ ー ワ ー ド漢 字 変 換 の 流 れ
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ロ ック ・イン デ ックス ・テ ー ブル の カ タカ ナ項 目 と大 小 比較 を行 な っ

て,該 当す る位 置 を探 す 。

② ブ ロ ック ・イン デ ック ス ・テ ー ブル の ア ドレス項 目は キ ー ワ ー ド ・

テ ー ブル 上 の該 当 ブ ・ ック を指 してお り,カ タ カ ナは該 当 ブ ロ ックの

最 終 レ コ ー ドの ヨ ミカナ(頭12文 字)で あ る。

③ キ ー ワー ド ・テー ブル の該 当 ブ ロ ックを イ ン コア に読 込 む。

④ 読 込 ん だ ブ ロ ックの先 頭 か らナ ー チ して対 応 す る漢 字 キ ー ワ ー ドを

探 し出す 。

● 同音 異 義 語 の処 理

カ タ カ ナで検 索 す る際 に次 の例 にみ られ る よ うな,同 音 異 義 語 の問 題

が生 じ る。

シ ュ ウオ ン キ キ 収 音 機 器

集 音 機 器

ジ ョウホ ウキ カ ン 情報 機 関

情 報帰 還

この よ うな場 合,検 索 サ ー ビス で は1ど ち らを と るか 端末 の利 用者 に

間 合 せ て選 択 させ る。

●前 方 一 致 ず 一 ビス

該 当 す る キ ー ワー ド(漢 字)の 前方2字 に つい て前 方 一 致 を とb,2

字 が共 通 す るキ ー ワー ドを関連 語 とみ な して検 索表 示 す る。

た とえ ば,キ ー ワー ドとして"情 報"を 与 え た場 合,次 の よ うな キ ー

ワー ドが検 索 サ ー ビス され るo

情報 管理

情報検索

情報 検索 システム

情 報 ナ ー ビス

情 報 シ ステ ム

。{。
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し

⑳

り

前方 一 致 処 理 の流4を 図4-18に 示 す ・

入 力 キ ー ワー ド ブロ ック ・インデ ックス ・テ ーブル キ ー ワー ド ・テ ーブ ル

ヨ ミ ガ ナ ア ド レ ス

②

プロ。クの最終
レコードをf銑

、

ヨ ミ ガ ナ 漢字

①

＼

③
〉

＼
一 一 一》 ' バ

瀬

;
致＼

＼

〉
'

一 ～

23Rec

方

図4-18前 方 一 致 処理 の流 れ

注)前 方 一致 処 理 では 非 デ ィス ク リプタは 一致 の対 象 と しな いが,

USE関 係 に あ る語 を'検索 して表 示 す る。

(例)IR

IRシ ステ ムUSE

IRIAC

I .RS

確
報

報 検 索 シ ス テ ム

ー-1 .57一



この処理 で注 意 す る こ とは,該 当 ブ ロック外 に も,前 方 一致 とな る語

が存 在 す る場 合 が あ る。 した が っ て該 当 ブ ・ ックの 前 後 に あ る ブ ロ ック

に つ い て も検 索 チ ェ ック を行 な う必 要 が あ る。

● シ ソー ラス ・サ ー ビス

シソーラスの処 理 は,自 由 な言 葉 の発 想 に より,整 理 され た語 を検 索 す

る こ とで あ り,当 シ ス テ ムで は 下位 語 に相 当 す るキ ー ワー ドを サ ー ビス

す る。

た とえ ば,キ ー ワー ドと して マ'情報検 索"を 与 え た場 合,次 の ものが

検 索 され る。

情 報検 索

三i翻 下位語
この うち"事 項 検 索"に 対 して,さ らに 下位語 を た ど る と

灘……
が得 られ る。

シ ソ ー ラス処 理 の流 れ を図4-19に 示 す 。

シ ソー ラス ・リンク情 報 には,シ ソ ー ラス関 係語 の ア ドレスが格 納 さ

れ てお り,各 キー ワー ドの 下位 語 あ るいは デ ィス ク リプタが リン ク され

てhるo

下位 語 の場 合 に は,複 数 個 の下位 語 が対応 す るため に 下位 リンク ・サ

ブテ ー ブル の格 納 ア ドレス をた どっ て間接 的 に求 め る方法 に な ってい る。

非 デ ィス ク リプ タか らデ ィス ク リプタへ の リン クは キ ー ワー ド ・テ ー ブ

ル 上 の ア ドレス を持 つ 。

● キ ー ワー ドの保存
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㍑z論

●

⑨

『
語位下

信
義
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図4-19シ ソ ー ラス 処 理 の 流 れ

◆

船

キ ー ワー ド入 力 に よって検 索 され た関連 キ ー ワー ドは,前 方 一 致,シ

tソ ー ラスの処 理 にか かわ らず ,す べ て キー ワー ド ・エ リア に順 次格 納 さ

れ るが,キ ー ワー ド保 存 の指 定 が で き るの は,こ の エ リア に格 納 され て

あ る もの に限 られ る。

保 存 語 の指 定 が な され た キー ワ ー ドには,検 索時 の 語 番 号 とは 別 に新

た に保 存 語 番 号 が付 加 され る。

キ ー ワー ド保 存 処理 の流 れ を図4-20に 示 す。`
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キ ー ワ ー ド ・エ リア

保 存語 テーブル

キ ー ワ ー ド ・

一 フ ノレ

1__________

図4-20キ ー ワー ド保 存処 理 の流 れ

検 索式 処理 ブ ロ ック

(1)機 能

o入 力 され た検 索 論 理 式 の チ ェ ックを行 な う。

o正 常 な論理 式 か ら オペ レ ー シ ・ン ・テ ー ブル を作 成 す る。

oオ ペ レ ーシ ・ン ・テー ブル に よb,論 理 検 索 を行 な う。

(2)概 要
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検 索 式処理 ブ ロ ック は,"検 索 式"コ マン ドが入 力 され た と き動 作 す る

処理 ブ ロック で あb,そ の処 理 概 要 を図4-21に 示 す。

〉

■

・

成

シ

作

一

ル

レ

フ

ペ

ー

オ

テ

オ ペ レ ー シ ョン.ア ー フル

ボスティング情報入力

検索結果 アドレス・テーブル

ボ ス テ ィ ン グ

ア ー フ ル

■

図4-21検 索 式処理 概 要
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保 存 語番 号 と論 理 演 算子 な どを組 合 せ て入 力 され る検 索 式 は デ ー タ ・チ

ェ ックが 行 なわ れ,検 索式 に エ ラーが検 出 され る と,処 理 ブ ・ ック管理 表

の エ ラー ・ス テ ー タス に,エ ラー内容 を通 知 して主 ル ーチ ンに制 御 が戻 る。

正 し く入 力 され た検 索式 は,オ ペ レ ー シ ・ン ・テ ー ブル を作 成 す るた め,

項 目(論 理 式 中の 各項 目で保 存語 番 号等)の 照 会 な どが 行 なわ れ る。

オペ レー シ ョン ・テ ー ブルは検 索 式 を一 定 の 規 則 で 変形 した もの で あ り,

これ に よって実 際 の検 索 が行 な われ る。検 索 さ れ た 中間 結果 は検 索 エ リア

に格 納 され,最 終 結 果 が得 られ た時 点 で,検 索結 果 デ ー タ ・フ ァイ ル に出

力 され る。

(3)主 な処 理 の説 明

●検 索 式 の チ ェ ック

検 索式 は,選 定 した キーワー ドで よ り確 か な文 献 を検 索 す るため に作 成

す る もの で あ り,こ の式 自体 が 間違 っ てい た の で は検 索 は行 なえ ない。

検 索 式 の チ ェ ックは次 の3つ に つい て行 な う。

o文 字 種類 、

o式

o項 目

● オペ レ ーシ ョン ・テ ー ブル の作成

オペ レー シ ョン ・テー ブル作成 の 目的 は,論 理 演 算 を簡単 化 す る こ と

と検 索 手順 を明 確 に す る こ とに あ り,検 索 式 を変形 して作 成 され る。.

検 索 式 の各 項 目は,保 存 語 番 号 あ るい は式 番 号 で構 成 され てお り,こ

れ を演算 子 で結 ん で い る。

オペ レー シ ョ ン ・テー ブル作 成 の流 れは 図4-22の とお りで あ る。

正 常 に入 力 さ れ た検 索 式 は,一 定 の規 則 で 分解 され て オペ レ ー シ ・ン

・テ ー ブ ル が 作 成 され る。 規 則 とは主 と して,演 算(検 索)の 順 序 関

係 で あ り,そ の 関 係 を表4-6に 示 す。

この表 を使 っ て分 解 した式 の演 算 順位 が求 ま っ た ら・ オペ レー シ ・ン
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●

●

検 索 式

1

チ ェ 。ク 完 了

r

検索結果格納 エリアの決定

検索 エリア

管理テーブル

緊 結 ア ドレス ・テ ーブル 式番号

保存詰番号

式保存番 保存語番号

格納 格納

オ ペ レ ー シ ョ ン ・ア ー フ ル

検索エリア番号

格納

◆

■

KO2,(01十 〇2)×KO1

検 索 結 果 ア ドレス ・テー ブル

式保存番号 式 番 号

ノ
式番号

51 KO1

52 KO2

53 KO3

二

◆

●

式番号で照合する。

51を オペ レ ーシ 。ン ・テ ー ブルに 格 納 す る。

●

図4-22図 オ ペ レ ー シ ョ ン. テ ー ブ ル 作 成 の 流 れ
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表4-6演 算 子 の順 序 関 係

順 位 演 算 子 重 み

1 NOT(一) 3

2 AND(*) 2

3 OR(十) 1

(カ ッコは最 優 先 し,重 み は3と す る)

テ ー ブルに,次 の規 則 で各項 目 を格 納 す る。

o演 算 順位 の高 い ものか ら格 納 す る。

.o検 索 式 の各 項 目に 使 われ た 保 存 語 番 号 は そ の まま の形 で格 納 す る。

o演 算項 目に使 われ る式 番 号 とは検 索 結 果 ア ドレス ・テ ー ブル の格

納 エ リア に相 当 す るア ドレス で あ り,式 保 存 番 号 に変 換 した もの

を格 納 す る。

o検 索 結 果格 納 エ リア の決 定 は 検 索 エ リア管理 テ ー ブル に よb,空

エ リア を探 して格 納 す る。

例 を あげ て オペ レ ー シ ・ン ・テ ー ブル を作 成 してみ る と以 下の

よ うに な る。

検 索 式

KO1.(01十 〇2)*(03十 〇4)

この式 を分 解 して演 算 順 位 を並 べか え る処 理 は次 の よ うに行 な

われ るo

(01ヰ02)*(03十 〇4)

重 み 付 加3十123ヰ1

↓ ↓ ↓

順 位 得 点42.4

この結 果 か ら順 位 得点 が 大 きい ほ ど演 算順 位 は高 くな り,検 索

優 先 権 が与 え られ る。 これ に したが い,オ ヘ レ ー シ ョン ・ア ー フ
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■

ルの各 項 目が セ ッ トされ る。

検 索結 果 を格 納 す る検 索 エ リアの決 定 は次 の よ うな手 順 で行 なわ れ

るo

o検 索 エ リア管 理 テ ー ブルの ス テ ー タスをみ て,空 エ リア を探 す。

o空 エ リアに付 られ てい る検 索 エ リア番 号が 検 索 結 果 格 納 エ リア とな

るo

oそ の検 索 エ リア番 号 に対応 す るス テ ータス に フ ラグ を立 て る。

oオ ペ レー シ ョン ・テ ー ブルの オペ ラン ドに検 索 エ リア番 号 を格納 し

た ら,そ の ス テ ー タス を リセ ットす る。

よ って上 記 の検 索 式 の オペ レ ー シ ・ン ・テ ー ブル は表4-7の よ う

に な る。

表4-7オ ペ レー シ ョン ・テ ー ブル作 成例

検 索

優先権

検 索 結 果

格 納 エ リア
演 算

オ ペ ラ ン ド

第1 第2

4 41 十 01 02

4 42 十 03 04

2 43 * 41 42

0 0 0 0 0

●検索方法

ゆ

論 理 検 索 は オペ レ ー シ ・ン ・テ ー ブル の検 索優 先 順 位 に従 って順 次行

な われ るo

論 理 演 算 は,文 献 ア ドレス を用 い て比較 す るので,必 要 な デ ー タを該

当 す るテ ー ブル か ら得 なが ら処 理 を行 な う。

検 索処 理(論 理 演 算)の 流 れ を図4-23に 示 す 。

① オペ レー シ ョン ・テ ー ブル の第1オ ペ ラ ン ドを チ ェ ッ ク し,保 存 語

番 号 が得 られ る。
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表4-8テ ー ブ ル 関 連 表

オペ ラ ン ド項 目 デ ー タ を得 るため の テ ー ブル名

保 存 語 番 号 保 存語 テ ー ブル

式 保 存 番 号
◆

検 索 結 果 ア ドレ ス ・テ ー ブ ル

検 索 エ リア番 号 検 索 エ リア管理 テ ー ブル

■

オペレーシ ■ン ・テ ーブル(概 略)

検 索 結 果

格納 エ リア

ボステ ング ・テ ープル

一
'匝亟一=コ

■

■

図4-23検 索 処理 の流 れ
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,

b

② 保 存 語 テ ー ブル を参照 して,ボ ス テ ィン グ ・テ ニ ブル の ア ドレス を

知 る。

③ ボ ステ ィ ング ・テ ー ブ ルの該 当 す るレ コー ドを,検 索 エ リア に読 込

むo

④,⑤ 第2オ ペ ラン ドに つ い て も①,② の 処 理 を行 な う。

⑥,⑦ 第2オ ペ ラン ドか ら得 られ た ボス テ ィン グ ・テ ー ブル の レ コー

ド内 容 と,検 索 エ リアの 内容 とで演 算子 に したが っ て論 理 演 算 を行 な

うo

条件 式 処 理 ブ ロ ック

(1)機 能

o入 力 され た条 件 論 理 式 の チ ェ ック を行 な う。

o正 常 な論 理 式 か らオペ レ ー シ ・ン ・テー ブル を作 成 す る。

oオ ペ レ ー シ ・ン ・テ ー ブル に よ り,論 理 検 索 を行 な う。

(2)概 要

条件 式 処理 ブ ロ ック で は,検 索 式 が 条件式 に変 わ るほ か は,ほ ぼ検 索式

処理 ブ ロ ック と同様 の 処理 が行 なわ れ るが,条 件 項 目 に よる検 索処 理 が追

加 され る。

(3)主 な処 理 の説 明

●条 件 項 目に よる検 索

条 件 項 目に よ る検 索 は,論 理式 に よ って論 理検 索 を した あ と,そ の結

果 に対 して条 件 項 目を比 較 す る。

条件 項 目は 次 の4種 で あ る。

o言 語 コー ド

o発 行 国 コー ド

o発 行 年

o記 事 区分
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これ ら の 条 件 項 目 は,ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブル に 格 納 さ れ て い る の で,

デ ー タ ベ ー ス ま で 検 索 し な くて も比 較 で き る よ うに な っ て い るo

文 献 出力 編 集 処理 ブ ロ ック

(1)機 能

o検 索 した 文献 デ ー タを,漢 字 デ ィス プ レ イ装 置 に表示 す るた め に画 面

編 集 を行 な う。

o文 献 デ ー タを,漢 字 プ リン タ装 置 に出力 す るため の帳 票 編 集 を行 な う。

o利 用 者 か らの 出力 形式 の指 定 に した が い,文 献 デ ータをSYSOUTフ

ァイル(シ ス テ ム 出力 用 の フ ァイル)に 出 力 す る。

(2)概 要

文献 出 力編 集 処 理 ブ ロックは,"出 力"コ マ ン ドが入 力 され た と き動作

す る処理 ブ ロ ックで あb,そ の処理 概 要 を図4-24に 示 す。

端 末 か ら入 力 され た 出 力情報(出 力形 式 の指 示 情報)を チ ェ ック して,

エ ラーが検 索 され る と,処 理 ブ ロ ック管 理 表 に エ ラー内容 を通知 して,制

御 を主 ル ー チ ンに戻 す 。

正 し く入 力 され た 出力情 報 は,出 力 す る文 献 チ ー タを得 るため に,出 力

様 式 の入 力 で指 示 され た 式番 号 に つ い て検 索 結 果 ア ドレス ・テ ー ブル の内

容 が照 合 され,検 索 結 果 デ ー タ ・フ ァ イル を読 込 む。 そ の結 果,ボ ステ ィ

ン グ情報 が得 られ,デ ー タベ ース か ら文献 デ ー タを読 込 む こ とがで きる。

検 索 され た 文献 デ ー タは,出 力形 態 に応 じた 編集 が行 なわ れ た うえ で 出 力

/表 示 され る。

漢字 デ ィス プ レ イに は,原 則 と して画 面 に1文 献 分 の デ ータを編 集 して

表示 す る。

1画 面 内 に収 ま らない ときは,最 初 の画 面 に許 され る と ころ まで を第1

画 面 と して編 集 し,"継 続"コ マ ン ドが入 力 され た ら,残 りの部 分 を第2

画面 と して編 集 す るo
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ア 一 夕 へ ー ス

検 索

表示(出 力)

編 集

ボスティング'W静艮 検 索 結果 デ ータ

、Y、。ur,三

処理 ブロック管理表

SYSOUT

フ ァイ ル

k
L
|
1

{

システム出力

図4-24文 献 出力 編集 処 理概 要
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ま た,ttハ ー ド ・コ ピ ー"コ マ ン ドが 入 力 され た な らば,そ の時 点 で表

示 してい る文献 デ ー タを 帳票 編 集 して漢 字 プ リン タに 出力 す る。

漢 字 デ ィス プ レ イに表 示 す る こ とな く,漢 字 プ リンタへ 直接 出力す る場

合 には,検 索 した 文献 デー タを帳 票 編 集 して 出力 す る。

(3)主 な 処理 の説 明

●デ ー タベ ース の検 索

検 索 式 や条 件 式 に よって適 合 した文 献 デ ー タの格 納 ア ドレス は,検 索

結 果 デ ータ … 。イル の ボ ス テ ・ン グ情報 に よっ て示 され てい る・ 文献

デ ー タの検 索 手 順 を図4-25に 示 す 。

① 検 索結 果 ア ドレス ・テ ー ブル か ら式 番 号 をサ ーチ して,ボ ス テ ィ ン

グ情報 が格 納 され てい るア ドレス を得 る。

②

③

④

検 索 結果 デ ー タ ・フ ァイル か らボス テ ィ ング情報 を検 索 す る。

文 献 デ ータの格 納 ア ドレス を順 に取 出す 。

デ ー タベ ースか ら文 献 デ ー タを読 込 み,画 面 エ リアあ るい は帳 票 エ

リア に編 集 す る。

●継 続 処 理

tt継 続"コ マ ン ドが入 力 され た ときの文献 デ ー タの 編集 処理 は 図4-

26に 示 す とお りで あ る。
`

継 続 処理 で は,次 の こ とを行 な う。

o文 献 デ ー タが 継続 す る場 合 は,画 面 の最 左 端 に継 続 文字 を表 示 す る。

o検 索 した全 文献 デ ー タの 表 示 が終 った ら,表 示 ポ イ ン トを全文 献 デ ー

タの先 頭 に セ ッ トしな お す。

●表示(出 力)時 変 換 項 目

次 に あけ る項 目は,デ ー タベ ー スの レ ・一 ド格 納 モ ー ドがBINARY

あ るい はEBCDIC表 示(出 力)時 に該 当 す るテ ー ブル を用 い て ・漢字

モ_ド に変換 す る。各 テ ー ブル は 付 録 を参 照 。
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工

①

検 索 結 果 ア ドレス ・テ ー フンレ

式 番 号

1帳 票 エ リ ア

検 索 結 果 デ ー タ ・フ ァイ ル

●

`

■

1"ltrr

田

図4-25 文献 データの検索手順
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文 献データ

同

」修辮|7

一

1画面に表示可能な長さ

1 '

磁wご
駒%zク 〃

●

¶r

「r

¶7

1 レ揚i揚、

■

」:

:〃

:
▼ ・一一一
文献 デ ータの長 さ 一

最終デ ータを表示 したら

表示ポインタは一番最初

の データに戻 る。

句

第1画 面編集

図4-26

=第 ・画礁
閥継続,'コ マンドにょり

一 表示される画面の流れ

文献 デ ー タの継 続 処理

ψ
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4.2.4フ ァ イ ル 概 要

(1)当 サ ブ シ ス テ ム で扱 う フ ァ イ ル

　

当 サ ブ シ ス テ ム で 扱 う フ ァ イ ル は,表4-9の よ う に,キ ー ワー ド処 理

関 係,検 索 出 力 処 理 関 係 お よ び メ ッセ ー ジ 処 理 関 係 と に 分 け られ る 。

処 理 フ ァ イ ル 名

キ ー ワー ド処 理

プ ロ ソ ク ・ イ ン デ ッ ク ス ・ テ ー プ ル

ー,

キ ー ワ ー ド ・ ア ー フ ル

シ ソ ー ラ ス 下 位 リ ン ク ・ サ ブ テ ー ブ ル

検 索 出 力 処 理

ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル'

デ ー タ ベ ー ス

検 索 結 果 デ ー タ ・プ ア イ ル

SYSOUTフ ァ イ ル

メ ッ セ ー ジ 処 理
、

エ ラ ー ・ メ ッ セ ー シ ・ フ ァ イ ル

表4-9フ ァ イ ル の 分 類

こ れ ら の フ ァ イ ル は す べ て 磁 気 デ ィス ク ・パ ッ ク 上 に 創 成 さ れ る 。

(2)フ ァ イ ル の 説 明

・ ブ ロ ッ ク ・イ ン デ ッ ク ス ・テ ー ブ ル

キ ー ワー ド ・テ ー ブル の ブ ロ ック ・イ ン デ ッ ク ス が 格 納 さ れ1て い る。 詳

細 は 「キ ー ワ ー ド管 理 サ ブ シ ス テ ム 」 を 参 照 。

●キ ー ワ ー ド ・テ ー フル

ヨ ミ カ ナ と 漢 字 の キ ー ワ ー ドが 対 応 した テ ー ブ ル で あ り,キ ー ワ ー ドご

と に ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル の ア ドレ ス が 格 納 さ れ て い る。 詳 細 は 「キ ー

ワ ー ド管 理 サ ブ シ ス テ ム」 を 参 照 。

・ シ ソー ラ ス 下 位 リ ン ク ・サ ブ テ ー ブル

キ ー ワ ー ド入 力 に よ る シ ソ ー ラス ・サ ー ビス で 使 用 さ れ,キ ー ワー ド ・

テ ー ブ ル に お け る 下 位 語 の ア ド レス が 格 納 さ れ て い る 。 詳 細 は 「キ ー ワ 一
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ド管 理 シ ス テ ム 」 を 参 照 。

● ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブル

キ ー ワ ー ド単 位 に デ ー タ ベ ー ス に お け る文 献 デ ー タ の ア ド レ ス が 格 納 さ

れ て い る。 詳 細 は 「デ ー タ ベ ー ス 管 理 サ ブ シ ス テ ム 」 を 参 照 。

・ デ ー タ ベ ー ス

検 索 サ ー ビ ス す る 文 献 デ ー タ(情 報 処 理 関 連 文 献)が 格 納 さ れ て い る。

詳 細 は 「デ ー タ ベ ー ス管 理 サ ブ シ ス テ ム」 を 参 照 。

・検 索 結 果 デ ー タ ・フ ァ イ ル

検 索 結 果 デ ー タ ・フ ァ イ ル は,検 索 式 お よび 条 件 式 で検 索 さ れ た 結 果

(ボ ス テ ィ ン グ情 報)を 格 納 す る フ ァ イ ル で あ る 。 フ ァ イ ル の レ イ ア ウ ト

は 次 の よ う に な っ て い る。

式

番

号

件

数

ポ イ ン タ ー1 ポ イ ン タ ー2 ～

文献

ア ドレス

TTR8

言

語
コ

1

ド

発

行

年

発
行
国

〒
ド

記

事

区

分∨
/

2 2 4 1 2 1 2 2 (

・式番号

検 索結果 の識別番号 を次 の形式 で入 れる。

Xn

亡ニゴ 三J
・件 数

検 索 の結 果,該 当文 献 が何 件 か とい う件 数 がBINARYで 格 納 され る。

・ポ イ ン タ(ボ ス テ ィ ン グ情 報)

適 合 した 文 献 デ ー タ の デ ー タ ベ ー ス に お け る ア ドレ ス お よ び 条 件 項
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■

■

■

目 か ら な る。(ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブル か ら得 られ る)

●SYSOUTフ ァ イ ル

検 索 した 文 献 情 報(標 題 ・抄 録 文 等)を 検 索 サ ー ビス 終 了 後,漢 字 プ リ

ン タ に 出 力 さ せ る た め に,文 献 情 報 を 一 時 的 に格 納 し て お く フ ァ イ ル で あ

る。 こ の フ ァ イ ル の レ イ ア ウ トは 次 の よ う に な っ て お り,各 レ コ ー ドは 漢

字 プ リ ン タ の1行 分 に 相 当 す る 。

チ

ラコ
ク1

・ ド

一7

文 献 情"報

空

白

C

P

L

F

(2) (64) (4) (2)

・チ ェ ッ ク ・コ ー ド

こ の コ ー ドは 漢 字 プ リン タ 出 力 に お け る デ ー タ の 桁 ず れ(ピ ッチ)

を 検 出 す る た め の もの で あ り,桁 ず れ が 発 生 して も,こ の コー ドに よ

って デ ー タは 正 しい ピ ッチ に 補 正 さ れ る 。

・文 献 情 報

デ ー タ ベ ー ス か ら得 られ た 文 献 デ ー タ で あ り,漢 字 プ リ ン タ に 出 力

す る 際 の1行 分(32文 字)に 編 集 し て あ る。32文 字 に 満 た な い 場

合 は 空 白 が つ め られ る。

・空 白

ワー ド ・バ ウ ン ダ リの た め の 空 白 で あ る 。

・CPI、F

漢 字 プ リン タ の 改 行 コ ー ドで あ り,ハ ー ド的 に き め ら れ た ス テ ッ プ

(行 間 隔)で 紙 送 り を行 な う。

● エ ラ ー ・メ ッ セ ー ジ ・フ ァ イ ル

検 索 サ ー ビス ・サ ブ シ ス テ ム で は,端 末 か ら入 力 さ れ る各 種 の 電 文(デ
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〆

一 夕
,コ ー ド)を チ ェ ック し,誤 りが 検 出 さ れ た ら適 切 な メ ッ セ ー ジ を 端

末 へ 表 示 す る。 この メ ッ セ ー ジ を 集 め た の が この フ ァ イ ル で あ り,レ イ ア

ウ トは 次 の よ う に な って い る。

●

メ
空

ツ

セ メ ッ セ ー ジ 本 文

1番

ジ号
白

(4) (64) (4)

禽

・ メ ッ セ ー ジ 番 号

メ ッ セ ー ジ に 付 け ら れ た 固 有 の 番 号 で あ る 。

・ メ ッ セ ー ジ本 文

漢 字 ま じ りの エ ラー ・メ ッ セ ー ジ本 文 で あ る。 文 の 長 さ は 漢 字 デ ィ

ス プ レ イ 画 面 の1行 分(32文 字)で あ る
。

・空 白

ワー ド ・バ ウ ン ダ リの た め の 空 白 で あ る
。

4.2.5検 索 対 象 項 目

検 索 サ ー ビ ス ・サ ブ シ ス テ ム で 文 献 検 索 の 対 象 と す る 項 目 は 表4-10の

と お りで あ る。

.●

`
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表4-10検 索 対 象 項 目

●

検 索 項 目
収 納 プ ア イ ル 表 示

オ プ シ ョン

条 件

項 目ボ ス テ ィ ン グ ・
"

テ ー ブ ル デ ー タ ベ ー ス

記 事 番 号 ○

言 語 コ ー ド ○ ○ ○

発 行 国 コ ー ド ○ ○ ○

発 行 年 ○ ○
'℃

記 事 区 分 ○ ○ ○

著 者 名 ○

和 文 標 題 ○

原 文 標 題 ○ ○

巻
,

○ ○

号 ○ ○

資 料 名 ○ ○

抄 録 文 ○

検索文献番号 ○

この うち,表 示 オ プシ ョンは 文 献 情報 を表示 ・出力 す る際 に要 ・不 要 を選

択 で きる項 目で あ る。

ま た,条 件 項 目は 文 献 を検 索 す る と きに,条 件 と して指 定 で きる項 目 で あ

る(条 件式 で指 示)。

■

4.2.6.検 索 コマ ン ドと パ ラ メ ー タ

(1)検 索 コ マ ン ド

シ、ス テ ム に 対 し て 何 ら か の サ ー ビ ス を受 け よ う と す る と き,利 用 者 の 意

思 を 伝 え る 手 段 が 必 要 で あ る 。 当 サ ブ シ ス テ ム で は こ の 手 段 の こ とを 検 索

コ マ ン ド と い う。

一 般 に コ マ ン ドは 次 の よ う な 形 で 入 力 さ れ る こ と が 多 い 。
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コ マ ン ド
空

白
パ ラ メ ー タ

しか しなが ら,当 サ ブ シス テ ム の検 索 コマ ン ドは,文 字 や記 号 で コマ ン

ドを入 力 す る代 り に キ ー ボー ド ・ア ダ プタ に付 い て い る ファ ンク シ ョン ・

キ ー と検 索 コ マ ン ドを対応 付 け,そ の キー を 押 す こ とに よ り同 じ意 味 を も

つ よ うに した。 そ の 理 由 と して は1次 の こ とが あげ られ る。

・漢 字 キー ボ ー ドで は ,1文 字 入 力す る のに2ス トロー ク必要 で あ り,わ

ず らわ しい。

・漢字 キ ー ボー ドに 配 列 され て い る文字 数 が 多 い(5 ,376字)た めに,文

字 を拾 う こ とが利 用 者 に とっ て負担 と なる。

(2)パ ラ メー タ

当 サ ブ シ ス テム で は,検 索情 報 を主 と して パ ラ メー タ形 式 で入 力す る。

パ ラメー タの入 力 は ,で きるだ け利 用者 に負 担 をか け な い ように簡 易 な

方法 で入 力 で き る こ とが望 まれ る。 した が って 漢 字 キー ボ ー ドの操 作 で は

わ ず らわ しい の で1ス ト ロー ク で入 力 で きる テ ン ・キ ーを使 って入 力す る

方法 を採 用 す る。 しか しなが ら,キ ー ワー ド(カ タ カ ナ)や 論 理 式 の 演 算

子 等 の入 力 に つ い て は,テ ン ・キ ーだ け で は 不 十 分 で あ り,必 要 最 少限 に

と どめ て キ ー ボー ドか らの入 力 を 許 す こ とに した。

(3)検 索 コ マ ン ドと フ ァ ンク シ ョン ・キ ー の対 応

検 索 コ マ ン ドの配 置 は,会 話 の 流れ に 合 った 合理 的 な もの が好 しい。 そ

の要 素 を あげ る と,一 般 に

・利 用者 に とって 憶 え や すい こ と。

・使 用 頻 度 の 多 い もの は操作 しや す い所 に配 置 す る。

・相 反 す る検 索 コマ ン ドは離 す。

な どが 考 え られ る。 この よ うな点 を考 慮 して 当 サ ブシス テ ムの検 索 コマ ン

ドは キー ボ ー ド ・ア ダ プ タの プ ログ ラム ・フ ァ ン ク シ ョン ・キー上 に図4

-27の よ うに配 置 した
。
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ウ

会 話
開 始

キー ワード

入 力

.一

保 存 語
指 定

検 索 式 条 件 式

出 力
ハ ー ド

コ ピ ー

継 続
会 話

終 了

図4-27検 索 コ マ ン ドの 配 置

4.2.7.検 索 情 報 の 入 力形 式

白)入 力 形式

検 索 情報(パ ラメ ー タ)の 入 力 はす べ て 次 の形式 で行 な われ る。

■

■

入 力 指 示 語 レ

爪

LHDM
－

↑。一。、レ

入 力指 示 語 は検 索情 報 の種 類 を表 わ す 語 で あ り,検 索 コ マン ドに対 応 す

る レ 印 はHDM(ヘ ッディング ・マー ク)で,こ のあ とに検 索 情 報 を入 力 す

る。 入 力指 示 語 お よ び レは,検 索 コ マ ン ドを押 した と き,サ ブシ ス テ ム か

ら表 示 さ れ る。

(2)セ パ レ 一 夕

セ パ レ ー タは,検 索 情 報 と して 入 力 す る パ ラ メ ー タが 複 数 あ る と き,パ

ラ メ ー タ と パ ラ メー タ の 間 に 入 れ る記 号 で あ る ○

セ パ ン 一 夕 は 入 力 操 作,お よ び 処 理 の しや す さ と い う面 か ら1つ の 記 号

に 統 一 した 方 が 好 し く,当 サ ブ シ ス テ ム で は キ ー ボー ド ・ア ダ プ タ に あ る

テ ン ・キ ー のロ キ ー を 用 い る,
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例

KO1.01¥02

Lセ パレ一夕

(3)検 索情 報 の種 類

● 検 索 キー ワー ド レ〔キー ワ ー ド〔・選択 子))

これ は 文 献 検 索 を行 な うた め に検 索 キー と なる語(キ ー ワー ド)を 指 定

す る。 キー ワー ドは,カ タ カナ に よる 入 力 で最 大 入 力文 字数 は40字 で あ

る。1回 の 操 作 で 入 力で き る キー ワー ド数 は1語 で あ る。選 択 子 は キー ワ

ー ド関 連 情 報 の サ ー ビス を受 け よ う とす る と きの 方法 を指 定 す る。

0:前 方 一 致

1:シ ソー ラス

● 保 存 語 番 号 レ 〔指 示子 〔.語 番号))

この 検索 情 報 は キ ー ワー ドの保 存 指 定 を行 な う もので ある。

指示 子 は キ ー ワー ドの扱 い を指 示 す る。

これ には,D,S,Aの3種 が ある。

D:DEI、ETE(消 去)で,指 定 され た 語 番 号以 外 の もの を保 存 す る。

S:SAVE(保 存)で,指 定 され た語 番 号 の もの を保存 す る。

A:ALI、(全 部)で,全 ての 語 番号 の もの を テー ブル の制 限 数 内で 保 存

す る。 制 限数 は30個 で あ る。

●検 索式 レ〔検索式番号.論 理式 〕

この 検 索 情 報 は 保 存 した 語 を もとに 論理 式 を作 成 す る もの で あ り,こ れ

に よ って論 理 演算(検 索)が 行 な われ る。

検 索式 番 号 は論 理 式 ご と に付 け.られ る式 番 号 で あ る。 検 索式 番 号 はKO1

～KO5 ,LO1～LO5の いず れ かで あ る。

論理 式 の演 算子 に はAND:x,OR:+,NOT:一,を 用 い,項 目は式

番 号 に よっ て次 の よ うに識 別 す る。

●

■
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⑨

◆

◎

式 番 号 項 目

K 保存語番号

L KO1～KO5,保 存 語 番 号

㊧条 件式 θ〔条件式番号.論 理式 〔.条 件項 目 〕〕

この検 索情 報 は検 索式 に よっ て適 合 した文 献 デー タ に対 し,さ らに論 理

式 お よび条 件 項 目で 範 囲 を限 定 す るた め の もの で あ る。

条件 式番 号 は論 理 式 ご とに付 け られ る式 番 号 で あ り,JO1～JO5の い

ず れ か で あ る。

論 理 式 の項 目は 検 索式 番 号 で あ る。 ま た 条件 項 目は次 の4種 の特 定 項 目

に つ い て指 定 す る。

発 行 年:数 字 で2桁(西 暦 年 下2桁)

発 行 国:数 字 で2桁(発 行 国 コー ド表)

記述 言語:数 字 で2桁(言 語 コー ド表)

記 事 区 分:英 数 字 で2桁(記 事区 分 分類 表)

● 出 力 様式 レ〔出 力形 態.式 番 号 〔.NNNN〔 ・N'N'N'Nt〔 ・選 択子 〕〕〕〕

こ の検 索 情報 は 検 索 した文 献 デー タ を漢字 デ ィス プ レ イある い は 漢字

プ リン タ に表示 出 力す る と きの形 式 を指示 す る ため の もの で あ る。

出 力形 態 は 出 力 す る装 置 を指 定 す る。

0:漢 字 デ ィス プ レ イ装置

1:漢 字 プ リン タ装置

式 番 号 は検 索式 番 号 あるい は条 件 式 番 号 で あ る。

NNNNは 最 大4桁 の数字 で,何 件 目の デ ー タか ら出力 させ るか を指

定 し,N'NN'N'は 最 大4桁 の数 字 で何 件 出 力 す る のか を指定 す る。

選 択子 は 一部 の 項 目 につい て 出力 の要 ・不 要 を指 定 す る。

0:原 文 標 題,資 料 名,巻,号 は表 示 ・出 力 しな い 。
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1:原 文 標題,資 料 名,巻,号 を表示 ・出力 す る。

●出 力方 法b出 力方 法

この検 索情 報 は漢字 プ リンタ 出力 の方 法 を指 定 す る。

0:SYSOUTに よ る出力

1:直 接 出力

● そ の他 の情 報

次 の4つ の検 索 コマ ン ドにつ い ては,特 に入 力 す る情報 とし ては何 も

ないo

・会 話 開始

・ハ ー ド ・コ ピー1

・継続

・会 話終 了

それ ぞ れ の機 能 に つ い て は表4-1を 参 照 。

■

4.2.8表 示 ・出 力 の レイ ア ウ ト

(1)漢 字 デ ィス プ レ イ画 面 の表 示 様 式

漢 字 デ ィス プレ イ画面 の レ イ ア ウ トは,図4-28に 示 す よ うに表示 画

面 と操 作 画面 とに分 け られ る。

表 示画 面 は検 索 過 程 に お け る検 索結 果 お よび エ ラー ・メ ッセ ー ジ等 の表

示 を行 な う部分 で あ り,操 作 画 面 は検 索手 順 の 指 示 と検 索 情 報 の入 力 表 示

が 行 なわ れ る部 分 で あ る。表 示画 面 お よび操 作 画 面 の検 索 手 順 部 分 は 画面

保護 の ため プ ロテ ク ト ・フ ィー ル ドにす る。 プ ロテ ク トが か か ら ない部 分

は オペ レ ーシ ョン ・フ ィー ル ドと称 し,検 索 情 報 の入 力 操 作 が行 なわ れ て

送 信 の対象 とな る フィ ール ドで あ る。

画面 に表 示 す る場合,各 行 の始 ま りは 通常 第2文 字位 置 とす る。 た だ し

次 の場 合 は利 用者 の注 意 を促 す意 味 で第1文 字 位 置 か ら表示 す る。

6
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32字

●

○

13行

3行

表示画面

操作画面

、 は プ ロテ ク ト ・

フ ィー ル ド

図4-28画 面 レ イ ア ウ ト

・継 続(マ'継"を 表 示)

・エ ラ ーの場 合(マ ●誤"を 表示)

・操作 画 面 の検 索手 順(マ ぐじ"を 表示)

また,例 外 と して文献 情 報 の記 事番 号 は第1文 字 位 置 か ら表 示 す る。.

(2)漢 字 プ リン タの 出力 様 式

漢字 プ リン タの 出 力様 式 を 図4-29に 示 す 。

も
●

●
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字

・政1頃

行▲6

ワ

一

桁▲
▼

タ[

デ

'

献文

一字蚊3鴫

字㎝は
ぷ

一
字蚊1

喝

晴

^

㎝

桁9770

▼

●

φ

サ イズ

行 幅

A4

6行/イ ンチ

θ
■

■

図4-29出 力 レ イ ア ウ ト
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■

●

.

●

4.2.9エ ラ ー ・メ ッセ ー ジ

q)エ ラ ー ・メ ッ セ ー ジ の 形 式

当 サ ブ シ ス テ ム で は,端 末 の 漢 字 デ ィス プ レ イ 画 面 に 表 示 す る エ ラ ー ・

メ ッ セ ー ジ の 設 計 ポ イ ン トを 次 の2点 に置 い た。

・漢 字 ま じ リ デ ー タ な の で
,長 い メ ッ セ ー ジ は 必 要 な い 。

・会 話 型 処 理 な の で
,メ ッ セ ー ジ は 検 索 情 報 と して 入 力 さ れ る デ ー タ に 限

っ て 応 答 を 出 す 。

以 上 の こ と か ら エ ラー ・メ ッセ ー ジ は 次 の よ うな 内 容 に した 。

項 目 内 容

メ ッ セ ー ジ 長 画 面1行 分(32文 字)

メ ッ セ ー ジ数 20種

本 文 漢 字 ま じ り文

ま た,エ ラ ー ・メ ッ セー ジ の 形 式 は 次 の と お り で あ る 。

エ

ラ

ー

記

号

空

白

メ ッ セ ー ジ 番 号

空

白

N
メ ッ セ ー ジ

∠
● 1 1 4 1 25

1

文字数

・エ ラ ー記 号

こ の メ ッ セ ー ジ が エ ラ ー ・メ ッセ ー ジ で あ る こ とを 表 わ す1文 字 の 記

号 で あ る 。

・ メ ッ セ ー ジ 番 号

個 々 の エ ラ]・ メ ッ セー ジ に 付 け られ た4桁 の 番 号 で あ る。

・ メ ッ セ ー ジ本 文

漢 字 ま じ り の 文 章 で,エ ラ ー の 内 容 を表 わ した も の で あ る 。
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ω 表 示 方 法

エ ラ ー ・メ ッ セ ー ジ の 表 示 方 法 と して は,一 般 に,・

① エ ラー は 無 条 件 に 出 力 す る。

② エ ラー の 出 力 は 利 用 者 に ま か せ る 。

③ エ ラー ・メ ッ セ ー ジ を 簡 易 化 し て 出 力 す る。

が 考 え られ る が,当 サ ブ シ ス テ ムで は ① の 方 法 を 採 用 し た 。 した が っ て,

端 末 か ら の 入 力 デ ー タ に 対 し て の エ ラー は 常 に 表 示 で き る 部 分 と し,画

面 の 一 部 を 表 示 欄 と し て 確 保 す る 。 こ の 位 置 は 表 示 画 面 の 最 下 行(ゴ3

行 目)と す る 。

4.2.10EBCDlCコ ー ドの扱 い

(1)EBCDICコ ー ドの 入 力 方 法

当 シ ス テ ム の ハ ー ドウ エ ア 構 成 の う ち,漢 字 デ ィ ス プ レ イ装 置 の キ ー ボ

ー ドの 一一部
,お よ び ア ダ プ タ の テ ン ・キ ー の 文 字 に つ い て はEBCDICコ

ー ドで も
,入 力 す る こ と が 可 能 で あ る。

EBCDICコ ー ド の 入 力 方 法 と文 字 種 は 表4-11の とteり で あ る。

表4-11EBCDICコ ー ド文 字 と入 力 法

入 力 方 法 文 字

キ ー ボ ー ド ・ ア ダ プ タ

の テ ン ・ キ ー を 押 す 。

0～9

●

画面 制 御 キ ー の囚 キ ー

を押 し,キ ー ボ ー ドの

文字 を 入 れ る 。

0～9

A～Z

ア ～ ン

特 殊 記 号

この いず れ かの 方法 で 入 力 したEBCDICコ ー ドの文 字 は,漢 字 コー ド

で入 力 した 場 合 とは 画面 の表 示 が 次 の よ うに異 な る。
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漢 字 コー ド

口
EBCDICコ ー ド(半 ピ ッチ)

9 ア
●

. ＼./
カ ー ソ ル

(2)コ ー ト"変換

当 サ ブ シス テム で は,利 用 者 自 らの操 作 に よ る入力 デー タは 内部 処 理 の

しや す さ,k・ よび主 記 憶 容 量等 か ら,EBCDICコ ー ド(半 ピ ッチ)で 行

な うが,端 末 の漢 字 デ ィス プ レ イお よ び漢字 プ リンタへ の表 示 出 力の 際 は

す べ て 漢字 コー ドで行 な う。 した が っ て,EBCDICコ ー ドか ら漢字 コー

ドへ の変 換 が必 要 で ある。

●

,
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4.3デ ー タ ベ ー ス 管 理 サ ブ シ ス テ ム

4.ろ.1処 理概 要

デ ー タベ ー ス 管理 サ ブシ ス テム は,KINDシ ス テ ムvak・ け る文 献 チ ー タ

の情 報 管 理 を総 合的 に 行 な う サ ブ シ ス テム で あ り,デ ー タベ ー ス に 蓄積 す る

文 献 情 報 の収 集 ・加 工 お よび デー タベ ー ス の 作成 ・管理 を 合理 的 に行 な う。

カナ漢 字

変換テープ

カナ付

カー ドせん孔機

カ タ カ ナ

文 献 デ ー タ

カナ漢字

変換システム

漢字
紙テープせん孔機

漢 字 コ ー ド

文 献 デ 一 夕

ボスティング

アー フル

鑑

図4-30デ ー タ ベ ー ス 管 理 サ ブ シ ス テ ム の 構 成 図

KINDシ ス テム で扱 う文 献 情 報 の適 用 分野 は科 学 技術 文 献 の う ち情 報処

理 に関 連 す る技 術 文献 で あ る。 よ って デ ー タベ ー ス に蓄積 す る文 献 情 報 の収

集 に あた って は,そ の手 段 と して,外 部 の情 報 提 供 サー ビス機 関 で収 集 し作

成 した漢 字 モー ドの文 献 フ ァ イル を入 手 して使 う場 合 と,当 財 団 で収 集 した

文 献 情 報 か らデータを作成 して使 う場 合 と,2とk・ りの 方法 が 考 え られ る 。

漢 字 モ ー ドの デー タ を作 成 す る には,一 般 に漢字 入 力 装 置 を使 っ て チー タ

せ ん 孔 し,モ ニ タ ・ リス トを と って校 正 を行 な い,訂 正 デ ー タのせ ん孔,訂

●

♂
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、

●

㌔

,

正 処 理 とい う工 程 を経 なけ れ ば な らない 。 この デー タ作 成 工 程 は,ア ルファ ・

ニ ュー メ リック ・デ ー タ作成 に比 較 して,作 成 コ ス トも高 く,ま た作 成 時 間

を 多 く要 す る な どデ メ リッ トな面 が 多い。 こ の よ うなこ とか ら,デ ー タの収

集 と作 成 を効果 的 に行 な うた めに,外 部 か らの 文 献 ファイ ル の導 入 も考 慮 し

て,ラ 一 夕 ベ ー スの 管 理 を行 な う こ とに す る。

当 サ ブシ ス テ ムで は,上 記 の2と お りの方 法 いず れ か ら もデ ー タ作成 が 行

なえ る よ うに した。

当 財団 で収 集 した 文 献 情 報 につ い て は,チ ー タ の量 や 内 容 な どに よっ て チ

ー タ作成 方法 を変 え る こ とが で き る。 第1の 方法 は,漢 字 モ ー ド ・デー タ作

成 手 順 に従 い,第2の 方 法 は,カ ナ ・モ ー ド ・デー タ作成 手 順 に従 って,最

終的 に漢 字 モ ー ドの文 献 フ ァ イル を 作成 す る。 なお,カ ナ ・モ ー ド ・デ ー タ

作成 か ら漢字 モー ド文 献 フ ァ イル へ 変換 処 理 す る 過程 に当 財 団 で開 発 した カ

ナ漢 字変 換 シ ステ ム を 利 用 す る。

外 部 か らの 文献 フ ァ イ ル導 入 に つ い て は,KINDシ ス テ ム の文献 検 索 サ

ー ビスに 必 要 な項 目を 編 集 ・加 工 した うえ で利 用 しな けれ ば な らな いが,一

般 に,外 部 機 関 の漢字 コー ド体 系 がKINDシ ス テ ム の漢 字 コー ド体 系(富

士 通 標準 漢字 コー ド)と 異 な るこ とが 多 い た め に漢字 コー ド変換 を必 要 とす

る。 漢 字 コー ド体 系 は,現 状 では 標 準 文 字数/標 準 コー ドが設 定 さ れ て い な

い た め に,ハ ー ドウエ ア ・メー カ あ るい は ユー ザ の ア プ リケー シ ョンに よ っ

て異 な る こ とが 多 い。 そ の た め一 義 的 に同 一 コー ドが 同一 漢字 と対 応 す る と

は 限 らな い。 よ って外 部 機 関 で作 成 し提 供 され る文 献 フプ イノレにつ い て は,

漢字 モ ー ドを当 シス テ ム の 文字 種 お よび文 字 コ ー ドにす べ て変 換 して使 用 す

る。

い っぽ う,当 サ ブ シス テ ム にお け るデ ー タベ ース は,層集 団 磁 気 デ ィス ク装

置 に持 ち,記 憶 領 域 の 管理 を行 な って,KINDシ ス テ ム を 効 果 的 に運 用 す

る。 デー タ ベ ース は,記 憶 容量 の制 限等 か ら随 時 メンテ ナ ンス を行 ない,古

くな った情 報 の 削除 と新 しい情 報 の追加 を一括 して処 理 す る。
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ま た 検 索 方 法 に キ ー ワー ド検 索 を 適 用 す る た め
,イ ン バ ー デ ッ ド ・ フ ァ イ

ル の 一 部 で あ る ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブル(文 献 デ ー タ の格 納 ア ドレ ス と検 索

条 件 に 使 用 す る 項 目 か ら成 る)の 管 理 も 当 サ ブ シ ス テ ム で 行 ない ,キ ー ワー

ド管 理 サ ブ シ ス テ ム と連 系 を と る。

な ま㍉ デ ー タ ベ ー ス お よ び ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル が 確 保 す る 最 大 記 憶 容

量 は,100メ ガ ・バ イ トの 磁 気 デ ィ ス ク ・パ ッ ク2台 と し,合 計20dメ

ガ ・バ イ トに つ い て 当 サ ブ シ ス テ ム が 管 理 す る
。 こ の 最 大 記 憶 容 量 は,文 献

チ ー タ約8万 件 分 に 相 当 す る 。

.̀

`〆

4.3.2処 理 フ ロ ー

(D文 献 フ ァ イ ル 作 成

収集
文献情報
一

「

1
/EBCD∫C期

せ ん孔 カー ド

{
'一
漢字モー漉
紙テープ'～

モー ド形 ぺ変 換
1・ ・変換

CDI

項 目
フ7イル

貯

項 目

ファイル

〉

結合 ・編 集 ・加工

文献
ファイル

鍮 報

字
典
漬
麦

カナ欝

(外 搬 ・)

外 部

提供
ファイル

漢字 コー ド変換

漢字

期 ル

編集 ・加工

文 献
・7アイル

レ

"4f

図4-31文 献 フ ァ イ ル 作 成 フ ロ ー
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(2)デ ー タ ベ ー ス 格 納

■

δ

文献

ファイル

格納

文献
ファイル

分 離

プアイル

文献
ア ドレス
ファイル

図4-32 デ ー タ ベ ー ス 格 納 フ ロ ー

(3)ア 一 夕 ベ ー ス ・ メ ン テ ナ ン ス

,

追加
文献
ファイル

追加
格納文献
ファイル

追加

分離 、
ファイル

追 加
アトレス
ファイル

図4-33 ア 一 夕 ベ ー ス ・ メ ン テ ナ ン ス ・ フ ロ ー
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1

(4)ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル 作 成

文 献分離

アドレスフ
ァイル ファイル

、

記事番号 マ ッチ ング

キーワート

ア ドレス

対 応
ファイル

キ ー ワ ー ド ・ ソ ー ト キ ー ワー ド管 理

ソ ー ト

ファイル

1

∪'

キーヲー ト

語 番 号

テーブル

語 番 号 差 換

鷲i㍉ (5)
,

一三ソ
,

ボ ス テ ィン グ作 成

⊥

/'＼

ボスティング

テーブル

＼.ノ ー

一 ワー ト

・テー ブル

素 ファイ・レ

キ ー ワ ー ド管 理

図4-34ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル 作 成 フ ロ ー
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寸 ・

、,

8

(5)ボ ス テ ィ ン グ ・ テ ー ブ ル ・ メ ン テ ナ ン ス

竃

1境i巨

ノγ イル

己;Jli

》こ献 アドレ'ス

ノ・'イル

記 事 番 弓マ ッチン グ

キーワート

ア ドレス

対 応
ファイル

追 加

ソ ー ト

ファイル

語 番 号 差 換

詰番

対応
ファイル

新 語

番号対 応
ファイル

ボス テ ィング更新

キーワー ト

語 番 号

ア・・一フル

キーワー

アー フル

素 ファイル

'＼

キ ー ワ ー ド管 理

/

図4-35ボ ス テ ィ ン グ ・ テ ー ブ ル ・ メ ン テ ナ ン ス ・ フ ロ ー

一193一



4.5.5デ ー タ 作 成

(D文 献 デー タ作成 方法

当 財 団 で は,国 内 ・国外 を問 わ ず各種 の情 報 処 理 技 術 文 献 を収集 し,そ

の技術 動向 等 を調 査 す る部 門 が あ る ことか ら,そ こで収 集 した文 献情 報 に

つ い て新 規 に デ ー タを作 成 す る。

デー タの作 成 方 法 に つ い ては,最 終 的 に は漢 字 モ ー ドの文献 ファ イ ルの

創 成 で あ り,そ の処 理 過 程 と して,漢 字入 力装 置 を使 った 漢 字 モ ー ド ・チ

ー タの作成 方 法 と
,カ ナ付 き カー ドせ ん孔 機 を使 った カ ナ ・モー ド ・デー

タの作 成 方 法 との2と お りの方 法 いず れか に よっ て チ ー タを作成 す る。

漢字 モー ド ・デ ー タ作 成 には,当 財 団設 置 の 漢字 入 力 装 置(F6801A)

を使 っ て(あ るい は 外 注)漢 字 モ ー ド ・デー タ のせ ん孔 を行 ない,モ ニ タ・

プ リン ト(校 正 ゲ ラ ・リス ト)は 漢字 プ リン タ(F6521A)に 出力 さ れ

る。 ま たデ ー タ項 目 中,EBCDIC/BINARYモ ー ド項 目部 分 につveて は

カー ド ・チー タを作 成 し,漢 字 モ ー ド項 目と結 合 して文献 フ ァイ ル を完 成

す る。

カナ ・モ ー ド ・デー タ作 成 で は,漢 字 モー ド項 目 ・EBCDIC/BINARY

モ ー ド項 目 と もカ ー ド ・デー タ を作成 す る。 この うち漢 字 モ ー ド項 目につ

い ては,当 財 団 で 開 発 した カ ナ漢字 変 換 シ ス テム の デ ー タ作成 基 準(付 録

参 照)に 従 っ て デ ー タ をせ ん孔 し,内 部 でEBCDICカ ナ ・モ ー ドか ら漢

字 モー ドへ 変 換 処 理 を して 漢字 モー ドの文 献 ファ イル を 作成 す る。

以 下 に文 献 デ ー タ を構 成 す る 各項 目 につ い て そ の 内容 を概 述 す る。 なお,

各 項 目の()内 は 文献 ファ イルvateけ る最終 モ ー ドを漢 字 ・EBCDIC・

BINARYで 識 別 し,数 字 は,各 項 目の最大 文 字 数 を現 わ して い る。 ただ

し,漢 字 モ7ド は文 字 数(1文 字=2バ イ ト),'EBCDIC/blNARY

モ ー ドは桁 数(1桁=1バ イ ト)で 表現 して い る。

記事 番 号(EBCDIC,9)

各 文 献 ご とに付 け られ る唯 一 の番 号。
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匂

,

ψ

分

野

区
分

作

成

年

作

成

月

一 連 番 号

＼
1ノ＼2ノ ＼2ノ ～4一

分 野 区 分:情 報 処 理 文 献 は,管 理 シ ステ ム技 術 に関 す る もの はB,電

気 に 関 す る もの はEと す る。

作成 年:デ ー タの 作 成 年 を西 暦 年 下2ケ タで表 わ す。

作 成 月:デ ー タ の作 成 月(01～12)

一 連 番 号:作 成 月 単 位 の 一連 番 号(0001～9999)

資 料 略 名(漢 字,ユ50)

各 文 献 を掲載 してい る資料 の 略 名。 資料 が 「逐 次刊 行 物所 蔵 目録 」

(JICST刊)に あ る もの につ い ては,資 料 番号 付 き の略 名 。

(資 料番号)

ス
ペ

ー

ス

略 名

50r71
× × .150

資 料番 号:5稀 な い し7桁 の コー ドか ら成 る。詳 細 は 上記 所 蔵 目録 を

参 照 の こ と。

巻(EBCDIC,30)

雑 誌 ・会 議 資 料(定 期 刊行)の 巻 番 号,あ るい は 会 議 資料(不 定 期刊

行)の 会 議 同 次 。

号(EBCDIC,30)

雑 誌 ・会 議 資 料(定 期 刊行)の 号 番 号

発 行 国 コー ド(BINARY,1)

資 料 が 発 行 され た 国 の 国名 コー ド。 コー ド表 は付 録 参照 。
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発 行 年(BINARY,2)

資 料 が発 行 され た 西 暦 年 の 下2ケ タ。 発 行 が2年 以 上 に ま た が る合併

号 等 の場 合,前 年 を第1バ イ ト目に,後 年 を 第2バ イ ト目 に持 つ。 他

の場 合 は 第2バ イ ト目は0と し,発 行 年 不 明 の場 合 は両 バ イ トと も0

とす る。

記 事 区 分(EBCDIC,2)

記 事 の形 式 を区 別 す る コー ド。 コー ド表 は 付 録 参照 。

言 語 コー ド(BINARY,1)

そ れぞ れ の文 献 を記 述 して い る言 語 の コー ド。 コー ド表 は 付録 参 照 。

著 者 名(漢 字,120)

文 献 の著 者 名,あ るいは 特 許 の発 明者 。 個 人 著者 名,複 数 著 者 の うち

第1著 者 名,団 体 名,の い ず れ か の 名称 。

著 者 名 フ リガ ナ(EBCDIC,30)

日本 語 の 個 人著 者 名,あ る い は複 数著 者 の うち第1著 者 名 の フ リガナ。

所属 機 関名(漢 字,120)

文 献の著者 あるいは特許 の発 明者が所属 する機 関名。

原 文標題(漢 字,300)

外 国語 で書 か れ た文 献 の標 題 。 た だ し,英 字 で表 現 で きない 文 献 は省

略。

和 文 標題(漢 字,150)

日本語 で書かれた文 献の標題,

題。

〔一般 形式 〕

主標題 主標題 の報告番 号

または外国語で書 かれた文献 の和訳標

副標題 副標題の報告 番号

キ ー ワー ド(漢 字,40×15個=600)

文 献 か ら抽 出 され た主 要概 念 を表 わ す用 語。 キ ー ワー ド管理 サ ブ シス

テ ム で管 理 す る キ ー ワー ドか ら選 定。
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抄 録 文(漢 字,500)

文 献 の 内容 に つい て要 点 を ぬ き出 して短 か くま とめ た文章 。

∀

e

表4-12デ ー タ作 成 モ ー ド対 応 表

モー ド

処 理 内 容
漢 字 モ ー ド ・デ ー タ作 成

カナ ・モ ー ド ・デ ー タ

作 成

デ ー タ ・ シ ー ト 漢字 モー ド項 目用デ ー EBCDIC/BINARY カ ナ ・ モ ー'ド ・ チ ー タ ・

記入 タ ・ シ ー ト 項 目用 デ ー タ ・シ ー ト シ ー ト

データせん孔 漢字入力装置 ヵナ付 カー ドせん孔機 ヵナ付カー ドせん孔機

(紙 テープせん孔) (紙 カー ドせん孔) (紙 カー ドせ ん孔)

デ ー タ ・ チ ェ ッ ク 漢 字 フ.リ ン タ ラ イ ン プ リン タ ラ イ ン プ リン タ

(モ ニ タ ・プ リン ト) (チ ェ ッ ク ・ リ ス ト) (チ ェ 。 ク ・ リ ス ト)

データ訂正 ゲラ校正 訂正 力ニ ドせん孔 訂正 カー ドせん孔

(訂 正紙 テープせん孔)

コ ー ド変 換 漢字→EBCDIC変 換 EBCDIC→BINARY カナ漢字変換

変換 (盟6;1罐 《凪～

編集 ・加工 漢字 ・EBCDIC項 目結 合→文献 ファイル形式編集 文献 ファイル形式編集

(2)外 部 ファ イル の利 用 方法

外 部 の情 報 提 供 サ ー ビス機 関 で作 成 され た 漢 字 モ ー ドの文献 ファ イル

(以 降外 部 フ ァ イル と呼 ぶ)を 利 用す る に あた って は,KINDシ ス テ ム

で扱 うコー ド体 系 と の相 異,文 字 種 の違 い 等 の 問 題 が あ り,単 純 に適 用 す

る こ とは で き ない。 そ こで,外 部 フ ァ イル の 入手 以 前 に,こ れ らの問 題 を

解 決 す べ く,コ ー ド変換 表 の作 成,文 字 の 対応 表 作成 等 を行 な って お く必

要 が あ る。

KINDシ ス テ ムの 漢字 コ ー ド体 系 は,当 財 団 設 置 の漢 字入 出力 装置 が

富 士 通製 で あ る こ とか ら富士 通 標準 漢字 コー ドで構 成 さ れ る。 こ の コー ド

体 系 に お け る文 字 種 は次 の よ うに割 当 て られ て い る。

漢 字4,290種

ひ らが な240種
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カ タカ ナ240種

英 字268種(英 記 号 も含 む)

数 字148種(数 記号 も含 む,漢 数 字 も一部 含 む)

そ の他 記 号190種

言†5,376禾 重

(こ れ らの文 字 お よび コー ドに つい て は付録 を参 照 。)

外 部 機 関 で使 用 して い る文 字 種 と,当 シ ス テ ムの文 字 種 の 違 い は,

① 外 部機 関 の 文字 に あ っ て,当 シ ス テ ム の文 字 に ない もの は,読 み 仮 名

等 で お きか え る。

② 外部 機 関 の文字 に な く仮 名 に な って い る もの は,当 シ ス テム で もそ の

仮 名 を使 用 す る。

とい う方法 で処 理 す る。

そ の他,KINDシ ス テ ム に 外部 フ ァ イル を適 用 す るに は,主 に 次 の よ

うな処 理 を行 な う必 要 が あ る。

① 外 部 機 関 の 漢字 コー ドか ら,当 シス テムの 漢 字 コー ドへ変 換 す る。

②

③

当 シ ス テ ム に 必 要 な デ ー タ 項 目 を編 集 す る 。

編 集 した 項 目 に つ い て 一 部 加 工 し,モ ー ド変 換 を 行 な う。

漢 字 コ ー ドか らEBCDICコ ー ドへ

(
漢 字 コ ー ドか らBINARYコ ー ドへ

EBCDICコ ー ドか らBINARYコ ー ドへ

外 部 フ ァ イルの適 用 例 と して,JICST文 献 検 索磁 気 テー プを採 用 した

場 合 の処 理 例 を以 下 に述 べ る。

JICSTで 扱 っ てい る漢字 種 は約2,000字 で あ る こ とか ら,当 シ ス

テ ム の4,290字 に大 部 分 は 含 まれ てい る。(当 シス テ ム に な い文 字 は

「纏i」 と 「苫 」 の2字 で,そ れ ぞ れ の読 み仮 名"ラ ン"と"ト マ"で 代 用

す る)し か しなが ら,JICSTで 処 理 し て い る 文 献 が 科 学 技 術 文献 とい

う特 徴 か ら,数 学 記 号 ・化 学 記 号 等 の特殊 な記 号類 と,外 国 文献 の範 囲が
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世 界 各 国 に及 ぶ ため に,ギ リシ ャ文字 ノ ・シ ア文 字/ド イ ソ文字 とい った

特 殊 な文字 類 が 出現 す る 可能性 が あ る。 これ らの記 号 ・文 字類 は 当 シ ステ

ム には ない た め に,次 の よ うな 方法 を とる。

① 記 号類 に つ い て は,他 の記 号 で 代用 す る。

② 文字 類 に つ い て は,こ れ らの文字 類 の文 献 は 希 少 で あ る こ とか ら,出

現 す る と思 わ れ る デ ー タ項 目の原 文標 題,資 料 略 名,抄 録文 の各 項 目 を

省 略 す る こ とが あ る。,

表4-13は,JICSTテ ー プか ら当 システムの文 献 ファ イル へ 編集 す る

場 合の 対応 表 で ある。

表4-13外 部 ファ イルか らの編 集 例
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4.ろ.4チ ー タ格 納

漢字 モー ドの 文 献 フ ァ イル が 作成 さ れた あ と,各 文 献 デ ー タを デー タベ ー

ス に格 納 す る処 理 を行 な う。 デー タベ ー ス は集 団磁 気 デ ィス ク 装置(F477K)

の2台 の テ ィ ス ク ・パ ックに創 成 さ れ,そ の 規模 は200メ ガ ・バ イ トの記

憶 容 量 に お よそ8万 件 の 文献 が格 納 で きる。

デー タベ ー ス の レ コー ド構 成 は,文 献 ファ イル の レ コー ド項 目か ら,キ ー

ワー ド項 目を取 除 い た もの か ら成 る。 レ コ ー ド形 態 は文 献 ファ イル と同様 に

可 変 長形 式 を と り,各 項 目の 他,レ コー ド長 識 別 区 分(4バ イ ト=1ワ ー め

と デ ィ レク トリ区 分 で構 成 され る。 可 変長 形式 を とる理 由 は,磁 気 デ ィス ク・

メモ リを節 約 す るた め で あ り,文 献 デー タの特 徴 か ら,各 項 目が長 短 ま ちま

ち で あ る こ と,し か も最 大 文 字 数 の大 きい 項 目が可 変項 目で あ る な ど,可 変

長 形 式 の効 果 が十 分 得 られ る。 また 検 索 サ ー ビス ・サ ブ シス テ ム に お いて,

会 話 応 答 の 時 間 を ス ピー ド ・ア ップさせ る必 要が あ る こ とか ら,1ブ ・ック

=1レ コー ドの形 態 を とり,各 レ コー ドご とに磁 気 テ ィ ス ク上 の格 納 ア ドレ

ス(TTRS)が 得 ら れ る よ うに格 納 す る。 デー タ ベ ー ス内 の ファ イル編 成

は,順 編 成 で格 納 処 理 を行 な い,同 時 に格 納 ア ドレ ス を確 保 して,検 索時 に

は ダ イ レク トに ア ク セ スす る方 法 が と られ る。

磁 気 デ ィ ス ク ・メモ リの使 い 方 と して は,2台 の デ ィス ク ・パ ックで計

200メ ガ ・バ イ トが デー タ ベ ー スの規 模 とな り,平 均2,500バ イ トの レコ

ー ドで約8万 件 の文 献 が格 納 で き る算定 に な る。 この8万 件 の 文献 とい う数

字 は,1ケ 月 お よそ1,500～2,000件 の文 献 を格 納 す る とい う想 定 か ら,

ほ ぼ4年 分 の文 献 に な る。 よっ て デ ー タベ ー ス を相 対 的 に4分 割 し,か つ12

ケ 万 分 の領 域 管 理 が で き る よ うに して,デ ー タベ ー スの 作成 ・更新 を行 な う。

デ ー タ格 納 の処 理 前 に行 な うキ ー ワー ド分離 は,各 文 献 レ コー ドに唯 一 に

付 られ た記 事 番 号 と と もに キー ワー ドをす べ て取 り はず し分 離 ファ イル を作

成 する 。 そ して,デ ー タ格 納 時 に は,記 事 番 号 と格 納 ア ドレ スお よび ボス テ

ィ ング項 目(検 索 条 件 に使 用 す る デー タ項 目)の 言 語 コー ド/発 行 国 コー ド
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/発 行 年/記 事区 分 とを組 合 せ て文 献 ア ドレス ・ファ イル を作 成 す る。 この

2つ の ファ イル は 次 の ボス テ ィ ン グ ・テー ブル作成 処 理で 使 用 され る。

'

4.5.5ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル の 作 成

ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル は,イ ン バ ー デ ッ ド ・ フ ァ イ ル 形 態 を と る キ ー ワ

ー ド ・テ ー ブ ル と デ ー タ ベ ー ス と の 中間 フ ァ イ ル で あ り
,デ ー タ ベ ー ス に 蓄

積 した 文 献 デ ー タ と の リ ン ク情 報 を保 持 す る 目 的 で 作 られ る。.'

'ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル の 各 レ コ ー ドは
,そ れ ぞ れ に 対 応 す る キ ー ワ ー ド

ご と に 文 献 格 納 ア ド レ ス を集 合 し た も の で 構 成 され る。 リン ク情 報 と は,こ

の 文 献 格 納 ア ド レ ス の こ と で あ り,ア ド レ ス を た ど っ て 文 献 デ ー タ を ダ イ レ

ク トに 検 索 す る こ とが 可 能 に な る。

レ コ ー ドの 構 成 要 素 は,ポ イ ン タ項 目 と し て文 献 格 納 ア ド レ ス の 他 に,検

索 条 件 の 要 素 を こ の ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル の レ ベ ル で判 別 で き る よ う に,

言 語 コ ー ド/発 行 国 コ ー ド/発 行 年/記 事 区 分 を 保 有 す る 。1レ コー ドに は,

3W==12バ イ ト

こ の ポ イ ン タ項 目 を最 大1、085個 も つ ご と を 可 能 に し,レ コ ーLド ・サ イ ズ

は 最 大 長13,024バ イ トで あ る。

ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル の 記 憶 容 量 を 算 出 す る と,文 献 デ ー タ数8万 件 に

対 し,そ れ ぞ れ の 文 献 に キ ー ワ ー ドが 平 均5個 付 られ て い る と し て,約40

万 件 の ポ イ ン タ項 目が 必 要 と な る。 単 純 に ポ イ ン タ項 目12バ イ トを 乗 算 す

る と4.8メ ガ ・バ イ トに な9,ブ ロ ック 間 隔(IRG)な ど を 含 め て,約5.4

メ ガ ・バ イ トが 最 大 容 量 と な る。(1レ コ ー ド=1ブ ロ ック 当 り の 平 均 ポ イ

ン タ数 を100と し て 計 算)

ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル の 作 成 処 理 は,デ ー タ格 納 処 理 で 作 成 した 分 離 フ

ァ

ド

レ

ス

文
献
格
納 i;〉
＼4/Y＼2/'1へ2/＼2ノ

一2り1一



ア イ ル(記 事 番 号/キ ー ワー ド)と 文 献 ア ドレ ス ・フ ァ イ ル(記 事 番 号,ポ

イ ン タ 項 目)と を使 ら て,記 事 番 号 で マ ッ チ ン グ を と り,キ ー ワー ド ・ア ド

レ ス 対 応 フ ァ イ ル を 作 成 し準 備 す る。 さ ら に こ の 対 応 フ ァ イ ル を キ ー ワー ド

を キ ー に し て ソー トし て お く。 こ こ で,キ ー ワー ドの 長 さ が 可 変 長 で 大 き い

(最 大40文 字=80バ イ ト)こ とか ら,キ ー ワ ー ドを 語 番 号(キ ー ワ ー ド

個 々 に 付 られ た 番 号 で バ イ ナ リ4バ イ ト)に 置 換 え る処 理 を す る 。 そ して こ

の 語 番 号 ご とに ポ イ ン タ 項 目 を 集 計 し な が ら ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル を 創 成

し て い く。 ま た 同 時 に,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル に必 要 な ボ ス テ ィ ン グ情 報 と

し て,語 番 号/記 事 番 号/ボ ス テ ィ ン グ ・ス タ ー ト ・ア ドレ ス/ポ イ ン タ 件

数/ボ ス テ ィ ン グ ・レ コー ド数 を 確 保 して,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル 素 フ ァ イ

ル を作 成 す る 。 こ の 素 フ ァ イ ル は,キ ー ワ ー ド管 理 サ ブ シ ス テ ム へ 送 ら れ て,

キ ー ワー ド ・テ ー ブ ル の ポ ズ テ ィ ン グ ・ア ドレ ス 格 納 処 理 で 使 用 さ れ る 。

図4-36は,ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル の リン ク情 報 の 関 連 性 を 例 示 した 図

で あ る。

■

4.3.6・ デ ー タベ ース ・メ ンテナ ンス'

デ ー タベ ース の メ ンテ ナ ンスは,当 シ ス テ ム で は文 献 デー タの追 加 と削除

の処 理 に限 って行 な う。 これ は,文 献 フ ァ イルの 作 成 工 程 にお い て 十 分 な訂

正 処 理 が行 なわ れ る こ とか ら,文 献 チ ー タの個 々に つい て の修正 ・更 新 は無

い もの と判 断 した た め で あ る。

文 献 情 報 の収 集 は 月 ご と に ま とめ られ て デ 「 タ作 成 が行 なわ れ る ため,原

則 と して 月1回 のペ ー ス で追 加 の処 理 を行 な う。 ま た追 加 処 理 が 重 ね られ る

と,デ ー タベ ー ス の記 憶 領 域 が オー バー フ ロー を生 じ るの で,古 くな っ た情

報 か ら削除 を行 ない,常 に新 しい情 報 か ら約8万 件 を デー タベ ー ス に蓄 積 し

て お くよ うに す る。

デ ー タ ベー スの記 憶 領 域 の 管理 方 法 に つい て は,月 単 位 の文 献格 納 領 域 の

管 理 を 中心 に 行 な う。 これ は 前述 の ご と く,文 献 ファ イルが 月 ご と に発 生 す
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る こ とに起 因 してい る。

文 献格 納 領 域 の管 理 ブ ロ ッ クは,デ ー タベー スの 先 頭 ブ ロッ ク と し,そ の

構 成 内容 は 次の よ うに な って い る。 この形 式 で 第1月 か ら第48月 ま での 管

/1ワ ー ド＼/1ワ ー ド＼/1ワ ー ド＼

第n月

文 献 格 納

ス ター ト・ア ドレス

文 献 格 納

件 数

、

総 記 憶

領 域 数

(バ イ ト数)

(TTRS)BINARY数BINARY数

理 項 目 と,予 備 項 目 と して12ケ 月 分,合 計60ケ 月 の管 理 が で きる。 ブ ロ

ッ ク長 は,12バ イ ト×60ケ 月+4バ イ ト(レ コー ド長 エ リア)+4バ イ

ト(月 管理 エ リ ア)=728バ イ トに な る。 なk・,ブ ロ ック構 成 の うち,総

記 憶 領 域数 を全 力分 集 計 す る こと に よ り,実 記 憶 領 域 と空 領 域 とが算 出で き,

こ の空 領域 か ら予備 項 目の 管 理 の も とに デー タ ベー ス の記 憶 効 率 は 向上 す る。

、

728バ イ ト

レ

コ

ー

ド

長

月
管
理『

ア

第1月 第2月 第3月 第4月

(月 管 理 エ リア は,前 回 の チー タ格 納 月 を記 憶 す る)

以 上 の よ うな 管理 の も とに,デ ー タベ ー ス の メン テ ナ ン スは 行 な われ る が,

ヘ

オ ー バー フー後 の追 加 は,古 い文 献 デ ー タの格 納 して あ る領 域 を重 ね 書 きに

よ って処 理 す る方 法 を と る。 また 重 ね 書 き と同 時 に管 理 項 目の書 き換 え も行

な う。 よって 当 シ ス テ ムの 削 除 は 追 加 処 理 の 延 長 で 自動 的 に行 な わ れ る。

なお,消 去 され て しま っ た 古い 情 報 に つ い て は,バ ッ ク ア ッ プ用 の文 献 フ

ァ イル を必 要 に応 じ て再 格 納 すれ ば 利 用 可能 で あ る。
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4.5.7ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル ・メ ン テ ナ ン ス

KINDシ ス テ ム で は,キ ー ワ ー ド検 索 に よる イ ン バ ー デ ッ ド ・フ ァ イ ル

形 式 を と っ て い る た め,デ ー タ ベ ー ス の メ ン テ ナ ン ス が生 じ る た び に ボ ス テ

ィ ン グ ・テ ー ブ ル お よ び キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル の ボ ス テ ィ ン グ 情 報 を修 正 し

な け れ ば な ら な い 。 よ っ て ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル の メ ン テ ナ ン ス ・サ イ ク

ル も デ ー タ ベ ー ス と 同 様 に 原 則 と し て 月1回 の ペ ー ス で行 な う こ と に な る。

ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル の メ ン テ ナ ン ス処 理 は,デ ー タ ベ ー ス の メ ン テ ナ

'ン ス処 理 で作 成 した 追 加 分 離 フ
ァ イ ル と 追 加 文 献 ア ドレ ス ・フ ァ イ ル を も と

に して,記 事 番 号 マ ッ チ ン グ,キ ー ワー ド ・ソ ー ト,語 番 号 差 換,の そ れ ぞ

れ の 処 理 を ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル 作 成 処 理 と同 様 の 処 理 を行 な っ て 語 番 号

対 応 ファ イ ル を 作 成 す る。

語 番 号 対 応 フ ァ イ ル は,ボ ス テ イ ン グ ・テ ー ブ ル 作 成 お よ び メ/テ ナ ン ス

の 処 理 を 行 な う ご と に 保 存 し,前 回 ま で の 語 番 号 対 応 フ ァ イ ル を 毎 回 マ ー ジ

して 新 語 番 号 対 応 フ ァ イ ル=語 番 号 対 応 マ ス タ ・フ ァ イ ル を 作 成 し て お く。

こ れ は ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル の メ ン テ ナ ン ス を 全 面 書 き換 え 形 式 で 行 な う

た め に,不 可 欠 な フ ァ イ ル で あ る。

新 語 番 号 対 応 フ ァ イ ル が 作 成 さ れ る と,ボ ス テ ィ ン グ作 成 処 理 と 同 様 の処

理 で,ボ ス テ ィ ン グ 更 新 処 理 を 行 な う。 ま た キ ー ワー ド ・テ ー ブ ル 素 フ ァ イ

ル も前 処 理 と同 様 で あ る。

なお,キ ー ワ ー ド管 理 サ ブ シ ス テ ム で,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル の メ ン テ ン

ス が 行 な わ れ た 場 合,語 番 号 差 換 で 参 照 して い る キ ー ワー ド語 番 号 テ ー ブ ル

が 更 新 さ れ る の で,語 番 号 対 応 フ ァ イ ル の 語 番 号 を 新 語 番 号 に 直 した う.え で,

ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル を メ ン テ ナ ン ス し な け れ ば な ら な い。

'
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4.5.8フ ァ イ ル 概 要

u)文 献 プ ア イ ル

152161〃

レ

コ

ー

ド

長

㈲

記

事

番

号

(E)

言
語
コ

|

ド

(B)

発

行

年

(B)

発
行

璽
|

ド

(B}

記

事

区

分

働

デ ィ レ ク ト リ(B)

〃

著フ所相原資巻号抄キ

艦:録1
名⑧ 名題題名(E)⑧文 ド

著

者

名

著

者

名
プ

リ

が

才

所
属
機
関
名

和

文

標

題

原

文

標

題

資

料

略

名

巻 号 抄

録

文

キ

1

7
ド

4 9 1 2 1 2 1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 rr

'

`

← 虻 長飼 一 一 ー デ・レハ 順 目一一 → ← 一 可藪 項目一→

a.固 定 長 項 目

記 事 番 号(9バ イ ト),記 事 区 分(2バ イ ト)はEBCDICコ ー ド。

言 語 コ ー ド(1バ イ ト),発 行 年(2バ イ ト),発 行 国 コ ー ド(1バ イ

ト)はBINARYコ ー ド。 発 行 年 は 西 暦 年 下2桁 をBINARYで も ち,

第1バ イ トは 前 年,第2バ イ トは 後 年 の エ リア で,未 使 用 の と きは ノ0'。

b.デ ィ レ ク ト リ項 目

可 変 長 項 目 に 対 す る デ ィ レ ク ト リで,各 エ ン ト リは

の 形 式1ワ ー ド(4バ イ ト)か ら な る。

デ ー タ 項 目が 無 い エ ン ト リは'0"。

デ ー タ

開始 位 置

デ ー タ

桁 数

＼2ノ ＼2ノ

c.可 変 長 項 目

フ リガ ナ,巻,号 はEBCDICコ ー ドで,他 は す べ て 漢 字 コ ー ド。 各

項 目 と も可 変 長 で あ る た め,処 理 上 ワ ー ド ・バ ウ ン ダ リに し て区 切 る。

キ ー ワ ー ド項 目 に つ い て は,先 頭2バ イ トに キ ー ワ ー ドの 個 数 を

BINARYで 持 ち,各 キ ー ワ ー ド間 の セ パ レ 一 夕 はX/FF'と す る。

各 項 目 の 最 大 長 は,著 者 名240バ イ ト,フ リ ガ ナ30バ イ ト・ 所 属

機 関 名240・ ・イ ト,和 文 標 題300・ ミイ ト,原 文 標 題600バ イ ト・

資 料 略 名300バ イ ト,巻30バ イ ト,号30バ イ ト・ 抄 録 文1,000

↓

i
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、S

⑨

,

バ イ ト,キ ー ワ ー ドL200バ イ ト。

d最 大 レ コ ー ド 長:4,000バ イ ト(1,000ワ ー ド)

(2)デ ー タ ベ ー ス

152157

レ

コ

ー

ド

長

⑧

記

事

番

号

(E)

喜
吉
1

ド

(B)

発

行

年

(B)

発
行

署
1

ド

(B)

記

事

区

分

(E

デ ィ レ ク ト リ(B)

著 フ所 和 原 資 巻 号 抄

リ属文 文 料

者 が機 ⑧ ⑧ 録

ナ関標 標 略

名(E)名 題題 名'文

著

者

名

著

者

萄
方
ナ

所

属

機

関

名

和

文

標

題

原

文

標

題

資

料

略

号

巻 号 抄

録

文

4 9 1 2 1 2 1 4 4 4 4 4 4 4 4 4

_固 定長項目一ーーレ ← ディレク トリ項目一→ 一 可変長項目一一ー一一一－

a.固 定 長 項 目:文 献 フ ァ イ ル と 同 様

b.デ ィ レ ク ト リ項 目:文 献 フ ァ イル と同 様 の 形 式 で,キ ー ワー ドエ ン ト

リを 除 い た もの 。

c.可 変 長 項 目:文 献 フ ァ イル と 同 様 の 形 式 で,キ ー ワ ー ド項 目 を 除 い た

もの 。

d.最 大 レ コ ー ド長:2,800バ イ ト(700ワ ー ド)

(3)語 番 号 対 応 フ ァ イ ル

1591524

語

番

号

⑬

蓋

髭
言

言

語
コ

|

ド

(B}

発

行

年

(B)

発
行

署
|

ド

(B)

記

事

区

分

(E)

記

事

番

号

4 4 1 2 1 2 9 1

a.語 番 号:キ ー ワ ー ド個 々 に 付 られ た 番 号 をBINARY4バ イ トで もつ 。

b.文 献 格 納 ア ド レ ス:デ ー タ ベ ー ス に 格 納 した 文 献 デ ー タ の 磁 気 デ ィ ス

ク 上 の ア ドレ ス(TTRS)。

c.そ の 他 の 項 目 は文 献 フ ァ イ ル か ら と っ た もの で 同 内 容 。
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d.レ コ ー ド 長:24バ イ ト(6ワ ー ド)

(4)ボ ス テ ィ ン グ ・ テ ー ブ ル

1517

レ

コ

ー

ド

長

⑭

ポインタ1 ポインタ2 ポインタ3
カ'

.・..●,● ■. ポ イン タn

文

献

格《

納レ

ス

悩

言
語
コ

|

ド

㈲

発

行

年

(B)

発
行

璽
|

ド

(B)

記

事

区

分

(E}

⌒

4 4 1 2 1 2 2

牙

a.ポ イ ン タ 内 の 各 項 目 は 語 番 号 対 応 フ ァ イ ル と 同 内 容 。

b.ポ イ ン タ数 は1キ ー ワ ー ドに 対 応 す る 文 献 数 に あ たb,1レ コ ー ド内

に 最 大1,085の ポ イ ンタが 作 成 され る 。 文 献 数 が こ れ を越 え る と,そ れ

に 応 じ て 継 続 レ コー ドが 作 成 さ れ る。

c.最 大 レ コ ー ド長:13,024バ イ ト

(5)キ ー ワー ド ・テ ー ブル 素 フ ァ イ ル

1591324

語

番

号

⑧

ボ ス
ス タ

テ1
・}

三 アク ド

竺
(B)

カウント情報

記

事

番

号

(E)・ 彫
レ

コ

|

ド

数

(B)

1
ポ

イ

ン

タ

数

(B)

4 4 1 3 9 3

a.ボ ス テ ィ ン グ ・ス タ ー ト ・ア ドレ ス

語 番 号(キ ー ワ ー ド)に 対 応 す る ボ ス テ ィ ン グ ・レ コ ー ドの 開 始 ア ド

レ ス で,磁 気 デ ィ ス ク上 の 相 対 ア ド レ ス(TTRS)。

b・ カ ウ ン ト

レ コー ド数 は,ボ ス テ ィ ン グ ・レ コ ー ドの数 で あ り,継 続 レ コ ー ドの

有 無 を 識 別 す る た め に 使 わ れ る。

ポ イ ン タ 数 は,対 応 す る ボ ス テ ィ ン グ ・レ コー ドの 総 ポ イ ン タ数 。

c・ 語 番 号,記 事 番 号 は 語 番 号 対 応 フ ァ イ ル と同 内 容 。
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4.4. キ ー ワ ー ド管 理 サ ブ シ ス テ ム

●

●

4.4.4.処 理概 要

KINDシ ス テ ムでは,情 報検 索 の技 法 と して キ ー ワー ドに よる検 索 方 式 を

採 用 して お り,こ の キ ー ワー ドを管 理 す るの が キ ー ワー ド管 理 サ ブ シ ス テ ム

で あ る 。 デ ー タベ ニス に蓄積 す る情 報 が,情 報 処 理 に関連 す る技術 文 献 で あ
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図4-37キ ー ワ ー ド管理 サ ブ シス テ ムの構 成 図

る こ とか ら,当 サ ブ シ ス テ ムで管 理 す る キ ー ワ ー ドも情 報 処理 に関 連 した 用

語 を選 定 して,キ ー ワー ド ・テ ー ブル に登録 す る。

キ ー ワ ー ドを選択 す る方法 と して は,文 献 中 に出現 す る用語 を す べ て キ ー

ワ ー ドに す る方 法 な ど も考 え られ るが,当 シスーテ ムでは外 部 の研 究機 関 で 作 成

され てい る キ ー ワ ー ドを利 用 す る と と もに,当 シ ステ ム用 に情 報 処 理 文 献 や 用
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語 集 の 中 か ら重 要 と思 わ れ る 用 語 を 選 定 して,併 合 整 備 した キ ー ワ ー ド全 体

が キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル に登 録 さ れ る 。

キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル は,単 な る キ ー ワ ー ドの 順 編 成 で は な く,シ ソ ー ラ

ス の 概 念 と し て 下 位 語 あ るい は 同 義 語 の 関 係 リ ン ク情 報 を 持 た せる 。 こ れ は

検 索 サ ー ビ ス に お い て,利 用 者 の 要 求 に 応 じ て こ れ らの シ ソ ー ラ ス ・サ ー ビ

ス を 行 な う た め で あ る 。 そ の 他,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル に は,各 々 の キ ー ワ

ー ドに 対 応 した 文 献 デ ー タ の格 納 ア ドレ ス で 構 成 さ れ る ボ ス テ ィ ン グ 情 報 を

参 照 す る た め に,ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ ル 上 の 格 納 ア ドレ ス と件 数 な ど を保

持 させ る 。

キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル の メ ン テ ナ ン ス は,キ ー ワ ー ドの追 加 と削 除 の 処 理

を 行 な うが,と も に キ ー ワ ー ド ・マ ス タ ・フ ァ イ ル に 対 して 処 理 を 行 な い,

キ ー ワ ー ド登 録 処 理 に よ っ て キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル を 全 面 書 き換 え す る 方 法

を と る 。

こ の 他,キ ー ワ ー ド管 理 サ ブ シ ス テ ム で は キ ー ワ ー ド登 録 処 理 を 行 な い な

が ら,プ ロ ソ ク ・イ ン デ ソ ク ス ・テ ー ブ ル を 作 成 し て,検 索 時 の ア ク セ ス ・ス

ピ ー ドを 向 上 させ る 。

■
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(1)キ ー ワ ー ド ・ フ ァ イ ル 作 成

一

選 定 キーワー ド

リス ト

ー/

漢字入力装置

一
一一_≠z「 一 一

漢 字 キーワー ド

ユ テ}プ一

lMT編 集

漢 字

キーワー ド

ファツ

モー ド変換編集

'

一 ワ ー ド

ブ アイル

選 定一キ ー ワ ーード

リ ス ト

カナ付

カードせん孔機

カナ ・キー ワー ド

カ ー ド

MT編 集

カナ ・

キー ワー ド

ブ ア イル

カナ漢字変換

ギ
主

知

漢
換

ワ

ア

/
変

ら

カナ漢字

変 換

ア ー フ ル

編 集

キ ー ワ ー ト

フ ァイル

(夕幽 閑)

6ヘ
シソー ラス

～ぐ ・ソ

分 野 編 集

外部分野
キーワード

プ アイル

,

コ ー ド変 換

コー ト
'換 キー ワ

ピシ

編集 ・出力

/

キ ー ワー ド

・ぐ イツ

モニタ ・リス ト

、 ノ ー

図4-38キ ー ワ ー ド ・ フ ァ イ ル 作 成 フ ロ 一

-211一



し

6

●

●

キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル 登 録(2)

ル

ワ

♂

キ

フ

ヨ ミ カ ナ

'ソ ー ト

キー ワー ト

フ ア イル

語 番 号 作 成

キ ー ワー ト

マス タ

Lプ アイル

漢字キ

ド登録

 

キ

霧

データベース管 理

'語 番 号

ア ドレ ス

フアイル
キー ワンデ ックス

キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル 登 録 フ ロ ー図4-39

.

一212一



」

8

■

●

,

(3)関 係 リンク作 成

・

キーワード

マスタ

アイル

語番 号 リス ト作成

語 番 号

キ ー ワ ー ド ・

リ ス ト

関 係 リンク ・デー タ作成

関係
リンク
ファイル

ソー ト

関 係 リンク

ファイル

関 係 リン

ク ・ア ドレス

ファイル

関 係 リー

ク ・マスタ

ファイル

ド

ス

ー
ラ

ワ

一

　
ソ

報

キ

シ

情

語 番 号

ア ドレス

フノ'イル

サブテーブ

ルア ドレス

フアイル

関 係 リンク作成

キーワー ド

ア　フル

シソーフス'
.下位 リ
ンク

サフアーフル

図4-40 関 係 リ ン ク作 成 フ ロ ー

一213一



(4)ボ ス テ ィ ン グ ・ア ド レ ス格 納
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図4-41ボ ス テ ィ ン グ ・ア ドレ ス 格 納 フ ロ ー
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(5)キ ー ワ ー ド ・ テ ー ブ ル ・ メ ン テ ナ ン ス

追 加 キ ー ワー ド

リス ト

川 キ ー ワー ド ・フ ァイル 作 成

追 加

キーワー ド

ブアイル.

キ ー ワ ー ド ・追 加

追 加 マスタ

フ ァイル

ソー ト

加 マスタ

ファイル

新 己 番 号 作 成

新 キ ー

ワー ド・マス

タ ・フ ァイノ

② ・

図4--42

(2)'

一 ワー ド

マス タ

フ ァイル

削 除 キ ー ワ ー ド

リス ト

キ ー ワ ー ド 削 除

キ ーワー ド

肖lj除 ・

プ アイル

・新玉 番 号 作 成

.新 キ ー

ワー ド ・.〔マス

タ ・フ ァ イル

〔2)

(2)

キ ー・

ワー ド ・マス

グ ・ファイル

キ ー ワ ー ド ・ テ ー ブ ル ・ メ ン テ ナ ン ス ・ フ ロ 一

-t215一



(6)関 係 リンク修 正
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4.4.5キ ー ワー ド ・テ ー ブル の作 成

キ ー ワ ー ド ・テ ー ブル の作 成 工程 と して,キ ー ワー ド ・フ ァ イル の作 成 一

キ ー ワー ドの登録 一 関係 りン クの作 成 一 ボス テ ィン グ ・ア ドレス の格 納,と

い う4つ の処 理 が行 なわ れ る。

キ ー ワー ド ・フ ァ イル の作成 で は,ま ず 最 初 に キ ー ワー ド ・テ ー ブル に登

録 にす るキ ー ワー ドの選 択 を行 なわ な けれ ば な らない 。KINDシ ス テ ムで取

扱 う文 献情 報 は情 報 処理 に関連 す る技 術 文 献 で あ り,情 報 処理 の'分野 で特 徴

あ る用語 を キ ー ワー ドと して選 定 す る必 要 が あ る 。 この場 合,専 門 書 や 専 門

用 語 集 な どに出現 す る用 語 につ い て特 徴 あ る もの を選 び 出 し,文 献 の 内 容 を

表 現 で きる代 表 的 な用 語 を キ ー ワ ー ドにす る方 法 が とれ る。 しか しなが ら,

キ ー ワー ドの 選定 は容 易 な もの で な い 。そ の た め,当 システ ムで は外 部 の研

究 機 関 な どで す で に整 備 され て い る キ ー ワー ドや シ ソー ラス の利 用 を検 討 し,
o

併 用 した キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル の 構 成 に な っ て い る 。

キ ー ワ ー ド ・フ ァ イ ル は,各 レ コ ー ド と も漢 字 コ ー ドの キ ー ワ ー ド と,

EBCDICコ ー ドの カ タ カナ で 表 現 した ヨ ミカ ナ とが ペ ア に な っ て 構 成 さ れ る 。

キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル に は,キ ー ワ ー ド ・フ ァ イル の ヨ ミ カ ナ を ソ ー テ ィ'

ン グ(昇 順)し た う え で,プ ロ ソ ク 化 した 順 編 成 フ ァ イル と して 作 成 さ れ

る 。 ま た こ の ブ ロ ッ ク化 の イ ン デ ソ ク ス 情 報 と し て,プ ロ ソ ク ・イ ン デ ッ ク

ス ・テ ー ブ ル を 同 時 に 作 成 す る 。

関 係 リン ク の 作 成 で は,キ ー ワ ー ドの 個 々 に 付 られ た 語 番 号 を 使 っ て,キ

ー ワ ー ド間 の シ ソ ー ラ ス 関 係 を 表 わ す 関 係 子 と と もに 関 係 リ ン ク ・デ ー タ

を 作 成 し,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル の シ ソ ー ラ ス 関 係 ア ド レス の 項 目 に,リ ン

ク情 報 を 付 加 す る 。 ま た キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル の サ ブ フ ァ イ ル と して,リ ン ク
●

情 報 の 間 接 的 な役 割 を 果 す シ ソ ー ラ ス 下 位 リ ン ク ・サ ブ テ ー ブ ル を作 成 す る 。

ボ ス テ ィ ン グ ・ア ド レ ス の 格 納 は,デ ー タ ベ ー ス 管 理 サ ブ シ ス テ ム で 作 成

した キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル 素 フ ァ イ ル と,キ ー ワ ー ド登 録 時 に 作 成 さ れ る語

番 号 ア ドレ ス ・フ ァ イ ル とか ら ボ ス テ ィ ン グ 情 報 を得 て,そ れ ぞ れ を 各 キ ー
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キ ー ワ ー ド ・ ヨ ミ カ ナ 漢 字 キ ー ワー ド 関係子/関 係キー ワー ド(u:同 義語,N:下 位 語)

ジ ョ ウ ホ ウ カ ツ ドウ 情報活動

ジ ョ ウ ホ ウ カ ン リ 情報管理 U－ ド キ ュ メ ン テ ー シ ョ ン

ジ ョ ウ ホ ウ カ ン リシ ャ 情報管理者 U－ ドキ ュ メ ン タ リ ス ト
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ジ ョ ウ ホ ウ ゲ ン 情報源
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'
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ジ ョウ ホ ウ サ ー ビ ス 情報 サービス N-SDI,コ ン テ ン ツ サ ー ビ ス,図 書 館 サ ー ビ ス,

ジ ョウ ホ ウ シ ス テ ム 情報システ ム N-INIS,INSPEC,情 報 検 索 シ ス テ ム,

ジ ョウ ホ ウ シ ュ ウ シ ュ ウ 情報収集 N－ 資料収集

●

デ ソ シ 電子 N-Auger電 子,熱 い 電 子,エ ク ゾ電 子,

デ ソ シ ギ ジ ュ ソ 電子技術

デ ン シ ケ イ サ ン キ 電子計算機 N－ ア ナログ計算機,デ ィジタル計算機,

デ ン シ シ ヤ シ ン 電子写真

一"

ア ン シ セ ン 電子線' U－ 電 子 ビ ー ム

」
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ワ ー ドに 付 加 す る 処 理 を 行 な う。

以 上 の 処 理 を 完 了 す る と,イ ン バ ー デ ッ ド ・フ ァ イ ル は す べ て 完 成 し,検

索 サ ー ビ ス ・サ ブ シ ス テ ムの 実 行 が 可 能 に な る 。

,

⑨
4.4.4イ ン バ ー デ ッ ド ・フ ァイ ル の構 成』

KINDシ ス テ ム に お け る イ ン バ ー デ ッ ド ・フ ァ イ ル の 構 成 は,キ ー ワ ー ド

・テ ー ブ ル ー ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー プ ル ー デ ー タ ベ ー ス,と い う磁 気 デ ィ
,

ス ク 上 に 作 成 さ れ る3つ の フ ァ イ ル が,そ れ ぞ れ の デ ー タ格 納 ア ドレス に よ

っ て リン ク が と られ る 構 造 に な っ て い る 。

キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル は,さ ら に ブ ロ ッ ク単 位 の イ ン デ ッ ク ス を と っ た,

プ ロ ソ ク ・イ ン デ ッ ク ス ・テ ー ブ ル と リン ク さ れ る 。

フ ァ イ ル の 関 連 図 を 図4-45に 示 す 。 こ の う ち,ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ

ル と デ ー タ ベ ー ス は デ ー タベ ー ス 管 理 サ ブ シ ス テ ム で 管 理 し て い る 。

川 キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル の 構 造

a.キ ー ワ ー ド数

外 部 の キ ー ワ ー ド採 用 約5,000語

新 規 の キ ー ワ ー ド作 成 約5,000語

全 キ ー ワ ー ド数10,000語

外 部 の キ ー ワ ー ド数5,000と い う数 字 は,事 例 と し てJICSTシ ソ ー

ラ ス に登 録 さ れ て い る キ ー ワ ー ドの う ち,情 報 処 理 に 関 連 す る と思 わ れ

る 「管 理 シ ス テ ム技 術 編 」 と 「電 気 編 」 の キ ー ワ ー ドを 合 計 した 数 が 約

4,5 .00語 で あ る こ とか ら想 定 して い る 。

当 サ ブ シ ス テ ム で 管 理 す る キ ー ワ ー ドの 最 大 数 は10,000語 と 定 義 す

る 。
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b..レ コ ー ド 構 成

4

`

キ ー ワ ー ド ・

ヨ ミ カ ナ
漢 字 キ ー ワ ー ド

シソーラ

ス 関 係

ア ドレス

ボスティング

情 報

＼1。W/、 。Wノ ＼1Wノ ＼ 、Wノ

・ キ ー ワ ー ド

ヨ ミカ ナ:EBCDIC=N－ ド40バ イ ト

漢 字:漢 字 コ ー ド40文 字=80バ イ ト

シ ソ ー ラ ス 関 係 ア ド レ ス

シ ソ ー ラ ス の 概 念 と し て,下 位 語 お よ び 同 義 語 の 関 係 を リ ン ク さ せ

る た め の 項 目 エ リア で あ り,同 義 語 の 関 係 を もつ キ ー ワ ー ドの ア ドレ

ス あ る い は 下 位 語 の 関 係 を 間 接 的 に もっ た シ ソ ー ラ ス 下 位 リ ン ク ・サ

ブ テ ー ブ ル の 対 応 ア ド レ ス が 保 持 さ れ る 。 同 義 語 ・下 位 語 の 識 別 は,

次 の よ う に 行 な う。

同 義 語 の ア ドレ ス

プ ロ ソ ク

ア ド レ ス

レ ナ

コ

1ン

ド バ

＼3.・ イト/＼1バ イ<

C∴ ∴ ス:iii三〆li鐙 二)
,

下 位 リ ン ク の ア ドレ ス

台 シ ソ ー ラ ス 下 位 リ ン

〃 ・サ ブ テ ー ブ ル 上

の 対 応 ア ドレ ス

1

4バ イ ト

(TTRS)
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関 係 リ ン ク の な い 場 合 は こ の 項 目 は オ ー ル"0"と す る 。

・ ボ ス テ ィ ン グ 情 報

デ ー タ ベ ー ス 管 理 サ ブ シ ス テ ムで 作 成 さ れ る ボ ス テ ィ ン グ ・テ ー ブ

ル に つ い て,各 キ ー ワ ー ドに 対 応 す る ボ ス テ ィ ン グ ・レ コ ー ドの 格 納

ア ドレ ス(複 数 レ コ ー ドの 場 合 先 頭 ア ド レ ス)と,レ コ ー ド数 ・ポ イ

ン タ数 の カ ウ ン ト情 報 か ら成 る 。

_2ワ ード

ポ 格 カ ウ ン ト/

ス 納 レ ポ
テ ア コ イ
イ ド

| ン
ン レ

ド タ
グ ス 数 数

＼ 、ノ ▽ ＼,ノ
バ

イ

ト

バ

イ

ト

バ

イ

ト

c.プ ロ ジ ク構 成

キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル を格 納 す る集 団 磁 気 デ ィ ス ク装 置(F477K)の

1ト ラ ン ク の 容 量 が13,165バ イ トで あ る こ と か ら,

13,165≦N(136×.L十135)'

と い う計 算 式 が 得 られ る 。

N:ト ラ ッ ク 当 りの ブ ロ ッ ク 数 、

L:ブ ロ ッ ク 当 りの レ コ ー ド数

136:レ コ ー ド長

135:レ コ ー ド制 御 バ イ ト数

この 式 に 対 し てN=1か ら5ま で の 計 算 結 果 は 表4-14の よ う に な る 。
■
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表4-14ブ ロ ッ ク構 成 算 出表

4

N L
ト ラ ッ ク 当 り

レ コ ー ド数

プ ロ ソ ク当 り

バ イ ト 数

1 95 95 12,920

2 47 94 6,392

3 31 93 4,216

4 23 92 3,128

5 18 90 2,448

●

'

以 上 の 結 果 か ら,検 索 サ ー ビ ス 実 行 時 に イ ン コア に 必 要 な パ ソ フ ァ ・サ

イ ズ を 考 慮 し てN=4を 採 用 す る 。 よ っ て キ ー ワ ー ドの ブ ロ ッ ク 化 は23

レ コ ー ド単 位 に 行 な わ れ ,最 大 レ コ ー ド総 数10,000語 に 対 し て 計435プ

ロ ソ ク必 要 に な る 。

な お ヨ ミ カ ナ ・キ ー ワ ー ドで 発 生 す る 同 音 異 義 キ ー ワ ー ドに つ い て は,

同 音 異 義 の キ ー ワ ー ドが2つ の プ ロ ソ ク に ま た が る こ と を禁 止 す る 。 そ の

処 置 方 法 は,各 ブ ロ ッ ク の 最 終 レ コ ー ド と次 の ブ ロ ッ ク の 先 頭 レ コ ー ドを

チ ェ ッ ク して,同 音 異 義 の キ ー ワ ー ドで あ っ た 場 合,前 プ ロ ソ ク の 同 音 異

義 キ ー ワ ー ドを す べ て 次 の ブ ロ ッ ク に も っ て い く。 こ の場 合 前 ブ ロ ッ ク の

同 音 異 義 キ ー ワ ー ドの エ リア は ゼ ロ ・ク リア し,縮 小 プ ロ ソ ク(1ブ ロ ッ

ク 〈23レ コ ー ド)の 形 式 を と る 。

(2)ブ ロ ッ ク ・イ ン デ ッ ク ス ・テ ー ブ ル の 構 造

キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル に対 して,プ ロ ソ ク ご との イ ン デ ッ ク ス を も っ た

の が プ ロ ソ ク ・イ ン デ ソ ク ス ・テ ー ブ ル で あ る 。 この テ ー ブ ル は,当 サ ブ

シ ス テ ム の バ ッ チ 処 理 で は 外 部 記 憶 装 置 に 作 成 さ れ,検 索 サ ー ビ ス ・サ ブ

シ ス テ ム に お い て は,イ ン コア に イ ニ シ ャ ル ・ロ ー デ ィ ン グ して 使 用 さ れ

る 。
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a.フ ィ ー ル ド 構 成

キ ー ワ ー ド ・イ ン デ ッ ク ス

頭12文 字

ブ ロ ッ ク ・

ア ド レ ス

1W

・ キ ー ワ ー ド ・ イ ン デ ッ ク ス

キ ー ワ ー ド ・ テ ー ブ ル の ブ ロ ッ ク 化 に 対 し て,ブ ロ ッ ク の 最 終 レ コ

ー ド の キ ー ワ ー ド ・ ヨ ミ カ ナ40バ イ ト の 頭12バ イ ト を イ ン デ ッ ク

ス に と る 。

キ ー ワー ド ・テ ー ブ ル(1ブ ロック=最 大23レ コー ド)

＼ ノ
漢字ノ

/

キ ー ワ ー ド'

イ ン デ ッ ク ス

ブ ロ ッ ク

ア ドレ ス

ヨ ミカナ

(40バ イト)

拗
12バ イ ト

〆

図4-46ブ ロ ッ ク ・イ ン デ ッ ク ス 関 連 図

・ プ ロ ソ ク ・ア ドレ ス

キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル の 各 プ ロ ソ ク を磁 気 デ ィ ス ク に 作 成 し て得 ら

れ る相 対 ア ドレ ス(TTRS)。

b.テ ー ブ ル ・サ イ ズ

キ ー ワ ー ド10,000語 に 対 し て,435プ ロ ソ ク が 作 成 さ れ る 。 よ っ て

テ ー ブ ル の 最 大 容 量 は,

16ノ ミイ ト(4ワ ー ド)×435=6,960バ イ ト(1,740ワ ー ド)

に な る 。
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4.4.5キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル ・メ ンテ ナ ン ス

キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル の メ ン テ ナ ン ス は,追 加 お よ び 削 除 に つ い て の 処 理

を 行 な う。

技 術 文 献 の 特 徴 か ら,新 し く発 表 さ れ る研 究 論 文 等 に は,従 来 使 用 さ れ た

こ と も な い 用 語 が 出現 す る こ とが あ る 。 ま た 「こ とば 」 の 移 り変 り と も い え

る 流 行 を 帯 び た 用 語 の 出 現 や ,一 方 で は 長 期 間 に わ た っ て 一 度 も使 わ れ る こ

と も な くす で に 陳 腐 化 して し ま っ た 用 語 に な る こ と も あ る 。 こ の よ う な こ と

か ら当 サ ブ シ ス テ ム の 管 理 で は,シ ス テ ム の 繁 雑 さ を さ け る と と もに メ ン テ

ナ ン ス 処 理 の 簡 易 化 を 考 慮 し て追 加 と 削 除 の 処 理 に限 定 し て行 な う。

追 加 キ ー ワ ー ドの 作 成 方 法 は,キ ー ワ ー ド ・フ ァ イ ル の 作 成 と同 様 の 処 理

を 行 な っ て 追 加 キ ー ワ ー ド ・フ ァ イ ル を 作 成 す る 。 そ して 前 回 ま で に キ ー ワ

ー ド ・テ ー ブ ル に登 録 して あ る キ ー ワ ー ド ・マ ス タ ・フ ァ イ ル と照 合 を 行 な

い,新 た な 語 番 号 を ふ りな お し て新 キ ー ワ ー ド ・マ ス タ ・フ ァ イル を 作 成 す

る 。

キ ー ワ ー ドの 削 除 方 法 は,前 回 ま で の キ ー ワ ー ド ・マ ス タ ・フ ァ イ ル に付

られ て い る各 キ ー ワ ー ドの 語 番 号 を 使 っ て,削 除 デ ー タ ・カ ー ドを せ ん 孔 し
,

語 番 号 を キ ー に した マ ソ チ ン グ に よ り 削 除 の 処 理 を行 な う 。 こ の あ と新 た に

語 番 号 を ふ り な お し て新 キ ー ワ ー ド ・マ ス タ ・フ ァ イ ル を作 成 す る 。

追 加 あ る い は 削 除 に よ っ て 作 成 さ れ た 新 キ ー ワ ー ド ・マ ス タ ・フ ァ イ ル は
,

キ ー ワ ー ド登 録 処 理 に よ っ て,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル と ブ ロ ッ ク ・イ ン デ ッ

ク ス ・テ ー ブ ル を 全 面 更 新 し,イ ン バ ー デ ッ ド ・フ ァ イル を 作 りか え る 。 ま

た キ ー ワ ー ドの メ ン テ ン ス と と も に,関 係 リ ン ク の 更 新 も行 な う。
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4.4.6フ ァ イ ル 概 要

(1)キ ー ワ ー ド ・ フ ァ イ'ル

120141

キ ー ワ ー ド ・ヨ ミ ガ ナ

(E)

A

漢字 キーワ「 ド

(K)

40 80
、

a.キ ー ワ ー ド ・ヨ ミガ ナ

キ ー ワ ー ドの ヨ ミ ガ ナ をEBCDICコ ー ドの カ タ カ ナ で40バ イ ト以

内 で 表 現 。 残 り は"0"。

b.漢 字 キ ー ワ ー ド

キ ー ワ ー ドを 漢 字 コ ー ドで40文 字=80バ イ ト以 内 で 表 現 。残 りは

"0"
。

c.レ コ ー ド長:120バ イ ト

(2)キ ー ワ ー ド ・マ ス タ ・フ ァ イ ル

12815949

語

番

号

(B)

旧
語
番
号

(B)

キ ー ワ ー ド ・ヨ ミ ガ ナ

(E)

漢 字 キ ー ワ ー ド

(K)

4 4 40

)

80

a.語 番 号

キ ー ワ ー ド.。 ミガナ の ソ ー 順(昇 順)に 付 ら辰 シ ー ヶ ン 播 号

をBINARYで 表 現 。

b.旧 番号

キ ー ワー ドの メ ンテ ナ ンス に よっ て語 番 号 が付 け加 え られ た場 合 の,

一226一
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前 回 ま で に 使 わ れ た 語 番 号 。

c.キ ー ワ ー ド ・ヨ ミ ガ ナ/漢 字 キ ー ワ ー ド

キ ー ワ ー ド ・フ ァ イ ル と同 様 。

d.レ コ ー ド長:128バ イ ト

(3)語 番 号 ア ド レ ス ・フ ァ イ ル

1591353 132

キ格 '

語 旧 |納

番 詰
番
ワ ア

iド
キ ー ワ ー ド ・ヨ ミガ ナ 漢 字 キ ー ワ ー ド

号 号 ドレ

(B) (B)

ス

(B) (E) (K)

4 4 4 40 80

a.キ ー ワ ー ド 格 納 ア ド レ ス

キ ー ワ ニ ド ・ テ ー ブ ル 上 の ア ド レ ス で,プ ロ ソ ク ・ ア ド レ ス と レ コ ー

ド ・ナ ン バ が
・

ス

ク

レ

ッ

ド

ロ

ア

ブ レ コ ー ド

ナ ン バ
の 形 式 に な っ て い る 。 プ ロ ソ ク

3ノミイ ト1ノ ミイ ト

・ア ド レ ス は 磁 気 デ ィ ス ク ・フ ァ イ ル の相 対 ア ド レ ス(TTRS)のTTR

で あ る 。 レ コ ー ド ・ナ ン バ は,ブ ロ ック化 さ れ た キ ー ワ ー ド ・レ コ ー ド

の ブ ロ ッ ク 内 の シ ー ケ ン ス 番 号 で あ る 。

b.語 番 号/旧 語 番 号 .

キ ー ワ ー ド ・マ ス タ ・フ ァ イ ル と同 様

c.キ ー ワ ー ド ・フ リガ ナ/漢 字 キ ー ワ ー ド

キ ー ワ ー ド ・フ ァ イ ル と同 様

d.レ コ ー ド長:132バ イ ト
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94

ルブーテ号蕃語ドワーキ

9↑
O

4

、

1 128

語 旧

諾

番
口口

-

番

キ ニ ワ ー ド ・ ヨ ミ ガ ナ 漢 字 キ ー ワ ー ド

口 口
写 フヲ

(B) (B)
、

4 4

▲

ふ

a.各 項 目の 内 容 は す べ て キ ー ワ ー ド ・マ ス タ ・フ ァ イ ル と 同 様 で あ る が ,

こ の テ ー ブ ル で は 漢 字 キ ー ワ ー ドの ソ ー ト順(漢 字 コ ー ドの 小 さ い 順)

に 並 び か え て あ る 。

b.レ コ ー ド長:128バ イ ト

(5)関 係 リ ン ク(マ ス タ)フ ァ イ ル

1 ,591220

見語 関 関
係

出番 係 語
番

し号 子 号

(B) (E) (B)

4 1 3 4 8
〉

92れがさド限一制コにレト
。

小

イ

る

ξ

a.見 『出 し語 番 号/関 係 語 番 号

いず れ の語 番号 もキ ー ワー ド .・マス タ ・フ ァイル の語 番 号 と同 様 の意

味 で あ るが,見 出 し語 と関 係語 の 関連 性 は 主 体 とな るの が 見 出 し語 で,

そ れ に対 して 関係 語 は ど うい う関係 か を関係 子 で識 別 す る 。

b.関 係子

EBCDICコ ー ドで識 別 。 「B」 の と きBT関 係(BroaderTerm;上

位 語),「U」 の と きUF関 係(UsedFor;同 義 の非 デ ィス ク リプ タ)

を意 味 す る 。

`

■
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c.レ コ ー ド長:20バ イ ト

(6)関 係 リ ン ク ・ア ドレ ス ・プ ア イル

15913 20

昌
格
納
関 % 関

係 ・

%

)
'

し

語

番

号

B(、

《

二
(B)

係

(1)多
語

番

号

z
4 4 1 3 4 4

a.格 納 ア ド レ ス

見 出 し語 番 号 に 対 応 す る キ ー ワ ー ドの格 納 ア ドレ ス で,語 番 号 ア ドレ

ス ・フ ァ イ ル の キ ー ワ ー ド格 納 ア ドレ ス の 項 目 か ら と っ た もの 。

b.そ の 他 の項 目 は,関 係 リ ン ク ・フ ァ イル と 同 様 。

c.レ コ ー ド長:20バ イ ト

(7)シ ソ ー ラ ス 下 位 リ ン ク ・サ ブ テ ー ブ ル

15

レ

コ

|

ド

長

(B)

下'位 リ ン ク(B)

格

納
ア

ド

レ

ス

/
1

4 4 4 1 一 一 一 一 一 一
＼

一 4

'可変 長 レコー ド

a.下 位 リ ン ク

シ ソ ー ラ ス 関 係 の う ち 下 位 に 対 応 す る キ ー ワ ー ドの 格 納 ア ド レ ス を リ

ン ク と し て もっ 。

格 納 ア ドレス は
ス

ク

レ

ソ
ド

ロ

ア

ブ レ コ ー ド

ナ ン バ
の 形 式 で キ ー ワ ー ド'テ ー

3ノミイ ト1ノ 〈イ ト

ブ ル 上 の 相 対 ア ド レ ス で あ る 。

1キ ー ワ ー ドに 対 して 最 大200個 の 下 位 リ ン ク を 確 保 す る 。

一229 -一



b.最 大 レ コ ー ド 長=808バ イ ト

(8)サ ブ テ ー ブ ル ・ ア ド レ ス ・ フ ァ イ ル

9 20
.

関
係
語
番
号

(B)

関

係

子

(E)∨
シ 関

ソ 係

iア

ラ ドレ

ス ス

(Bl,

8 1 3 4 8

■

鵬

a.関 係 子/関 係 語 番 号

関 係 リ ン ク ・ア ド レ ス ・フ ァ イ ル の 見 出 し語 と関 係 語 の 関 連 を逆 転 し

た 形 式 で 関 係 子 を もつ 。

EBCDICコ ー ドで 「N」 の と きNT関 係(NarrowerTerm;下 位 語),

「S」 の と きUSE関 係(Use;同 義 デ ィ ス ク リ プ タ参 照)を 意 味 す る 。

b.シ ソ ー ラ ス 関 係 ア ドレ ス

関 係 語 を 主 体 に した シ ソ ー ラ ス 関 係(下 位 語,同 義 語)の キ ー ワ ー ド

の ア ド レ ス を保 有 す る 。

下 位 語 に 対 す る 関 係 ア ド レ ス は,シ ソ ー ラ ス 下 位 リ ン ク ・サ ブ テ ー ブ

ル 上 の ア ドレ ス(TTRS)を,同 義 語 に対 す る 関 係 ア ドレ ス は,キ ー ワ

ー ド ・テ ー ブ ル 上 の ア ドレ ス を もつ 。

c.レ コ ー ド長:20バ イ ト

し

●
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4.5索 引誌 作 成管 理 サ ブ シ ステ ム

●

●

4.5.1処 理 概 要

KINDシ ス テ ムで は,'オ ン ラ イン会 話 型 に よる文献 情 報 の検 索 が主 目的 で

あ り,検 索 サ ー ・ス ・サ ブシ ス テ ・ を メ イ ・に して・ デ ー タベ ース管 理 サ ブ

シス テ ムお よび キ ー ワー ド管 理 シス テ ム にお い て各 種 の フ ァ イルが作 成 ・管

理 され,情 報 検 索 が 行 なわ れ る。 これ ら3つ の サ ブ シス テ ムに 比べ て特 異 な,

独 立 した サ ブ シス テ ム と して索 引誌 作成 管 理 サ ブシス テ ムが あ る。

白

図4-47索 引 誌 作 成 管 理 サ ブ シ ステ ムの構 成 図
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索 引 誌 作 成管 理 サ ブ シス テ ムは,す で に作 成 され て い る デ ー タベ ー ス とキ

ー ワー ド ・テ ー ブル
,お よび これ らを リン クす る ボス テ ィン グ ・テ ー ブル と

を使 っ て,各 種 索 引 リス トや 統 計 リス トを 作成 す るた め のサ ブシ ス テ ムで あ

る 。

当 サ ブ シス テ ム では,主 に 次 の よ うな索 引 リス トお よび統 計 リス トを作 成

す る。

① 著 者 名 索 引 リス ト

② キ ー ワー ド索 引 リス ト

③ キ ー ワー ド統計 リス ト

著 者 名 の 索 引 リス トの作 成 は,文 献 そ れ ぞ れ の著 者 に対 して一 連 の研 究 論

文 等 を調 査 す る 目的 で行 な う もの で あ り,文 献 デ ー タの著者 名 お よび著 者 名

フ リガナ の項 目を取 り出 して 集計 を行 ない ,索 引 リス トを作 成す る 。

キ ー ワ ー ド索 引 リス トは
,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル に 登 録 さ れ て い る 各 キ ー

ワ ー ドに 対 し て,文 献 デ ー タ が ど の よ う な分 布 で 蓄 積 さ れ て い る か を知 る手

が か りを 与 え る た め の 索 引 リス トで あ り ,各 キ ー ワ ー ドに文 献 の 記 事 番 号 を

対 応 させ た 形 式 で 提 供 さ れ る 。

キ ー ワ ー ド統 計 リス トは
,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル の 各 キ ー ワ ー ドに つ い て,

年 度 別 の 使 用 頻 度 分 布 を と っ て,キ ー ワ ー ドの 使 わ れ 方 を調 査 す る 目的 で 行

な う もの で あ り,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル の メ ン テ ナ ン ス の 判 断 資 料 に も使 わ

れ る 。

●

》

■
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■

4.5.2処 理 フ ロ ー

(1)著 者 名 索 引 作 成

者者名乗引

パラメータ

著者 名

ファイル

著 者 名

ソー'

プアイル

図4-48著 者 名 索 引 作 成 フ ロ ー
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(2)キ ー ワ ー ド索 引 作 成

キ ー ワー ド

ア ー フ ル

タ

ド

ー

ー

メ

ワ

ラ

ー

パ

キ

弓索

引

成

家

作

ド

ド

ー

ー

ワ

コ

ー

レ

キ

ド

ル

一
引

イ

ワ

ア

一
索

フ

キ

＼

ソ ー ト・

プ アイル

弓索ド

ト

ー

ス

.ワ

リ

ーキ

ボ ス

テ ィ ン グ

ア ー フ ル

図4-49キ ー ワ ー ド索 引 作 成 フ ロ ー
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(3)キ ー ワ ー ド統 計 リス ト作 成

◆

■
計統

タ

ド

一

一

メ

ワ

ラ

ー

パ

キ

計続

成

ド

乍で

一

夕

ワ

}

一

デ

キ

ド

レ
、

一
計

〃

ワ

ア

一
統

フ

キ

＼

ド

ト

ー

ス

ワ

リ

一
計

キ

統

ボ ス

テ ィン グ

ア ー フ ル

図4--50キ ー ワ ー ド統 計 リ ス ト作 成 フ ロ ー
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4.5.5著 者 名索 引

著者 名 の索 引 は,そ れ ぞ れ の著 者 に つい て一 連 の研 究 発表 論 文 を追 跡 して

成果 等 を調 査 した り,ど ん な著 者 が ど うい った研 究 を行 な ってい るか等 を調

査 す る 目的 で作 成 す る もの で あ る。

文献 フ ァ イル お よび デ 三 夕ベ ース に蓄 積 され る著 者 名 項 目 と著 者 名 フ リガ

ナ項 目の特 徴 と して,日 本 語 で表 記 され た著 者 名(日 本 人 あ るい は 日本 語 で

表 記 可能 な外 国 人)と 外 国語 で表 記 され た著 者 名(外 国 人 あ るい は 外 国語 で

表 記 した 日本 人),お よび団体 著 者 名(日 本 語 表 記 に限 る)と い う3種 類 の

著 者 が あ る。 ま た著 者 名 フ リガナ は,EBCDICコ ー ドの カタ カナ で表 わす

た め に 日本 語 の著 者 名 に限 って プ リガナ が付 られ て い る。 しか も文 献 の著者

名 には姓 だ け の もの,あ るい は 名 が あ って も読 み方 が不 明 な もの,な どが あ

るた め に姓 の一 般 的 な読 み 方 で著 者 名 フ リガナ は構 成 され てい る。

この よ うな こ とか ら,著 者 名 につ い て索 引 を とる には,こ れ ら著 者 名 の種

類 を識 別 して索 引 を とる必 要 が あ る 。 よっ て著 者 名 索 引 リス ト作 成 処理 で は,

これ らの識 別 をパ ラ メ ー タで指示 ・選択 して行 な われ る 。

処 理 手 順 と しては,ま ず パ ラ メ ー タを解 析 して指 定 され た著 者 名 に関 す る

文 献 を デ ー タベ ー スか ら抜 取 り,著 者 別 に 整理 して リス トが作 成 され る。索

引 リス トに は著 者 別 に,和 文 標 題/記 事 区分/資 料 略 名/発 行 年/巻/号,

お よび記 事 番号 とが漢 字 コ ー ド編 集 され て 出 力 さ れ る。

・著者 名 索 引 パ ラ メー タ形 式

三 ⑭ … 行熾(姓 ・リガナ… 恥・%・⊇

出 力 形 式

NAME:和 文 標 題,記 事 区 分,資 料 略 名,発 行 年,巻,号,記

( 事 番号

＼NAME,、 記事 番号

一236一
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◆

禽

著者 名記述形態指定

J:日 本語 の著者 名(個 人,団 体 とも)

JI:日 本語 の個人著者名

JG:日 本語 の団体著者名

F:外 国語 の著者名

省略:全 著 者名

文献発行年数

{三 笠 ㌫ 、_ケ 。)
特定姓 指定

著者 名記述形態 で 「JI」指定 の とき有効

嚇 慧 ∴∵ 定
・索引 リス ト出力形 式

NAME指 定

著者名

記事番号

NAME2指 定

料 発行年

題

巻

記事 区分

著者 名

記事 番号1記 事 番号2記 事番号3記 事 番号4記 事 番号5

NAME指 定 の と きの指 力 例 を図4-51に 示 す 。
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●

4.5.4キ ー ワー ド索 引 リス ト

キ ー ワ ー ド索 引 は,キ ー ワー ド ・テ ー ブル に登 録 され てい る全 キ ー ワ ー ド

に つい て,各 キ ー ワ ー ドに文 献 が どの よ うに対 応 してい るか を記 事 番号(各

文 献 ご とに付 られ た唯 一 の番 号 で,分 野 区 分/作 成年 月/一 連 番 号 か ら成 る)

を対 応 させ て出 力作 成 した もの で あ る 。

キ ー ワ ー ドは,文 献 中に記 述 され てい る情 報 の 内容 か ら
,情 報検 索上 重 要

な事 柄 を 「こ とば」 と して表 現 した もの で あ り,こ の キ ー ワー ド索 引 リス ト

を参 照 す る こ とに よって利 用 者 は 文献 検 索 サ ー ビスを受 け る際 に大 きな手 が

か りとな る。 と くに検 索 キ ー ワー ドを入 力 す る時 には ,キ ー ワー ドに対 応 す

る文 献 の有 無 が 明 確 に得 られ 無駄 な検 索 を さけ るこ とがで き る。

キ ー ワー ド索 引 の作 成 に あた って は,キ ー ワ ー ド ・テ ー ブル の登 録 順

(EBCDICコ ー ドの ヨ ミカナ順)に ボス テ ィ ング ・テ ーブル を参 照 しなが ら

文 献 デ ー タの デ ー タベ ー ス内 の格 納 ア ドレス を求 め,そ の ア ドレ スか ら文 献

デ ー タ を探 索 して,対 応 す る記 事 番号 を得 る 。 この記事 番号 は ,蓄 積 モ ー ド

がEBCDICコ ー ドで あ るため,漢 字 プ リンタ に出 力す るには 漢字 コー ドに

変 換 され,出 力様 式 に編 集 さ れ て キ ー ワー ド索 引 リス トが作 成 され る。

キ ー ワー ド索 引 リス ト作 成 の パ ラ メー タ形 式 は 次 の よ うに な る 。第2項 目

、

の文 献,発 行 年 の指 定 は ,全 文 献 デ ー タ に つい て の索 引 を行 な うか,あ るい

は一 部 指 定 年 に限 って行 な うか を指示 す る項 目で あ り,文 献 デ ー タ中 の発 行

年 を参 照 して識 別 す る。

・キ ー ワ ー ド索 引 パ ラメ ー タ形 式

●

KEYWORD,文 献発 行 年 指 定

文 献 発 行 年 指定

YY:年 指定 ・

誌 竺(__ケ タ)
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4.5.5キ ー ワ ー ド統 計 リス ト

キ ー ワ ー ド統 計 リス トは,キ ー ワー ド ・テ ー ブル に登録 さ れ て い る 全キ ー

ワー ドに つ い て,各 キ ー ワー ドが年 と と もに どの よ うに使 わ れ てい るか の頻

度 統計 を とった リス トで あ る。

キ ー ワー ドの 意 味 す る こ とは 前述 の ご と く文 献 の 内容 を代 表 す る重 要 な

「こ とば 」 で あ る 。 この キ ー ワ ー ドにつ い て の分 布 を年 別 に とっ てみ る と,

あ るキ ー ワ ー ドが 高 い頻 度 で 出現 して い る年 な らば,そ の年 には この キ ー ワ

ー ドに関 連 した研 究 論 文 や文 献 が 多 く発 表 ・出版 され た とい う判 断 の も とに
,

キ ー ワー ドの流 行,換 言 す れ ば そ の キ ー ワー ドの意 味 す る よ うな内容 の研 究

熱 が高 ま った 年 で あ る と推 察 す る こ とが で きる。 また,あ る キ ー ワー ドの 出

現頻 度 が 年 と と もに下 降 状 態 に な り,つ い には 出現 頻 度 が ゼ ロに な っ て数 年

の経 過 が続 い た な らば ,も は や そ の キ ー ワ ー ドは陳 腐化 した か,あ るい は別

の新 しい 「こ とば 」 へ と変化 して しま った とい う予 測 も可 能 で あ る 。そ の他

に も,キ ー ワ ー ドの メンテ ナ ンス に役立 つ 資料 と して もま た有 効 な統 計 と思

わ れ る 。

キ ー ワー ド統 計 リス ト作 成 は,パ ラメ ー タ方 式 で行 ない ,年 別 の キ ー ワ ー

ド出現 頻 度 を集 計 して漢 字 プ リン タに 出 力す る 。

(なto,統 計 リス トの種 類 は,現 時 点 では1種 で ある が,将 来 他 の統 計 リ

ス トの 作 成 も行 な う予 定 で あ る)

・キ ー ワー ド統計 パ ラ メー タ形 式

TOKEI,KEYWORD,年 指 定

年 指定(文 献発 行 年)

Y:年 指定

(
Y--Y'Y':年 範 囲 指 定(範 囲 ≦15年)

略:現 在 の 年 か ら過 去15年

(YY,Y'Y':西 暦 年 下2ケ タ)
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4.5.6フ ァ イ ル 概 要

(1)著 者 名 フ ァ イル

1 241 248

著 者 名(フ リガナ)

●

(K)

雪

曇》]》
240 4

a.著 者 名

一 宮定のとき ・リ三 一 禦Z

t8va・ ■・一
式 を とり,そ の他 の指定 は著者 名のみ。

b.該 当 文 献 格 納 ア ドレ ス'

デ 一 夕 ベ 一 文 に格 納 して あ る該 当 文 献 デ ー タ の ア ドレ ス(TTRS)

c.レ コ ー ド長:248バ イ ト

(2)キ ー ワ ー ド索 引 フ ァ イル

15913

記 ＼
し! 語
コ 事

番
記事番号

1 番
号

ド

長 号 件
数

1 2 3 4 5 6/
(B) (B) (B)

4 4 4 9 9 9 9 9 9 //

a.語 番 号'、

キ ー ワ ー ド ・ヨ ミ カ ナ の ソ ー ト順(昇 順)に 付 られ た シ ー ケ ン ス 番 号
。

キ ー ワ ー ド ・テ 三 ブ ル の レ コ ー ド格 納 順 と一 致 す る 。

b.記 事 番 号 件 数

キ ー ワ ー ド索 引 に ょ っ て 得 られ た 記 事 番 号 の 件 数 。
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1レ コー ドには最 大10Q件 の記事 番号 ま で記 録 で き,そ れ を こえ る場

合 は100件 以 内 の レ コ ー ドを継 続 させ て,総 件 数 を第1レ コ ー ドに入 れ

る。継 続 レ コ ー ドに は ゼ ロを入 れ る 。

c.記 事 番号

文 献 デ ー タ ご とに付 られ た 番号 で,EBCDICコ ー ド9桁 か ら成 る。

d.最 大 レ コー ド長:912バ イ ト

(3)キ ー ワ ー ドi統計 フ ァ イル,

▲564

語

番

号
(B)

発 行 年 カ ウ ン ト ・エ リア(B)

第

1

年

(B)

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

4 4 4 4

、

a.語 番 号 ・

キ ー ワ ー ド ・ヨ ミ カ ナ の ソ ー ト順(昇 順)に 付 られ た シ ー ケ ン ス 番

号 。 キ ー ワ ー ド ・テ ー ブ ル の レ コ ー ド格 納 順 と一 致 す る 。

b.発 行 年 カ ウ ン ト ・エ リア

指 定 さ れ た 基 準 年(古 い 年)を エ リア ー1に セ ッ トし,以 降 最 大15

年 間 の カ ウ ン トを入 れ る 。 指 定 年 が15年 未 満 の と き,不 要 な エ リア に

X'FF'を 入 れ る 。

脅
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4.6シ ス テ ム の 利 用 法

● 4.6.1端 末 の構 成

検 索 サ ー ビスサ ブシス テ ムで 使 用 す る端 末 の 構成 を図4-54に 示 す。

●

4800B/S

＼ こ＼

漢 字 プリンタ

装 置

ACOM

U-200

紙テープ読取
さん孔装置

FACOM

U-200

ド　ボ

字

}

漢

キ

Li/Lo

A

紙テープ読取
さん孔装置

図4-54図 端 末 装 置 構成 図

9
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4.6.2漢 字 デ ィスプ レイ 装置 の盤 面 配 列 ・

(1)キ ー ボ ー ド の 配 列

閲L復 ・・

一

国

田■コ'

あ

タ

◎
6

,

⑨

図4-55漢 字 キ ー ボ ー ドの 配 列

(2)キ ー ボrド ・ア ダ プ タ の 配 列

1

↑

①
靖㌣'匿 馳11笥lil

、
表示 ランプ

IDカ ー ド

[送信][亘 コ
[亘 コ[三 ≡コ[≡]

コ ン ト ロ ー ル ・ キ ー .

田
口
口
口

口

口

口

口

…

口

口

口

口

.

ス トッパ ー

口 口 口 口

口 口 口 口,
口 口 口 口 ・

口 口 口 口

国[ヨロ口

回 画 図図

口 回 回国

[]口 口図
画川 柳 キー

●

■

←,一 一「 一 一'一 一"一}一',一 婿≠「 　● 一一・一 ・一

図4-56キ ー ボ ー ド ・ア ダ プ タ の 配 列

一246一



●

■

■

■

4.6.5各 種 キ ー の 説 明

文 献 検 索 時 に お い て,シ ス テ ム と の 会 話 に 必 要 な 各 種 の キ ー を表4-15

に 概 説 す る ○ こ れ ら の キ ー は,キ ー ボ ー ド ・ア ダ プ タ に 配 置 さ れ て い る 。

表4-15各 種 キ ー の 説 明

キー種別 操 作 キ ー 説 明

フ ァ ン ク シ ョン ・ 検索 コマン ドが指定 オ ー バ レ イ ・シ ー トを 併 用 し て,検 索 コ マ

キ ー され て い る キ ー ン ドとして使用する。 配置は,「 検索 コマ

ン ド」の項 を参照。

テ ン ・ キ ー ロ キーを除 くすぺ このキー を押す ことに より,数 字お よびピ

て の キ ー
リオ ドが入 力できる。

1

コ ン ト ロ ー ル ・ このキーは,画 面 に表示 した入力デ ータを

キ ー
送 信

セ ンター側 に送る とき使 用する

画面制御 ・キー デ ー タ をEBCDICコ ー ドで 入 力 す る。

A
当 システムでは,デ ー タを入 力す る前には

必ず押す。

こ れ ら の キ ー を 押 す こ と に よ り,カ ー ソ ル

} の移動 を行な う。 これは,入 力データの修

↓

正 などに使 う。

←

→

再表示
現在表示した画面を再び表示させる。
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4.6.4表 示 ・出 力 の様 式

検 索 に関 す る諸 情 報 は,漢 字 デ ィス プレ イ装 置,お よび漢 字 プ リン タ装 置

を使 って表 示 ・出 力 され るo

(1)漢 字 デ ィス プ レ イの 画 面

漢字 デ ィス プ レ イ画 面 に は,検 索 過 程 に お け る各 種 の情 報 や,検 索 の結

果 で あ る文 献 情 報 を表示 す る。

画 面 の様 式 は 図4-57の とおbで ある。

⑱

%
検索結果等の表示

表示画面

〃 検索手順
操作画面

↓

/

一[

__カ_ソ ル
HDMs

32文 字

表示 画面(13行 分)

、 ・ブ・テ・ …,一 ル・

[コ ・オペ・「・・ン… 一ル・

図4-57画 面の 様 式

、

・表示 画面

この部 分 は,検 索 の 中 間 情報 や文 献 情報 の表 示 を行 な う部 分 で あ る。

ま た,エ ラー ・メ ッセー ジ も この 部分 の最 下 行(13行 目)に 表 示 さ

れ るo
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句

。操作 画 面

こ の部 分 は,主 と して検 索 に 関 す る デ ー タ を入 力す る た めの 画 面 で

あ る。 なお,こ の 始 め の 部分 に は,検 索手 順 が示 され る。

デ ィス プレ イ 画 面 の うち プ ロテ ク ト ・フ ィール ドが 指 定 され て い

る部 分 に は,文 字 の入 力操 作 は で きず,オ ペ レー シ 。ン ・フ ィー ル

ドに限 って可 能 で あ る。

(2)漢 字 プ リン タ用 紙'

漢 字 プ リン タ には,検 索 した 文 献 情 報 を 出力 す るc

出 力用 紙 は,A4サ イズ の大 き さで,ス テ ップ 間隔 は6行/イ ン チで あ

る。 原 則 と して用 紙1枚 に2文 献収 め るが,前 の文 献 が 長い 場 合 は1文 献

の こ と もあ る。

出 力様 式 は 図4-58の とおbで あ る。

●

1・ 印 行
A

70行

r

空白
鴫 口■

13文 字

文 献 情 報

空白
哺頃,

10文 字

1-・ ・

B75050260K〔}100ぴD1

流 域 の シュ ミレ ー シ 。ン…

～
抄録 文:あ る流域の短期……

●55文 字

図4-58出 力 用 紙 の様 式
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4.6.5検 索 コ マ ン ド

ノ

(1)検 索 コ マ ン ドの 種 類

検 索 コ マ ン ドは全 部 で9個 用 意 され て お り,そ の 種類 と使 用法 を表4-

16に 示 す。

表4-16検 索 コ マ ン ドの使 用法"

処理 検 索 コマン ド名 入力指示語 説 明

会 話 開 始 検索 サーrス の開始 をサブシス テム蜘

らせ る

キ
ー
ワ
ー
ド

処

理

キ ー ワ ー ド入 力

`

検 索 キ ー ワ ー ド 検 索に必要 なキーワードを入力する。

保 存 語 指 定

1

保 存 語 ・番 号 キー ワー ド群が ら保存 したい ものを指定

する。

検

索

処

理

検 索 式

1

検 索 式 選択 した キーワー ドを使い論理式を作成

す るo

条 件 式

1

条 件 式 検索式で得た結果に条件を与える。

出

力

処

理

出 力

.

出 力 様 式 検索された文献を表示(出 力)す る。

ハ ー ド ・ コ ピ ー

.

デ ィスプレイ装置 に表示 され ている文献

を漢字 プリンタに出力す る。

会 話 終 了

.

検 索サー ビスの終了をサ ブシステムに知

らせ る。

継 続

1

デ ィス プレイ画面の続 きを表示する。

、

.

出 力 方 法 出 力,ハ ー ド ・コ ピー の サ ブ ・コ マ ン ド

で あ るo

② 検 索 コ マ ン ドの 配 列

検 索 コ マ ン ドは キ ー ボ ー ド ・ア ダ プ タ の プ ロ グ ラ ム ・フ ァ ン ク シ ョン ・

キ ー 上 に あ り,配 列 位 置 は 図4-59の と お り で あ る。
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会 話

開 始

キ ー ワー 保存語
検索式 条件式

ド入 力 指 定

ハ ー ド

出 力
コ ピ ー

会 話
継 続

終 了

.図4-59検 索 コ マ ン ドの 配 列

(3)検 索 コ マ ン ドの 入 力 方 法

検 索 コ マ ン ド の入 力 方 法 は,キ ー ボ ー ド ・ア ダ プ タ 上 に 配 置 した プ ロ グ

ラ ム ・ フ ァ ン ク シ 。ン ・キ ー を 押 す こ と に よ り行 なわ れ る 。 ま た,シ ス テ

ム が パ ラ メ ー タ を 要 求 す る 場 合 は,操 作 画 面 上 に 入 力 指 示 語,HDM(〉

印),カ ー ソ ル(_)が 示 さ れ る。

●

入 力指示語 θ

}一

図4-60検 索 情 報 の入 力 位 置

一251一



4.6.6デ ー タ入 力方 法

(1)'入 力文字 種

利 用 者 が文 献 検 索 サ ー ビス を 受 け る時 に,端 末 の キー ボ ー ドを使 って デ

ー タ入 力 が行 な え る文字 種 を,入 力操 作 す る キ ー別 に した の が表4-17

で あ る。

表4-17デ ー タ入 力 文 字 種

,

入 力 キ ー 文 字 備 考

テ ン ・ キ ー

0～9

●

数 字 お よび ピ リオ ドは テ ン ・キ ー

入 力 が 望 し い 。

キ ー ボ ー ド

ア ～ ン,",0

0～9

十,一,*,●

キーボー ド・ア ダプタに あ る 画 面 制 御

キ ー の 囚 キー を 押 して か ら入 力

す る 。

② デ ー タ入 力形 式

入 力 デ ー タは,次 の 形 式 で入 力 す る。

(入力指示語)レ 囚 〕

↑
[

入力データ

琶,。._

カ ソ ー ル

画面制御 キ ー

(3)キ ー ボ ー ド文 字 の 入 力方 法

キ ー ボ ー ド上 の 文字 は,2ス トロー ク方 式 に よ って入 力 さ れ る。 す なわ

ち,キ ー ボ ー ド上 の入 力 した い文 字 が あ る鍵 盤 を押す と同 時 に,セ レク シ

ョン ・キ ー の,文 字 位置 に対 応 す る 番 号 を押 す。 操 作 例 を 図4-61に 示

す。

竜
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セ レ ク シ ョ ン ・ キ ー

■

■

① ⑤
鍵盤

「エ 」

押す 押す

ア オ

② ⑥ イ カ

③ ⑦
ウ キ

工 ク

σ
'

⑧

図4-61キ ー ボ ー ド文 字 の 操 作

(4)入 力uak・ け る注意 事 項

・文 字 キ ー をは じめ・ 蹄 一 を押 す と きは・園 ・ン プが点 灯 ・て い な

け れ ば な らな い。

・書 体 キ ーは[亘 亘司 とす る。

。入 力 デ ータ の 送 信 は,画 面 制御 キ ーの 囲 キ ー を用 い る。

。入 力文 字 の 訂 正 は,カ ソー ル 移動 キー[口[口Eヨ 日 で,訂 正 した い

文 字 の 下 ま で カ ソ ー ル を 動 か し,正 しい 文 字 を 入 力 す る 。

・チ ェ ック ・コ ー ド間 隔 ダ イ ヤ ル は2つ と も0に セ ッ ト し て;]5・く

,
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漢 字 キ ー ボ ー ド

=F丙 陪塔 1湖溝 1膿胡
1絆絞

㌫ … 一㌔ ▽ 一…T≡ 一ー一一已 一一ー一一已 一一…

/[コ
半濁点

ア オ ケ ス チナ ノヘ ムユ
イカ コセ ツニ ハ ホ メ ヨ
ウ キ サ ソ テヌ ヒマ モ ラ
エ ク シタ トネ フ ミ ヤ リ

ル ヲ
レ ン

ぺ濁点

ぽ
臼

〔

ロ
㌔

図4-62漢 字 キー ボ ー ドの 文 字 位 置
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■

4.6.7検 索 の方 法

(1)会 話 の流 れ

検 索 作 業 に お け るシ ズ テ ム と利 用 者 との会 話 は,次 の図4-63の よ う

に一 定 の 流 れ に従 って行 なわ れ る。検 索 処 理 の 流れ の 中 で,そ の主 流 か ら

は ず れ る よ うな と きは,検 索 コ マン ドを押 す こ とに よ り行 なわれ,通 常 の

や り と りは,デ ィス プ レ イ画面 に表 示 され た検 索手 順 に よっ て会 話 が進 め

られ るo

■

倫

作

皐

槍

釦

"

宴

図4--63
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② 検 索 サ ー ビス ・サ ブ シ ス テ ム の 起 動

①U-200の シ ス テ ム ・ロ ー ド'

検 索 サ ー ビ ス ・サ ブ シ ス テ ム の 起 動 に 先 だ ち,端 末 処 理 装 置 で あ るU

-200に
,制 御 シ ス テ ム(紙 テ ー プ 提 供)を ロ ー デ ィ ン グ す る 必 要 が

あ る。 端 末 制 御 用 の シ ス テ ム は,デ ー タ 制 御 用 に 「TSSP」 を,漢 字 デ

ィス プ レ イ 制 御 用 に 「KDP制 御 プ ロ グ ラ ム 」 を ロ ー デ ィ ン グ す るo

。 ロ ー デ ィ ン グ 手 順

端 末 制 御 用 の シ ス テ ム の ロ ー デ ィ ン グ は 次 の 手 順 で 行 な う。

データ制御用(16進|03201)紙 テ ープ読取装置機養老 、 デ
ィス プレイ制御用(16進102201)

TSSP.テ ー プ

KDP制 御 プ ログ ラ ム ・テ ー プ

U-200パ ネル上 のttSTOP"→etCLEAR"→ttLOAD"

注)各 シ ス テ ム ・テ ー プ を ロ ー ドす る前 に,U-200の メ モ リを

"PCLEAR"テ ー プ で イ ニ シ ャル ・セ ッ トす る 。 手 順 は 上 と

同 じ。

② 検 索 サ ー ビ ス ・サ ブ シ ス テ ム の 呼 出 し

検 索 サ ー ビス ・サ ブ シ ス テ ム の 呼 出 しは,端 末 側 の コ ン ソ ー ル ・タ イ

プ ラ イ タ か ら行 な う。

操 作 手 順 は 図4-64の と お りで あ るo

¶

,

、

■
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●

●

タ

***

ENTERラ ン プ点 灯

メ ッ セ ー ジ 出 力

メ ッ セ ー ジ 出 力

メ ッ セ ー ジ 出 力

～曹#"出 力 後
,入 力 待 ち と な る

メ ッ セ ー ジ 出 力

ノ

図4-64検 索 シス テ ムの呼 出 し手 順

(3)検 索 コ マ ン ドの 使h方

① 会 話 開始 コ マン ド

。機 能

この コ マ ン ドを押 す こ とに よ り,検 索 サ ー ビス ・サ ブシ ステ ム の検

索 処 理 が 開始 さ れ,各 種 の デ ー タや テ ー ブ ル 類 の初 期設 定 お よび各 フ

了 イル の 開設 が行 なわれ る。

oパ ラ メー タ の説 明

な し

・画 面 出 力 例

付 録 を 参照 。(以 下 の コ マン ドにつ い て も画 面 出 力例 は付録 参 照)

画面 番 号:①

② キ ー ワー ド入 力 コ マ ン ド

入 力指示 語 HDM パ ラ メ ー タ

検 索 キ ー ワ ー ド レ

'

〔キラ ー ・ 芸
、 ■

〕

。機 能

文 献 デ ー タ の 検 索 キ ー ワ ー ドを 入 力 す る こ と に よ り,関 連 す る キ 一
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ワ ー ド情 報 を 前 方 一 致 あ る い は シ ソ ー ラ ス に よ り 検 索 す る 。

。パ ラ メ ー タ の 説 明

キ ー ワ ー ド:文 献 検 索 を 行 な うた め の キ ー と な る 語 を 指 定 す る。

'

カ タ カ ナ で 最 大40文 字 で あ る 。

1回 の 操 作 で 入 力 で き る キ ー ワ ー ド の数 は1語 で あ る 。

。0:前 方 一 致 に よ る キ ー ワ ー ド検 索 を行 な う。

.1:シ ソ ー ラス に よ る キ ー ワ ー ド検 索 を 行 な う 。

。入 力 例

.画㌘ ∴ 　 ウホウシ・リ・1土質 … ト～'←

画面番号:② ③ ④

③ 保存語指定 コマン ド

入 力指示 語 .HDM パ ラ メ ー タ

保存語番号 θ

/ 'D
.語 番 号 一1〔.語 番 号 一2〔.… … 〕

・S
.語 番 号 一1〔.語 番 号 一2〔.… … 〕

、
,

、A
、

。機 能

検 索 キ ー ワ ー ドお よ び関 連 キ ー ワー ドの 中か ら,指 定 され た キ ー ワ

ー ドを保存 語 テ ー ブ ル に登 録 す る。

。パ ラ メータ の説 明

D:DはDELETE(消 去)の 意 味 で,指 定 した語 番 号 以 外 の キーワー'

ドを保 存 す るo

S:SはSAVE(保 存)の 意 味 で,指 定 した 語 番 号 の キー ワー ドを保

存 す る。

A:AはALL(全 部)の 意 味 で,表 示 され た す べ て の キ ー ワー ドを制

限 数 内 で保 存 す る。

語 番 号:こ こで い う語 番号 とは 検 索 表示 され た キ ー ワ ー ドに シ ーケ ン
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■

●

・
●

ス に付 られ た2桁 の番号 で ある。 こ の番号 はAの あ とに指定

され て も無 視 され る。

な お,保 存 語 テ ー ブル の保存 制 限数 は30語 で あ る。

。入 力 例

保 存 語番 号 レS.02.04.07.13 _(送 信)← コン トn－ ル ・キー

.醐 出力例Lか,ル

画面番号:⑤ ⑥ ⑦

④ 検 索式 コマン ド

入 力指示語 HDM パ ラ メ ー タ

検 索 式 レ

/
戸

Knn.論 理式

b_論 理式'
、

。機 能

保 存 語 番 号 と演 算 子 によって作成 され た 論理 式 を解 析 し,そ れ に よ っ

て 文献 を検 索 す るo

。パ ラ メー タ の説 明

Knn保 存 語 番 号 を使 っ て論 理 式 を作 成 す る場合 の 検 索 式 番 号 で あ

るonnは01～05で あ るo

Lnn保 存 語 番 号 お よびKnnの 検 索式 を組 合 せ て 論 理 式 を作 成 す

る場 合 の検 索 式 番 号 で あ る。nnは01～05で あ る。

論 理 式:論 理 演 算 子(AND:*OR:+NOT:一)tst論 理 演 算項 目で

構 成 され て い る。

Knnの 論 理 演 算 項 目は保 存 語 番 号 で あ る。

Lnnの 論 理 演 算 項 目は検 索 式Knnと 保 存 語 番 号 で あ る。

。入 力 例

検 索 式 レKO1・02*04+07(⑫ 一 コ ン ト・一 ル ・キ ー

.蘭 出 力 例 ⊃[。..ル

画面番号:⑧ ⑨
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⑤ 条 件 式 コ マ ン ド

入 力指示語 HDM パ ラ メ ー タ

条 件 式 レ
〔Jm.論 理 式 〔.発 行 年 〔.発 行 国

〔.記 述 言 語 〔.記 事 区分 〕 〕 〕 〕 〕

。機 能

検 索式 番 号 を使 っ て作 成 され た論 理 式 を解 析 し,そ れ に よって 文 献

を検 索 し,さ ら に条 件 項 目の 指定 が あれ ば,条 件 下 に よる検 索 を行 な

う。

。パ ラ メ ー タ の説 明

Jnn:条 件 式 番 号 で あ る。nnは01～03で あ る。

論 理 式:論 理演 算子(AND:*OR:十NOT:一)と 論理 演算

項 目で構 成 さ れ て い る。

Jnnの 論 理 演算 項 目は検 索式 番 号(Knn,Lnn)で あ る。

発行 年:文 献 の発 行 年 で,西 暦 の下2桁 で ある 。(76→1976年)

発 行 国:文 献 の発 行 され た 国 で,英 字 で3桁 の コ ー ドで あ る。

(BEL→ ベルギー)

記 述 言 語:文 献 が書 れ て い る言語 で,英 字 で2桁 の コ ー ドで あ る。

(EN→ 英 語)

記 事 区 分:文 献 の種 類 で あ り,英 数 字2桁 で分 類 され る。

1(A1→ 論 文)
4

,

。入 力 例

条 件 式 レJO1.KO1*ko2_EN(i麺 一 コン ト・一ル ・キー

発 行 年,発 行 国,記 事 区分 を省 略

した 例。

省 略 の場 合 は そ の 分 ピ リオ ド(.)

を送る。
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。画 面 出 力例

画 面 番 号:⑩ ⑪

⑥ 出力 コマ ン ド

入 力指示 語 HDM パ ラ メ ー タ

出力様式 レ

〔出 力 形 態.式 番 号 〔.nnnn〔.n'

周 〕〕〕

n

'

'"nn

出力方法 レ 出力方法

●

●

。機 能

検 索 さ れ た文 献 を指 定 され た装 置 上 に表 示(出 力)す る。 この コ マ

ン ドはサ ブ コマ ン ドを有 す る。

。パ ラ メ ー タ の説 明

出 力形 態:文 献 を表示(出 力)す る装 置 を指 定 す る。

0→ 漢字 デ ィス プ レイ装 置

1→ 漢字 プ リン タ装 置

式 番 号1検 索 式番 号 また は条 件 式 番 号 で あ る。

nnnn:最 大4桁 の数 字 で何 件 目の文 献 か ら出 力 させ るか を 指定 す

る。 指 定 しなか った と きは最 初 か ら行 な う。

n'n'n'n':最 大4桁 の数 字 で 何 件 出力 させ るか を指 定 す る。

指 定 しなか った ときは,nnnn以 降 す べ て の文 献 を 出 力

す る。

.0:原 文 標 題,資 料 名,巻,号 は表 示 しない。

.1:原 文標 題,資 料 名,巻,号 を含 め て表示 す る。

。出力 方 法:0→SYSOUT経 由 に よ る方 法

1→ 直 接 出 力
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。入 力 例

出 力 様 式>0.JO1..10(麺 ∋ ←gン トロール ・キー

下 ⊥。一,ル

ミ省 略 した 場合,そ の 分 ピ リオ ド(.)を
送 る。

こ の例 はJO1に 検 索 され て い る デ ー タ の先 頭 か ら10件 を漢 字 デ

ィス プ レ イ装置 に表 示 させ る例 で ある 。

・画 面 出 力例

画面番号:⑫ ⑬ ⑭ ⑰

⑦ バ ー ㌧ コ ピ ー コ マ ン ド

入 力指示語 HDM ノこ ラ メ
一 タ

出力方法 》 出力方法

。機 能

漢 字 デ ィス プレ イ装 置 に表 示 され て い る文 献 を 出 力方 法 に従 っ て出

力す る。 この コマ ン ドは サ ブ コマ ン ドを有 す る。

。パ ラメ ー タの説 明

出 力方 法:0→SYSOUT経 由 に よ る方 法

1→ 直接 出力

。入 力例

⑳ 一 コ ン ト ・一 ル ・キ ー出 力方 法 レ1

.画 面 出力例 一[か 。ル

画 面 番号:⑮ ⑯

⑧ 継 続 コ マ ン ド

。機 能

現 在 表 示 され て い る デ ィス プ レ イ画 面 の 続 きを表 示 す る コマ ン ドで

あ り,コ マ ン ドが入 力 され た 時 点 で画 面 が 変 る。
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oパ ラ メ ー タ の 説 明

な し

⑨ 会 話 終 了 コ マ ン ド

。機 能

こ の コ マ ン ドを 押 す こ と に よ り

各 種 フ ァ イ ル が ク ロ ー ズ さ れ るo

。 パ ラ メ ー タ の 説 明

な し

。画面 出力例

画面番号:⑱

検 索 サ ー ビス が終 了 し,使 用 した

●

●
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4.6.8エ ラ ー ・メ ッ セ ー ジ 一 覧 表

表4-18エ ラ ー ・ メ ッ 七 一 ジ 一 覧 表

検 索

コマン ド

"

メ ッセ ー シ

番 号

メ ッ セ ー ジ 処 置

検 索 コマン ドの操 作に誤 りがある。 操作手順に指定 された検 索コマン

ドを押す。

キ

ー

ワ

ー

ド

入

力

入力 した キーワー ドの文字 に誤 り

が あるo

カ タカナで入力する。

入力 したキー ワー ドが登録 されて

いない∩

他の キーワこ ドを入 力す る。

入 力したキーワー ドの選択子 に誤

りが ある。

正 しい選択子を指定する。

・

保指

存
語定,

入 力した語番号に誤 りがある。 正 しい語番号 を入力する。

キーワー ドが保存 できない。 保存語数が規定値になった。

検

索

式

検 索式の右辺 に誤 りがある。 正 しい式 を入力する。

検索式の左辺に誤 りが ある。 正しい検索式番号を入力する。

検索式 の右辺に使 った番号 がおか

しいo

番 号が登録され ていないので正 し

い番号を入れ る。

条

件

式

条件式 の右辺に誤 りが ある。 正 しい式 を入力する。

条件式の左辺に誤 りがある。 正 しい条件式番号を入力する。

条件式の右辺に使 った番号がおか

しい。

番号が登録 され てい ないの で正 し

い番号 を入れ る。

条件項 目に誤 りが ある。 正 しい条件項 目を指定する。

出

力

出力形態の指定 に誤 りがある。 正しい出力形態を指定する。

式番号に誤 りがある。 正 しい式番号 を指定 する。

出力件数指定に誤 りがある。 正 しい出力位置,件 数 を指定する。
1

出力方法に誤 りがある。 正 しい出力方法を指定す る。

指定された式番号の文献件数が0

であるo

出力する文献情報がない。

システムにエ ラーが あるので処理

を中止する。

システム作成者に連絡す る。

入 力 の 際,`'A"キ ー を 押 さ な か

っ た 。

画面制御の 囚 キーを押 して再度

入 力する。
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4.7サ ー ビ ス ・ プ ロ グ ラ ム の 概 要

4.7.1TSSP

TSSP(TerminalStationSystemProgram)はFACOM

U-200の 端 末 に 用 意 さ れ た 端 末 制 御 プnグ ラム で,セ ン タ ー と端 末 間 の デ

ー タ ・ リ ン ク を 確 立 す る。 そ の 主 た る用 途 は リモ ー ト ・バ ッチ 処 理
,デ マ ン

ド処 理 で あ る。

センター

020じ

端

末
処

理
装
置

図4-65端 末 と セ ン タ ー の つ な が り

●

●

TSSPの 役 割 りは,セ ン タ ーか ら送 られ て きた デ ー タを 受信 し,端 末 の

各 装置 に出 力す る こ と と,端 末 の入 力装 置 か ら入 力 され た デ ー タ を,セ ンタ

ー に 送信 す る こ とで あ る。

送 受信 され る デ ー タ は メ ッセ ー ジ と して一 定 の形 式 を持 っ て い る。 これ は,

ヘッデ ィング情 報 お よび テ キ ス トか ら成 って お り,ヘ ッデ ィ ン グ情 報 には装 置

割 当 て,デ ー タ ・モ ー ド,ブ ロ ック情報 等 が含 まれ て お り,テ キス トには入

力 した デ ー タ に伝 送 制 御 文 字 を付 加 した形 で構成 され る。
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4.ス2ETAM

ETAM(ExtendedTelecommunicationAccessMethod)は,

富 士 通OS(M-6/7)の サ ブ モ ニ タ の1つ で あ る 。ETAMは セ ン タ ー

に つ な が っ て い る 端 末 に 対 して,各 種 の サ ー ビ ス を 行 な う こ と が で き る。

主 な特 徴 と し て は,

。 端 末 と の デ ー タ 送 受 信 は,順 編 成 ア ク セ ス ・マ ク ロ と同 一 イ ン タ フ ェ ー ス

で 行 な う こ と が で き る 。'

。入 力 待 ち の オ ン ラ イ ン 処 理 プ ロ グ ラ ム を ロ ー ル ア ウ トす る こ と に よ り
,主

記 憶 の 有 効 利 用 を は か る こ とが で き る 。

。端 末 とオ ン ラ イ ン処 理 プ ロ グ ラ ム はETAMで 管 理 す る メ ッセ ー ジ ・フ ァ

イ ル を 介 して 結 合 され る 。

。COBOL言 語 で も複 数 の 端 末 を 同 時 並 行 処 理 す る よ うな オ ン ラ イ ン 処 理

プ ロ グ ラ ム を作 る こ と が で き る 。

な ど が あ げ ら れ る。

オ ン ラ イ ン 処 理 プ ロ グ ラ ム は,メ ッセ ー ジ ・フ ァ イ ル に 対 して リ ー ド ・ ラ イ

ト命 令 を か け る こ とに よ り,セ ン タ ー と端 末 間 の デ ー タ の 送 受 信 が で き る 。

,

オ ンライン処理プ ログラム

RBUF

u口
Read

u ＼ 一
Process

センタ　 1端 末

1

1

i

MESFl

(ん 七一ノ'フ弓 ル)1

1端末制御プログラム

/慮 午[
1

1

l

l

I

=⇒ プ・ク・㌦ 励

一 ー メ ,セ ー ジの流れ

息/
口

,

輻

図4-66セ ン タ ー ・端 末 間 の 送 受 信
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端 末 か ら入 力 さ れ た メ ッ セ ー ジ(デ ー タ)は,一 度 メ ッセ ー ジ ・フ ァ イ ル

に ス タ ッ ク さ れ る 。 こ の メ ッ セ ー ジ は オ ン ラ イ ン処 理 プ ロ グ ラ ム か ら リ ー ド

命 令 が 出 さ れ た と き,バ ッ フ ァ に 転 送 され る 。 ま た,出 力 メ ッ セ ー ジ は プ ロ

グ ラ ム の ラ イ ト命 令 に よ リ メ ッ セ ー ジ ・フ ァ イ ル に ス タ ッ ク さ れ,そ の あ と

端 末 に 出 力 さ れ る 。

4.75KDP制 御 プ ログ ラ ム

KDP制 御 プ ログ ラ ムは,漢 字 デ ィス プレ イ制御 用処 理 装 置FACOM

U-200に ローデ ィン グ され,上 位 の端 末 制御 用 処 理 装 置U-200と 漢字

デ ィス プレ イ間 の デ ー タ送 受 信 の制御 を行 な うが,本 来 漢字 デ ィス プ レイ

・キ ー ボ ー ドと と もに ハ ー ドウ ェア の一 部 と して フ ァー ム ウ ェ ア とみ な され

る もの で あ る。

U-200

セ ン ター

TSSP

受信 メ。セー ジ→

← 送 信 メ
.セ ージ

U-200

KDP制 御

プログラム

漢字 デ ィスプレイ

画 面 →

漢字 キーボー ド

← デー タ

図4-67漢 字 デ ィス プ レ イ の デ ー タ の 流 れ

■

● 端 末 制 御 プ ロ グ ラ ム(TSSP)で 受 け た セ ン タ ー か らの メ ッ セ ー ジ は ヘ

ッ ダ情 報 を も と に 漢 字 デ ィ ス プ レ イ 用 の デ ー タ ・フ ォ ー マ ッ トに 変 換 さ れ て

KDP制 御 プ ロ グ ラ ム に 送 られ,漢 字 デ ィス プ レ イ に 表 示 さ れ る。 ま た,漢

字 キ ー ボ ー ドか ら入 力 さ れ た デ ー タ は,KDP制 御 プ ロ グ ラ ム に よ っ て,

TSSPで 扱 え る デ ー タ ・フ ォ ー マ ッ トに変 換 した うえ で,上 位 に 送 られ る 。

一267一



4・8付

(1)表 示 画 面 形 式 一 覧

① 会 話 開 始 釦 を押 した と き

録

日本 語 情報 文 献 検索 シ ス テ ム

( K 1 N D S )

た だ い ーま か ら科学技 術文献 の 検索 サ 一 ビ ス を 開始 しま す o
画 面 の 下 に 手順 が表示 され ま す の で それ に 従 つ て 進め て 下 さ い o
な お , 画面 の 左 端 に

内
継

,,

が 表 示 さ れ て い る と き は 継続 釦 を 押 す
こ と に よ り以下 に 続 く 情報が 表 示 さ れ ま す o

工 ラ 一 ・ メ ツ セ 一 ジ は , こ の 行 に 表示 さ れ ま す o
[〉キ

一 ワ 一 ド 入 力釦 を 押 し て 下 さ い o

② キ ー ワ ー ド入 力 釦 を 押 し た と き

$

じ・キ 一 ワ 一 ド を 4 0 字以 内 の カ タ カ ナ で 入 力 し て 下 さ い o
検索 キ L一 ワ 一 ド レ一

「
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③ キ ー ワ ー ドを 入 力 し た あ と

●

0 1 2 7 3 情報 管 理

0 2 5 0 0 情報 検 索
0 3 9 8 情報 検 索 シ ス テ ム

0 4 9 情報 サ 一 ビ ス

0 5 1 4 3 7 情報 シ ス テ ム

0 6 5 2 情報 収集
0 7 1 4 4 情報 処 理

0 8 6 5 情報 ネ ソ ト ワ 一 ク

0 9 8 情報媒体
1 0 1 3 情報配 布
1 1 3 5 情報分 析 セ ン タ
1 2 1 1 2 情報 流 通

継 1 3 7 4 情報量
じ キ

一 ワ 一 ド入 力 釦 . 保存語 指定 釦 ・ 検 索式 釦 の い ずれ か を 押 して 下 さ
い 0

1

④ 継 続 釦 を押 した と き

1 4 3 5 情報 利 用
1 5 1 1 2 情報 理 論

〉キ
一 ワ 一 ド 入 力 釦 . 保存語 指定釦 ・ 検索式 釦 の い ずれ か を 押 して 下 さ
い 0

|

●
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⑤ 保 存語 指定 釦 を押 した と き

0 1 7 2 0 科学
0 2 1 6 4 科 学衛星
0 3 3 7 0 科学技 術

0 4 9 9 科学教育
0 5 2 0 科学的 管 理 技術

0 6 2 7 3 情 報 管理

0 7 5 0 0 情報検索
0 8 9 8 情報検索 シ ス テ ム

0 9 9 情報 サ 一 ビ ス

1 0 1 4 3 7 情報 シ ス テ ム

1 1 5 2 情 報収 集

継 1 2 1 4 4 情 報処 理

〔 あ と 件保存 で き
'ま
す 〕

[〉保存語 番号 を テ ン キ 一 か ら入 力 し て 下 さ い o
保 存語 番号 レ一

「

■

●

⑥ 継 続 釦 を押 した と き

1 3 6 5 情報ネ ツ ト ワ 一 ク

1 4 8 情 報媒 体
1 5 1 3 情報配布
1 6 3 5 情 報分析 セ ン タ

1 7 1 1 2 情報流通
1 8 7 4 情報量

〔 あ と 件保存 で き ま す 〕
[〉保存語 番 号 を テ ン キ

一
か ら入 力 して 下 さ い o

保 存語 番 号 レ一

写
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⑦ 保 存 語 番号 を 指 定 した と き

●

]

保 存語 は 件 登 録 さ れ
ーま
した o

r

[〉保 存語 指定釦 . キ 一 ワ 一 ド 入 力釦 . 検 索式 釦 の い ずれ か を 押 し て 下 さ

い ∩ 工

⑧ 検 索 式 作成 釦 を押 した と き

0 1 2 0 科学 的 管理 技 術
0 2 9 情報 サ 一 ビ ス

0 3 1 4 3 7 情報 シ ス テ ム

[〉表 示 さ れ て い る 保存語 番号 を 使 つ て 検 索式 を 作成 して 下 さ い o

検索 式 レ一
1

●

●
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⑨ 検 索式 を 入力 した と き

1
K 0 1 は 件有 り ま し た o

K 0 1 = 0 1 * 0 2 十 0 3

0 1 科 学 的管 理 技術
0 2 情 報 サ 一 ビ ス

0 3 情 報 シ ス テ ム

[〉検索 式 釦 . キ 一 ワ 一 ド 入 力 釦 s 条 件式釦 . 出 力釦 の い ず れ か を 押 して

下 さ い o

⑩ 条 件 式 釦 を押 した と き

K 0 1 は 件
K 0 2 は 件
L 0 1 は 件 で す o

'

じ式 番号 を 使 つ て 条 件式 を 作成 して 下 さ い o
条 件式 θ一

1

真

一272一



面 条 件 式 を入 力 した とき

⑨

●

1

L i u」
J 0 1 は 件 有 り ま し た o

条 件 項 目

発 行 年 1 9 7 4 年

発 行 国 米国

記 述 言 語 英語
'

、

♪ 条 件 式 釦 ・ 出 力釦 の い ず れ か を 押 して 下 さ い o

[ 1

⑫ 出 力 釦 を 押 した と き

i [

K 0 1 は 件
K 0 2 は 件

L 0 1 は 件

J 0 1 は 件 で す O

♪ 出 力形 態 ( デ イ ス プ レ イ = 0 , プ リ ン タ = 1 ) ・ 式番号 ・ 出 力 位 置 ・

出 力件数 . 選 択子 ( 原 文 要 = 0 , 原文 不 要 = 1 ) を 指定 して 下 さ い o

出 力様式 レ 1

●

●
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⑬ 出 力 形 態 に デ ィ ス プ レ イ を 指 定 し た と き

B 7 5 0 5 0 2 6 0 K 0 1 0 0 0 0 1

流 域の シ ミ ユ レ 一 シ ヨ ン モ デ ノレ 開 発 の た め の 学 際 的 ア プ 口
一
チ

A n 1 n t e r d i S C 1 P 1 i n a r y a P P r O a C h

t 0 d e V e 1 0 P m e n t 0 f W a t e r S h e d

S 1 m u 1 a t i O n m O d e 1 S ●

記 事区 分 : 解説的 記 事②

使 用 言 語 : 英 語

発 行 国 : 米 国

著 者名 : W A L T E R S C

資 料 : H 5 7 2 A , T e C h w 0 1 F 0 r e C a S t i n 9

S 0 C C h a n 9 e 6 【 3 ハ ( 発 行年 ● 1 9 7 4 )

継

♪継続釦 . !、 一 ド コ ピ
一 釦 の い ず れ か を 押 し て 下 さ い o な お , 中途 打 切

り を す る と き は会 話 開始 釦 . 会 話 終了 釦 の い ず れ か を 押 し て 下 さ い o

「

●

、

■

⑭ 継 続 釦 を 押 し た と き

B 7 5 0 5 0 2 6 0 K 0 1 0 0 0 0 1

抄 録 文 : あ る 流域 の 短 期 お よ び長期 の フ 口
一 ノぐ タ 一 ン の 調 査 に 水 理

学 の シ ミ ユ レ
一 シ ヨ ン モ デ ノレ が 使わ れ る こ と が 多 く な つ て い る が , こ

の よ う な モ デ ノレ は マ グ ネ ジ メ ン ト 単 位 と して
一 流域 を 生 物学 的 お よ ひ

経済 学的 な予 測 を 含 め 包 括的 に 扱 う とい う 点 か ら は全 く 不 完全 で あ る

o こ の よ う な 目 的 に は 多 く の 研 究 分野 の 知 識 を 総合 的 に 活 用 す る
こ と

が 必 要 と な る o こ こ で は カ ナ ダ の 多分 野 の 研究 者 に よ る ワ
一 ク シ ヨ ツ

プ の 成 果 と して 得 ら れ た 大 西 洋 岸北 西 部 と ケ べ ツ ク の シ 工
一 ム ス 湾

に 対 す る 二 つ の シ ミ ユ レ
一 シ ヨ ン モ テ ノレ が 紹 介 さ れ る と と も に , モ ア

ノレ 開 発 の 一 般 的 ア プ 口
一
チ が 論 じ ら れ て い る o

じ継続釦 ・ ノ 、 一 ド コ ピ 一 釦 の い ず れ か を 押 し て 下 さ い o な お , 中途 打切

り を す る と き は 会話 開 始釦 . 会 話 終了 釦 の い ずれ か を押 して 下 さ い o

,
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⑮ ハ ー ドコ ピ ー 釦 あ る い は 出 力 形 態 と して プ リ ン タ を 指 定 し た と き

●

ll

'

♪ 出 力 方 法 を 指 示 し て 下 さ い o

S Y S 0 u T 経 由 出 力 = 0 直 接 出力 = 1

出 力 方 法 レ一

⑯ 直 接 出 力 を 指定 した と き

」

た だい ま 文 献 抄録 を 漢 字 フ り ン タ へ 出 力 して い ま す o

次 の 会 話 ま で しば ら く お 待 ち 下 さ い o

「 1 1

●
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⑰ 指 定 され た 文献 が す べ て 出 力 され た と き

1
|

文 献 出 力 を終 り
ーま
す o

出 力 文 献数 f牛

[〉 出 力釦 . 会 話 開始釦 ・ 会 話 終 了釦 の い ずれ か を 押 し て 下 さ い o

1 1 ↑

■

⑱ 会 話 終 了 釦 を押 した と き

j
づ

日 本 語 情報 文 献 検索 シ ス テ ム ( K 1 N D S ) に よ る 検索 サ
一 ビ ス

を 終了 し
ーま
す o

ま た の 御 利 用 を お 待 ち して い ま す o

会 話年月 日 : 昭 和 . 年 月 日

会 話 開 始 時 刻 : 時 分 秒

会 話 終了 時 刻 : 時 分 秒
会 話 時 間 : 時 間 分 秒

文 献検索 件数 : 件

文 献 出 力件数 : 件 S Y S 0 u T 出力 が 有 り ま す o

,

`
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(2)保 存 語 テ ー ブ ル

●

30

保 存 語

番 号

(2)E

頻 度

(2/B

キ ー ワ ー ド

(漢 字)

(80)40文 字B

ボ ス テ ィ ン グ テ ー ブ ル

ァ ド レ ス(TTRS)

(4)B

∬

⊥

s

〆

1
1

・▼

●

保 存 語 番 号(2バ イ ト)

保 存 さ れ た キ ー ワー ドに 付 け られ た シ ー ケ ン ス番 号o

EBCDICコ ー ド01～30

頻 度(2バ イ ト)

こ の キ ー ワ ー ドの 対 象 と な る 文 献 数o

BINARYコ ー ドに よ り 記録 さ れ て い る の で,表 示 時 に お い て は

2進 →10進 一→ 漢 字

の 変 換 が 必 要 で あ る。

キ ー ワ ー ド(80バ イ ト)

保 存 の 指 定 を受 け た キ ー ワー ド(漢 字)。

最 大40文 字 。

ボ ス テ イ ン グ ・テ ー ブル ・ ア ドレ ス(TTRS)(4バ イ ト)

こ の キ ー ワ ー ドの 対 象 と な る文 献 の ア ド レ ス を持 つ,ボ ス テ ィ ン グ ・

テ ー ブ ル の 位 置 をTTRSの 形 で 表 わ す 。
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テ ー ブ ル ・ サ イ ズ

(2バ イ ト+2バ イ ト+80バ イ ト+4バ イ ト)×30個=2,640

バ イ ト

(3)オ ペ レ ー シ ョ ン ・ テ ー ブ ル

10 <

検

索

優

先

権

(1)B

検 索 結果

格納 エ リア

(2)E

演

算

(1)
E

オ ペ ラ ン ド

第1

(2)E

第2

(2)E

β

、

検 索優 先 権(1バ イ ト)

論理 演 算 式 を解 読 し,各 演 算子 に重 み を 付け て算 出 した もの。

大→ 小 の順 に並 ぶ。

検 索 結 果 格 納 エ リア(2バ イ ト)

検 索 され た結 果 が どの検 索 エ リア に格納 され てい るか を示 す。

検 索 結 果 用 に 用 意 され た検 索 エ リアは3つ あ る。

演 算(1バ イ ト)

オ ペ ラ ン ドに対 して どの よ うな論理 演算(論 理積,論 理 和,論 理 否 定)

を行 な うか そ の 演算 子(*,+,一)が 格 納 され てい る。

オ ペ ラ ン ド

検 索 の 対 象 とな る各 種 番 号(保 存 語 番 号,検 索 土 リア番 号,式 保 存 番

号)が 格 納 され て い る。

検 索 は 第1オ ペ ラン ドを基 に して行 な う。
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テ ー ブ ル ・サ イ ズ

(1ノ ミイ ト十2バ イ ト十1ノ ミイ トH-2バ イ ト十2バ イ ト)×10個=

80バ イ ト

(4)検 索 エ リ ア 管 理 テ ー ブ ル

検 索 空 ス

エ リ ア テ

番 号 白 1

タ

ス

(1) (1)
(2)E E B

検 索 エ リ ア 番 号(2バ イ ト)

検 索 エ リア に 付 け られ た 番 号 。

41～43

空 白(1バ イ ト)

未 使 用

ス テ ー タ ス(1バ イ ト)

使 用 中 か 否 か を 表 わ す 。

使 用 中:1

否:0

テ ー ブル ・サ イ ズ

4バ イ ト×3イ 固一12バ イ ト

一279一

■



(5)検 索 エ リア(1,皿,皿)

250

文 献 ア ド レ ス

ィ4)

B

曇
三
|

ド

(1)

B

発

行

年

(2)
B

発
行
国

〒

(5
B

記

事

区

分

(2)

E

空

白

(2)

E

こ

■

(検 索 エ リア1,ll,m,と も同 形 式)

文 献 ア ドレス(4バ イ ト)

デ ー タベ ース に お け る文 献 デ ー タの ア ドレス をTTRSの 形 で表 わす 。

言 語 コー ド(1バ イ ト)

文 献 が 記述 され て い る 言語 を表 わす 。

発 行 年(2バ イ ト)

文 献 が発 行 され た年 を 西 暦年 で表 わ す。

発 行 国(1バ イ ト)

文 献 が 発行 され た 国 を表 わ す。

記事 区 分(2バ イ ト)

記 事 内 容 を表 わ す。

空 白(2バ イ ト)

未 使 用

一280一



■

■

テ ー フ ル ・ サ イ ズ

12バ イ ト×250件 ×6(最 大 論 理 和 個 数)=18 ,000バ イ ト

18,000バ イ ト×3個(エ リア数)=54,000バ イ ト

(6)検 索 結 果 ア ド レ ス ・ テ ー ブ ル

1 3

式 保 存

番 号

(2)E

件 数

(2)B

式 番 号

(3)E

空

白

(i)

B

検 索 結 果 デ ー タ

ア ドレス(TTRS)

(4)B

ここ

、

式 保 存番 号(2バ イ ト)

保 存 した式 番 号(検 索式,条 件 式)に 付 け られ る番 号 で,こ の 番 号 は

検 索 の対 象 とな る と き,オ ペ ラ ン ドと して使 わ れ る。

51～55

61'・ ・v65

71～73

件 数(2バ イ ト)

検 索 に よ り適 合 した 文 献 の件 数 で ある。

式 番号(3バ イ ト)

検 索 式,条 件式 に付 け られ た 番 号 で あ る。

KO1～KO5JO1～JO3LO1～LO5

空 白(1バ イ ト)

未使 用
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検 索 結 果 デ ー タ ・ア ド レ ス(TTRS)(4バ イ ト)

適 合 した 文 献 の ア ド レ ス を 格 納 した,検 索 結 果 デ ー タ ・ フ ァ イ ル 上 の

デ ー タ の 位 置 を 表 わ す 。

テ ー ブル ・サ イ ズ

12バ イ ト×13イ 固=156ノ ミイ ト

(7)処 理 ブ ロ ッ ク 管 理 表

9

コ マ ン ド

(1)

シ ー ケ ン スσ)

〒
ド

状

況

呼
出
し
状
況

エ

ラ

|

通

知

継

続

有

無

プ ロ グ ラ ム

コニ ド
未
使
用
ビ

《
1)

エ ラ ー ス

テ ー タ ス

(1)

画 面 情 報

3
2
2
2
1
2
0
2

文 字 ア ドレ
ス ポ イ ン ト

(2)

メ ソ セ
ー ジ 長

(2)

1

1

'

4

コ マ ン ド(1バ イ ト)

検 索 コ マ ン ド ・ コ ー ドが 入 る 。

シ ー ケ ン ス(9ビ ッ ト)

1ビ ッ トが1検 索 コ マ ン ドに 対 応 し てい る 。

・ 一 ド状 況(1ビ ッ ト)

処 理 ブ ・ ッ ク の ・一 ド状 況 を 表 わ す 。

⑨
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,

呼 出 し状 況(1ビ ッ ト)

あ る コ マ ン ド内 に お い て 同 じ コ マ ン ドが 押 さ れ た と きの 呼 出 し状 況 で

あ るo

エ ラ ー 通 知(1ビ ッ ト)

実 行 中 の 処 理 ブ ロ ック 内 で,エ ラ ー が 発 見 さ れ る と セ ッ トさ れ る 。

継 続 有 無(1ビ ッ ト)

画 面 表 示 で 継 続 が あ る か な い か の 区 分 で あ る○

プ ロ グ ラ ム ・コ ー ド(4ビ ッ ト)

実 行 中 の 処 理 ブ ロ ッ ク 内 プ ログ ラム 番 号 で あ る○

エ ラ ー ・ス テ ー タ ス(1バ イ ト)

エ ラ ー 内 容 が セ ッ トさ れ る 。

画 面 情 報(4バ イ ト)

文 字 ア ドレ ス ・ポ イ ン タ

画 面 上 の どの 位 置 か ら 出 力 す る か の 指 定(2バ イ ト)で あ る 。

メ ッ セ ー ジ長

メ ッ セ ー ジ の レ コ ー ド長(2バ イ ト)で あ る○

テ ー ブ ル ・サ イ ズ

8バ イ ト×9個==72バ イ ト

■
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(8)国 名 コ ー ド表

T

ド

)

)

)

)

)

S
－Cコ

B

C

N

R

L

G

U

E

M

R

P

E
H

E

N

P

A
K

N

N

A

N

A
N

K

N

N

L

K

A
M

O
T

R

C

σ

N

LURETOOALAYGHCWDSKLEUHWZASHUHNMOTDUIEPZ

1

名J国

C

G

K

C

C

C

S

S

J

S

S

O
S

S

S

E

LS

S

S

T

T

TT

C

C

T

C

D

D
D
T
T

T

N

D

J

N(((((

国

ア

ぶ

ド

名国

和

ア

キ

ト

ン共ビネルン邦バドラヵア民ラオヵーデカ連アロアクーアーバヤリビ人アレイポーンンンルトイ湾ニス国ジリーカダグッ本ジーシアタンゴジラマアガスエダイラガエザコニマニニコライ一

ユ

リ

ニ

ス

ロ

ン

ウ

ェ

ヤ

リ

ン

イ

ウ

ー

ペ

リ

ネ

ビ

ン

エ

エ

ン

ミ

リ

ル

カ

ド

ユ

キ

ギ

ケ

コ

コ

コ

サ

シ

ジ

シ

シ

ス

ス

ス

ス

ス

セ

ソ

タ

台

タ

チ

中

チ

チ

デ

ド

ド

ト

ニ

西

日

二

リ
ン

ド

ナ

ケ
一

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

イ
ー

コ

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

バ

シ
ス

T

ド

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

)

S
－Cコー名

L
L
V
C
L
R

G

A

Y
R
A
G

G

B

O
L

N

R

R
L

A

Q

N

D

N

A

Y
U

U

H

V

S

T
T

D

A

N

R
s

M

K
N
RN

PSCIVRIFSGAZLRLGGEBSSTRRNDGRRCTLUUSLHAORHRRDNYIICIIEAUEUDAAAAAYGIIIIIIIUUUEESAAONGCKKKPKVVC

J

国

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

トス

邦

国

名国

一

ン

国

連

ル

ァ

和ドコドタ衆国アンアドリア共ンーンス合和リチアルシイルアバラリア

ムラリラニカ共エンニランスエアネダアドピルトトダ国ジナ

ススボルガリブジゼバゴメリラリクンドドングァオサススンナダボ鮮トロイイイフメラルルルンエギスタラランンガルクチル一一ラーナン朝ベプアアアアアアアアアアイイイイイイイイウウエエエオオオガカ韓力北北キ

リ
ン

ド

ナ

ケ
一

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

イ
ー

コ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

バ

シ
ス
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T

ドS－Cコー名J国

)

)RKNNRRINIRAARNRLLTGDSFMS

X

O

R

G

M

X

N

O

T

ZOAAUDUHIRTRRGEEEORKNYANNECAUOUBHNZNPPHDBPFPPBFBVPBPPHHMZVVMMMYRLLRIZ((

名国

!

邦

ア

グトコス連ビルーンーンンリアラドルラアカムラアブ

ア

示エタリツピラトルスリエーンガンユシリナココスニンンシ表ウスマガイマリンルジンガズ　ギラトコデーフトシコ・ゴマセノデ国

他ルキナントル.イイエララルネルルールンンレアベキナローークバ一数のノパパ八東ビフフプブフブベペベポポホホマ南南メモモユルルレロ複そ

リ
ン

ドナケーイーコバシス

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

866677777777778888888888999999999

(注)準 拠 す る 標 準 が,ISO/DIS

3166か らISO3166に 変 った 際,

コ ー ド体 系 が 変 更 に な る もの に の み,

()内 にISO/DIS3166の コ

ー ドを 示 し た
。
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(9)言 語 コ ー ド表

バ イ ナ リ

シ ー ケ ン

ス コ ー ド

言 語

バ イナ リJICST

シ ー ケ ン言 語
コ ー ド

ス コ ー ド

言 語
JICST

言 語 コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

1

1

1

1

1

ア イ ス ラ ン ド語

ア ゼ ル パ イ ジ ヤ ン 語

ア フ リカ ー ン 語

ア ラ ビ ア語

ア ル バ ニ ア語

イ タ リ ア語

イ ン タ ー リン ガ 語

イ ン ドネ シ ァ 語

ウ ク ラ イ ナ 語

ウノレ ド ウ ー 語

英 語

エ ス トニ ア 語

エ ス ペ ラ ン ト語

オ ラ ン ダ 語

ギ リ シ ャ語

C

Z

F

R

B

T

A

N

K

R

N

S

O

L

R

I

A

A

A

A

I

I

I

U

U

E

E

E

N

G

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

デ ン マ ー ク 語

ドイ ツ語

トル コ語

日本 語

ノル ウ ェ ー 語

白 ロ シ ア 語

ハ ン ガ リ ア語

パ ン ジ ヤ ブ語

ヒ ン デ ィ語

ブ イ ン語

フ ェ レ ー ズ 語

フ ラ ン ス 語

ブル ガ リ ア語

ベ トナ ム 語

ヘ ブ ラ イ 語

A

E

R

A

O

E

U

A

I

I

A

R

G

I

E

D

D

T

J

N

B

H

P

H

F

F

F

B

V

H

せ

●

.

16 グジャラチ語 GU 46 ペ ル シ ャ語 PE

17 グルジア語 GE 47 ベンガル語 BN

.

18 ク ロアチア語 CR 48 ポニ ラン ド語 PL

19 ゲール語 GA 49 ポル トガル語 PT

20 サ ソ ス ク リ ッ ト語 SA 50 マ ケ ドニ ア 語 LU
'

21 ス エ ー デ ン語 SV 51 マ レ ー語 MA
、

22 ス ペ イ ン語 SP 52 蒙古語 MG

23 ス ロ バ ノク 語 SK 53 モルタビア語 MO

24 ス ロ ベ ニ ア語 SN 54 ラテン語 1」A
Lア、

'25 セル ビア語 SE 55 リ トア ニ ア語 1.1

26 セル ボーク ロア ー ト語 SH 56 ル ー マ ニ ア語 RO
●

27 タイ語 TH 57 ロシ ア 語 RU

28 チ ェ コ語 CS
一

29 中国語 CH 58 多言語 ML

30 朝鮮語 KO 59 その他 ZZ
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(10)記 事 区 分 分類 表(JICST使 用 の区 分)

記 事区 分 コ ー ド 内 容

a 原著的記事

a① 論 文 発表形式 が論文形 式の もの

a② 短 報 論文形式 を もたずに,編 集 者 あての通信等簡

略化 した形式の もの

b 解説的記事

b① 文 献 レ ビュー 関連文 献 資料 等 に も とづ き,解 説 ま

た評論 した記事

b② 解説 上記以外の解説的記事

C 実用技術資料

c① デ ー タ ソ ー ト,フ ロ ー シ ー ト,ノ モ グ ラ ム 等

c② 安 全基準,規 格,仕 様書,作 業規準 等
一 ー 一 一 ー ー 一 一 ー 一 －

d 一 般的 記事

d① 科学 技術 に関する方策

d② 学会予稿集等

d③ 紹介的記事
一 一 ー ー 一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 ー ー ー ー ーー ー ー ー ー ー ー ー ー ー 一 －

P 特許

P① 日本公告特許

P② 特許制度

■
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「
、

⑭C-2
ABCDEFGHIJKLMNOP

ΦC-1
ABCDEFGHIJ KLMNOP

Φ 旧字一2
ABCDEFGHIJKLMNOP

Φ 旧宇一1
ABCDEFGH IJKLMNOP

オ

プ

シ

ョ

ン

ボ

ー

ド

1
2
3
4

5
6
7
8

▼

9

10

11

12

13
14

15

16

17

18

19

20

21

22

田
24

梗硫

梱
挺

瑳
暇
瑚璃

袴
揮褥

襯

艮
蝦
虚
員

叛
紗
鉦
鉋

驚
鶯
鴛
鵠桂桔桝梧琢瑞琳晩竃鷺撮祥甜艀鎗蘭醍醐鍵釦鱒鯵鰻鰹

柚柘

桓
椹

披
珀
珪
琉

欝
書
蜀
罫

聚
軒
刮
砥

轍
襟
酊
醐

鵠
鰐
錬
鰍杞杵柾抵芙玲珊珈姑疎颯掲翅聾靭聴幌輻輯轄蛤鯖餓餅

朶
栞
薬
杜

舜
籍艀

轟

稗槻

穣
竪

糊
続
播
鑑

躾
範
轟税

魯
鮒
鮎
鮪腹朧朔彙燵燦燃雄黍秒桿稠椴繊緩纏跣脆鱒願槍領魁魏

膵謄

朦
鵬

炮
熾
僚
燗

礪磯

礫
禾

紳
綻
綬
線

魁
趨
蹟
破

酪
騨
駿
憩脾腱膀臆炸烙焙煉砧硯碩69絃紬絵緋謹浦賦M饅饒取駝

朕脛

膵
腓

黎
漿
灸炬

維
嘉
砦
砒

籾
粍
粕
糺

誕
溌
諮
諌

頸
願
餉
艮胚脾跨胱梵筆般穀鼎醒購矯否簸纂糞誠綻評誹露霞砧翰

脅
瞥
肘
肱

癩盈

竃
塗

筏
飯
肺
簑

冴
詔
詑
施

間
錐
雫
寒晒曙蹟暢橿燈樵櫃療瘡瘤癬寛箕箒莚口書"納閏閻閾閥

最簑

哲
馨

榊
樫
樟
槻

庖幌

疵
癒

電
筏
箆
筍

蟷
蝦
蝸
蠣

鍍
鍛
鏑
閂昂晃晃曼榴楷揃橡疇疋楚済夢旅笏笈蛸姻蜻幅錫錐鍾鐘

哉蔵

裁
敦

梶
橘
楓
楕

祓祠

毘
畷

欄
婿
襲
竺

蛆
蛉
蛭
蛤

鋪
誘
錘
錨態勲戊威梯抄梓棉墳瑳瑠禦襖補鑑穆風蚤蟹虻鉤銑鉾鋲

莫巽

輿
研

哺
唄
噺
嚥

幣帷

頓
鰻

擢
欄
擾
披

篭
11
萌
董

恕
懲
懇
思停念斧酋啄畷啖馴屹時峨嵯撮撞撮榔董束菰鑓撫裾慣恣

俵
倭
傭
僻

喚
咤
哺
哩

登峯

厨
嵌

摸
撰
撹
撚

爽
莫
莉
責

働
憧
慷漸悌仰偲僑陀岬哩咬砂展梓単椰掲楡撲荷茗頗茜倒惇槍撫

佃
楓
侯
俣

吼
吠
呵
唄

翼竃

嘗
耀

掬
捺
搭
挾

苗
茄
45
茉

怜
悦
恢
情停佗伽佑轡町叶吃実饗癬窩捗捷捲掬駕狩苅芭遮還遼遽

盒
朴
什
杖

衿
嚢
邑
間

宥旋

窟
菟

撲
拷
搦
挽

瀞
狗
狛
猜

遍
邊
遜
遡斎妓熟爽美宴缶罎婦孟宍宕絆拠始拐濠漬爆渥逡遣逓逼

毫烹

稟
嘉

唇
厘
歴
牟

嬰姥

碑
媛

扱
掘
好
栂

瀞
泊
浦
潭
・
亡
迭
遁
逗転元吝勇齎競卯彪奄参娑姿姜悲勇葵糠鴻漉漣陛健邸郁

毬也

毯
粕

栂
旬
匡
卍

赫彊

数
麺

俳
復
徽
徹

游
渚
湊
津

苦
繭
藻
蕎阜睾臼爬舅匁旬葡蝸塙培卦彷租彿徊渾湊滋湘胸葵齋蕗

登
ト
天乎

刺
別
剖
劉

褒虹

埴
堰

弼
粥
彊
彪

溜
滝
誕
清

蕊
甕
蕉
暮覇庭題狙風蝿刎剋咽囮囲圃鳶拭弗惇浬浬潮淘蓬蕎蕨蕪

籍
轟

離
徽

麟
耀

麟
麟

雛
羅
醜
鞠
灘

松
枝
柱
核

覗
緑
幅
醐

編緒

縛
穂

躍
較
軽
輪

題
髄
鯛
鶏

ー
1
〒
一巣査榮樂紘秘紳群締線練緩購賄起践騒駆験騨n>倉OO

騰
臓
朗
期

所
祉
組
覗

絶綜

縄
緑

讃
譲
資
賊

餓
除
館
駐

9
0
士
干脳腰謄膿青毒静杜紛納終絞識認譜謹飲飽飾飼5678

限
朕
脱
勝

献
環
者
煮

糖
繁級

紋

謡
鎌
講
護

願
食
飢
飯

1
2
3
4有服朋胞瞼状獣獣籍粉梓精論諮謁話頒顔類顧

暗晩

曜
月

乳
航
齢
廟

装
襲節

簿

誤
調
誕
講

朝
昔
響
韻明晩晴暖争受爲爵辮署髪初訟評該説雑難唇霞

断
披
冒
暑

埴
鳳
鮎
妥

意靖

辮
龍

畳
覧
観
讐

閲
開
闘
隻

-教敵敷敷毅撃煙焼穏積章童虞蜜蚊冠錯錦鍍配

費牧

致
敏

残
殺殻

殴

程構

稻
穂

虐
虜
虚
虜

鎖
鎌
鏡
鐘扇顧所肇歩歳歯齢硝砕碑税臭鼻舶艇銭鋒錬鎮

戸
房
肩戻

槽
欄欧

歓

瞬
砲
研
硬

聲
聰
職聴

醜
醸
鉛
鏡

均

②

麟
横機検櫻

朧

鰯

離

馴

(
(
(
(

八
半
巻
父

管
吸喰

喫

封將

肯
尚

探
掲
援
描

薬
蘭
陪
隊

情
楡
悩愼債億偵見吏呈告啓腐専尋導捨控掃授奮藝蔵藤邊恒悦
悔

偏
傳
債借

燭
勇豫

史
、憲

賓
室
突

技
抱
抜
梯

萬
著
薄
薫

遷
遺
避
還侮條假健危急負亀寛寧實篤養豊艶級茎荘茶黄遭違選遅

佛
使
便侵

又
毎
氣
訣

冑寒

賓
寝

徳
徴
衛
前

猪濁

猶
花

遣
違
遠
適舗化住伴層歴歴参嬢學穴害径術從微瀧湾挾猶逼遊遇邊

舎
會
肉救

匠支

博
即

姫娯

婦
嫡

彫
彩
彰
往

濱
潟
潜
瀬

逸
過
達
道斉齋來全勧句包眞呉契奨姿彊弾彌弱潔潮澤済逮進途運

率
産
商衰

勉
勤動

働

賓散

冬
饗

延
廻
建
賦

滞満

漢
澁

造
透
連
週亥交帝彦剣剤舅劾壌壷寿憂麿魔鹿廷潟漢温滴逐途通速

ロ冊

醜
文
主

郵
徹菊

割

境増

壇
壊

摩
魔
磨
懸

涙浄

清
港

遊
逆
迷
退及昇塁・蹄冤券頼剣堕墨坪城廠廉廊廣俘酒添淺迫迭追逃

丈
卑
乗

回
周
次
匁

望塑

聖
墜

帽
郷
度
唐

海浩

滑
渉

返
迎
近
蓮具與内珊園圓圃圃巖峡静幣注沿菰浸都込巡迅

亜
要
悪爾

盆
翁貧

奪

器嚴

圏
國

届
層
属
崩

撞按

栖
没

険
隠
邦
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個

'1

り

聰

硫

区

分

カ ナ ・ モ ー ド ・ キ ー.ワ ーー ド 形 式

カ ナ ・ 七 ト'・.`辱 一 ワ ド

'

A

㈹

か'1・.[一 ド ・ キ ー/T

{剤・続 「il■;キ ワ

漢 字 モ ー ド ・

ド:キ ワ ドのtliカ ナ を カ'ナLr●'}=変換 シXテt'の デ タ作 成 早 ぷ に

もとr「い 『=ti.Fk',

ド ・ コiカ.卜]ぐ ば.IO字 且」内 で あ る が フ ・rンク シLブンtt'挿 入 、 分 ち 書 きな

ど に.tっ て1枚 の カ ドで 不 吐の と さ糾ぼ統 シ ー ケ ンス をf.rる.,

キ ワ ド紙 テ. フ 形 式

'

デ デ デ
1 キ'ワ ー ド ・ ヨ … カ ナ 1 再 字 キ ー ワ ー ド 1 w

タ タ タ

区
分

区
分

「

(最大.'0字) 〔肉1大.107)

1 2
1

仔 ∫チ

聞

キ ー ワ ー ド ・viカ ナ:漢 字 キ ・ワ ・ドの ヨ ミ カナ をせ ん 孔(傍 の処 理 でEBCDIC変 換 され る)
、

陣 字 キ ワ ー ド:複 字 か な 湿 り キ ー ワ ー ドを せ んfL

デ ー ・区 分r.1キ ・ワ ード ・ ・ ミ カナ を 区 分(7・tyク シ ・ン ・コ ドPtx'HSSI')

ltP.・r－ キ ・ 一 巳 区 £一(フ 了 ン ク シJノ ー=・ ド国 君X'ti・ISL')

キ ー ワ ー ド 削 除 デ ー タ 形 式

カ
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ド1

ケ

ン

ス

.

肖rl除 キ,ワ ー ド 語 る 号
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番
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1 2 3 .` s 6 7 札 〔〉 10 11 1二 `:雪 n
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見 出 し離 骨.号ノ 関 係 粕 番1]'1語 語.号は キ ーワ ー ド ・yミ カ ナ糸 に 付 られ た シ ケ ン ス 番`㍍

見出 し厨 をE体 に し'(閉 係 『「 るヤ ー ワ ド を関 係語 番 号でtSLI',さ 七 る.

間 孫 子1見 出 し 諭K対 す る関 係 語 の 間 遠 性 を 識 別 す るo

上↓汐訂き「B」 問 責:肋'ua八"ttt力 ・を ≧ん イし 、'L

09 関 係 リ ン ク 修 正 デ ー タ 形 式

カ

1シ

ド1

ケ

ン

ス

関 係 情 報1 2 3 .` 5 6

1

見 限
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出
番

し
号

係
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聞
寵}
孫
番

号.

慨`E国 分lIA]の と き追 加 デ ・夕

lDlの と きfiij除デ ー タ

IMiの と さ閏 統 チ路`1.デ ・9

カ ド ご とに 悔`Eデ タは 賓 る

t
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(20)カ ナ漢 字 変 換 シス テ ムの利 用 方法

1.デ ー タ作 成基 準

(1)読 み カ ナで入 力 す る。

(2)漢 字 熟 語(複 合 語 ・合 成 語)は 原 則 と して2字 単 位 の単 語 に 分 ち書 き

す る 。

(3)分 ち書 き した 読 み カナはEBCDICコ ー ドのthタ カナに して12文 字 以

内 とす る。

(4)漢 字 単 語 の読 み カナ 中 に は長 音 ・拗 促 音 を禁 止 し,正 規 の読 み あ る い

は大 文 字 読 み で入 力す る。

(5)分 野 用漢 字 単 語 に は 「#」 を,固 有 名 詞 には 「%」 を,カ タ カナ単 語

に は 「*」 を,そ れ ぞ れ の 読 み カナ の先 頭 に ファ ン ク シ ョン ・キ ー と し

て付 加 す る。

(6)カ タ カナ単語 中 に は,「 ・(中 黒)」,「 一(長 音)」,「/(拗 促

音 フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー)」 ●が使 用 で きる。

(7)ひ らが な は カタ カ ナ に し て入力 す る。

(8)英 数 字 は特 殊変 換 を除 い てそ の ま ま入 力 す る。

(9)ブ ラン クを各単 語 間,文 字 記 号 同 等 の セパ レ一 夕に 用 い る。

(10)特 殊 記 号 は ファ ン ク シ ョン ・キ ー に使 用 され てい る もの 以 外 は そ の ま

ま 入 力 す る。

(11)フ ァ ン ク シ ョン ・キ ー に使 われ る記 号 は,原 則 と して記 号 の 前 後 に ブ

ラン ク を挿 入 す る。 そ の 他 は 次 の よ うに 使用 すれ ば 記 号 とみ なす 。

#,%,*次 の文 字 が カタ カナ以 外

/次 が カタ カナ,(,)以 外

!次 が 「オ 」以 外

$次 が英 字 以 外

〉 次 が数 字 以 外

・-293一
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2.フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー の 種 類 と意 味

(1)単 語 変 換 用 フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー

#獅

%

前 が/以 外

次 がnfaVの 形 式 以 外(、n:整 定数,a:文 字 記 号)

原 則 を適 用 せず に 必 らず 記 号 の前 に:を つ け る。

*

この キ ーに続 くカ タ カナは 漢字 単 語 の 読 み カ ナ

で あ るo

この キ ー に続 くカ タ カ ナは 固 有 名詞 の読 み カ ナ

で あ る。

この キ ー に続 く カ タ カ ナは カ タ カナ単 語 で あ る。

② 特 殊 変 換 用 フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー

/

$

〉

この キ ー の次 の カ タ カ ナは 拗 促 音 で あ る。

この キ ー の次 の 「オ 」 は,「 を」 ま たは 「 ヲ」

で あ る。

この キ ー に続 く英 字 は 小文 字 で あ る。

この キ ー に続 く数 字 は 漢数 字 で あ るo

(3)編 集 用 フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー

Sl沙
～

/(～/)

&

@…

ブ ラ ン ク

†,を2つ1組 で 「～」(か ぎ カ ッコ)を 表 わす 。

/(と/)の 組 で 【～ 】(す み つ き パ ー レ ン)

を表 わす 。

¢ バa▼の 形 式 で,aがn個 連続 す る こ とを意 味

す る(n:整 定数,a:文 字 記号)

この キー に よ り改 ペ ー ジを行 な う。

この キ ー に よ り改 行(1行)を 行 な う。

@nの 形 式 でn+1行 の 改行 を行 な う。

各 単 語 間 や 文字 記 号 間 等 の セ パ レ一 夕に 用 い る

一294－

t



」

G

－

1

他,n+1個 の ブ ラン クでn個 の ス ペ ース ・シ

フ トを行 な う。

3.同 音異 義 語 の選 択 、

漢 字 単語 お よび 固 有 名 詞 を読 み カナで入 力す るた め に 同 音異 義 語 が発

生 す る。 この場 合,デ ー タ作 成 時 に 同音異 義語 素 を参 照 し なが ら,同 音

異 義 語 選 択 番 号 を読 み カ ナの 直 後 に付 加 す る。

(例)

1
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5.今 後 の 課 題

コ ン ピュー タの適 用 分 野 が 広 が り数値 情 報 だけ で な く文 書 情 報 の取 り扱 い が

増 す につ れ て 当然 の こ と なが ら 日本 語情 報 の処理 が 問 題 とな っ て くる。 これ は

単 に 日本 だ け の 問 題 で は な く.ア ル ファベ ッ ト以 外 の文 字 で表 現 され る言 語

を使 用 す る 国 々 に お け る共 通 の 問 題 とい え る で あろ うo我 が 国 で は従 来 か らこ

の 種 の情 報 は ロー マ字 や カ タ カ ナの表 音 文字 を用 い て処理 して きた が,読 み に

くい,意 味 に あ い ま い さ が あ る な どの た め に,コ ン ピ ュー タか らの 出力情 報 も

価 値 の低 下 や理 解 力 の低 下 を ま ね き,最 近 では 日本 語 本 来 の表 現 形 式 で ある漢

字 か な湿 りに対 す る需 要 が 高 ま っ て きて い る。 この た め各 メー カか ら相 つ い で

各 種 の 漢字 入 出力 装 置 が 開 発 され 実 用 に供 す る よ うに な って きた。 一 方,コ ン

ピュ ー タか らの 出 力情 報 を 漢 字 か な混 りに し よう とす る ソ フ トウ ェア の開発 等

も活 発化 しつ つ あ り,日 本 語 情 報(和 文 情報)を コ ン ピ ュー タで 処理 す る際 の

問題 点 もい ろ い ろ提 起 され て い る。 そ の 中 で も漢字 の種 類 が非 常 に 多 い こ とが

最 大 の 障害 とな っ て い る。 一般 に,日 本 語 の文書 で取 り扱 わ れ る 漢字 の種類 は

当 用 漢字1,850字 を ベ ー ス に した2,000～5,000字 とい わ れ て お り,性 名,

地 名 な どの 固 有名 詞 を カバ ー し よ う とす れ ば10,000字 以 上 が 必要 と な って く

る。 しか も,適 用 分 野 に よ っ て使 用 す る字種 が大 幅 に異 る た め,日 本 語 情報 処

理 を行 な う企 業,機 関 で独 自 の字 種 を選 定 し,漢 字 入 力装 置 の鍵 盤 上 の配列 も

文 字 の使 用 頻 度 な どを考 慮 して,独 自の 配置 を行 なっ て い るた め,字 種 ・配 列

だ け で な くデ ー タ ・コー ドも異 っ て い るの が現 状 で あ る。 この た め,漢 字 コー

ドで表 現 され た デ ー タに 関 して は全 く互 換性 が無 く,必 要 に応 じて コ ー ド ・コ

ン バ ー トを行 な っ て処 理 して い る が,い わ ば ハ ー ドウ ェ ア に起 因 す る障害 を ソ

フ トウ ェア で カバ ー し,不 便 を しの い でい る とい うこ とが で き よ うoそ こで,

漢字 の種 類 や コ ー ドの標 準 化 の 問 題 が 起 って くる○

漢 字 入 出 力装 置 を早 くか ら導 入 した新 聞 業 界 では 昭 和34年 にCO-59コ ー

ドを規 定 し,現 在 で は 業 界 内 で この コー ドに統 一 して い る。
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また,行 政 機 関 に お い て も 日本 語 情報 処理 を行 な う省 庁 が増 加 しつ つ あ る こ

とか ら,行 政 管 理 庁 が 中心 に な って 昭和48年 度 に漢字 コ ー ドの標 準 化 に着 手

し,昭 和50年 度 に 一 応 「行 政 情 報 処理 用 漢字 コー ド」 と して そ の標 準 化 を行

なったo

更に,工 業 技 術 院 で は特 定 業 界 だ けで な く広 く一般 に適 用 で き る漢 字 コー ド

の標 準化 と して 昭和49年 度 よ り 「漢字 符 号 の 標 準化 に関 す る調 査 研 究 」 に着

手 し,字 種 の選 定 とそ の符 号 化 を行 ない,JIS原 案 と してま とめ て い る こ と

か ら,近 い将 来 発 表 され る もの と思 われ る。

この原 案 で は使 用 頻 度 の 高 い各 分 野 に共 通 性 の あ る基 本 漢 字 群 と して約3,000

字 を選定 し,こ れ を 第1水 準 漢 字 群 と して代 表 的 音 訓 順 に配 列 してい る。 ま た,

それ以 外 の必 要 漢字 を第2水 準 漢 字 群 と して選 定 し,部 首 画数 順 に配 列 し,合

計 約8,000字 とな る予 定 で あ る○

国立 国語 研 究 所 で 行 な っ た新 聞 の 全 国紙3紙 に つい て の サ ン プ リン グ調 査 に

よれ ば,漢 字 は約2,900字 しか現 われ ないの で 第1水 準 漢 字 群 約3,000字 でほ

ぼ100%処 理 可 能 とな る で あ ろ う。 また,漢 字 の 選 定 に は人 名,地 名 な どの

固有 名詞 に つ い て も十 分 の配 慮 が払 われ てい る こ とか ら,著 者 名 や地 名 を含 め

て文献 検 索 な どに も十 分 満 足 す べ き もの どな る で あ ろ うoこ の標 準 化 は 今後,

日本 語情 報 処 理 を行 な っ て い く上 で1つ の 方 向 づ け とな り,大 きな意 味 を もつ

もの と考 え られ る。

更 に,コ ン ピ ュー タで 日本 語 情 報 処理 を行 な う際 の問 題 点 と して,日 本 語情

報 の入 力 を あげ る こ とが で き る。

この 問題 は漢 字 入 力 装 置 の操 作 性,コ ス ト,オ ペ レー タの 育成,定 着 率 な ど

種 々の 問題 を含 む こ とか ら必 ず論 議 され る と ころ で あ るが,こ れ も漢 字 の 種類

が非 常 に 多 い こ とに 起 因 す る こ とは い うま で もな い。

現 在長 も多 く利 用 さ れ て い る漢字 入 力 装 置 と して は 漢字 テ レ タ イ プ ラ イタ を

あけ る こ とが で き る が約3,000字 も あ る鍵 盤 上 か ら必 要 とす る文 字 を探 す こ

とは専 任 の オ ペ レ ー タで な い 限 り非 常 に 困難 な作 業 で あ り,素 人 に適 用 す る こ

とはそ の 操 作性 か ら も無理 な部 分 が 多 い○ この た め 各 メ ーカや 研 究機 関 で種 々
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の研 究 が 行 な われ 和 文 タ イ プ ラ イタの改 良 や ライ トペ ンを 用 い た漢 字 入 力 装 置

な どが 開 発 され て い るが,ま だ 日本語 情 報 を合理 的 に入 力 す るた め の有 効 な入

力装 置 が 出 現 して い る とは い いが た い現 状 で あ る○

また,従 来 の フル キー ボ ー ド方 式 の入 力 装置 を用 い て 日本 語 情報 を入 力 す る

こ とが 困難 で あ る こ とか ら,こ れ を ソ フ トウェア で カ バ ーす る た めの方 法 と し

て カナ漢 字 変 換 に つ い て の 研 究 が行 な われ て い る。

つ ま り,漢 字 に くらべ て は るか に文 字 数 の少 な い カ ナ鍵 盤 を用 い て漢字 の読

み を入 力 し,機 械 との対 話 に よっ て同 音 異 義語 を処理 し,漢 字 か な湿 り文 へ変

換 す る方法 で あ る。

当 財 団 で 研 究 開発 した(昭 和48,49年 度)カ ナ漢 字 変 換 シ ス テ ム もそ の1

つ で あ るが,大 学,研 究 機 関 で早 くか ら研 究 され てお り,そ の変 換 率 も70%～

95%が 得 られ てい る。

この場 合 は 同 音異 義 語 の 処理 を完 全 に行 な うこ とが難 か し く,ま た,100%

の変換 率 を求 め る こ と も非 常 に困難iで あ るた め どの分 野 に で も直 に適 用 す る こ

とは好 ま し くない が,出 力 情報 に対 す る理解 力 の向上 を め ざす シ ス テ ムに は大

きな効果 が 期 待 で き るで あ ろ う。 い ずれ に して も,カ ナ漢 字 変 換 は本 質 的 に は

日本 語 の 機 械 翻訳 の 問題 で あ るた め 日本 語 の構 文 分 析 や文 章 の意 味 処理 な どの

技 術 が 相 当 進 歩 しなけ れ ば解 決 で き ない問題 を含 ん でい る よ うで あ る。

その他 に も漢 字 の配 列 順 序 が一 定 で ない こ と,漢 字 の 字 型 が複 雑 で あ る こ と,

外 字 処理 が 必 要 とな る こ と な ど数 値 情 報 とは本 質 的 に異 な る問 題 が あ り,解 決

しな けれ ば な らない 問題 が 山 積 され て い る状態 で あ る。

この 様 な現 状 の 中で,当 財 団 で は マ ン ・マ シ ン ・イン タ フ ェー ス の面 か ら, ,

特 に必要 と考 え られ る 日本 語 情報 処 理 の適 用'と して文 献検 索 を と りあ げ,日 本

語 情 報 を用 い た検 索 シス テ ムの 設計 を行 な った。 詳 細 につ い て は 第4章 で述 べ

て い るが,日 本 語 情報 文 献 検 索 シ ステ ム(KINDシ ス テ ム)の 設 計 に あた っ

ては 必要 十 分 な調査 研 究 期 間 もな く,ま たハ ー ドウ ェア上 の制 限 な ど もあ って

検 索 シス テ ム と して完 壁 か つ 満足 され る もの で は ない と思 われ る。 当 面,こ の
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KINDシ ステ ム に機 能 拡 充 が望 ま れ る で あ ろ う課 題 と して,次 の5つ が あげ

られ よ う。

①

②

③

④

⑤

① の機 能 に よっ て,と りわ け利 用者 の情 報

源 に対 す る ア プ ロー チの 実 際 や,検 索 コ マ ン ドの使 われ 方 な ど適 切 な 資料 が 得

られ よ う。 ② につ い て は,当 初 会話 型検 索 を 中心 に した コ マン ドの選 定 を行 な

っ てい る こ とか ら,ガ イダ ンス機 能 な どが網 羅 さ れ て い な い の で,拡 充 が望 ま

れ よ う。③ は,当 シ ス テ ムの本 質 的 目的 か らそ れ る た め除 い て あ るが,デ ー タ

ベ ー ス にパ ー ソナ ル ・フ ァ イルの 登 録 を も可 能 に す れ ば必 要 な機 能 となろ う。

④ は,現 在,同 義 語 と下 位 語 の サ ー ビス しか 行 なっ てい ない もの を,さ らに上

位語,関 連 語 の順 に追 加 して,シ ソー ラス の有効 な利 用 が望 まれ る。 ⑤ は,シ

ス テ ムの利 用 者 に対 す るサ ー ビス の1つ と して,KINDシ ス テ ム用 の 外部 記

憶装 置,い わ ゆ る磁 気 デ ィ ス ク ・メモ リを拡 充 して,異 な る技 術 分 野 の デー タ

収録 や,収 録 件数 の増 加 をは か る もの で,こ の点 は主 と して ハ ー ドウ ェアの 課

題 で ある。

以 上 の よ うな機 能 拡 充 は 望 まれ る とこ ろで あ るが,日 本 語 情 報 を扱 っ た検 索

システムら モデル.ケ ース として,当 システ ム開発 臆 義 あ る もの と確 信 してい る・

今 後,当 シス テ ムの 開発 お よび実 験 研 究 を通 して,他 の企 業 機 関 にお い て 日

本 語 情報 を扱 っ た検 索 シス テ ムを構 築 す る上 で,有 用 な種 々の デ ー タが 提供 で

きれ ば幸 い で あ り,ま た逐 次使 用 体 験 と機 能 の充 実 を繰返 し行 なっ て,よ り価

値 あ る シス テ ムに発 展 させ る こ とが望 ま れ る。

ジ ャ ー ナ ル 管 理 お よ び統 計 処 理

検 索 コ マ ン ドの 充 実

デ ー タ ・セ キ ュ リ テ ィ

シ ソ ー ラス 関 係 の 拡 張

デ ー タ ベ ー ス の 拡 充
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